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惑星ドラング。

かつて、この世界はそう呼ばれていた。

やがて千年近い時が過ぎ、人々はその名前を忘れ去った。

今、この世界をそう呼ぶ者はいない。







　第一章「王都デメララ」







　この世界には一つの大陸がある。

「パレオ大陸」と呼ばれるこの大陸は、北に万年雪を頂く高山の連なりを、そして南には人の侵入を拒む広大な森林地帯を持っており、その二つの地方に挟まれた平地となだらかな丘きゆう陵りようを持つ広大な土地は、大陸のほぼ中央を南北に流れる大河によって東西に分けられ、それぞれの土地は西せい域いき国こくと東とう域いき国こくと呼ばれる二つの国家によって治められていた。

　この国家は、域いき王おうと呼ばれる王によって統治され、国内に百数十の都市を擁ようし、都市には域王とは主従の関係にある総そう督とくが置かれ、都市とその周辺の領地を統とう治じしていた。

　都市には、領地内の治安維い持じのための警備隊ガーデイアンと、領地を他国の侵しん略りやくから守る国防軍が置かれており、総督は、事あれば域王の勅ちよく令れいのもと、国防軍を率ひきいて参じることになっていた。

　しかし、東西二つの域王間の大規模な争いはここ百年起きたことはなく、この世界は平和の中にあった。




　パレオ大陸のど真ん中を南北に流れる大河、バンドール川の源流に近いところから分かれた一本の支流が、平野の中央で大きく三つに分ぶん岐きする場所に、西せい域いき国こくの王都デメララがある。

　陸運と水運の両方に恵まれた地理的条件の良さにより、王おう都と建設の地に選ばれただけあって、この街は、この西域国の行政と商業の中心地となった。

　この街では、この世界に産するすべての物と情報が取り引きされていた。

　物が集まれば人が集まるのは道理である。

　大陸が雪で閉ざされる長い冬と、酷こく暑しよの夏に挟まれた今の季節は、人と物が最も動く季節であり、石で舗ほ装そうされた王都のメインストリートを人と、荷物と、家畜、そして荷馬車が、ぼこぼこと動き回る様は、巨大なシチュー鍋なべの蓋ふたを開けた時の様よう子すに似ていた。

　しかし、そこからたちのぼるのは、芳ほう香こうに満ちた湯気ではなく、似ても似つかない異臭に満ちた埃ほこりだった。

　この、人と家畜と荷物のゴッタ煮の鍋の中からこの街で暮らしている者と、そうでない者とを見分けるのは、とても簡単である。

　なぜなら地方から来た者は。




　一・無防備である。

　二・視線が定まっていない。

　三・歩くリズムが他の人と微び妙みように違う。




　という大きな特徴を持っており、こういった人々を、この街の商人たちは親しみを込めて『おのぼりさん』と呼び、下した心ごころを込めて、『カモ』と呼んでいた。

　その喧けん騒そうに満ちたメインストリートの、一本奥に入った裏通りに立っている女の子は、この三つの条件を見事に満たしていた。

　年ねん齢れいは十七、八歳さいだろうか？　正確に言うならば「女の子」と「女の人」の中間あたり。

　痩やせっぽちな体、あかぬけない服と不ぶ細さい工くなメガネ。そして適当に後ろで束ねた長い髪。

　両手で持っている大きな革のバッグは、ぱんぱんにふくれ上がっている。

　誰がどう見ても、都会とは無む縁えんの、水と緑と空気がおいしい土地から産地直送されて来たような女の子だ。

　彼女は、ついさっきまで、この街のメインストリートを歩いていた。

　ネギを背負い、切り身になってタレといっしょに鍋の中に座り込んでいるこんなおいしそうな『カモ』を、この街の商人たちが見逃すはずがない。

　商人たちは、手に手に商品を振りかざし、口こう上じようを並べながら、この『カモ』を捕つかまえようとした。

「今流は行やり！　今流行り！　最さい先端のファッションビーズだ！　さあそこのお姉ちゃん、手に取ってごらん！」

「メチール堂の新品でんがな！　この演えん算ざん機きがこの値段でっせ！　お姉さん。都で働くならこれからは演算機の一つも使えないと一生お茶汲くみで終わりまっせ！　今やったら演算スクール入学金免めん除じよや！　ただより安いものがあったら言うてみいっちゅうねん！」

「色いろ白じろ美人になりたくなあい？　たった三日であなたも見違えるわよん」

　都市の喧けん騒そうに満ちた人の群れなど見たことも無い彼女にとって、初しよ対面の人間に見み境さかいなしに声をかけてくる商人などというものは、想像外の存在だった。

　顔も知らない人間に声をかけられまくって、どうしていいのかわからなくなった彼女は、そのまま裏通りに逃げ込んだのだ。

　メインストリートの一本裏うら手てになるその通りは、大きな建物や商店の影になるため薄暗く、道に敷き詰められている敷しき石いしも心なしか湿っぽい色をしている。

　人の姿が無い裏通りは、彼女に安心感を与えたのだろう、周囲を見回したその女の子は、ほっと、安あん堵どのため息を漏らした。

　……やっぱり、人がいない方が落ち着くな、人込みは苦にが手てだわ。

　その子は、肩からぶらさげてあったポシェットの中から、手書きの地図のようなものが書かれた紙を取り出して、それを開くと、眉まゆをひそめて小声でつぶやいた。

「……えーと、インダストリアン・ギルドの事務所ってどっちだっけ？　さっきの通りがアンゴスチュラ大通りで、私が鉄道馬車を降りたのがロンリコ門の前だから……」

　そのとき、後ろで声がした。

「そこの彼女、どうしたの？　道に迷ったのかい？」

　若い男の声だった。

　振り向くと、そこに、十八歳さいくらいの若者が三人立っていた。

　金銀の糸で同じようなデザインの派は手でな刺し繍しゆうが施ほどこされたジャケットを着込んだその三人組の真ん中にいた、肩まで髪を伸ばした若者が、軽い口く調ちようで言った。

「俺たちが道みち案内してやるぜ、どこに行くつもりなんだ？」

「インダス……」

　女の子は、思わず行き先を口にしかけてから、慌あわてて首を振って答えた。

「いえ、結けつ構こうです、自分で行きますから」

　本音を言えば、道を聞きたかった。しかし、彼女の心の中にある何かが、この男たちを信用しないほうがいい、と告げていた。

　それは、本能的なものだったのかもしれない。

　髪の長い若者は、女の子に近づくと、親切めいた口調で話しかけた。

「その荷物、重そうだねえ、持ってやろうか？」

「あ、いえ、いいです！　そんなに重くありませんから」

　慌あわててバッグを抱え込んだ女の子を見て、三人の若者たちは、半分嘲ちよう笑しようのような笑い声を上げた。

「安心しなよ、こう見えても俺たちは上級士族セツクなんだぜ、そんなコソ泥みたいなことなんかするもんか」

　そう言うなり長髪の若者と、その仲間は着ていた派は手でな刺し繍しゆうを施ほどこした上着の前を開き、腰にある金銀の糸で装そう飾しよくされた豪ごう華かな革のホルスターに入った短銃を見せた。

　この世界で「銃」の所持が許されているのは士し族ぞくだけであり、その中でも銃身の短い「短銃」の所持が認められているのは上級士族だけであることは常識だった。

　女の子は、その短銃のフレームに、恐ろしく精せい緻ちな彫エング刻ローヴが施されているのに気づいた。

　……ハンマーの形状が古いところを見ると、きっとこの人たちの親の持ち物ね。

　女の子はにっこり笑って言った。

「あら、それ、キューゼニア工こう房ぼうの短銃ね。それもミラベルタイプ！」

　その言葉を聞いた士族の若者たちは、拍子抜ぬけした。

　今まで、何十人という田舎いなか出の女の子に声をかけてきたが、たいていの女の子たちは、まず王おう都とで流行しているハンセンゴールドの高価なジャケットを見るだけで、警けい戒かい心しんを解く。

　どんな用心深い女の子でも、上級士族の子弟であることの証あかしであるこの短銃を見せれば、ほぼイチコロだった。

　短銃は、王都のきらびやかな上流社会のシンボルだったからだ。

　なのに目の前にいる女の子は、流行のジャケットに興味を示さないどころか、短銃を見せても、憧れるどころか、冷静に短銃の分ぶん析せきをしてのけた。

　彼らの経験値ちの中に、こんな反応を示すケースは無かった。

　長髪の若者は、軽く咳せき払ばらいすると、いつものペースに持っていくために話しかけた。

「あ、ああ、えーと、これで俺たちのことを信用してくれたと思うんだが……」

　……あんまりまともな人たちじゃないみたいだけど、お金持ちの士族のお坊ぼつちゃんであることに間違いはなさそうね。

　そう考えた女の子は小さくうなずいた。

　若者たちは、ほっとしたような表情を浮かべた。

　……信用させてしまえばこっちのものだ。あとは、言葉巧たくみにランバリオン通りにある裏うら店みせまで連れて行けばいい。

　この女がどうなろうと知ったこっちゃない。店は新しい女を手に入れて、俺たちは金がもらえる。それだけのことだ。

　若者たちは、馴なれ馴れしく話しかけた。

「どこに行くつもりだったんだい？　何なら案内してやるよ」

　女の子は、すっかり警戒心を解いたように、あっさり答えた。

「インダストリアン・ギルドの事務所に行くつもりだったの」

「い、いんだすとりあん？」

　若者たちの目が点になった。

　インダストリアンとは、木工、金きん属ぞく加工、織おり機き、製紙、といったさまざまな製品を作り出すための工こう房ぼうに額ひたいに汗して働く工こう芸げい師したちの総そう称しようであり、日々を無む為いに遊んで暮らしているこの若者たちとはまったく無む縁えんの存在である。

　……なんで、こんな女の子がインダストリアン・ギルドに用があるんだ？

　そう考えたとき、長髪の若者は思い当たった。

　そうか、ギルドの事務所って言ったよな。きっと事務所の下働きでもするつもりで、田舎いなかから出てきたんだろう。

　長髪の若者は、南側を指差した。

「インダストリアン・ギルドの事務所なら、確かあっちだ」

　女の子は、眉まゆをひそめると、持っていた紙切れを見た。

「この地図だと、逆の方向なんですけど……」

「そりゃあ地図がおかしいんだ、この街に住んでいる俺たちが言うんだから間違いない、な、そうだよな？」

　長髪の若者がそう言って後ろにいた仲間に同意を求めると、二人の仲間は、慌あわててうなずいた。

「ああ、そうそう、こっちで間違いない」

「でも……この通りがアンゴスチュラ通りで、私が鉄道馬車を降りたのがロンリコ門なんだから……」

「いいからいいから」

　長髪の若者は、そう言うと、女の子の腕をつかんだ。

「あ！」

　女の子は、つかまれた腕を引こうとしたが、若者は腕を離さなかった。

「さっさと俺たちの言うとおりにすればいいんだよ、悪いようにはしねえって」

　長髪の若者が、女の子の腕を、ぐい、と引っ張ったそのとき。

　またしても若い男の声がした。

「おいおい、ギルドの事務所はまるっきり反対だろうが、ウソ教えるんじゃねーよ」

　女の子と長髪の若者たちが振り返ると、そこに、彼らと同じくらいの年ねん齢れいの若者が立っていた。

　伸びやかな手足と、イタズラ小こ僧ぞうがそのまま大きくなったような好こう奇き心しんにあふれた目。

　ちょっとくたびれた感じの革のジャケットと、洗いざらしのパンツ。

　そしてその背中には、下級士族デミセツクの証あかしである長ちよう銃じゆう。

　しかし、何より目を引くのは、その男の髪の毛の色だった。

　少し癖くせのある髪の毛は赤い……と言うより、真しん紅く。

　今まさに燃え上がろうとしている炎ほのおのような鮮烈な紅あか毛げである。

　その、紅毛の若者は、長髪の若者たちに向かって、ちらっと侮ぶ蔑べつするような視線を投げてから女の子に向かって言った。

「こいつらについて行くと、その先にあるランバリオン通りの裏うら店みせに連れて行かれるぜ。手に職が無くとも、若い女というだけで金になる店だ。行きたいというのなら止めねえがな」

　女の子は目を見開いた。

　……ランバリオン通り？　確かあそこって歓楽街よね。裏うら手てに『あぶない水着を着た女の子が、あぶないサービスをしてくれる、あぶないお店』が並んでいる……。

　女の子の顔色を見たケリンが、ふっと笑ってうなずいた。

「行きたくないのなら、そいつらについていかない方が身のためだぜ。妙みような薬を飲まされて、気を失って、気がついたら、書いた覚えもない契約書を店と交わしていて、無理やり働かされる……なんて目にあうのがオチだ。そいつらは、お前さんみたいな田舎いなか出の女の子をたぶらかして裏店に連れて行き、紹介料をもらってるクズどもさ」

　長髪の若者たちの顔色が変わった。

「ケリン！　てめえ！」

　ケリンと呼ばれた若者は、ゆっくりと進み出ると、長髪の若者たちを見み据すえて言った。

「田舎娘むすめを売り飛ばして小こ遣づかい稼ぎをするのはお前らパッサーズの勝手だがな、このマイヤーズの縄なわ張ばりで、それは許さねえぜ」

　長髪の若者は、女の子の手を離すと、ケリンとにらみ合った。そして、あたりを見回してから、馬鹿にしたような口く調ちようで言った。

「許さねえも何も、ここにはお前一人しかいねえじゃねえか。仲間はどこにいるんだ？　え？　マイヤーズの総そう長ちようさんよ」

　長髪の男の二人の仲間が、へらへら笑いながら言った。

「マイヤーズは貧びん乏ぼう人にんの平へい民みんの集まりだからよ、今いま頃ごろ、食い扶ぶ持ち稼ぐのに必死に働いてるんじゃねーの？」

「貧乏人の平民どもしかいないから、デミセックの息子むすこでもデカイ面つらして総長に収まれるんだよな」

　ケリンは、胸を張った。

[image: ]

「俺たちの仲間は、イザというときに集まるのさ。お前らパッサーズみたいに、いつもつるんでなけりゃ何もできない連れん中ちゆうとは違うんだ。小便するときもお友達と一緒じゃなきゃできねえセックと一緒にするな」

　長髪の若者たちの顔色が変わった。

　上級士族セツクの子し弟ていは、幼少の頃から全ぜん寮りよう制せいの学園で養育を受けるのが、ごく当たり前のことになっており、この学園での寮生活によって培つちかわれた同どう門もん意識は、上級士族たちの結束を強める反面、その閉へい鎖さ性せいから世間では『出世の第一歩は、お便所友達』と揶や揄ゆされていたからだ。

「許さんぞ！　下級士族デミセツクの分ぶん際ざいで！」

　長髪の若者は、そう叫ぶと、ジャケットをまくりあげて、腰のホルスターに手を伸ばした。

　女の子の顔色が変わった。

　……決けつ闘とう？　うそ！　こんなところで？

　ケリンの表情は変わらなかった。

「面白れえ、短銃を抜くっていうのか？　このデメララの街中で銃を撃うつってことがどういうことか知ってて抜くなら構やしねえ、抜けよ。それだけの度ど胸きようがてめえらにあるというなら、さっさと抜きな！」

「く……くそ！」

　三人の上級士族の若者は、右手をホルスターに伸ばしたまま、ケリンをにらみつけた。

　その視線をにらみかえしながらケリンが右手を振った。

「そこの田舎いなか娘むすめ、ちょっと離れてな。こいつら見た目は人間だが、頭の中は性欲と食欲しかねえんだ。おまけに考える能力はエズオルと変わんねえ。何するかわかんねえからよ」

　田舎娘呼よばわりされた女の子は、一いつ瞬しゆんむっとした顔をしたが、すぐにその場から十歩ほど離れた。

　……まったくもう！　何よ、田舎いなか娘むすめ、田舎娘って！　私には、ちゃんと、ミント・マージョラムって名前があるんだから……。

　一いつ瞬しゆんそう考えてから、ミントは、はっとした。

　……そういえば私、誰にも名乗ってない。私のことを誰も知らなくて当然なんだ。会う人がみんな顔かお見知りのグレンダランの街とは違うんだ。

　私、田舎娘って言われても当然なのかもしれない。

　ミントは、少し赤い顔になって、ケリンと名乗った若者と長髪の若者たちを見つめていた。

　本当に銃の撃うち合いをやるつもりなのかしら？　一発でも撃てば、その銃声を聞きつけた警備隊ガーデイアンがすぐに駆けつけて、大騒ぎになるのは間違いないわ。もし、その場に居合わせたら、数時間、長ければ半日は事情聴ちよう取しゆで拘こう束そくされてしまう。

　女の子の心の中に、一瞬『このまま逃げようか』という考えが浮かんだが、女の子は小さく首を振ってその考えを打ち消した。

　……でも、あの紅あか毛げの人は、私を助けようとしてくれた。もし、発はつ砲ぽう騒ぎになったら私が証言しないと不利になるかもしれないわ……まして相手は上級士族セツクなんだから。

　三人組をにらみつけながら、ケリンは、背中に背負っていた長ちよう銃じゆうのストラップを肩から外し、両手で持った。

　八角形の角ばった肉にく厚あつの銃身の銃口に赤い木製の栓マズルプラグが差し込まれたままになっているその長銃は、大人おとなの男が両手を広げたほどの長さがあり、銃身の後ろに伸びた木製の肩当ての両側には、大きな金属製のリベットが、いくつも打ちつけてあった。

　ケリンの持つその長銃を見たミントは、思わず首をかしげた。

　……発射時の反動で銃口が跳ね上がることを防ぐために、重心を前に持っていくべきなのに、なぜ、あんなところにリベット打って後ろを重くしているんだろう？。

　長髪の若者たちが、馬鹿にしたように言った。

「おい、ケリン。マズルプラグがついたままだぜ」

　不敵な微笑を浮かべてケリンは言った。

「銃ってのは、めったやたらにぶっ放せるモンじゃねえ。このまま使うんだ。それにお前らみたいな連れん中ちゆうに火か薬やくや弾たまを使うのはもったいねえしな」

「なんだと？」

　……マズルプラグをつけたままの銃をどうやって使うんだろう？

　ミントがそう考えたとき、後ろの方で人の声がした。

「なんだなんだ？　なにがあった？」

「えらいことやがな、あんた、カタキ討うちでっせ」

　気がつくと、周りに人が集まってきていた。

　裏うら路地とはいえ、王おう都とデメララのメインストリートであるアンゴスチュラ通りのすぐ近くなのだ、そこで、腰のホルスターにある短銃のグリップに手をかけた上級士族セツクの三人組と、長ちよう銃じゆうを持った下級士族デミセツクがにらみ合っているのだから、人ひと目めにつかないわけがない。

　物もの見み高い商人たちが、次々にやってきては、ケリンたちを遠巻きにして話し始めた。

「カタキ討うちなんかじゃねえよ！　俺は最初から聞いてたから知ってっけどよ、こりゃああんた、詐さ欺ぎだよ！　あの三人がウソついて、女の子働かせようとしたらしい」

「あほ抜かすな！　何が詐欺や！　よう聞いてみい、タダの痴ち話わ喧げん嘩かや」

「痴話喧嘩にしてはえらい血けつ相そう変えてまっせ、特に紅あか毛げの兄ちゃんの方、ごっつい長銃持ち出してまっせ」

「それそれ、最初は、ただの痴話喧嘩だったんだけどよ、セックとデミセックの喧嘩になっちまったんだ！　こりゃあヘタすると士し族ぞく同士の大ゲンカになるぜ！」

「なんでまた、そないなことになったんやろうなあ」

「……あの姉ちゃんが原因じゃねえの？　垢あか抜ぬけん、田舎いなかくせえ姉ちゃんだけどな」

「はあ……なんか身につまされまんなあ……うちの嫁よめはんも、ど田舎出身でんねん、あんたタンバール州のササヤマーって村知ってまっか？　馬車で三日、そっから歩いて二日かかりまんねん」

「あんたの嫁はんの出身地なんて、どうでもよろしいがな！」

　がやがやと言い合っている話し声に囲まれた長髪の若者は、引っ込みがつかなくなったのだろう、ついに腰のホルスターに挿さしてあった短銃を抜いた。

「うわ！　抜きよった！」

　野や次じ馬うまがどよめく中で、ケリンが動いた。

　一歩踏み込むのと同時に、手に持った長銃をくるりと回し、銃じゆう床しようの方を下から振り出すように前に振った。

　長銃の銃床は、長髪の若者が伸ばした右手の握り拳こぶし……正確には、右手が握っている短銃のグリップの下部に当たった。

　キン！

　金属音と共に短銃が跳ね上がり、長髪の若者は思わず引き金を引いてしまった。

　パーン！

　空に向けられた短銃の銃口から炎ほのおと白はく煙えんが飛び出し、それを聞いた野や次じ馬うまどもが一いつ斉せいに逃げ出した。

「う、撃ちよったでぇ！」

「ひえ！　危ない危ない！」

　ぐるりと取り巻くように見物していた野次馬の輪が一回り大きくなり、その輪の中心では、長髪の若者が、自分が銃を撃ったことを信じられないように目を見開いたまま、手の中にある短銃を見つめていた。

　豪ごう華かな彫刻エングローヴを施ほどこした短銃の銃身から、一筋の白い硝しよう煙えんが立ち上っている。

　ケリンは、さらに一歩踏み込んで、呆ぼう然ぜんとしていた長髪の若者の腹に銃じゆう床しようを突き込んだ。

　ぼぐ！

　鈍い音がした。

「！」

　長髪の若者が目を見開いたまま、声にならない声を上げて、前のめりになったところをすかさず銃を引いて今度は左肩から首くび筋すじに銃床を振り下ろした。

　ごん！

　長髪の若者はものも言わずその場に崩れ落ちた。

　手からこぼれ落ちた短銃が、石いし畳だたみに当たって金属音と共にくるりと回って止まった。

　短銃の行き先を目で追っていたケリンは、忌いま々いましげにつぶやいた。

「セックの短銃なんざ、どうせまともに弾たまも飛ばねえ飾りモンだろうが！　当たりもしねえのに雷管キヤツプやら装そう薬やくを装そう填てんしてんじゃねえよ！」

　顔を上げたケリンは、顔面蒼そう白はくになったまま立ち尽くしている残りの二人組を見み据すえたまま、手に持っていた長ちよう銃じゆうを、ぶんぶんと音を立てて振り回した。

「おう、そこの二人組！　どうする？　俺の格かく闘とう銃じゆうの相手になるか？　こいつは、撃うつための銃じゃねえ、ぶん殴なぐるために改造した特別製だ！　弾たまは撃てねえけど、お前らのチャラチャラした短銃よりよっぽど強えぜ！」

　ケリンが振り回す長銃のさばき方を見た野や次じ馬うまたちがどよめいた。

「あの兄ちゃん体術やっとんのか？　すごい腕うで前まえやなあ！」

「さすがは、クローブの旦だん那なの息子むすこさんだ！」

「え？　クローブって、あの喧けん嘩か屋やクローブか？」

「そうさ、このデメララでクローブの旦那を知らないヤツはモグリだね」

「どうりで喧嘩慣なれしてるわけだ、親父おやじ直じき伝でんってわけだな」

　話が見えない、という顔をした男が地方なまりで聞いた。

「なんでっか？　その喧嘩屋っちゅうのは？」

「ああ。あんた西部州の人か、じゃあ知らなくて当たり前だ。喧嘩屋クローブってのはな、あそこにいる兄ちゃんの親父でな、本職は国防軍の五十人隊長なんだけど、喧嘩がメシより好きって人間だ」

「えらい乱暴者でんなあ、そないに喧嘩ふっかけて歩いたら普通、警備隊ガーデイアンに捕つかまりまっせ」

　得意げに解説していた男は慌あわてて首を振った。

「喧嘩をふっかけて歩くんじゃねえよ、喧嘩してるヤツを探して歩いてんだ。他人の喧嘩がメシより好きなんだ。んでな、喧嘩しているヤツをみると仲ちゆう裁さいに入るってわけよ」

「はあ、えらいお節せつ介かいなおっさんでんな……」

「だけどよ、その仲ちゆう裁さいの方法ってのが普通じゃない。いきなりぶっ飛ばす。それも両方」

「両方？」

「そうだ、ぐうの音も出ねえ、そのちょっと前くらいまで、ぶん殴なぐる。んでもって『この喧けん嘩か俺が買った！　文句があるか』ってな啖たん呵かを切るんだ。そこまでやられてたら、たいがいの人間は文句もねえよな。んでもって四し方ほう丸く収まった証あかしに、一杯やろうぜ。ってな調子で酒をたかる……ま、それが喧嘩屋と呼ばれてる理由だわな」

　西部州なまりの商人らしい男は、首をひねった。

「はあ、偉いんだか、悪いんだか、いい人なんだか、ひどい人なんだか、ようわかりまへんなあ……」

「でもよ、クローブの旦だん那なが歩いてくると、街のチンピラや、ゴロツキはみんな逃げちまうから、この街のためにはなっているんだと思うぜ……あ、あいつら逃げちまった。ひでえなあ、仲間置いてきぼりかよ、あれで上級士族セツクだって威い張ばってやがるんだから、笑っちまうな」

　野や次じ馬うまの言うとおり、二人組は背を向けて転がるように走り出していた。

　ケリンが慌あわてたように叫んだ。

「おい！　こいつはどうするんだ！　置いていかれてもこっちが困るんだ！」

　しかし、二人組は振り返りもせず逃げていく。

「ったくもう、生ゴミの回収は水曜日と決まってるんだ！　勝手に捨てると町内会のうるさいオバサンに怒られるんだぞ！」

　野次馬どもが、どっと笑った。

　ケリンは、腰に手を当てて、白しろ目めをむいている上級士族の若者を見下ろしていたが、やがて小さくため息をつくと、しゃがみ込んで若者を揺すった。

「おい、起きろ、そんなに強く殴っちゃいねえから、目を覚ましてもいい頃だぜ」

　若者は動かなかった。

「仕方ねえなあ……家まで運んでやるか……」

　ケリンはそうつぶやくと、あたりを見回した。

　喧嘩騒さわぎが収まって、三さん々さん五ご々ご散り始めている野次馬の中に、憧れと畏い怖ふの入り混じった目でケリンを見ている十五、六歳さいの少年がいた。

「よう、ラッケじゃねえか！　ちょっと手伝ってくれねえか？」

　ラッケと呼ばれた少年は、びっくりしたように目を丸くした。

「え？　俺ですか総そう長ちよう！」

「そうだ、お前に頼みがある。手が空あいてるヤツがいたら、すぐここに来いってマイヤーズの連れん中ちゆうに知らせてくれ。こいつの顔を知ってるヤツがいるかもしれねえから」

「わかりました！　すぐ呼んで来ます！」

　ラッケはぴょこんと頭を下げると、人込みの中に消えて行った。

　その後ろ姿を見送ったあとで、ケリンは目の前で倒れている若者のわきにしゃがみ込んだ。

「……ったく、世話が焼けるぜ、身元のわかるものでも持ってりゃいいんだけど……」

　そう言いながら、ケリンが倒れている若者の懐ふところを探っていると、いきなり後ろから、りん、とした声が飛んだ。

「動くな！　盗ぬす人つと！」

　振り向くと、そこに、白地に銀の糸で刺し繍しゆうを施ほどこした長ちよう衣いを身にまとった背の高い男が、同じような服を着た七、八人の若者を引き連れ立っていた。

　流れるような肩までの金髪と鼻はな筋すじが通った顔は、美形と言うにふさわしいが、強い意志を持つ目が、見た目から受ける軟弱な印いん象しようをすべて吹き飛ばしてしまっている。

　その金髪の男は、振り向いたケリンを見て、蔑さげすむように言った。

「ほう……総そう長ちようのケリン・ミルダモンみずから強盗を働きになるわけか……さすがは貧びん乏ぼう人にんぞろいのマイヤーズだな」

　ケリンはすっくと立ち上がって、金髪の男を正面からにらみつけた」

「強盗？　言うに事欠いて人を強盗呼よばわりか、因いん縁ねんをつけるなら、もうちょっとボキャブラリィを増やした方がいいぜ、パッサーズの総長さんよ……」

　パッサーズの総長と呼ばれた金髪の男は、手に持っていた乗馬鞭むちをケリンに突きつけて叫ぶように言った。

「貴き様さまは今、そこで殴なぐり倒したアルテンの懐を探っていたではないか！　それが何よりの証しよう拠こであろう！　どのように言い逃れをしようと、貴様は恥ずべき盗人だ！」

「ふざけたことを言うんじゃねえ！」

　ケリンはパッサーズの一番後ろに隠かくれるようにしている二人組を指差して叫んだ。

「そいつらが。こいつを見捨ててさっさと逃げちまうから、家まで送ってやろうと思って身元を調べていただけでぃ！」

　総長の後ろにいた男が嘲ちよう笑しようするように言った。

「……で、そのついでに財さい布ふを頂く、というわけだな。どんなときにでも、まず金かね目めのものを探すのは貧乏人のデミセックの性さがだな」

「貧乏人のデミセックと平へい民みんは全部盗人で、金持ちのセックはみんな天使みたいに清せい廉れん潔けつ白ぱくかよ！　ふざけんな！　こいつは、地方から出てきた田舎いなか娘むすめを騙だまくらかしてだな……」

　ケリンがそこまで言ったとき、ケリンの後ろからラッケの声がした。

「総長！　連れて来ました！　マイヤーズの仲間でやす！」

　見ると、薄よごれた作業衣いを着て、手に手に天てん秤びん棒ぼうやスコップなどを持った五、六人の若者がそこにいた。

　その若者たちは、ケリンの目の前にいるパッサーズの若者たちに、憎悪の視線を投げつけて叫んだ。

「てめえら！　よってたかって総そう長ちようをどうしようってンだ！　この卑ひ怯きようなクズ野や郎ろうども！」

　卑怯者呼よばわりされたパッサーズの若者たちの顔色が変わった。

「なんだと！　この貧びん乏ぼう人にんの盗ぬす人つとどもが！」

「だれが盗人だ！」

　マイヤーズの若者がわめいた。

　裏通りとはいえ、通りのど真ん中で、十人以上の若者がにらみ合っているのだから、人ひと目めを引かないわけがない。

　いったん散りかけた野や次じ馬うまが、再び集まり始めた。

「なんだなんだ、こんどは集団で喧けん嘩かかぁ？」

「今度の相手はずいぶんといい男でんなあ……あれ、誰です？」

「ありゃあお前、上級士族セツクのワルどもを束ねてるパッサーズの総長、カルタ・ピルスナーさ」

「へえ……ピルスナーちゅうたら、王おう国こく府ふの偉いさんにそういう一族がおましたな……」

「そうだ、あいつは外務局長のピルスナー一族の本家の次男坊ぼうだ」

「そんな偉い人の息子むすこがどないして、こげなところで、悪ガキの頭とう領りようやってますのん？」

「役職は世せ襲しゆうだ、次男坊じゃあ跡は継げねえ、やることないから同じような立場の悪ガキ集めて徒と党とう組んでるんだろ。パッサーズとか言うのはみんなセックの次男坊や三男坊らしいぜ」

　ケリンは、目の前にいるカルタをにらみつけながら、肩にかけてあった長ちよう銃じゆうを降ろして両手に持った。

　カルタの後ろにいたパッサーズの男が小こ声ごえで言った。

「気をつけて下さい総長、あいつは格かく闘とう銃じゆうを使って闘うのが得意です」

　カルタがうなずいたとき、ケリンがカルタから視線をそらさずに言った。

「ラッケ！　いるか？」

　マイヤーズの中から、ラッケが飛び出してきた。

　ケリンは持っていた長銃をラッケに差し出して言った。

「おめえは、それ持って下がれ。喧嘩に入るな」

　ラッケは目を見開いた。

「でも総長！」

「いいんだ、この喧嘩、得え物ものは使わないことに決めた！　せっかくパッサーズの総長さんが出張って来てくれてるんだ、このゲンコツでお相手しなけりゃ礼を欠くってモンだぜ……いいか、お前らも得物は使うな！　俺たちはマフィアじゃねえ！　マイヤーズだ！」

「おう！」

　ケリンの言葉を聞いたマイヤーズの連れん中ちゆうは、そう返事をすると、一いつ斉せいに手に持っていた天びん棒や、スコップなどを、投げ捨てた。

　カルタは、ちょっと意外そうな目をしてケリンを見た。

　ケリンは左手の握り拳こぶしを前に構え、右足を引いて右手の握り拳を顔の前に構えると、カルタが持っている乗馬鞭むちを見て静かに言った。

「カルタさんよ、その鞭は馬を叩たたくものだよな……あんたらにとっちゃ、俺たちデミセックや平へい民みんは、馬や牛と変わんねえのかもしれねえけど……それを使ったら、あんたは正しよう真しん正しよう銘めいのクズだぜ……」

　ケリンの言葉を聞いたパッサーズの若者がわめいた。

「貴き様さま！　乗馬鞭は短銃と同じ我らセックの証あかしだぞ！　貴様らのような下げ賤せんな生き物に素す手でで触れるなど虫唾むしずが走る！」

「よせ！」

　カルタは、その若者を制すると、手に持った乗馬鞭のストラップを外して、腰に挟んだ。

　その仕し草ぐさを見たパッサーズの若者が目を見開いた。

「総そう長ちよう！」

　カルタは静かに言った。

「お前らも得え物ものは使うな。デミセックごときに得物を使ったのでは、末まつ代だいまでの恥はじだ！」

　パッサーズの若者たちは、不満そうな表情を浮かべて、乗馬鞭を外して腰に挟んだ。

　ケリンは、ちょっと意外そうな顔をして言った。

「へえ、腹はら黒ぐろいセックにしちゃあめずらしいな、お前……」

　カルタは顔の前で握り拳を固めると、にやっと笑った。

「お前もデミセックにしてはいさぎよいな……」

　カルタとケリンがにらみ合ったそのとき。

「おい！　先ほどの銃声は何だ！」

　わいのわいの言っている野や次じ馬うまをかきわけて、青い制服を着た警備隊ガーデイアンがやってきた。

　制服の下にアーマーを着込んだ、いかつい体つきの警備隊員の姿を見て、パッサーズとマイヤーズの両方の連れん中ちゆうも静かになった。

　石いし畳だたみの上に倒れ込んで気き絶ぜつしている上級士族セツクの息子むすこらしい若者と、その仲間たち。

　そしてその反対側には不敵な面つら構がまえの見るからにワルそうな紅あか毛げの若者と、その仲間らしい下働きの連中。というセットを見た警備隊の十人隊長らしい中年の男は、ため息をついた。

　……また、パッサーズとマイヤーズのゴタゴタか……馬鹿者どもめが。

　パッサーズとマイヤーズとは、この王おう都とデメララを二分する二つの不良少年グループの名前だった。

　上級士族や裕ゆう福ふくな商人の子弟を中心に結成されたパッサーズと、下級士族デミセツクや平民を中心に結成されたマイヤーズは、常に反はん目もくし合っており喧けん嘩かやトラブルが絶えないのだ。

　十人隊長はケリンをにらみつけて言った。

「ケリン・ミルダモン！　またお前か！　こんどは何をやった！」

　ケリンは肩をすくめて、足元に転がってる長髪の若者を指差して答えた。

「こいつが、田舎いなか娘むすめを騙だまくらかして、ランバリオン通りの裏うら店みせに連れていこうとしていたのをやめさせただけだ。ウソだと思うなら、そこにいる……」

　そう言いながら野や次じ馬うまの中を指差したケリンは、怪け訝げんな顔になった。

「あれ？　あの田舎娘は？」

　指差された野次馬どもも、互いに顔を見合わせた。

「あれ、そういえば、あの田舎くさい姉ちゃんは？」

「さっきまで、そこにおましたで、どこいったんやろ？」

　女の子の姿は、いつの間にか消えていた。

　警備隊ガーデイアンの十人隊長は、部下が助け起こした上級士族セツクの子弟らしい若者を見て、驚いた。

　……誰かと思ったら、俺たち王おう都と警備隊の総そう元もと締じめ、警備隊総そう監かんのエタノ・カストリ様の息むす子こ、アルテンだ！　こりゃあえらいことになるぞ。

　十人隊長は、アルテンを、治ち療りよう院いんに運ぶように部下に指示したあとで、ケリンに向き直った。

「ケリン・ミルダモン、お前を西にし分ぶん署しよまで同行する！」

「ああ、いいぜ、どこにでも行ってやる」

　ケリンは胸を張って答えながら考えた。

　……俺は悪くない。田舎娘をたぶらかして、小こ遣づかい稼ぎをやっていたこいつらが悪い。ましてや街中で短銃なんか抜きやがって。長ちよう銃じゆうで一発当あて身みを食らわしただけで終わらせたんだ、褒ほめられたっていいはずだ。

　警備隊の隊員に左右から挟まれて、詰め所に向かいながら、ケリンは、散り始めた野次馬の方を振り返った。

　……それにしても、あの田舎娘はどこに行ったんだ？　まあ、インダストリアン・ギルドに問い合わせてもらえば、すぐに身元がわかるだろうからいいか。どうせ、いつものように親父おやじに一発殴なぐられて、小こ言ごと食らって終わりだろう。

　そんな風に軽く考えながら、警備隊の十人隊長のあとにくっついて歩き出したケリンは、このとき、この喧けん嘩かが、パッサーズとマイヤーズという不良少年グループ同士の騒ぎで収まらず、王都を巻き込んだ大おお騒さわぎになるとは、考えてもいなかった。







　第二章「インダストリアン・ギルド」







　王おう都とデメララの中心街から少し離れたところにある王宮の周辺には、さまざまな役所の建物が集まる、いわゆる官かん庁ちよう街がいと呼ばれる場所があり、その官庁街の外れに工こう芸げい師しの総そう元もと締じめであるインダストリアン・ギルドの事務所がある。

　その建物はこの王都デメララでは、王宮に次いで高くそびえたつ七階建ての建物だった。

　千年前。人間が、まださまざまな技術を持っていた黄金時代に、基本の骨組みが作られたと言われるその建物は、今でこそ他の建物と変わらないレンガ積みの外壁になっているが、一歩内部に入ると、はるか昔に製法が失われた高分子化合体プラステイツクと呼ばれる物質で作られた内壁などが存在していると言われている。

　そのインダストリアン・ギルドの建物の三階にある金きん属ぞく加工部、銃じゆう器き製造課の受付窓まど口ぐちにいた女子事務員が、よく通る声で名前を呼んだ。

「ミント・ペパー・マージョラムさん！」

　窓口の前にある廊下の壁かべ際ぎわに置かれたベンチシートの上に、ちょこんと座って、ひざの上に置いた大きな革のバッグを抱え込み、不安げなまなざしを、受付窓口に注そそいでいた、どう見ても田舎いなかから出てきた家出娘むすめのような姿すがた格かつ好こうの女の子が、慌あわてて立ち上がった。

「はい！」

　受付窓口の女性事務員は、ちょっと驚いたように目を見開くと、確認するように聞いた。

「ええと、銃器製造工こう房ぼうの見習い方クラスの、ミント・ペパー・マージョラムさんで間違いありませんね？」

　家出娘のような女の子は、不安げに聞いた。

「そうですけど……何か書類に不備な点とか、あったのでしょうか？」

　窓口の女性事務員は、女の子を安心させるために、微笑ほほえんで見せた。

「いいえ、違うのよ。銃器製造工房に所属している鉄砲鍛冶ガンスミスの人はいっぱいいるけど、女の人……それもあなたみたいな若い女の子は、珍しいから一いち応おう確認しておこうと思っただけ」

　ミントと呼ばれた女の子が、ほっとしたように小さなため息をついたのを見た事務員は、もう一度安心させるように微笑みかけてから聞いた。

「親方マイスターの登録カードはお持ちですか？」

「あ、はい、父のカードですね。持って来ました。年金の受け取りと工房登とう録ろくの延長には必要だと聞いてきましたので……」

　ミントは、そう言うと、胸元の間から、手て縫ぬいらしい小さな布のポシェットを取り出して、その中から手のひらほどの大きさの金属の板を取り出して、窓口に差し出した。

　その板を受け取った事務員が、小指の爪ほどの厚さを持つその板を、読み取り用の演えん算ざん機きのスリットに差し込んで、ロックを解除し読み取りレバーを押し下げると、読み取り機の中から無数の歯車が回りだすキリキリカチカチというやかましい音が聞こえてきた。

　この登録カードの中には、何百枚もの細かな記録用歯は車ぐるまが組み込まれており、その歯車の歯の数と回転数によってさまざまな数値が記録されている。

　その数値を機械式演算機に差し込んで読み取ることによって、インダストリアン・ギルドの中にある個人用記録データベースにアクセスすることができるのだ。

　もし、どこかの歯車を入れ替えたりすれば、カードの中のすべての関連する歯車の数値が変わってしまうために、内容を書き換えたり偽ぎ造ぞうすることは、まず不可能だ。

　再度名前を呼ばれて、窓口に顔を出したミントに、歯車によって新しい数値が入力された登録カードを差し出しながら受付の事務員が言った。

「はい、これで手続きは完了しました。次の更こう新しんは三年後です。年金受じゆ領りよう手続きは銃じゆう器き製造課でやっておりますので、そちらへ行って、この新しいカードを提出して下さい。そっちは切り替えだけですからすぐに終わります」

　カードを受け取ったミントは小さく頭を下げて言った。

「思ったより早かったので驚きました。半日かかるって言われて来たものですから」

　受付の事務員は微笑ほほえんだ。

「新型演算機のおかげですよ。新型の絶ぜつ縁えん体たいが発明されましてね。おかげでバンドール川の水力発電所から、デメララまでの送電に余よ裕ゆうができたんだそうですよ……」

　そう言ったあとで、事務員はミントの顔を覗のぞき込んで聞いた。

「ミントさんは、このあとギルド会館にお泊まりですか？」

「はい、予約してありますけど……」

　ミントの答えを聞いた事務員はにっこりと笑って答えた。

「そうですか、では、デメララの夜景を楽しみにしていて下さい。ランプやガスとは比べ物にならない、見事な電気照明を見ることができますよ。あれこそが文明と技術の灯あかりです」




　その日の夕方。

　ミントはインダストリアン・ギルドの本部ビルに併設して建てられているギルド会館の四階の一室の窓から、デメララの街並みを見下ろしていた。

　赤あか紫むらさき色いろの夕暮れの空の下で、群ぐん青じよう色いろに染まった街並みが、だんだんと闇やみの色に変わっていく中に、一つ、二つ、と有機交こう流りゆう照明の青白い灯りが灯ともってゆく。

　空気の流れに影えい響きようを受ける炎ほのおの光と違って、一切の揺らぎが存在しないその電気照明の灯りを見つめて、ミントは思わず小さなため息をついた。

　……あの受付のお姉さんの言葉は本当だったわ。あれこそが文明と技術の輝きなのね……。

　この世界にも電気についての基本的な知識を持つ人間は数多い。しかし、その知識を実際に生かして電気を作り出し、そして運用することのできる人間は少ない。

　冶や金きんと機械工作の技術により、発電機を作り、川の流れなどを利用した水車を使って電力を生み出すことはできても、電線を被ひ覆ふくし、放電のロスを少なくする効果的な絶ぜつ縁えん体たいを作り出すことができないために、扱うことのできる電気エネルギーは、あくまでも小規模なものに限られているのだ。

　バンドール川に作られた小さな堰せきと、そこに設けられた発電機によって生み出された電力は、照明と、そして小規模な工こう房ぼうに配分されるだけで終わってしまう。

　かつて、鉄道を動かし、建物を輝かせ、冷気と熱気を自由に生み出したと言われている電気の力は、今は街の中にいくつかの灯あかりを灯ともすだけの力しか持っていない。

　しかし、その灯りは、まさしく王おう都との灯りだった。

　ミントは、視線を自分のいる部屋の中に移した。

　その部屋は、地方に住んでいるギルドのメンバーが、さまざまな手続きのために王都デメララにやってきたときに宿泊する一人用の小こ部屋だった。

　壁かべ際ぎわには、皺しわ一つなくピンと敷かれた清潔なシーツの上に羽う毛もう布団ぶとんが置かれたベッドが一つ。そして反対側の壁際にはサイドテーブルとシンプルな椅い子すが置かれている。

　入り口脇わきのドアの向こうはシャワールームとトイレになっている。

　……必要なものは全部揃そろっている合理的でシンプルな部屋。まさしくインダストリアン・ギルドのメンバーが使うために作られたような部屋だわ。

　目の前にあるベッドに座ると、マットレスの中のスプリングが、ミントの体重を受け止めて、ゆっくりと沈み込んだ。

　ベッドに座り込んだミントは、この部屋に来る前に出会った、インダストリアン・ギルドの幹部の一人、ダフ・ミルトンの顔を思い浮かべていた。

　それは、カードの更こう新しんが終わり、年金受じゆ給きゆうの手続きのために銃じゆう器き製造部門の事務所を訪れたときのことだった。

「ミント・マージョラムくん、君は……デメララに帰ってくる気はないかね？」

　ギルドの幹部らしいその男は、手続きのために事務所を訪れたミントの顔を見るなり、いきなり話を切り出した。

　驚くミントを見て、その太った中年男は笑った。

「私はね、君の父ちち上うえ……セージ・マージョラムと同じ銃器工こう房ぼうで働いていたことがあるのだよ。君の父上が教団の禁きん忌きに触れて、ギルドを追放になったあとで、グレンダランの銃器修理工として登録し、年金を受け取れるように手続きを行ったのは、この私なのだよ」

　ミントは、慌あわてて頭を下げた。

「では、あなたがダフ・ミルトンさんなんですね、お顔を存じ上げないとは言え、ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありませんでした」

　ミルトンは、微笑を浮かべて小さく首を振った。

「いやいや、君と最後に会ったときは、君はまだ乳ち飲のみ子だったのだから、私の顔を覚えているわけがない、気にしないでくれたまえ」

「父と母は、生前ミルトンさんのことをよく話していました。教団の禁きん忌きに触れ、異い端たん者の烙らく印いんを押されても、こうして修理工として銃に関わる仕事ができるのは、ミルトンさんのおかげだ……と」

　ミルトンは悲しげに首を振った。

「セージは、私などよりずっと腕の良い、そして明めい晰せきな頭脳を持った職工だった……異端の発明に関わらねば、今いま頃ごろこの国のインダストリアンの歴史に名を刻んでいただろう……惜しい人だ……本当に惜しい人だった」

　そして、ミルトンはミントが提出した年金受じゆ給きゆうに関する書類を見て、つぶやくように言った。

「父ちち上うえが死去して五年、そして、昨年の暮れ母上も死去。君は一人っ子で兄弟はいない……」

　ミントはうなずいた。

「はい、母は元から体が弱く、昨年の暮れに風か邪ぜをこじらせまして、この世を去りました。父の死後、グレンダランにある銃じゆう器き工こう房ぼうは母の名義になっておりましたので、私に書き換えるためにこのギルドにまいりました」

　ミルトンは感かん慨がい深ぶかげにミントの顔を見つめた。

「……あれから十六年か……セージが都を離れたとき、奥さんの腕の中にいた生まれたばかりの娘が、まさか同じ鉄砲鍛冶ガンスミスの道を選び、跡を継ぐとは夢にも思わなかった……」

「私は、鉄てつ砲ぽうの製造や構造について父と母からさまざまなことを教わってまいりました。それは父と母が残してくれた財産だと思っています……」

　ミルトンはミントの顔を見てつぶやくように言った。

「君の目は……若い頃の父上の目に似ているね」

　その、ミルトンの言葉を聞いたとき、ミントは、今までずっと抱えてきた疑問をぶつけてみようと思った。

　それは、ミントが、遠く離れたグレンダランの街から、この王おう都とデメララまでやってきた理由の一つだった。

「ミルトンさん……教えてくれませんか？　父の……セージの、どこがいけなかったのですか？　教団の禁忌の目的は何なのですか？」

　ミルトンは、両目を見開いた。

「そ……それは言えん！　それについて言うこともまた禁忌に触れるのだ」

「でも！」

　ミルトンは、左右に視線を投げたあとで叱しかりつけるような口く調ちようで言った。

「君は、ここをどこだと思っているのかね？　ここはインダストリアン・ギルドの総そう元もと締じめなんだぞ！　こんなところでそのような話ができるわけがないだろう！　もっと時と場所を選びたまえ！」

　ミルトンの言葉を聞いたミントは、はっとしたように目を見開いた。

　……そうだ！　こんなことを、こんな場所で聞くなんて……私、どうかしてる。

「申し訳ありません……」

　泣きそうな声でそう言って頭を下げたミントを見て、ミルトンは、なだめるような口調で言った。

「長旅で疲れているのだろう……今日はゆっくり休んで……そうだな、夕方にでも私の工こう房ぼうに来なさい。そこでなら君の父上の昔話などをゆっくり話すこともできるだろう」

「はい、わかりました、本当に申し訳ありませんでした……では、夕方にお伺うかがいします」

　ミントはそう言って頭を下げると、ギルドの事務所をあとにした。




　気がつくと部屋の中はすっかり暗くなっていた。

　窓の外に広がる空は夜の色をしており、はるか西の地平に近いあたりの空がわずかに赤く見えるだけだ。

　目を落とすと、デメララの街は闇やみの中に沈み、大通りと王宮そして大きな建物だけが青白い電気照明の灯あかりによって浮かび上がっている。

　デメララの街の名所だけが闇の中に浮かび上がる光景は、確かに美しく、そして幻げん想そう的な光景だった。

　……綺き麗れいだわ。受付のお姉さんが自慢げに言っていた意味がわかるような気がする。

　ミントはベッドの端から立ち上がるとサイドテーブルの前に立って、壁面にある黒い大きなスイッチを入れた。

　天井から下がっている電気照明器具に青い光が点ともった。

　その青い光は、ゆっくりと光を増し始め、やがて直視できないほどの光量となった。

　狭い一人用の部屋の隅すみ々ずみまでが明るく照らされ始めたのを見たミントは、なんとなく罪ざい悪あく感かんを感じて窓まど際ぎわに行くとそのまま窓のカーテンを引いた。

　ミントの家と工房は、グレンダランという地方都市のそれもあまり裕ゆう福ふくでない人々が住む一角にある。

　日の出と共に起き、仕事をし、夜はろうそくと、ランプの下で仕事を続けている。

　ギルドを追放され、着きの身み着きのままで逃げるようにたどりついたグレンダランの街で、父は細ほそ々ぼそと猟りよう師したちの猟りよう銃じゆうの修理をやって生せい計けいを立てていた。

　そして、その父が死に、跡を継いだ母が昨年の暮れに風か邪ぜをこじらせて世を去り、ミントはたった一人で父の工こう房ぼうを継いだのだ。

　なぜ、若い女の子の身で鉄砲鍛冶ガンスミスなどという職を選んだのか。本当のところミント自身にもわからなかった。

　それしか食べていく道がない。それも大きな理由だっただろう。しかし、臨りん終じゆうまぎわの母が残した言葉と、そして父の形かた見みの銃を見たとき。ミントは父の跡あとを継ごうと決意した。

　……あの銃を、父さんは私が生まれたときに作ったんだ。

　そして、あの銃のために父さんはギルドを追われた。

　ミントは、今日の夕方、ミルトンの工房で見せられた一枚の銃の設計図を思い出していた。

　ミントの父が作ったその銃は、画かつ期き的で斬ざん新しんな設計がされており、過去百年に渡って、十年一日のごとく作られ続けてきた前ぜん装そう式雷管キヤツプ発火銃とは、まったく違うものだった。

　しかし、銃の改良、特に前装式雷管発火という基本的な機構を変えることは「知の教団」が固く禁じていた禁きん忌きに触れる行為であった。

　ミントは、父の同どう僚りようだったミルトンの言葉を思い出していた。

『セージの作った銃は、まさしく青せい天てんの霹へき靂れきのようなものだった。機構といい、アイディアといい、まさしく革命的なものだったのだ。しかし、その銃を見たとき私は恐怖した。おそらく当時のギルドの幹部たちもまた恐怖しただろう。もし、その銃が量産され、戦争で使われれば、戦争における死者の数は十倍、いや数十倍に増えるだろう。セージの作った銃にはそれだけの性能があった……私がそれを言うと、セージは首を振ってこう答えた。……違うよ、ミルトンこれは、兵士が持つための銃じゃない。市民が、女子供が持つための銃だ……とね』

　……そうだ。それが父さんの考え方だった。

　士し族ぞく以外の人間は銃を持てない。

　平へい民みんで銃が持てるのは、特別に許可を受けた猟りよう師しだけだ。

　だから、馬車や村々がエズオルに襲おそわれたとき、農民や平民は、剣や弓で立ち向かわなきゃならない。

　ミントは、十二歳さいの誕生日のときの事を思い出していた。

　……あの日、私は父さんに連れられて、沼地に行き、そこで生まれて初めて銃を撃うった。

　私の撃った弾だん丸がんが、百メルテも離れたところに置いた的に当たったのを見た父さんは子供のように喜んでこう言った。

『どうだい？　ミント。すごいだろう。お前みたいな小さな女の子だって、銃を持てばエズオルだって倒せるんだぞ』

　……私は半分べそを掻かきながらこう答えた。

『でも、怖いよ……』

　父さんは真ま面じ目めな顔でうなずいた。

『そうだ、銃は怖くて強い。だから絶対に弱いものに向けちゃいけない。父さんは、銃を女の人や年寄りに持ってもらいたいと思っている。剣や弓を使えない弱いものでも、銃なら持てる。もし今、ここにエズオルが出てきても、銃があればミントのような子供でも自分の身を守ることができるんだ、違うかい？』

　……私には、あのときの父さんの言葉の意味がわからなかった。銃の轟ごう音おんと衝しよう撃げきに驚いていただけだった。

　でも、今ならわかる、父さんの言っていた言葉の意味と、そしてなぜ父さんがギルドを追われたのか。

　……父さんは、あの銃を作ったからギルドを追われたんじゃない。

　士し族ぞくの特権に異い議ぎを申し立てたからなんだ。

　平へい民みんに銃を持たせるなんてことを、士族が認めるわけが無い。父さんにだってそれはわかっていたはずだ。

　でも……父さんはその信念を追いかけた。

　デメララを追われ、グレンダランで、銃の修理工となって、一生を終えた。

　……父さん。

　それで満足だったの？

　それで、良かったの？

　本当に？




　ミントは、再びベッドに座ると、サイドテーブルの上に置いてあった何冊かの銃じゆう器きのカタログの中の一冊を取り上げて開いた。

　それは上級士族セツク向けのものなのだろう、どのページにも銃身やサイドプレートに、きらびやかな彫刻エングローヴを施ほどこし、グリップに虹にじ色いろに光る貝かい殻がらの微び細さいな破は片へんをはめ込んだ豪ごう華かな短銃の写真画が掲けい載さいされていた。

　……美しく装そう飾しよくされた銃たち……でも、どれも皆同じ機構だわ。

　先端から発射火か薬やくを詰めて、弾だん丸がんを押し込み、撃ニ発ツ部プ分ルに雷管キヤツプをはめ込み、引き金を引くとハンマーが雷管を叩たたいて発火する、という単発式で、父さんが考えたような新しさが一つもない。違うのは外装の装飾だけ。

　ミントはもう一冊のカタログを手に取った。

　それは、下級士族デミセツクや、平民の中で特別に銃の許可を与えられている猟りよう師し向けに作られた長ちよう銃じゆうのカタログだった。

　どのページに並んでいる長銃も、外部の装飾や、台だい尻じりの形が少し違うぐらいで、銃としての構造は短銃と同じ、銃口から火薬を入れて弾丸を押し込み、雷管をはめ込んで撃うつ、というものだった。

　猟りよう銃じゆうの中には、二本の銃身を持つダブルバレルライフルと呼ばれるものもあったが、これはエズオルなどの猛もう獣じゆうを狩るときに、一発目が外れたとき、すかさず二発目を撃うって止とどめを刺すために作られたもので、銃としての基本的な構造は変わらない。

　カタログを閉じてため息をついたミントは、小さな声でつぶやいた。

「銃って……なんのためにあるんだろう？」

　ミントの胸の中に、もやもやとした感情が漂っていた。

　それは、昼間、デメララの街の中で出会った若者たちの持っていた銃を見てからずっとミントの心の中に留まっていたものだった。

　……あの上級士族セツクの息子むすこたちが持っていた、派は手でな彫刻エングローヴがついた短銃。

　そして、あの紅あか毛げのチンピラみたいな若者が持っていた、大きなリベットが打たれた長ちよう銃じゆう。

　どっちも銃である必要がない。あの人たちが必要としているのは装そう飾しよく品と……鈍どん器きだ。

　ミントの脳のう裏りに紅毛のチンピラ風の若者の言った言葉がよみがえった。

『こいつは、撃つための銃じゃねえ、ぶん殴なぐるために改造した特別製だ！』

　その言葉を思い出すたびに、ミントの心の中にあるもやもやが濃くなっていく。

　……そんなの「銃」じゃない！　だったら鉄のこん棒を持って歩けばいいじゃない！　なによ！　自慢げに振り回したりして！

　それが、一種の八やつ当あたりであることはミント自身にもわかっていた。

　ミントは、あの紅毛の若者に好意を持っていた。

　いや、好意というよりは、田舎いなか者ものの自分を助けてくれた恩おん義ぎを感じていたと言った方が正しいかもしれない。

　警備隊ガーデイアンが来たら、この人は、自分を助けてくれたのだと証言するつもりだった。

　でも、あの若者が言い放った言葉を聞いたとき。ミントはショックを受けた。

　下級士族デミセツクの銃じゆう士し隊たいの間に、長銃を使って格闘するという武術が伝えられているということは知っていた。

　戦場では、むしろそうやって使うことの方が多いということも知識として知っていた。

　しかし、銃としての機構を必要としないと言い切った人間を目の前で見たとき、ミントはその事実に耐えられずにその場を離れた。

　あの紅毛の若者に、ミントの父がやってきたことと、そしてミントがこれからやろうとしていることのすべてを否定されたような気がしたのだ。

　サイドテーブルの上に置かれたきらびやかな銃じゆう器きのカタログを見つめてミントはもう一度つぶやいた。

「銃って……何なんだろうね……お父さん」

　青白い有機交こう流りゆう照明の照らし出す小さな部屋の中で、ミントは考え込んでいた。







　第三章「マイヤーズとパッサーズ」







　その頃、ケリンもまた青白い有機交こう流りゆう照明の照らし出す小さな部屋の中にいた。

　ミントがいる部屋に比べるとはるかに狭く、机と椅い子すしかないその小こ部屋は、俗に取調室と呼ばれている部屋だった。

　デメララの街の治安を守る警備隊ガーデイアンは東西南北にある四つの分ぶん署しよに配置されており、そこでそれぞれの管かん轄かつする区く域いき内で発生した犯罪の捜査と取り締まりに当たっている。

　ケリンが連れて行かれたのは管轄区域内に繁はん華か街がいを持ち、デメララで最も忙しいと言われている西にし分署だった。

　目の前にいる私服の刑けい訴そ取調官に向かってケリンはうんざりしたように言った。

「だから、何度も言っただろう？　コアントさんよ！　俺はインダストリアン・ギルドで働こうとしていた田舎いなか娘むすめを助けただけだって！」

　コアント、と呼ばれた中年の取調官は、少し困ったような顔で白しら髪が交じりのくせ毛の頭を掻かいて答えた。

「ケリン、お前は喧けん嘩か早くて、乱暴者だが、理り不ふ尽じんな暴力を振るうような人間ではないことは私も良く知っている。この騒ぎの理由は、おそらくお前の言うとおりなのだろう……しかし、今回は相手が悪すぎたな」

　ケリンは怪け訝げんな顔をした。

「相手？　あのパッサーズの長髪野や郎ろうがどうかしたのか？」

「あの男は、アルテン・カストリ……カストリ家の次男坊ぼうだ……と、言えばわかるか？」

　ケリンは目を見開いた。

「カストリ家って、あのカストリか？　王おう都と警備隊総そう監かんの……」

　取調官のコアントは、気の毒そうな顔でうなずいた。

「そうだ、お前さんがやっつけたのは、我われ々われ警備隊員の総そう元もと締じめの息子むすこだよ」

「でもよ、たとえ親父おやじがどんなに偉いヤツでも、あいつらが都に出てきた田舎娘をたぶらかしてランバリオン通りの裏うら店みせに連れて行って紹介料もらっていたって事実は曲げようがないだろうよ！」

「そうだ。それが証明できれば言うことはないのだがな……肝かん心じんの、お前さんが助けたという田舎娘がどこにもいないのだよ」

「だから、インダストリアン・ギルドに行って聞いてくれ、って言ってんじゃんか！」

　コアントは小さく首を振った。

「聞いたよ、そんな田舎いなか娘むすめは来ていないという回答だった。インダストリアン・ギルドでは下働きの娘などは雇っていないそうだ」

「そんなバカな！　あの田舎娘はインダストリアン・ギルドに行くって言って地図まで持っていたんだぞ！　もう一度聞いてみてくれよ！」

「明日、もう一度ギルドに行って確かめるように上じよう司しに掛け合うが……とりあえず今日、お前を家に帰すわけにはいかない。悪いが一晩泊まってもらうことになりそうだ」

　ケリンは驚いた。

　確かにケリンは今までにも何度も喧けん嘩か騒さわぎを起こして警備隊ガーデイアンのやっかいになったことがある。しかし、そのときはいつも身み元もと引受人として親に来てもらって、誓せい約やく書しよを一いつ筆ぴつ書いて終わりだったし、今回の騒動は喧嘩ですらないのだ。

「なんでだよ！　俺は別に逃げも隠かくれもしないぜ！　俺の家も親父おやじの顔も知ってるだろう？」

　ケリンの言葉を聞いたコアントはうなずいた。

「ああ、知ってるよ。お前が逃げたりするような人間じゃないってことは、この警備隊の……いや、デメララに住んでいる下級士族デミセツクなら誰でも知っている……」

「じゃあ、なんでだよ！」

　いきり立つケリンを見たコアントは、なだめるように言った。

「だがな、犯罪を処しよ断だんするために定められた律りつ令りようという物指しで見ればお前さんは立りつ派ぱな暴行犯で、今までにも何度と無く同様の騒ぎを起こしている常じよう習しゆう犯はんだからな。ここに留りゆう置ちしておく理由は、いくらでも見つけることができるんだ。何より免めん責せき理由になるべき証人がいないというのが痛いな」

　……あの田舎娘め、どこに行きやがったんだ。インダストリアル・ギルドに行くって言っていたのに、途中でまた誰かに騙だまされちまったのかな？　名前でも聞いておけば良かった。

　黙り込んだケリンを見ていたコアントが、肩をすくめて言った。

「まあ、そういうわけだ。悪いがこの分ぶん署しよで一泊してもらうぞ」

　そのとき取調官の後ろにある取調室の出入り口のドアをノックする音が聞こえた。

　コアントは、机の前から立ち上がり、取調室のドアについている小さな確認用の小こ窓まどをあけて部屋の外を見たあとでドアを開けた。

　廊下には、青い制服を着た警備隊の隊員が立っていた。

「どうした？」

「面会希望の者が参っております」

「面会？　ケリンにか？」

「はい、学生のようでしたが、このような名刺を持っておりましたので……」

　警備隊員の差し出した名刺には、こんな文面が並んでいた。





『デメララ王立律りつ令りよう官かん養よう成せい学校生




　　代だい訴そ士し、証書代だい士し（見習）




　　　ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズハカープログラム』






　……代訴士気き取どりのＤデイー・Ｄデイーか。まためんどくさいヤツが来たものだ。

　コアントはインテリ風の風ふう貌ぼうを持つＤ・Ｄの顔を思い浮かべた。

　Ｄ・Ｄは上級士族セツクの出で、知の教団の主しゆ宰さいしているアカデミーの特とく待たい生せいに選ばれたほどの天てん才さいだったが、知の教団との折せつ衝しよう係がかりだった父親が上じよう司しと衝しよう突とつして、その職を辞じしたため、アカデミーを退学になり、今度は律令家となるべく王立の律令官養成学校の入学試験を受けた。

　そしてトップクラスで入学したのだが、性しように合わないとかで一年も通わぬうちに休学を申し出て、今ではマイヤーズの顧こ問もん代訴士のようなことをやっている。

　ケリンやマイヤーズのメンバーがトラブルを起こすと、どこからともなくＤ・Ｄが駆けつけ、舌した先さき三さん寸ずんで相手を丸め込み、時としては相手が知られたくない秘密を握っているようなことを匂におわせて、その場を収めるのだ。

　おかげでケリンもマイヤーズの連れん中ちゆうも、注意処分こそ受けているものの、公式な記録に残る前ぜん科か前ぜん歴れきは一件も無い。

　……まったく、なんであの天才児とこっちの天てん災さい児じとうまが合うのやら。

　コアントは、白しら髪がまじりのくせ毛を右手でくしゃくしゃと掻かき回して言った。

「会いたきゃ会わせてやるさ、上役が騒いでるだけで、本来こんなのは事件にもなりゃしねえゴタ騒ぎなんだからよ」

　やがて、取調室に、ケリンより少し年上の痩やせてメガネをかけた、色白の一見インテリ風の背の高い男が入って来た。

「よう、ケリン。災さい難なんだったな」

「Ｄ・Ｄ！　なんでお前がこんなところに？」

　Ｄ・Ｄと呼ばれた男は、ちょっとむっとしたような顔になって言い返した。

「俺の名前は、ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズハカープログラムだ。だから頭文字で略すならＤデイー・Ｄデイー・Ｄデイーと呼べと言っているはずだぞ」

「そんなめんどくさい呼び方なんかできるか、機き嫌げんの悪い馬をなだめるときの掛け声じゃあるまいし。いいじゃねえかＤ・Ｄで、いつもそう呼んでるんだからよ、それより何の用だ？」

　Ｄ・Ｄは、肩をすくめて言った。

「何の用だ？　ってのは無いだろう。不当に身み柄がらを押さえられている人間の代訴人として名乗り出て来てやったって言うのに」

　横で二人の会話を聞いていたコアントが、むっとしたように言った。

「おいおい、不当に身柄を押さえられている、ってのはないだろう。こっちはちゃんと国が定めた律りつ令りように基づいた手続きを踏んでいるんだぞ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、メガネの真ん中を右手の人差し指で押すように持ち上げてから言った。

「私が調べた限りでは、ケリンの相手は短銃を発はつ砲ぽうしています。ケリンの暴行は、それに対する防衛的なものではありませんか？」

　コアントは、言いにくそうに答えた。

「あ、いや、相手はケリンの攻撃から身を守るために発砲した、と説明しているのだ……」

「それはおかしな話ですね……」

　Ｄ・Ｄは、わざとらしい表情で大げさに不ふ審しんがって見せた。

「ケリンの長ちよう銃じゆうには、赤いマズルプラグがついたままになっていたはずです。ケリンは発はつ射しや薬やくを装そう填てんしたままの銃を持ち歩くようなことは絶対にしません。撃うてない銃に向かって発砲することに正当性があるのでしょうか？　もし、ケリンの凶きよう暴ぼうな顔に恐怖したゆえの発砲であり、ケリンに非ひがあるとしても、喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいでなくてはならないはずです。しかし、ケリンだけが身み柄がらを拘こう束そくされるというのはこれは不当ではないのですか？」

「おい、凶暴な顔ってのはどういう意味だ！」

　Ｄ・Ｄは、ケリンの抗議を無視して続けた。

「だとしたら、ケリンをこの西にし分ぶん署しよに留りゆう置ちしておく理由は無いのではありませんか？」

　コアント取調官は、困ったような顔をして髪の毛をくしゃくしゃと掻かき回した。

「そう言われてもな、私の一いち存ぞんで決められることじゃない。ケリンが助けたという、その田舎いなか娘むすめの証言があれば、私も突っ張れるが……上じよう司しから、この西分署に留置するようにという命令を受けている以上、その命令に従わねばならんのだ」

　その言葉を聞いたＤ・Ｄの目が輝いた。

「その上司の方は、この西分署に留置しろと、おっしゃったわけですね」

「ああ、そうだ、それがどうかしたか？」

　Ｄ・Ｄは、すまし顔で言った。

「では、別に留置場などに入らなくても良いのではありませんか？　あなたが上司から受けた命令は『ケリン・ミルダモンを西分署に留置せよ』であって『留置場に留置しろ』ではないのですから、この西分署の中にさえいれば命令違い反はんにはならないと思いますが？」

　コアントは苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で言った。

「……ったく！　屁へ理り屈くつこね回しおって……」

　Ｄ・Ｄは、涼しい顔のまま答えた。

「本当のところは、あなたもケリンの言うことを信じてるんでしょう？　コアントさん……」

　コアントは、もう少しで「ああ、そうだ」と相あい槌づちを打ちそうになった。

　心情的には「やってられるか」というところなのだ。

　コアントは、西分署の分署長が、部屋に飛び込んできたときのことを思い出していた。

　ことのいきさつを聞いた分ぶん署しよ長ちようは青ざめた顔で叫んだ。

「コ、コアント！　すぐにそのケリンとかいう馬鹿者を留りゆう置ちしろ！　絶対に逃がしてはならん！　坊ぼつちゃんのお怪け我がの程度はどうだ？」

　上級士族セツクの中でも最さい下層のいわゆる百人隊長の位くらいを代々世せ襲しゆうで継いで来たピーター・ドーソン分署長にとって、この事件は、自分が出世する千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに思えた。

　コアントは分署長に答えた。

「お怪我はたいしたことはありません。この事件はケリンだけに問題があるとは思えませんので、場合によってはアルテン殿を取り調べる必要があると思われます」

　分署長は目を見開いた。

「コアント！　貴き様さまは馬鹿か！　犯人は無ぶ頼らいのデミセックの小こ倅せがれで、被害者はセック……それも名門中の名門で、我が警備隊ガーデイアンの総そう監かんであるカストリ家のお方なのだぞ！　それを言うに事こと欠かいて原因がセックにある？　取り調べをする？　ふざけるな！　確かに刑けい訴そ取調官は、犯罪あると思し量りようされる場合は、その関係者がセックであろうとデミセックであろうと、取り調べをする権限を与えられている、しかし、これは貴様のようなデミセック上がりの刑訴取調官がしゃしゃり出る事件ではない！　高度に政治的で重要な事件なのだ！　わかったか！」

　……そう、そして、ケリンはここにいて、アルテンはさっさと家に帰ったというわけだ。

　あの出世のために上しか見ていない馬ば鹿か分署長の言うことを聞かなくちゃならんというのも業ごう腹はらだな……。

　コアントは、大きくため息をつくと、小さく両手を上げた。そしてケリンの顔を正面から見て言った。

「私の顔を潰つぶさんと誓ちかうか？　ケリン……」

　ケリンも両手を小さく挙げて答えた。

「わかったよ、コアントさんの顔を立てて、この建物からは一歩も出ないと誓う」

「士し族ぞくの名にかけて？」

「士族の名にかけて」

「よし」

　コアントはうなずいた。

「では、これで取り調べは終わりだ。分ぶん署しよの建物の中を勝手にうろうろされても邪じや魔まだから……そうだな、一階の北側にある食堂にでも行っていろ。ちょうど今は早はや番ばんが休憩の時間だ。そこにいる連れん中ちゆうに、晩ばん飯めしを食わせてもらえ。私のおごりだ」

「わかった！　ありがとう」

　そう言って微笑ほほえんだケリンは、ぺこっと頭を下げた。

　その横で、してやったり。という顔をしているＤデイー・Ｄデイーに向かってコアントは言った。

「これは、嫌いや味みじゃないが……お前さんの、その屁へ理り屈くつがいつでもどこでも通用するなんて心こころ得え違ちがいをするなよ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは真剣な顔で答えた。

「わかってます。本当の事件の代だい訴そは、本気の度合いが違うってことくらい。こんなレトリック一つでなんとかなるものじゃありませんよね」

　コアントは、ちょっと意外な顔をしてＤ・Ｄを見返した。

「では、これで失礼します」

　そう言い残して取調室から出て行くケリンとＤ・Ｄの二人の後ろ姿を見送って、コアントは思った。

　……父親の名前を振り回してふんぞりかえっていたカストリ家の息子むすこの方がよっぽど卑いやしい顔つきをしていたな。

　こいつらの方がよっぽど正せい々せい堂どう々どうと生きてやがる。

　大木の森の中でひょろひょろと伸びた木よりも、誰の名前にも力にもすがることなく、真っ直ぐにお日様に向かってる草の方がよっぽど見ていて気分がいいな。

　そして、コアントは、小さく首をひねってからつぶやくように言った。

「それにしても、ケリンが助けたという田舎いなか娘むすめは、どこに行ったのかな？　ギルドの受付が嘘うそをついたとも思えんし……」

　コアントの疑問はもっともである。別にギルドの受付は嘘も隠かくし立てもしていない。コアントたち警備隊員ガーデイアンの質問に対し実に誠実に、そして正確に答えていた。

　つまり『下働きに雇うための田舎娘がインダストリアン・ギルドに来たか？』と聞かれたから、それに対し『そんな娘は来ていない』と答えたわけである。

　もし、この質問が単なる『田舎娘がインダストリアン・ギルドをたずねて来たか？』ならば『はい、銃じゆう器き工こう房ぼうの名めい義ぎ書かき換かえのためにミントという人が来ました』と答えただろう。

　ケリンは、ミントのことを下働き志望の娘だと思い込んでいた。

　彼女が下働き志望の田舎娘などではなく、鉄砲鍛冶ガンスミスの資格を持ったギルドのメンバーだとは夢にも思わなかったのが、すべての原因だった。

　取調室を出たところでＤ・Ｄがケリンに言った。

「じゃあ、俺はこれで失礼させてもらう」

「ちょっとまてよ、少しぐらい一緒にいてくれてもいいだろう？　冷たいヤツだなあ……」

　Ｄ・Ｄは、ケリンに向かってにやっと笑いかけると、肩を叩たたいて言った。

「そう言うな、俺はこれからマイヤーズの連れん中ちゆうに回状を回して、お前さんが助けた田舎娘の行方ゆくえを捜し、そして、例のパッサーズの連中の悪あく行ぎようについても聞き込みをかけるつもりだ。軽けい審しん院いんに送られるようなことはまずないと思うが、相手は上級士族セツクだ、自分達の体たい面めんを守るために何をするかわからんからな」

「相手の心しん証しようを悪くする材料を集めるってわけか」

「いや、違う。取り引きに使うのさ。そして、街の連れん中ちゆうに、いかにパッサーズがろくでもない連中なのか知ってもらうんだ。こいつはお前にとってはピンチかもしれんが、マイヤーズの名を売るには絶ぜつ好こうの機会だ。大おお船ぶねに乗ったつもりで、ドン、と構えてろ。あとは俺たちがなんとかする。パッサーズの総そう長ちようのカルタ・ピルスナーが、どんな顔するか楽しみだ。じゃあな」

　そう言い残して、西にし分ぶん署しよの玄関に向かって歩いて行くＤデイー・Ｄデイーの、ひょろっとしたシルエットを見送ってケリンは思った。

　……変わり者だよな、あいつも。

　上級士族セツクの一族の出身で本当なら、俺たちみたいな不ふ良りよう連中と付き合うような人間じゃない。律りつ令りよう官かん試験を受けるようなインテリで、めちゃくちゃ頭がいいのに、なんで俺たちの仲間になっているんだろう？




　その頃、同じデメララの街の東側に広がる高級住宅街の中にあるしゃれた外見のカフェの店内に、若者の怒ど鳴なり声が響ひびいていた。

「ランバリオン通りの裏うら店みせに女を連れて行って小こ遣づかい稼ぎをしていただと！　貴き様さまらはそれでも上級士族か！　士し族ぞくの誇りはどこに行った！」
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　古い言い回しだが『怒ど髪はつ、天を衝つく』という言葉がある。

　髪の毛が逆さか立だつほど怒る、という意味なのだが、今、カフェの中で怒鳴っている人間の柔らかなウェーブのかかった金髪は、逆立ちこそしなかったものの、全身から立ち昇る怒りのオーラによってゆらゆらと揺れ動いているように見えた。

　その見事な金髪と、整った目め鼻はな立だちの持ち主である彼の名前はカルタ・ピルスナー。西せい域いき国こくの名門ピルスナー家の次男坊ぼうである。

　ピルスナー家は、代だい々だい西域国の外務局の重じゆう臣しんとしての地位にあり、カルタの兄も外務局の役人である。

　この西域国には、上級士族と、下級士族デミセツク、そして平へい民みんという身分の区別があった。

　国家の重要な地位は上級士族の一族によって独占されており、その地位は世せ襲しゆう制で、代だい々だい長男が跡を継ぐことになっていた。

　次男坊ぼう以下の兄弟は、もし、長男が病死したり事故死した場合に代わって家か門もんを継ぐ予備スペアーとして扱われていた。

　一生兄あにの予備として生きていくか、もしくは男の子に恵まれなかった他た家けのもとに養よう子しに行くか。その二つしか選択肢しが無いのだ。

　自分の人生に夢を持てぬまま、それでも真っ直ぐに生きていける人間は、そう多くない。

　このデメララの東ひがし半分を占める高級住宅街を縄なわ張ばりにする不良少年のグループ「パッサーズ」の構成メンバーのほとんどが上級士族の息子むすこ、それも次男坊や三男坊である理由はそこにあった。

　カルタに怒鳴られていた、長髪の若者が、不満げに言った。

「でもよ、カルタ。俺たちはただ、女の子を紹介してくれ、って言われて、紹介しただけだ。それは別に犯罪でもなんでもないだろう？　それに……」

　カルタと呼ばれた金髪の若者は、言い訳をしようとした長髪の若者をにらみつけた。

「紹介する店が、どんな店なのか知らなかったというのなら、その言い訳は通用する。アルテン！　お前は知らなかったと言い張るつもりか？」

「あ、いや……知っていた、でも……」

　アルテンは下げ卑びた微笑を浮かべて言葉を続けた。

「表ざたになんかなりっこない、ケリンのヤツは今いま頃ごろ、西にし分ぶん署しよの留りゆう置ち場じようの中だ、俺の親父おやじの部下どもが、きっとうまくやってくれるさ」

　カルタは、諭さとすように言った。

「他人の口に戸は立てられないという言葉を知っているか？　いくらもみ消しても、そこに火があったという事実は消せない。お前の信用は地に堕おちる」

　アルテンはカルタの言葉を笑い飛ばした。

「大丈夫さ、俺の信用なんか関係ない、俺の一族は名門なんだ。顔を利かせりゃどんなことだってできるんだ。ケリンを一生牢ろう屋やにぶち込んでおくぐらいわけはないさ」

　カルタは、冷たく答えた。

「世間の人間はカストリ家を馬鹿だとは思わん。名門カストリ家にも、馬鹿がいる。と思うだけだ……アルテン。お前の悪あく行ぎようの結果は、全部お前がかぶるということだぞ」

　アルテンの顔から血の気が引いた。

「で、でもよ、カルタは、いつも言っていたじゃないか！　身み内うちのひいきとか、コネとかどんなものでもいいから、すがって名を上げろ。それも正しい方法なんだ、って！」

　その言葉を聞いたカルタは、目を見開いてアルテンを怒ど鳴なりつけた。

「ふざけるな！　自分の可能性を確かめるために、自分をより高い場所に引き上げる機会として、コネや縁えん故こを使うのと、自分の保身のために、悪行をごまかし、他人を陥おとしいれるためにコネや縁故を使うのが同じだと貴き様さまは言うのか！」

　アルテンは、わけがわからなかったのだろう、不満げな顔をして黙り込んだ。

　カルタは、心の中で大きなため息をついた。

　……こいつは、わかっていない。本当の誇りとかプライドとかいうものは、金とか地位などというものとは別のものだということが、わからないのだ……おそらく死ぬまでわからないのかもしれない。

　カルタは、カフェの中にいるパッサーズのメンバーの顔を見回した。

　……俺の言葉の意味がわかっている連れん中ちゆうは、半分以下だな。

　ほとんどの連中が、上級士族セツクの家に生まれたというだけで、尊そん敬けいされて、他人より楽な暮らしができて当たり前だと思っている。

　カルタは、目の前で膨ふくれ面つらをしたまま、フェイアリンソーダを飲んでいるアルテンに声をかけた。

「お前……警備隊ガーデイアンの分ぶん署しよに、ケリンに殴なぐられた、って届けを出したのか？」

　アルテンは、グラスの底に沈んでいるユフラテの実を、麦のストローで突っつきながらぶっきらぼうに答えた。

「ああ、当然さ、あんな凶きよう暴ぼうなヤツ、エズオルみたいに檻おりに入れて見み世せ物ものにすりゃいいんだ」

　カルタは考え込んだ。

　……この馬鹿は、自分がやったことの意味がわかってない。届けを出せば、刑けい訴そ局きよくが動く。そうすれば、事の原因にさかのぼって調べられることは間違いない。

　今のうちに事を収めてしまえば、それは単なるウワサ話で終わる。でも、刑訴局が調べて、事件が軽けい審しん院いんに送られれば、それは事実になるんだ。

　カルタは、自分が座っているカウンターの向こうにいる初しよ老ろうの男に声をかけた。

「マスター、悪いけど証しよう文もん書けるような上質紙しあるかな？　あれば、それとペンを貸して欲しいんだけど」

　店のマスターは、黙って一礼すると、すっと店の奥に引っ込んだ。

　その、優ゆう雅がな物もの腰ごしを見て、カルタは思った。

　……あの人は、有名な一家の執しつ事じを長いことやっていた。というウワサだけど、本当かもしれないな。

　執しつ事じというのは、普通、一生その主人の側そばに付き添うのだという。

　だとすると、この店のマスターは、その途中で執事を辞やめたことになる。

　そこに何があったのか、そして、今、なぜ、この上級士族セツクの不良どもの溜まり場のカフェのマスターをやっているのか。カルタは知りたいと思った。しかし、それを聞いてもあのマスターは、きっと黙って静かに笑うだけで、決して話してくれないだろうな。

　やがて、マスターがライティングボードを持って店の奥から戻ってきた。

「このようなものでよろしいでしょうか？」

　そう言って差し出されたライティングボードの上には、手て漉すきの上質紙し、それも公こう証しよう人にん役場などで、公証人が使うのと同じ書式の公証用紙、そしてインク壺つぼとペンと、押おう印いん用のインクスポンジがセットになっていた。

「マスター、これって……」

　驚いたように顔を上げたカルタに向かって、店のマスターは静かに言った。

「委任状をお作りになるのでしたら、このような用紙のほうがよろしいかと……」

「……マスターにはかなわないや、全部お見通しってわけだ」

　カルタは小さくため息をついたあとで、ライティングボードを受け取ると、それを目の前にいたアルテンに差し出した。

「アルテン、その用紙の一番下に名前を書いて、右手の人差し指で名前の後ろに押おう印いんしろ」

　アルテンは、目を丸くした。

「え？　なんで？　なんで俺がそんなことしなくちゃならないんだ？」

「お前のためだ、つべこべ言わないでさっさと言われたようにしろ！」

　カルタの真剣な顔つきにに恐れをなしたのだろう、アルテンは黙って用紙の一番下の欄らんに名前を書いて、横にあったインクスポンジに右手の人差し指をつけ、その指で名前の後ろに指し印いんを押した。

「言われたとおりにやったよ、これでいいんだろ？」

　マスターが差し出したナプキンで指についたインクをふき取り、アルテンが答えるのを聞きながら、カルタはライティングボードの上にあった用紙を抜き取って、カウンターの上にある照明の光の下で確認した。

「よし、じゃあこれから代だい書しよ士しのところに行って来る、お前はここにいろ」

　マスターが顔を上げた。

「ライティングボードの下の引き出しに封筒がございます、それにお入れになったほうがよろしいかと存じます」

「え？　あ、ああこれか。ありがとうマスター」

　ライティングボードの下の引き出しから取り出した封筒に、自分の署名と押印がされている用紙を入れているカルタを見て、アルテンが不安そうに聞いた。

「カルタ、それ、どうするつもりなんだ？」

　封筒の封ふうを確認しながらカルタが答えた。

「委任状を作る、それを持って俺は西にし分ぶん署しよに行く。お前の出した届けを取り下げるんだ」

　アルテンが目をむいた。

「なんでだよ！　マイヤーズの貧びん乏ぼう人にんどもを潰つぶす絶ぜつ好こうの機会じゃないか！　やつらの総そう長ちようのケリンを牢ろう屋やにぶち込めば、マイヤーズはガタガタになっちまうんだ！　なのに……」

　カルタは、アルテンをにらみつけた。

「ガタガタになるのは、マイヤーズだけじゃない！　事を大きくすれば、お前がやってきたことも全部表おもてに出るんだ。お前……兄あに貴きや親父おやじの話の中に出てきた、刑けい訴そ局きよくや警備隊ガーデイアンの手入れや取り締まりの内容を、全部ランバリオン通りの顔かお役やくに話してるだろう？　そうやって小こ遣づかいもらっていたそうだな……そんなことがバレたらどうなると思う？　ガタガタになるのはマイヤーズだけか？　そんなに簡単に事が運ぶと思っているのか！」

　黙り込んだアルテンをそのままにしてカルタは立ち上がり、店の中を見回して言った。

「いいか、この件は、これで手打ちにする。どう見ても非ひはこっちにあるんだからな、お前らはここから動くな」

　不満げにうなずくパッサーズのメンバーを見み据すえたあとで、カルタは上着のすそを翻ひるがえして店から出て行った。

　カルタが出て行ったあと、すぐにアルテンの周りに仲間たちが寄ってきた。

「どうするよ、アルテン。このままじゃ、俺たちの小遣い稼ぎの場所がなくなっちまうぜ」

「ケリンをやっつけるのには絶好の機会だと思うんだけどなあ……」

　口々に言う仲間を見回して、アルテンは、下げ卑びた笑いを浮かべた。

「安心しろよ、西分署の分ぶん署しよ長ちようは、俺の親父に取り入りたくて仕方がねえ貧乏士し族ぞくだ。名前だけは名門だが金が無くて、満足に付け届けもできねえヤツでよ。俺が親父に口を利いてやるって言えば、ホイホイ言うこと聞くに決まってる。カルタが代だい書しよ士しのところに行っている隙すきにこっちは先回りしてやる」

「でもよ、総そう長ちようは動くな、って……」

　アルテンは、侮ぶ蔑べつするような顔をした。

「総長、総長って祭り上げてるけどよ、あいつの家は外務局だ。実際に国を動かしてる軍ぐん務む局きよくや刑訴局には影響力を持ってねえ。本当の力ってのは、警備隊総そう監かんをやっている俺の親父みたいな人間を言うのさ。何かあったら俺の親父の方が強いに決まってらあ」

　アルテンの周りにいた取り巻きどもが歓声を上げるのを聞いていたカフェのマスターは、誰にも聞こえないような静かなため息をついた。







　第四章「下級士族と上級士族」







　分ぶん署しよの建物の一階にある食堂はちょっと広い土間になっていて、部屋の中央には大きな欅けやきでできた一枚板のテーブルと、その周りには十人ぶんの椅い子すが置かれていた。

　コアントの言っていた早番の勤務員なのだろう、青い制服を着た五人の隊員が、椅子に座って思い思いの格かつ好こうでくつろいでいた。

　食堂に入って来たケリンを見て、その中にいた金髪の若い男が、ちょっと驚いたように目を見開いて言った。

「ケリン！　なんでお前がここにいるんだ。取調室から勝手に出てきちゃダメじゃないか！」

　ケリンは、その金髪の男に微笑ほほえみかけた。

「大丈夫だよ、ジム先せん輩ぱい。取り調べは終わったんだ。コアントさんが、俺のおごりで晩ばん飯めしを食わせてやる、って言っていたけど、何を食わせてくれるんだ？」

　ジム先輩と呼ばれた隊員は、半分あきれ顔で金髪をぐしゃぐしゃと掻かき回して言った。

「コアントさんにも困ったもんだなあ……いつも二ふた言こと目めには、被ひ疑ぎ者と馴なれ合うな、俺たちは誇り高き警備隊員ガーデイアンだ！　……って言ってるくせに、自分じゃあこれだもんなあ」

　ケリンは笑った。

「いいじゃん、顔かお見知りなんだし」

「警備隊員と顔見知りってのは、いい意味と悪い意味があるんだ。お前は悪い方。月に一回は騒ぎを起こして俺たちのやっかいになってるだろうが！」

「あれって全部相手が悪いんだぜ、店の下働きの男の子を脅おどかして金を巻き上げようとしたり、店の品物かっぱらおうとしたりした連れん中ちゆうを、とっちめただけじゃねえか。本来、そういう連中をとっ捕つかまえるのは警備隊の仕事だろ？　ジム先輩」

　ジム先輩と呼ばれた若い警備隊員が言葉に詰まったのを見て、十人隊長のバッジをつけた中年の隊員が笑って言った。

「一本取られたな、ジム」

「は、はあ……」

　頭を掻いているジムにもう一度笑いかけたあとで、その十人隊長は、ちょっと真ま面じ目めな顔になってケリンに話しかけた。

「ケリン、お前、今年でいくつになる？」

「え？　俺？　来月に十八になるけど……」

「そうか、じゃあ将来は親父おやじさんの跡を継いで国防軍に入るんだな」

　ケリンは肩をすくめた。

「まあね、下級士族デミセツクの俺にしてみれば、それが順当なんだろうけど、万年五十人隊長で、暇ひまを持て余してデメララ中の体術の道場破やぶりやってる親父おやじの姿すがた見ていると、あんまり気が進まないというか複雑な気分だな」

　十人隊長は真ま面じ目めな表情を崩さずに言葉を続けた。

「ケリン、どうだ？　警備隊員ガーデイアンにならんか？　なんなら私が推すい薦せん状を書いてやってもいいぞ」

　ケリンとジムは同時に驚きの声を上げた。

「え？　俺が？」

「え？　こいつが？」

　ケリンとジムは一いつ瞬しゆん顔を見合わせたあとで、慌あわてたように言った。

「冗じよう談だんはやめてくれよ、隊長さん！　こんな堅かた苦くるしい仕事なんか無理に決まってるだろ？」

「そうですよ隊長！　こんな乱暴者を警備隊に入れたら警備隊の信用に関わります！　こいつは札付きの不良なんですよ！」

　十人隊長は、ジムに向かって笑いかけた。

「私は三年前にも、同じような不良の若者を警備隊員にしたことがあった……あのときもいろいろ言われたものだ。あんな不良に警備隊員が務まるわけがない、あいつは乱暴で馬鹿だ。とな……その不良は、今では立りつ派ぱな警備隊員としてバリバリ活躍しておる……違うかね？　マイヤーズ初代総そう長ちようだったジム・ビームくん」

　ジムは下を向いて頭を掻かいた。

「あ、いえ、それはそうなんですけど……こいつ、俺より乱暴で俺よりはるかに馬鹿ですよ」

「あーひでえ！　そりゃあないっすよジム先せん輩ぱい！」

　十人隊長は大笑いしたあとで壁にかかっていた時計を見上げてはっとしたように言った。

「おや、こんな時間か……市場の屋や台たいで何か買って来てやろうと思ったが、もう店は閉まってしまったな……仕方ない、ジム。ケリンを隣となりの白はく鹿しか亭ていまで連れて行って何か食わせてやれ」

　ジムが、目を見開いた。

「なんで俺がついていかなくちゃならないんですか、勝手に食いに行かせりゃいいじゃないですか」

「そうはいかん、ケリンはこの分ぶん署しよ外に出すなと、コアント取調官から言われている。お前が一緒についていれば監かん視し下に置いていたという名めい目もくが立つ。さあ早く行って来い。休きゆう憩けい時間が終わらんうちにな」

「はい、わかりました！」

　ジムはそう言って敬けい礼れいすると、横にいたケリンの耳たぶを引っ張った。

「さあ行くぞ」

「あいててて、ひでえよジム先輩！」

「うるせえ！　手て錠じようかけて引っ張っていかないだけありがたいと思え」

　食堂を出て行った二人を見送った隊員の一人が笑いながら言った。

「にぎやかな連れん中ちゆうですね」

　十人隊長はうなずいた。

「自分の中に、やましいことがあるヤツってのは、あんなに明るくない。今回の事件は、ケリンの言っていることのほうが正しい……そう思わんか？」

　隊員たちはうなずいた。




　白はく鹿しか亭ていは、警備隊員ガーデイアンの西にし分ぶん署しよから通りを一本隔へだてたところにある、このデメララではごく普通の食堂と居い酒ざか屋やと宿屋が一緒になったような店だった。

　昼間と夕方は普通の食事を出し、夜には酒も出すし、二階には客室があって旅行客が泊まれるようになっているいわゆる「旅人の宿」と呼ばれる種類の店だ。

　ジムはケリンを連れて、白鹿亭の裏うら手てに回った。

　ジムが白鹿亭の裏うら口ぐちをノックすると、一ひと呼吸ほどの間の後で、小こ窓まどが開いて、小こ太ぶとりの中年のおばさんの怪け訝げんな顔が覗のぞいたが、そこに立っているのがジムだというのがわかったとたん、その顔が笑顔に変わった。

「なんだ、誰かと思ったらジムじゃないか？　どうしたんだい？　今日は明け番かい？」

　ジムは首を振った。

「いや、ちがうよアゼリアおばさん、まだ仕事中さ、こいつに何か食わせてやりたいんだけど、お願いできるかな？」

　小窓の中のアゼリアの目が、ジムの後ろにいるケリンに注そそがれるのと同時に見開かれた。

「あれまあ、ケリンじゃないか、どうしたんだ……って、こんなところから聞くもんじゃないね、ちょっとまっておくれ、すぐ開けるから」

　アゼリアは、慌あわてて裏口の扉を開けた。

　夜に入って店が忙しくなっているのだろう、扉を開けたとたん、厨ちゆう房ぼうの熱気と店の中で客たちが声こわ高だかに交わしている話し声や音楽が混ざったうわん、という響ひびきが襲おそい掛かってきた。

「店が忙しいときに悪いね」

　アゼリアは人のよさそうな微笑ほほえみを浮かべて首を振った。

「いやいや、とんでもない。ジムならいつでも大歓迎さ、とにかく中にお入り、厨房の奥にある居間に入って座ってておくれ、今うちの主人に話ししてくるから」

「いや、いいよ、今は手が離せないんだろ。こいつの晩ばん飯めしなんか、その辺に転がってるキャベツの葉っぱとか大根のしっぽとか、客の食い残しでも何でもいいんだから」

「ジム先せん輩ぱい、そりゃないっすよ！」

　アゼリアはにこっと笑った。

「安心しなよ、ケリン。ちゃんとしたもの出してやるから」

「すみません、お願いします」

　やがて、アゼリアが大きなプレートに、揚げ物やヌードルをトマトソースで炒いためたものや、ポテトサラダなどを山盛りにしたものを持ってきた。

「ほら、なんだか居い酒ざか屋やのメニューの盛り合わせみたいになっちまったけど、若い子が喜びそうなもので、腹はら持もちがよさそうなものを見み繕つくろってきてやったよ、さあ食べな」

　そのプレートを見たとたん、ケリンの腹がぐぐぅう〜っ、と音を立てた。

　……考えてみれば、まともに昼飯を食っていないんだよな。あのあとすぐに分ぶん署しよにつれて来られたからその間何なににも食ってないし……くう〜っ！　辛しん抱ぼうできない！

「いただきます！」

　ケリンは一ひと言こと叫ぶと、ガツガツという音が本当に聞こえそうな勢いで料理を口の中に放り込み始めた。

「これ、そんなに焦って食べちゃ身体からだに悪いよ、おかわりなら持ってきてやるから……」

　ケリンの勢いに目を丸くしたアゼリアがそう言ったとき、アゼリアの後ろから若い女の子の声がした。

「あーっ！　サボリめっけ！　隊長さんに言いつけてやろーっと！」

　見るとアゼリアの後ろに、ウエイトレスの制服なのだろう、青いスカートに白いエプロンドレスを身に着けた二は十た歳ちくらいの髪の長い快かい活かつそうな女の子が立っていた。

「サボリじゃねえよ、この……暴行事件容よう疑ぎ者しやを監かん視しするって仕事の真まっ最さい中ちゆうだ、人聞きの悪いことを言うなアニス」

　アニスと呼ばれた女の子は、ジムの脇に座って口の中に料理を詰め込んでいるケリンを見て目を丸くした。

「マイヤーズの初代総そう長ちようと現総長が二人つるんで何やってんのかと思ったら、なに、ケリン、あんた捕つかまってんの？　だっせー」

　口の中に食い物を詰め込んだままケリンは答えた。

「捕まったわけじゃないっすよ、ただ家に帰れないだけで……」

「そーゆーのを普通、捕まった、って言うんだよ」

　アゼリアが、小さくアニスの頭を小こ突づいた。

「こら！　あんたは今、接客が仕事でしょうが！　早く店の方に行きな！」

　頭を押さえたアニスは、膨ふくれっ面つらになって言い返した。

「痛いなあ母さん、嫁よめ入り前の娘の頭を、そうぽんぽん殴なぐんないでよ。お店の方はお客さんのオーダーを一通り通して落ち着いたから、マウナとイリーナの二人で大丈夫だよ、それよりさあ母さん、せっかくジムが来てくれているんだから、地下室に置いてある酒さか樽だるを上まで上げてもらえば？　ジムの力なら簡単だよ」

　アゼリアは目を丸くした。

「何なに言い出すんだよ、この子は！　ジムの格かつ好こうを見ればわかるだろう？　今いま仕事中なんだよ、店の手伝いさせるなんて真ま似ねができるわけないだろうが！」

「でもさ、お父さんは腰を痛めちゃっているし、厨ちゆう房ぼうにいる見習いコックのトリサー一人じゃとても無理じゃない。厨房にストックしてある酒さか樽だるは、もうほとんど空からで、今夜来ているお客さんの分まであるかどうかなんだよ……」

　そこで言葉を切ったアニスは、ジムの方をちらちら見ながら実にわざとらしく付け足した。

「警備隊員ガーデイアンって、デメララの市民が困ってるときに助けてくれる、とっても頼りになる人たちなんだよね、ジムは立りつ派ぱな警備隊の隊員なんだから、頼めばきっとやってくれるよ」

　ジムはため息をついた。

「わかったよ、手伝ってやるよ、そんな言い方はやめろって」

　アゼリアは目を丸くした。

「本当にいいのかい？　ジム。仕事中なんだろう？」

　ジムは微笑ほほえんだ。

「いやあ、アゼリアおばさんには、当直明あけの朝メシやら、夜食の差し入れやらで世話になってますからね、それくらいのことなら構いませんよ」

　アゼリアは、ほっとしたように言った。

「ホントのことを言うとね、とっても困っていたんだよ、主人が今日の昼間に腰を痛めちまってね、なんとか立って仕事ができるぐらいには治ったんだけど、地下蔵ぐらから酒樽をかついで上がってくるなんてことはとても無理だし、わたしんとこは男おとこ手でが無いし、どうしようって……」

「いえいえ気にしないで下さい。それに仕事って言ったって、ケリンがメシを食ってる間は他にやることもありませんから」

　ケリンが、慌あわてて立ち上がった。

「あ、俺も手伝います！」

　ケリンの顔をびしっと指差して、ジムが言った。

「お前はメシ食ってろ」

「はい、わかりました」

　ケリンが、そのまま、すとんと椅い子すに座るのを見たアニスが声を立てて笑った。

「なんか、可愛かわいいね、弟みたい」

「まあな、三つ年下の悪ガキ仲間なんざ弟みたいなものだな……」

　ジムはそう言うと、青い制服と、その下に着けていた布で覆おおわれたアーマーを脱ぎ始めた。

「あ、手伝う」

　アニスはそう言うと、ジムの背中に回ってアーマーを止めていたストラップを外し始めた。「なによこれ、肩のとこ破けているじゃん縫ぬっといてあげるよ」

　ジムがちょっと意外そうな顔をしてアニスを見た。

「お前……縫ぬい物なんかできるのか？」

「できるよ！　母さんに比べりゃ下へ手たくそだけど、ちゃんと教わってるんだから！　……なによ、その意外そうな目は！」

　アーマーを脱いだジムは両肩をぐるぐる回しながら、アニスに微笑ほほえんで見せたあとで、ケリンに向かって言った。

「さてと、手伝ってくるからな、逃げんなよケリン」

「逃げっこないっすよ！　俺、悪くないんすから」

「そうだな、悪かったのは相手と運だな。セックのお偉いさんの馬鹿息子むすこが相手じゃなけりゃ今いま頃ごろとっくに家に帰って親父おやじさんにゲンコツ食らっているだけで済んだのにな」

「それはそれで、ちょっとイヤかもしんないっすね」

　ジムは笑った。

「喧けん嘩か屋クローブのゲンコツの味を一番味わってるのはお前だろうからな……まあ、ゆっくり食ってろ」

　そう言い残して店の厨ちゆう房ぼうに入っていくジムの背中を見送ったケリンは、斜め前に座って、ジムのアーマーの破れを繕つくろっているアニスに視線を移した。

　アニスはとても嬉うれしそうな顔をしていた。

　……なんか、新婚さんみたいな雰ふん囲い気きだな、これって。

　口の中にある甘あま酢ずをからめた肉にく団だん子ごのから揚げを咀そ嚼しやくしながら、ケリンがなんとなくそんなことを考えていると、ひょい、と顔を上げたアニスと目が合ってしまった。

「なに？　どうかしたの？」

「あ、いえ……なんとなくアニス姉さんとジム先せん輩ぱいって新婚さんみたいだな……とか思っただけっす」

　アニスは目を見開いたあとで顔を真っ赤にして言った。

「ばか、オトナをからかうな！　あんたはそこで黙ってご飯食べていればいいの！」

「はい、すんません……」

　ケリンはひょこんと頭を下げて、目の前にある料理を平らげることに専せん念ねんした。

　三つ目の肉団子を飲み下したとき、アニスがぽつんと言った。

「ねえ、ケリン。今のマイヤーズってさ、あんまり悪いウワサ聞かなくなったよね……なんでだと思う？」

　アニスは、ちょっと考え込んでから言葉を継いだ。

「わたしさ、思うんだけど……ジムが警備隊員ガーデイアンに入ったってことで、マイヤーズの連れん中ちゆうの考え方が変わったんじゃないかと思うんだよね。こう……希望が見えた、みたいな」

「希望ですか？」

「うん、マイヤーズってのは、商店の下働きとか、日の目を見ない下級士族デミセツクの息子むすこみたいな連れん中ちゆうの集まりで、ケリンが総そう長ちようになる前は、いくらがんばっても無む駄だ、どうせ俺たちはこの街のゴミみたいなモンだ、ってグレちまったようなやつらばっかりだったんだよ」

　ケリンはうなずいた。

「知ってます、でもジム先せん輩ぱいは、そういった連中を変えていったんだ。自分の価か値ちは自分で決めろ、自分はゴミでいい、と決めちまったらゴミにしかならねえ！　ってのがジム先輩の口くち癖ぐせだったっすよね」

　アニスは遠いところを見るような目で続けた。

「そうよ、ジムは、不良だったし喧けん嘩かばかりしてたけど、曲がったことが大嫌いで、万まん引びきや恐きよう喝かつや、女や子供のような弱いものに暴力を振るうなんてことは絶対にしなかったし、させなかった。マフィアの連中とも付き合わなかった……だから警備隊ガーデイアンに入れたんだ」

　ケリンに向かって微笑ほほえみかけながらアニスは聞いた。

「知ってる？　ジムはね、どんな事件のときでも必ず真っ先に飛び出して行くんだよ、そして一番最後に寝て、一番最初に起きるし、不ふ寝しん番ばんとか、人の嫌がる仕事はいつもジムの仕事なんだよ……なぜだと思う？」

　ケリンは首を傾かしげた。

「下したっ端ぱだからですか？」

　アニスは笑った。

「まあね、一番若いってのもあるけど、それだけじゃないの。ジムは自分が信用されて信頼されるために何をすればいいのか、それを知ってるの……世間の人はジムのことをこう見ているわ『あいつは不良だ……』ってね。何をするにも何をやるにもその目は付いて回るわ、だからジムは人一倍、いえ、人の三倍も四倍もがんばってるの、そうやって信用を積み重ねて信頼されて、やっと一人前になれるんだ、って信じてるのよ」

　アーマーの繕つくろいが終わったのだろう、アニスは針の根元にある糸を噛かみ切るために、手に持ったアーマーを口元に持って行った。

　ぷん……と汗の匂においがした。

　あ……ジムの匂いだ。

　あの人の汗の匂いだ。あの人の一生懸けん命めいの匂いだ。

　糸を噛み切ったアニスは、ひざの上にアーマーを置いて小さくため息をついた。

　すこし憂うれいを感じさせるアニスの顔を見たとき、ケリンは、なんとなく胸の奥が苦しくなるような気がした。

　……アニス姉さんは、本当にジム先輩が好きなんだな。

　ジム先輩はどうなんだろう？　マイヤーズにいた頃からいろいろウワサはあったけど、どれも本命じゃないって話だったし、お似に合あいだと思うんだけどな。

　アニスは、ケリンの前にあるプレートが空からになっているのを見て、ちょっと驚いたような顔をしてから微笑ほほえんだ。

「食べちゃったのね、それ、三人分はあったわよ」

「あ、すんません、ごちそうさまでした！」

　ひざの上にあったジムのアーマーを机の上に置いて、アニスは立ち上がった。

「じゃあ、その空からのプレート下げるわね」

「あ、いいです、自分で持って行きますから」

　アニスはケリンをちらっとにらんで言った。

「だめよ、あんたはおっちょこちょいなんだから、洗い場に持って行かせたらどうなるかわかんないわ、あんたはここで待ってなさい」

　アニスが出て行ったあとの居間で、ひとりぼっちになったケリンは、所しよ在ざい無なげにあたりを見回しながら頭を掻かいた。

　……俺は、マイヤーズの総そう長ちようとか言って、でかい面つらしてたけど……やっぱりガキなんだな。

　ジム先せん輩ぱいとかアニス姉さんの話を聞いてると、つくづく思い知らされる。

　ガキのレベルの肩書きや、評判なんてのはオトナの世界には通用しないんだ。なんだかんだ言ったって、本気で生きてるオトナにはかなわない。

　本気のレベルが違うんだ。

　ケリンがそんなことを考えていると、居間の入り口のところで、少年の声がした。

「総長！　どうしたんですか？　こんなところで！」

　顔を上げると、そこに、白いコックの服を着た少年が、びっくりしたような顔をして立っていた。

「よう、トリサー。元気か？」

「オレのことなんかより、総長の方が大変なんでしょう？」

　この白はく鹿しか亭ていの見習いコックをやっているトリサーはマイヤーズのメンバーだった。

　実を言うと、このトリサーだけではない。このデメララのさまざまな店の下働きをやっている連れん中ちゆうのほとんどが、マイヤーズのメンバーだった。

　ケリンは、トリサーに向かって安心させるように微笑ほほえんで見せた。

「いや、なんでもねえよ、昼間ちょいとパッサーズの連中とモメてよ、一人やっつけちまったんだが、運の悪いことに……」

　ケリンがそこまで言ったとき、トリサーがにやっと笑って答えた。

「警備隊ガーデイアン総そう監かんカストリの息子むすこ、アルテンだったんでしょう？」

「お前、なんでそれを知っているんだ？」

「夕方にＤデイー・Ｄデイーさんから回ってきたメモに書いてありました」

「メモだと？」

「ええ、ここにあります」

　トリサーはそう言うとポケットからメモ用紙を取り出して読み上げた。

「我らがマイヤーズの総そう長ちようケリン・ミルダモンは、本日、悪あく辣らつなるパッサーズの魔の手より純じゆん朴ぼくなる地方出身の少女を救出せしも、パッサーズは警備隊ガーデイアン総そう監かんの息むす子この立場を悪用し我が総長を拘こう留りゆう中なり！　マイヤーズはその総力を持って我が親愛なる総長の救出を図る！　各員一層奮ふん励れい努力せよ！　………Ｄデイー・Ｄデイー・Ｄデイー」

　ケリンは顔をつかむようにして右手の親指と中指で自分のこめかみを押さえた。

　……何を考えているんだ？　あいつは。

　そして、ケリンは気がついた。

　……わかった。

　なんでインテリで頭のいいＤデイー・Ｄデイーが俺たちの仲間なのか……。

　あいつは、頭がいいが、根が馬鹿なんだ。

　考え込んでいたケリンに気づかぬようにトリサーが言った。

「でも、総長。なんでこんなとこでメシ食ってるんですか？　警備隊の西にし分ぶん署しよに捕つかまっている、って話じゃなかったんですか？」

「捕まっているって言えばそのとおりだな、家に帰れねえわけだから。まあ、いろいろあるんだよ事情ってヤツがな」

　ケリンの言葉を聞いたトリサーが、目を輝かせた。

「やっぱり捕まっているんですね総長！　でも、安心して下さい！　オレたちマイヤーズが総力を挙げて総長の救出に動いてます！　パン屋の見習いのサンブーカは、明日の朝、西分署に納める配給のパンの中に金ノコとヤスリを仕込んだそうですし、石積み職人の見習いのカルーアは、地下下水道と留りゆう置ち場じようをつなぐトンネルを掘るって言ってました！　それから……」

　ケリンは、慌あわてたように言った。

「ちょ、ちょっと待て！　お前らががんばってるのは、よくわかった。実にありがたい！　でもな、そんなことしなくたって大丈夫だ、俺は俺でなんとかするから……」

　トリサーは、心配そうに言った。

「ホントに大丈夫なんですか？　西分署の連れん中ちゆうの朝飯や夜食は、ほとんどオレが作ってますから、何ならそいつに睡すい眠みん薬を一いつ服ぷく盛る、って手もありますけど……」

「いや、やらなくていい！、頼む！　何にもしないでくれ」

　ケリンの顔を見たトリサーは、不満そうな顔でうなずいた。

「わかりました……じゃあ総長の言うとおりにします……」

　ケリンは、トリサーに笑いかけた。

「お前らが俺のことを本気で心配してくれているのはよくわかる。でもよ、後あと先さき考えないで動いたら、そのしっぺ返しがお前らの身の上にも降りかかるんだぜ。だから、あまり無茶なことはやって欲しくねえんだ」

　トリサーは顔を上げた。

　青白い、気の弱そうな顔だったが、目には決意の光があった。

「でも……オレたち、総そう長ちようのためなら、なんだってやってみせます！　総長は言っていたじゃないですか！　俺たちは下したっ端ぱで、人間以下の扱いしか受けてねえけど、俺たちにだって何かができる。だから自じ棄きにならねえで、明日は今日よりうまくいくと信じて働け、一人前の職人になれば、自分が自分の主人だ、王様と一緒だ、って！」

　そのとき、厨ちゆう房ぼうの方からトリサーを呼ぶ声がした。

「おーい、トリサー！　どこに行った！」

「はい！　ここにいます！　すぐ行きます！」

　トリサーは、厨房に向かって返事をしたあとで、ちょっと不安そうにケリンに聞いた。

「総長が食べた料理って、さっきおかみさんがプレートに盛り合わせていたヤツですか？」

「え？　ああそうだ、揚げ物とトマトヌードルとかの盛り合わせだけど、どうかしたか？」

「揚げ肉にく団だん子ごの甘あま酢ずかけ、どうでした？　味の方……」

「美う味まかった、肉団子の中に入ってたタマネギが甘くて香ばしくて……甘酢に良く合っていたと思う……」

　トリサーの顔がぱっと輝いた。

「それ、オレが作ったんです。タマネギを肉に合わせる前に軽く炒いためておいたんですよ。へへ、総長に美味いって言ってもらうと、なんとなく自信ついちゃうな……」

　そのとき、再び厨房から声がした。

「おーい、トリサー！　早く来い！　オーダーが詰まってるんだ！」

「今いま行きます！」

　トリサーは、厨房に向かって大声で返事をしたあとで、ケリンに頭を下げた。

「じゃあ、総長、オレは、まだ仕事がありますので失礼します！」

　そして、小こ走ばしりに去って行ったトリサーと入れ違いにジムが帰って来た。

　ジムは、ケリンがぽつんと座っているのを見て、にやっと笑った。

「お、逃げなかったな。感心感心」

「逃げっこないっすよ！　ちゃんとコアントさんの前で士し族ぞくの誓ちかいを立てたんですから」

　テーブルの上に置いてあったアーマーを身に着けながら、ジムは小さくため息をついた。

「士族の誓い……か。そんなものを信じている士族は、もういないのかもしれないな」

「上級士族セツクの偉い人は、プライド高いし、なにかあると二ふた言こと目めには『士族の誇りにかけて』って言ってますけどね……」

　ジムは、小さく首を振った。

「上級士族が高いのはプライドじゃなくて、計算と給料だけさ……まあ、中にはちゃんとした人もいるけどな……メシは食い終わったな、じゃあ戻るぞ」

「えーっ、もう戻るの？　もう少し居させてくれよ」

　不満そうな声を上げたケリンに人差し指を突きつけて、ジムは言った。

「自分は拘こう留りゆう中だ、ってことを忘れるな。こうやって分ぶん署しよの外に連れ出しているのだって、本当は規則違反なんだからな。用事が終わったら、さっさと戻るんだ」

　ケリンを連れて居間を出たジムは、店の厨ちゆう房ぼうの方に向かって声をかけた。

「お世話になりました！　分署に戻ります！」

　厨房の脇から顔を出したアゼリアが、慌あわてたように言った。

「あらあら、もう帰っちゃうのかい？　今、冷たい飲み物でも出そうと思っていたのに……」「いえ、まだ仕事中ですから」

　ジムはそう言って頭を下げた。

　そして、ケリンと共に表通りに出たそのとき。

　いきなり、青白い電気照明が二人に浴びせかけられた。

「うわ！」

　目がくらんだ二人に向かって、光源の後ろから声が飛んだ。

「逃とう亡ぼう犯はん、ケリン・ミルダモン！　及びその共犯者ジム・ビーム！　無む駄だな抵抗はやめよ！　おとなしく捕ほ縛ばくにつけ！」

　照明の後ろには、何人もの人間がいるようだった。

　ケリンは叫んだ。

「ちょっと待ってくれ！　俺は逃げちゃいないぞ！　ずっとジム先せん輩ぱいと一緒だったんだ！」

　ジムはケリンの前に出ると、胸を張って言った。

「彼は逃げていません。私の監かん視し下かに置いて、食事を取らせていただけです！　それは何かの間違いです！　分署長！」

　ケリンはびっくりしたようにジムを見た。

「分署長？」

「そうだ、この西にし分署の一番偉い人だ、百人隊長だよ」

　光の向こうに立つ分署長は、ジムの言葉を鼻で笑った。

「ふん、何が監視下だジム・ビーム。不良くずれのお前の言うことなど信じられるか！　その悪ガキは、お前の後こう輩はいだ。どうせ不良同士で、逃げる算さん段だんでもしていたんだろう……」

「違います！　そりゃあ、俺は昔むかし不良でした……でも、今は警備隊員ガーデイアンです！　この制服とバッジに誇りを持っています！」

　自分のことでジムに疑いがかかっていることを知ったケリンはジムの前に飛び出した。

「俺は逃げてなんかいない！　だって、俺は取調官のコアントさんと誓ちかったんだ！　絶対逃げないって！　ちゃんと士し族ぞくの誓いを立てたんだ！　逃げるわけが無いだろう！」

「笑わせるな。何が『士し族ぞくの誓い』だ。下級士族デミセツク風ふ情ぜいが！　下級士族の誓いなど、酒さか場ばでツケを払うときの言い訳にしかならん！　お前のような無ぶ頼らいの徒とが士族を名乗るだけでも胸むな糞くそが悪くなるわ！」

　光の向こうに立つ分ぶん署しよ長ちようの表情はわからなかったが、ケリンには口く調ちようから想像がついた。

　……こいつはデミセックをごみくずのようにしか思っていない最低野や郎ろうだ！

　ケリンは叫んだ。

「おい！　その言葉を取り消せ！　俺のことは何て言われたっていいさ。アンタの言うとおり、ただの貧びん乏ぼう士族の息子むすこだからな！　……でも、俺の誓いを馬鹿にするってことは、それを受けたコアントさんまで馬鹿にするってことじゃないか！」

　分署長は冷たい声で答えた。

「コアント？　そんな人間はおらん。彼には容よう疑ぎ者しやの逃とう亡ぼうを見逃した責任を取ってもらう。ジム・ビーム。お前と、お前の直ちよく属ぞくの上じよう司しであるコルン隊長も同罪だ、懲ちよう戒かい免めん職しよく処分だ！」

　ジムの目が見開かれた。

「なんだって！　なんでコルン隊長まで！」

「犯人を分署の外に出すように指示したのはコルンだ。彼に責任があるのは当然だ！」

　分署長は、そう言いきったあとで、小さく鼻で笑って付け足した。

「私は、お前のような不良あがりの人間が、部下にいることが耐えられなかったのだがな。うまい具合に問題を起こしてくれた。おかげで目め障ざわりなコアントも、私に逆さからうコルンも、お前のようなクズも全部一緒に処分できるというものだ……さあ、この二人を逮たい捕ほしろ！」

　分署長の周りにいた警備隊員ガーデイアンたちはお互いの顔を見合わせた。

　命令とはいえ、自分たちの同どう僚りようを犯罪者として逮捕するのは気が進まなかった。まして、逮捕の理由は、どう聞いても、こじつけでしかない。

　警備隊員としての義務感は、上じよう司しの命令に従うことを求めていた。しかし、警備隊員としての正義感は、命令に従うことを拒否し続けていた。

　部下たちが、進み出ないのを見た分署長は、苛いら立だっていた。

　……このままでは、アルテン殿との約束が守れないではないか。

　分署長のもとにアルテンがやってきたのは、今から少し前だった。午後五時の執しつ務む時間を終え、官かん舎しやに戻っていた分署長のところに、友人たちを引き連れてやってきたアルテンは、平へい身しん低てい頭とうする分署長にこう切り出した。

「ケリンの野や郎ろうを、なんとかして刑務所に入れて欲しいんだ……理由なんざなんでもいい、やれるだろ？」

「し、しかし、単なる暴行事件だけでは、通常罰ばつ金きん徴ちよう収しゆう処分だけで終わりです、刑務所に入れるにはとても……」

　分署長が冷や汗を拭ぬぐいながら言い訳すると、アルテンは仲間と顔を見合わせてにやりと笑い、分ぶん署しよ長ちように自分の財さい布ふを突き出した。

「俺はケリンに殴なぐられて、これを取られちまったんだ。人を殴って財布を取れば強ごう盗とうだ。この財布はケリンの懐ふところから出たことにすりゃあ、八はつ方ぽう丸く収まるんじゃないの？」

　分署長は目を見開いた。

「事件を……でっち上げろと言うのですか？」

　アルテンは笑った。

「でっち上げるだなんて、人聞きが悪いな。新事実が発覚した。って言うんだぜこういうときは……」

「し、しかし……」

　額ひたいににじむ冷や汗を拭ぬぐう分署長を見たアルテンは、駄だ目め押おしの一言を告げた。

「あんた……今の百人隊長のままで終わりたくないだろう？　俺の言うことを聞いてくれりゃあ、俺から親父おやじや親しん戚せきにあんたのことを頼んでやるぜ。二百人隊長……いや、五百人隊長だって夢じゃねえ……五百人隊長ピーター・ドーソン……こりゃあ御ご先せん祖ぞ様もあんたの子し孫そんも喜ぶだろうなあ……」

　分署長は、目の前にいるアルテンを見た。

　……こんな馬鹿息子むすこに、それほどの発言力などあるわけがない。しかし、この馬鹿息子が私に取り引きを持ちかけてきた、という事実はエタノ・カストリ警備隊ガーデイアン総そう監かんにとって、恥はじの上うわ塗ぬり以外の何物でもない。ここで、スキャンダルをもみ消して恩を売り、そしてそれをさらに取り引きの材料にすれば、カストリ家は動かざるを得ない。

　これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスかもしれんな……。

「わかりました……では、そのように……」

　分署長は小さくうなずくと机の上に置かれた財布を手に取った。そして、上うわ目め遣づかいにアルテンを見て言った。

「私の処しよ遇ぐうについて、なにとぞよろしくお父ちち上うえにお伝え下さい」

　アルテンは声を立てて笑ったあとで勝ち誇ったように言った。

「ああ、まかせとけ！　俺たち一族は警備隊員に顔が利くんだ。安心してろよ！」

　青白い電気照明の中で立ち尽くすジムとケリンを見ながら、分署長は胸のポケットにあるアルテンの財布の感かん触しよくが気になっていた。

　……コルンがケリンを、あの不良上がりのジムと一緒に外に出してくれて助かった。

　逃とう走そう罪ざい、それだけで充分刑けい務む所しよ送りにできるし、恩が売れる。

　この財布を使って強盗をでっち上げたのでは、私にも責任が及んでしまう。それだけは避けねばならんからな。

　分署長は再び部下たちを怒ど鳴なりつけた。

「お前たち！　何をやっている！　お前らにも連れん帯たい責任を負わせることはできるのだぞ！　自分にかけられた疑いを晴らせ！」

　警備隊員ガーデイアンたちは、のろのろと進み出ると、ジムとケリンの手を取った。

「すまんな……ジム」

「いえ、構いません。こんな馬鹿な疑いはすぐに晴れると思いますから……」

　ジムが同どう僚りようにうなずいたとき、再び分ぶん署しよ長ちようの声が飛んだ。

「ちょっと待て！　そいつの制服を脱がせろ！　そいつは警備隊員の制服を汚けがした人間だ。バッジも装備も全部取り上げろ！　裸にして連れて行け！」

　警備隊員の間から抗議のつぶやきが上がる中で、一人が進み出た。

「分署長！　それはあまりにもやりすぎではありませんか？　ジムの行為が規則違反だとは、私には、どうしても思えないのです！」

「お前の考えなど誰も聞いていない。命令を聞けないと言うのなら仕方が無い。お前も制服を脱げ。下級士族デミセツクの隊員など代わりはいくらでもいる」

　ジムが叫んだ。

「いいよ！　ハーパーさん！　俺が制服を脱げば、全部丸く収まるんだ！　これ以上みんなを巻き込みたくない！」

「でも、お前……」

　ジムは、警備隊員たちを見回して、そして微笑ほほえんだ。

「俺は胸を張って制服を脱いでやる。他の誰も信じてくれなくたって、あなたたちは信じてくれるだろう？　不良だった俺のことを……だから、これは俺からの恩返しなんだ」

　ジムが、制服のボタンを外そうとしたとき、後ろから女の子の声が飛んだ。

「ジム！　だめ！　脱いじゃダメだ！」

　ジムが振り返ると、そこに、アニスと、白はく鹿しか亭ていの主人と従業員、そして客たちがいた。

　アニスは、ジムのところに走り寄ると、目に涙を溜めてその腕をつかんだ。

「ジムは悪いことしてない！　なのになんで言うこと聞くんだよ！」

「俺が突っ張れば、仲間に迷めい惑わくがかかる。それだけのことさ」

　アニスは、くるりと振り返ると、泣きながら警備隊員たちをにらみつけた。

「あんたたち！　本当にジムがケリンを逃がそうとしたって信じてるの？　ジムがそんなことをする人間だって信じてるの？　なんで？　ジムが不良だから？　昔、悪かったから信用できないの？」

　ジムは、アニスの手を引っ張った。

「よせ、やめろ、アニス！」

　アニスは首を振った。

　夜の街を照らし出す電気照明の中でアニスの涙が光って飛ぶのが見えた。

「やめない！　だって、私、知ってる！　ジムがいつもいつも一生懸けん命めいだったってこと！　あんたはどんな危険な現場でも真っ先に飛び込んで行くじゃないか！　人より早く起きて、人より遅く寝て、不ふ寝しん番ばんや、雑用だってみんな自分から進んでやっているじゃないか！　なのに、なんでこんな目にあわなきゃならないんだ！」

　アニスは照明の後ろにいる分ぶん署しよ長ちようを指差しながら警備隊ガーデイアンの隊員たちに向かって言った。

「ねえ、教えてよ！　あんたたちは、あいつの言っていることと、ジムのやってきたことのどっちを信じるの？　上うわ役やくの命令っていつも正しいの？　警備隊の人って、正しいものの味方じゃないの？　どうなの？　答えてよ！」

　そのとき、少年の声が飛んだ。

「ケリンを捕まえても、ジムをクビにしたって、警備隊総そう監かんのカストリの息子むすこがやったことはもみ消せないぞ！　この街の人間はみんな知ってるんだからな！」

　声の主ぬしは、トリサーだった。

　トリサーは胸を張って言った。

「カストリの息子アルテンは、田舎いなかから出てきた娘をたぶらかして、ランバリオン通りの裏うら店みせに売ろうとしていたんだ！　ケリン総そう長ちようはそれを助けただけじゃないか！　悪いのはアルテンだ！　上役の息子を助けるためにケリン総長に罪をかぶせやがって！　それが警備隊の分署長のやることかよ！」

　遠とお巻まきにして見物していた群集が、ざわつき出したのを見た分署長は、慌あわてたように叫んだ。

「な、何を馬鹿なことを！　そのようなデタラメを言いふらすのは許さん！　おい、お前たち！　あのコックも逮たい捕ほするんだ！」

　警備隊の隊員たちは一歩も動かなかった。

「おい！　お前たち！　何をしている！」

　ヒステリックにわめく分署長に向かって、ハーパーと呼ばれた年配の隊員が静かに言った。

「もう、やめにしませんか？　分署長」

　分署長は、ぎくっとしたような顔でハーパーを見た。

「何を馬鹿なことを言っておる！　貴き様さまは私の命令が聞けないというのか！」

「デメララ警備隊西にし分署長としての命令なら聞きますけどね、ピーター・ドーソンという上級士族セツクの出世のための命令は聞けません。俺たちは、このデメララの街から給料をもらっているんだ、あんたに雇われているわけじゃないんでね」

　分署長は目を見開いた。

「き……貴様！」

　ハーパーは、うんざりしたように言った。

「クビだ、って言いたいんですか？　わかってますよ。勝手にして下さい。俺たちは通常の業務に戻ります。俺たちは市民を守るのが仕事で、あんたの対面とか出世を守るのが仕事じゃないんだ。みんな、持ち場に戻ろうぜ、茶ちや番ばんは終わりだ。街中の巡じゆん察さつの時間だぞ……」

「待て、ハーパー」

　分ぶん署しよ長ちようは、残ったプライドを必死にかき集めて胸を張った。

「お前はクビだ、胸のバッジを外して私のところに置いて行け！」

　ハーパーは、黙ってうなずくと、胸のバッジを外し始めた。

「ハーパーさん！」

　驚くジムに向かってハーパーはうなずいた。

「いいんだよ、ジム。お前や、コアントさんやコルン隊長が警備隊員ガーデイアンにふさわしくないとしたら、俺なんかもっとふさわしくない人間だ。嫌なことや面めん倒どうなことを全部お前に押し付けてきたんだからな……」

　ハーパーは、外したバッジを分署長の足元に投げた。

　バッジは金属音を立てて分署長の足元に転がった。

「ほらよ、好きにしな。あんたの下で働くくらいなら、どっかの酒さか場ばで用よう心じん棒ぼうでもやった方がいい。よっぽどうまい空気が吸えて、お天てん道とうさまを胸張って見上げることができるぜ」

「ふ、ふん。馬鹿な男め、下級士族デミセツクが意気がりおって……」

　分署長は、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、見み下くだすようにそう言うと、足元に落ちた警備隊のバッジを拾おうとした。

　その、手元に、また一つバッジが飛んできて、金属音を立てた。

「なに？」

　顔を上げた分署長に、また一つバッジが投げつけられた。

　また一つ。

　また一つ。

　次々にバッジが飛んできた。

　やがて、分署長の足元に、警備隊員のバッジが小さな山を作った。

　その場にいた五十人の警備隊員すべてが胸につけていたバッジを外して分署長に投げつけていたのだ。

　分署長の顔から血の気が引いた。

　……全員？

　今日の当とう務むの警備隊員全員が辞じ職しよくだと？

　そんなことになれば、このデメララの治安はどうなるのだ！　いや、それより何より、こんなことが上うわ役やくに知られたら私の立場はどうなるんだ？

「わ、私は知らん……私に責任は無いぞ……これは部下が勝手に……」

　分署長は、震える声でそうつぶやくと、崩れ落ちるようにその場にへたり込んだ。







　第五章「反乱と混乱」







　人だかりを遠とお目めで見ながら、カルタは急ぎ足で西にし分ぶん署しよに向かっていた。

　……なんだ？　あの人だかりは……西分署の前で何かあったのか？

　いや、そんなことより、一刻も早くこの示じ談だん書を西分署の刑けい訴そ取調官に提出しなくては……

　カルタは、人込みを掻かき分けながら、やっとのことで、警備隊ガーデイアンの西分署の玄関ドアを開けて、分署の中を見回した。

　雰ふん囲い気きがおかしかった。

　いつもなら、がやがやと忙しげに歩き回ったり、書類を書いているはずの警備隊員の姿がないのだ。

　カルタは事務所の中で一人だけ残っていた警備隊員に声をかけた。

「申し訳ない。刑訴取調官のコアント氏にお会いしたいのだが……」

　警備隊員の制服を着たその男は、顔を上げると肩をすくめた。

「悪いね、今この分署には、刑訴取調官も、警備隊員も一人もいないんだ。明あ日す以降にしてくれるかい？」

　カルタは目を見開いて言った。

「一人もいないとは、どういうことなのだ！　あなたは警備隊員ではないのか？」

　その男は制服の胸の部分をカルタに見せた。

「ほら、バッジが無いだろ。俺は警備隊を辞やめたんだ。だけどボランティアで警備隊の仕事をやってるんだ。誰かがデメララの治安を守らないとね。刑訴調取官もみんな辞めちゃったから、二階の事務室に行っても誰もいない。悪いけど」

　カルタが、西分署の事務室の前で書類を抱えたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたその頃。

　デメララの下町にある、石せき版はん画がを刷する小さな工房にＤデイー・Ｄデイーの姿があった。

　石版画の印刷機のローラーが回り、インクが走るたびに、なにやら文章と絵が書かれた紙が一枚ずつＤ・Ｄの足元に積みあがっていく。

　Ｄ・Ｄの脇わきにいた、印刷工らしい若者が、Ｄ・Ｄに聞いた。

「親方は、練習になるから、あと百枚くらい刷っていいと言ってくれましたけど……どうします？　あと百枚いきますか？」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「ああ、じゃんじゃん刷ってくれ！　刷ったらマイヤーズの連れん中ちゆうに配らせるから」

　そのとき、二人の後ろから、この印刷工こう房ぼうの親方らしいインクの染みだらけのオーバーオールを着込んだ中年男がやってきた。

　親方らしいその男は印刷された紙を振り回しながら話しかけてきた。

「おう！　Ｄデイー・Ｄデイーとやら、これはお前さんが書いたのか。どうだ？　モノカキにならねえか？　版はん元もとを紹介してやるぜ」

　Ｄ・Ｄは小さく首を振った。

「いえ、そっち方面の仕事はちょっと……」

　親方は、不満そうな顔をした。

「そうか？　俺はここで印刷しているものは全部目めを通しているんだが、こいつはなかなかのモンだぜ……特にこの純情そうな女の子が、拉ら致ちされそうな挿絵さしえが実にいいな、うん」

　親方の持っているビラには、大きな文字で

『デメララの警備隊ガーデイアン総そう監かんの息むす子こ、女衒ぜげんの片かた棒ぼうをかつぐ！』

　と書かれ、その下に事件のあらましと、そしてケリン・ミルダモンが、銃じゆう撃げきに身をさらし危険をかえりみず、身を挺ていして田舎いなかからやってきた可か憐れんな少女を救出する絵が描かれていた。

　ケリンの顔は、結けつ構こういい加か減げんに書かれていたが、救出される少女は、実に清せい楚そで可憐に描かれており、そしてその少女を拉致しようとするアルテンはメガネをかけ、長髪で小こ太ぶとりな、見るだけで不快な印象を受ける男に描かれている。

　見習い工らしい少年は、Ｄ・Ｄにそっと聞いた。

「この絵もＤ・Ｄさんが描いたんですか？」

「いや、看板描きのバランタインに頼んだんだ……これは、あいつの趣味だな。まあどっちにしろセンセーショナルで人ひと目めさえ引けばそれでいいんだ」

　Ｄ・Ｄがそう答えたとき、印刷工こう房ぼうに、一人の少年が飛び込んできた。

「さっきのヤツは配り終わりました！　次はまだですか？」

「ここに次のヤツがある、持って行って手分けして配ってくれ！　あと百枚刷するから」

　Ｄ・Ｄは、そう言ったあとで、少年に聞いた。

「どうだ？　ウワサになってるか？」

「ええ、デメララ中ですごいウワサですよ、これを持って街に出ると、みんな争って持って行きます！」

「そうか、わかった、じゃあどんどん配るように言ってくれ」

「はい！　わかりました！」

　印刷し終わったビラの束を抱えて工房を出て行った少年の後ろ姿を見送って、Ｄ・Ｄはつぶやいた。

「そうだ、金を取って売れば良かったかもしれない……」

　それから五時間後。

　デメララの街を守る警備隊員は一人もいなかった。

　いや、警備隊員ガーデイアンはいた。ちゃんと制服を着て通常の業務を行い、市内を巡じゆん察さつし、不ふ審しん者に目を光らせる警備隊員の姿はあった。しかし、その警備隊員の胸にはバッジが無かった。

　彼らは、全員辞じ職しよくを申し出て、上じよう司しにバッジを返上してしまっていたのだ。

「西にし分ぶん署しよの警備隊員が全員署しよ長ちように反抗して辞職し、分署に立て込もっている」

　西分署の分署長から、その報告を受けた警備隊の総そう本部にいた幹部たちは、西分署の分署長の取った方法と同じ方法でこの事件が明るみに出ないうちにもみ消そうとした。

　つまり、他の分署の警備隊員を動員して、西分署の隊員を逮たい捕ほしようとしたのだ。

　しかし、この命令を受けた、一般隊員たち、つまり五十人隊長以下の下級士族デミセツクは、その命令に従わなかった。

　このとき、すでにこの事件のあらましと、事の起こりが上級士族セツク、それも警備隊総そう監かんの息子むすこがしでかした不ふ始し末まつをもみ消すためであるという情報はデメララ中に広がっていたのだ。

　東ひがし分署でも、南みなみ分署でも　北きた分署でも、西分署と同じやり取りが演じられた。

「お前たちはクビだ」

「わかりました、どうぞご勝手に」

　というわけである。

　警備隊総そう本部の幹部たちは狼ろう狽ばいした。それより何より理解できなかったのだろう。この知らせを聞いた幹部の一人が叫んだ。

「何を考えているんだあの貧びん乏ぼう人にんどもは！　食い扶ぶ持ちを稼げなくなるんだぞ！」

　上級士族に生まれ、代だい々だい世せ襲しゆう制で警備隊の幹部の座についていた彼らに、下級士族の気持ちは理解できなかったに違いない。

　下級士族は貧乏人であり、その日その日を食っていくだけで精せい一いつ杯ぱいである。しかし、だからこそ、世の中に公平さを求めるのだということを。

　幹部たちは、その公平さを体現するべき警備隊に、不正の片かた棒ぼう担かつぎをさせようとしたのだ。

　もし、ここでその棒を担げば、確かに収入と身分は保証されるだろう。だがしかし、それと引き換えに失うものがあるということを、隊員たちは知っていた。

　それを失えば、それは職を失うのと同じことだ。金をもらって悪事をする連れん中ちゆうと同じ位置にまで堕おちることになる。

　それだけはできなかった。まして、デメララ中の人間がそれを知っているのだ。

　それをやれば、警備隊の信用は地に堕ちる。

　このとき、本当に警備隊のことを考えていたのは彼ら下級士族だったということに、幹部たちは気づいていなかった。彼らの脳のう裏りにあったのは、自己保ほ身しんのために、なんとかして今夜のうちにこのスキャンダラスな事件をもみ消す。ということだけだった。

　やがて、一人の幹部が思いついたように言った。

「国防軍の連れん隊たい長に連絡をつければどうだ？　国防軍なら反抗すれば抗こう命めい罪ざいになる！　上官の指示命令に逆さからうやつらはいないはずだ！」




　西せい域いき国こくには、国を守る常備軍として国防軍が置かれており、その多くは国境のバンドール川沿いの地方都市と、王おう都とであるデメララに配置されていた。

　今から約百年ほど前に、この大陸を二分する二つの国家間で国境紛ふん争そうが起こった。

　双方の国家では、最初、小隊レベルの銃じゆう撃げき戦に端たんを発したこの紛争を全面戦争に発展させるつもりは無かった。しかし、さまざまな齟そ齬ごが積み重なりこの紛争は、拡大していった。

　そして全面戦争に発展したとき「知の教団」がその戦争に武力介かい入にゆうし、わずか半日で戦争は終しゆう結けつした。

　その後、双方の王に「失われし知の宝物」が渡され、それによって以後の戦争は回避されているのだと言われている。

　このとき「知の教団」が双方の王に授さずけた「失われし知の宝物」とは、人の言葉を電気に変えて飛ばし、大陸の東西に離れた場所に暮らす双方の王が直接会話することができる機械だと言われており、今でもその機械は双方の王宮に備え付けられているのだというが、誰もそれを見たものはいない。

　この事件以い後ご百年間、国家間の紛争は起きていない。

　しかし、それはこの先さき起きることはないということと同意語ではない。ゆえに今でも双方の国に国防軍は存在している。

　この夜、王都国こく防ぼう軍ぐんの当直勤きん務むとして隊たい舎しや内にいた第二十八銃じゆう士し隊たい二百人に、非常召しよう集しゆうがかかったのは、夜の十時近かった。

　当直勤務と言っても通常業務が終わったあとで家に帰れないだけで、消灯時間までに隊舎に帰ってくれば外出は自由なのだ。

　酒さか場ばなどで息抜きをしていた隊員たちが、そろそろ隊舎に帰ろうかと腰を上げた頃に、その知らせが飛び込んできた。

　隊舎に集まった国防軍員たちは、不安そうな顔を見合わせると、小こ声ごえでウワサしあった。

「非常召集って……訓練か？」

「いや、そうじゃないらしい、何でも連れん隊たい長がマジな顔していたらしい」

「戦争が起こったってな話は聞いてねえぞ……いったい何事だ？」

　そのとき、隊舎の中に、筋肉質の大おお男おとこが飛び込んできた。

　身長はゆうに二メートル近いだろう。分厚い胸むな板いたと、太い首くび筋すじ、そして赤松の幹を割ったような太い腕。

　あちこちに刀かたな傷きずのような跡が残っている顔立ちは、身体からだ全体の印象からくる猛たけ々だけしさを和やわらげるようなどこかとぼけた温おん和わさを持っている。

　その温和さは、いたずら小こ僧ぞうのような目の輝きにあるのだろう。

　四十近い歳としでありながら、どこか少年のような面おも影かげを残す目で隊たい舎しやの中にいた隊員を見回して、その大おお男おとこは言った。

「おう、お前ら、装備をつけて中庭に集合だとよ」

　隊員たちは、その大男の周りに集まってくると、口々に聞いた。

「クローブ隊長！　何があったんですか？」

「まさか戦争じゃないでしょうね？」

「街でウワサになっている警備隊ガーデイアンの反乱と関係あるんですか？」

　クローブ隊長と呼ばれた大男は、最後の質問をした隊員を見ると、にやっと笑った。

「お前、カンがいいな。将来出しゆつ世せできるかもしれねえぞ。草が伸びる音でも聞くことができるぐらいじゃねえと下か士し官かんにはなれねえからな」

　ざわめく隊員たちを見回してクローブは言った。

「俺たちは、これから上じよう司しの命令に反抗した警備隊の連れん中ちゆうを拘こう束そくに向かうことになった。とまあそれは措おいといて、だ……」

　そこで声をひそめると、クローブは腰をかがめた。

「恥ずかしい話だが、事の起こりは、どうやら俺の馬鹿息子むすこらしいんだな、これが……」

　隊員たちの間に小さな笑い声が上がった。

「でも隊長、俺の聞いた話だと、ケリンさんは悪くねえんじゃないかと思うんですが」

「そうですよ、どう聞いたって、悪いのは総そう監かんの息子の方ですよ。警備隊の連中が命令を無視するのもわかります」

「それにしても、なんで俺たちが、警備隊の連中とやりあわなきゃならねえんですか？」

　クローブは、部下の隊員たちを見てから声をひそめた。

「その件だがな、警備隊に出た命令も、この俺たちに出た命令も、どうやら上の方からの命令じゃなくて、真ん中あたりの上級士族セツクの連中が勝手に出しているらしいんだ。現に動いてる隊はうちだけだぜ」

　隊員たちが、再びざわついた。

「そりゃあつまり、どういうことなんですか？」

　クローブは胸を張って言った。

「つまりだ、今回のこの件は、上うわ役やくに知られる前になんとかしなくちゃと思った上級士族どもが、血ち迷まよって出した命令だってことよ。俺たちが警備隊とやりあって、なんとか警備隊全員とっ捕まえたとしてもだ、それからどうするのか、なんてことはこれっぽっちも考えちゃいねえ。ただ、目の前の命令を聞かない部下をなんとしなくちゃ。としか思ってねえんだ」

　クローブはそこで言葉を切ると、部下の中の一人を指差した。

「おい、ディンプル。お前今こん夜や外出してたろう？　街まち中なかの様よう子すはどうだった？　略りやく奪だつする連中とか、火をつけて回るような連中を見かけたか？」

　ディンプルと呼ばれた隊員は首を振った。

「いいえ、隊長。街まち中なかはいたって平和でした。そんな連れん中ちゆうは一人もいませんでした」

　クローブはうなずいた。

「だろう？　俺もさっき気になって、知り合いの警備隊ガーデイアンの連中に会いに行ったらよ、やつら、仕事してるんだぜ。バッジは外してたけど、市内巡じゆん察さつとか、きっちり仕事してやがるんだ、自分の仕事をよ。だからデメララの街は平へい穏おんなんだ。なのに、そいつらを捕まえろ、ときたもんだ。本ほん末まつ転てん倒とうってのはこういうことだよな」

　部下の一人が聞いた。

「で、隊長はどうするつもりなんですか？」

　クローブは面白そうに言った。

「そうよ、それをこれからお前らと相談するつもりなんだ……お前ら、休きゆう暇か欲しいか？」

　隊員たちは、ぽかんと口を開けた。

「なんですか？　いきなり休暇の話をしたりして……」

「いいから黙って聞け。お前らは全員今日これから休暇届けを出すんだ。理由は……そうだな、身み内うちに不幸があったということにしろ、俺はその休暇届けをそーっと本部の事務室に置いてくる。んでもって、俺たちは出動するんだが……その時点で俺たちは休暇中だ。だから自分の意思で行動しても文句を言われる筋すじ合あいはねえってわけだ」

　部下の一人が不安そうな声を上げた。

「でも、クローブ隊長。五十人全員の家に不幸が起こるなんてことはありえませんけど」

　クローブはその部下をにらみつけた。

「お前、確かく率りつって言葉を知っているか？　そりゃあ五十人全員の身み内うちに同時に不幸が起こる可能性は低いよな。でもよ、確率はゼロじゃなかろう？　ゼロじゃねえってことはだ、いつかそういうことが起こったとしても別に不ふ思し議ぎじゃねえ。違うか？」

「そりゃあそうですけど説得力がありません」

　クローブは首を振った。

「説得力？　んなモンなくたって構やしねえ、うちの二百人隊長の出動命令にだってねえんだ。それにこれは一種の保険みてえなモンだ……喧けん嘩かをやるときゃ落としどころってのを作っておくのが常識だぜ」

　部下たちの顔に驚きが走った。

「喧嘩って……まさか隊長は……」

　部下の問いを聞いたクローブは、凶きよう悪あくな微笑を浮かべて答えた。

「そうよ、今度の相手は上級士族セツクだ！　下級士族デミセツクなんてのは虫けらだと思ってる連中に一ひと泡あわ吹かせてやろうってわけだ！　喧嘩屋クローブ一いつ世せい一いち代だいの大おお勝負だぜ！」




　やがて王おう都とデメララに朝が訪れたとき。デメララの市民の目に映ったものは、中央広場に陣じん取どった数百人の下級士族デミセツクたちの一団と、それとにらみ合う百人足らずの上級士族セツクの一団。という前ぜん代だい未み聞もんの光景だった。

　下級士族のほとんどは、国防軍の緑色の制服と装備をつけており、その中に何人か私服の者が混じっている。

　それに対する上級士族たちは、警備隊ガーデイアンや国防軍の制服を着た幹部と、少数の下級士族というメンバーだった。

　極ごく秘ひに行うはずだった事態の収拾に失敗したどころか、衆しゆう目もくにさらされる、という醜しゆう態たいを演じた上級士族たちは、半分呆ぼう然ぜんとして何の決断もできぬまま思し考こう停止状態に陥っていた。

　彼らはいわゆる無能な中間管理職しよくだった。

　誰かが「こうしよう」とか「こうやれ」などと言ってくれるのを待っているだけで、絶対に自分から動こうとはしない。下へ手たに口を出して、責任を取らされるなんてのは、まっぴらごめん。という連れん中ちゆうなのだ。

　後あと先さきを考えずに自己保ほ身しんの本能から動いたのはいいが、こういった状況になるとは思ってもいなかったに違いない。

　一方、広場に陣じん取どっている下級士族の一団の先頭に立っているのは、国防軍第二十八銃じゆう士し隊たいの五十人隊長である、クローブ・ミルダモンだった。

　二百人以上の男を後ろに従えた筋肉質の大おお男おとこが、朝の光を浴びて仁に王おう立だちしている姿は、デメララの市民の目を引くどころの騒ぎではなかった。




　周りを見回して、見物人の数が増えたのを確認したクローブは、目の前にいる上級士族の一団に向かって大声を張り上げた。

「やい！　そこの反乱軍ども！　よーく聞け！　我ら第二十八銃士隊、及びその有志は、身分低き士し族ぞくなれど、王を敬うやまい国を愛する志こころざしは誰よりも高い！　貴き様さまらの謀む反ほんの企くわだてに乗りはせんぞ！　とっとと立ち去れィ！」

　居並ぶ上級士族は、あっけに取られた。

　そもそも、自分たちの命令に反抗したのは、下級士族なのだ。反乱軍の汚お名めいを着せることはあっても、まさか自分たちにその汚名が浴びせかけられるとは思ってもいなかっただろう。

　クローブの上じよう司しである、第二十八銃士隊の二百人隊長が、慌あわてて進み出た。

「ふざけるな！　何が反乱軍だ！　我々の命令に反抗しているのはお前らではないか！　国防軍は王と、国土と国民を守るためにある！　よって上官の命令は、国王の命令に等しい！　国王の命令に叛はん旗きを翻ひるがえし、反抗しているお前らこそ恥はずべき謀反者であろうが！」

　クローブは胸を張った。

「そうか、ならば貴様は、なにゆえに我らに対し、深夜、闇やみに乗じて王都の治安を守りし警備隊員ガーデイアンを一人残らず捕ほ縛ばくし、この王おう都とに無む政せい府ふ状態を引き起こせと命じたのか！　かくなる命令に従えば、この王都が混乱に陥ることは火を見るより明らかであろう！　その命令により、貴き様さまらはこの王都を火の海にし、国王以下の国家の重じゆう鎮ちんをことごとく亡き者にし、この西せい域いき国こくを転てん覆ぷくさせようとしたに違いない！　王の命令に名を借りし謀む反ほん者ものめ！」

「いや、違う！　そんなことは命令していない！　私が命令したのは……そもそも警備隊ガーデイアンからの要よう請せいで……あ、いや、その」

　二百人隊長は、言葉を探すように視線をさまよわせた。

「警備隊の要請？　貴様はさっき、俺の命令は国王の命令だと大おお見み得えを切ったばかりではないか！　その舌の根の乾かぬうちからこれか！」

　クローブは、高らかに笑ったあとで、びしっと音を立てるような勢いで、目の前にいる自分の上官を指差した。

「見えたぞ！　貴様らの正体が！　貴様らは、警備隊の幹部とグルになり、この西域国を乗っ取ろうとする極ごく悪あく非ひ道どうな悪の組織集団に違いあるまい！　たとえ貴様らがその配下に数万の戦闘員を抱えていようとも、王と国民と国土を守るために最後の一人まで戦って戦って戦い抜いてくれるわ！　さあこい！　我らは一歩も引かんぞ！」

　見物していた群集の中から拍手が湧わき起こるのを聞いたクローブは、心の中で思わず微笑を漏らした。

　喧けん嘩かに勝つには、野や次じ馬うまを味方につける。そのためには、白黒はっきりさせるのが一番ってわけさ。

　クローブの視線は、目の前にいる上級士族セツクたちの上に飛んだ。

　上級士族たちは、皆、焦点が合わない目を見開き口を半分開いたまま立ち尽くしていた。

　……ま、無理もねえわな。

　気がついたら悪の秘密組織の一団にされちまったんだから。




　その頃、その騒ぎを遠くから見ている三人の若者の姿があった。

　一番背の高い痩やせたメガネをかけた男が、半はん分ぶん感心したようにつぶやいた。

「すげえな……お前の親父おやじさん。腕うでっ節ぷしだけじゃなくて、弁べんも立つんだな……」

　真ん中にいた紅あか毛げの若者が肩をすくめた。

「喧嘩ってのは、たいてい口くち喧嘩から始まる。序じよ盤ばん戦で相手の言い分をぶっ潰つぶしておけば楽勝。なんだとよ」

　その隣となりにいた金髪の若者がうなずいた。

「確かに、その方法論は戦術的にも利にかなっている……が。貴き公こうは思ったより冷静だな」

　真ん中にいた紅毛の若者……ケリン・ミルダモンは、隣にいる金髪の若者……カルタ・ピルスナーを見て答えた。

「親がロクデナシなら、子供がまともでなけりゃ困るだろ？　……それにしてもＤデイー・Ｄデイーよ、何が大おお船ぶねに乗ったつもりで、ドンと構えてろ、だ。お前にまかせていたら、こんな大騒ぎになっちまったじゃねえか」

「いやあ、波風立てて、引っ掻かき回せばうまくいくと思ったんだが、波風どころか台風を呼んじまったみたいだな」

　Ｄ・Ｄがそう言って、頭を掻いたそのとき、群集が、わっと声を上げた。

　見ると、上級士族セツクたちの中の何人かが、腰のホルスターから短銃を抜いていた。

　Ｄ・Ｄが、眉まゆをひそめて言った。

「血ち迷まよいやがったか？」

「ああ、きっと俺の親父おやじに言い負かされて、頭に血が上ったんだろうな……こりゃあどうしようもねえな、へたすりゃあ血を見なきゃ収まらねえぞ」

　横に立っていたカルタが小さく頭を下げた。

「……私が、もっと早く動いていればよかったのだ、申し訳ない」

　ケリンは、カルタを見て微笑ほほえんだ。

「いいよ、カルタ。あんたが頭を下げるようなことじゃねえ。あんたは筋を通そうとしたってことはわかってる……それによ、こりゃあもうマイヤーズだのパッサーズだのというレベルの話じゃねえ。子供の喧けん嘩かに親が出て、親同士で喧嘩になっちまったようなモンだ」




　中央広場にクローブの大声が響ひびき渡った。

「やつらは、ついに銃を抜いた！　見よ！　銃を持って我らを脅おどし、己おのれの野望をかなえんとするその姿を！　市民よ、下がれ！　我らこれより市民の盾たてとなりてあの悪人どもに正義の鉄てつ槌ついを下す！　第二十八銃じゆう士し隊たい一番列、前へ！」

　三列横おう隊たいになっていた下級士族デミセツクたちの一番前の列が、その場に片ひざをついて、背中に背負っていた下級士族長ちよう銃じゆうを体の前に立てた。

「装そう填てん！」

　クローブの掛け声と共に、片ひざをついた銃士たちが、右の腰につけた弾だん倉そうから、薄いリンネルでできた細長い包みを取り出して、底を食い破り長銃の銃口に入れた。そして銃身の下に差し込んであるローディングロッドを抜くと、それで包みを銃身の奥まで押し込んだ。

　全員が一いつ糸し乱れぬ動作で弾だん丸がんを押し込み終わったのを見て、クローブが次の号ごう令れいをかけた。

「雷管キヤツプ装そう着ちやく！」

　銃士たちは、左の腰につけた革の薬やく嚢のうから、キャップのような形の金具を取り出すと、長銃のハンマーを起こし、そこに飛び出している点火栓せんにキャップをはめ込んだ。

「構え！」

　迫力のある金属音と共に、百人近い人間が、長銃を水平に構えた。

「お、おい……やめろ、俺は撃うつつもりはなかったんだ！　その場の勢いってヤツで抜いちまったんだ！　やめてくれ！」

　脅おどしのために、最初に短銃を抜いた上級士族セツクが、真っ青になってその場にへたり込んだ、そのとき。

　中央広場に、りん、とした女性の声が響ひびいた。

「双方とも銃を収めよ！　この王おう都とデメララを血で汚けがすことは許さん！」

　そして、上級士族と下級士族デミセツクがにらみ合い、銃を向け合っているそのど真ん中に白はく馬ばが飛び込んできた。

　白馬の上には、銀色に輝く軽けい甲かつ冑ちゆうを身につけ、長い金髪をなびかせた若い女の姿があった。

　その女を見たカルタが声を上げた。

「アニゼット様だ！」
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　ケリンとＤデイー・Ｄデイーは目を見開いた。

「アニゼットって？　男勝まさりのアニゼット・アマーロか！」

「アニゼット様って、王族だろう？　確か腹はら違ちがいの第三王女」

　カルタはうなずいた。

「うむ、間違いない。あのお方はアニゼット様だ！　この西せい域いき国こくきっての精せい鋭えい部隊。近衛このえ連れん隊たいの連隊長をやっておられる！」

　首を振って上級士族セツクと下級士族デミセツクの両方をにらみつけたアニゼットは、その金髪を振りたてて叫んだ。

「国王の命めいである！　双方とも引け！　引かぬものは逆ぎやく賊ぞくとして我が近衛このえ連れん隊たいの鉛なまり弾だまをその身体からだに受けることとなる！　近衛連隊前まえへ！」

　アニゼットの号ごう令れいが下るのと同時に、街のあちらこちらから、黒色の制服を着て、長ちよう銃じゆうを持った近衛連隊の兵士たちが、中央広場になだれ込んできた。

　その兵士たちを見ながら、クローブは胸の中で安あん堵どのため息をついていた。

　……やっと来てくれたか。これ以上ほったらかしにされたら、引っ込みがつかねえところだったぜ。

　クローブは、目の前にいる部下たちに向かって叫んだ。

「野や郎ろうども！　銃を立てて雷管キヤツプを抜け！　俺たちは無ぶ頼らいの徒とじゃねえ！　栄光ある国防軍だ！　近衛連隊の連れん中ちゆうに恥はずかしいところを見せるんじゃねえぞ！」

　銃じゆう士し隊たいが一いつ斉せいにその場に銃を立てて、雷管を抜き取ったのを見ると、クローブは、目の前にいるアニゼットに向かって咆ほえるような大声で申告した。

「第二十八銃士隊以下三百名の有志は、銃を収め、ただいまより近衛連隊の指し揮き下かに入ります！　我々は国王と国民の忠実なる兵士であり、弓引くつもりは毛もう頭とうございません！」

　アニゼットは、白はく馬ばの上からクローブを見下ろしてにやっと笑った。

「さすがだな、引き際ぎわを心得ておる、喧けん嘩か屋クローブの名は伊だ達てではないということだな」

　クローブはにやっと笑い返して敬けい礼れいした。

「恐れ入りやす！」

　アニゼットは、部下の近衛連隊の銃士に向かって叫んだ。

「この者たちを、兵へい舎しやに連れて行き、そこで謹きん慎しんさせよ！　そこのセックどもも同じだ！　この喧けん嘩か！　私が預かる！　以い後ご内務局の沙さ汰たを待て！」

　近衛連隊の兵士に持っていた長銃を渡したクローブは、白馬に乗ったアニゼットを見上げて小さく口笛を吹いた。

　……この喧嘩、私が預かる！　かよ……俺の十八番を取られちまったぜ。

　それにしても美人で男勝まさりで、からっとした性格とくりゃあ、言うことは無い。

　妾しよう腹ふくの出でありながら、いじけもせず、でしゃばりもせず。己おのれの分ぶをわきまえた振る舞いができるアニゼット様は、下級士族と上級士族の両方から信頼が厚い、確かにこの喧嘩の仲ちゆう裁さい役にはもってこいだぜ。




　こうして、ケリンの喧嘩から端たんを発し、デメララを揺るがせた一連の騒動は、一人の負傷者も出さずに収まった。

　しかし、この事件の原因は、単に事件をもみ消そうとした上級士族だけの問題ではなく、西せい域いき国こくという国そのものの構造に端たんを発していることに誰もが薄うす々うす気づいていた。




　デメララの北にある王宮。

　石造りの城じよう壁へきと、バンドール川の支流から引かれてきた水をたたえた堀で囲われたその一角には、王家の一族が居住する居きよ城じようと、国家の運営に当たる役人たちが仕事をする王宮府ふの二つの建物が建てられている。

　その王宮府の一番高い階にある一室で、一人の男が、目の前の机の上に積み上げられた今回の事件に関する報告書の山を見てため息をついた。

　その男の脇で、書類を綴とじるための穴開け器を用意していた、秘書らしい若い女性が小さく笑った。

「さすがのソバーヌ局長も、この書類の山には、ため息が出ますか？」

「これだけある報告書の中で。本当に意味があるのは、ほんの数枚だろうな。残りのほとんどは、自己保ほ身しんの言い訳と、責任転てん嫁かのためのあら探しだ。馬鹿どもめ……頭の中身はエズオル並みだな」

　ソバーヌと呼ばれた初しよ老ろうの目つきの鋭い男が、小さく肩をすくめてそこまで言ったとき、窓の外から野や獣じゆうの咆ほう哮こうが聞こえて来た。

「聞こえたかな？」

　ソバーヌは、にやっと笑ってそう言うと、窓に歩み寄り中庭を見下ろした。

　王宮府の中庭には、この西せい域いき国こくに棲せい息そくするさまざまな動物たちが飼育されている施設があった。この施設は、先せん々せん代だいの王が、この世界の知識を広く人々に知らしめるために作られたものであり、無料で市民に公開されていた。

　愛らしい小動物や、おとなしい家か畜ちく類には、直接触ふれたり乗ることもできるため、休日ともなると、子供を連れた家族連れで賑にぎわいを見せるのが、ごく当たり前の光景となっていた。

　しかし、この施設の中で、あまり人が近寄らぬ一角があった。

　南西の隅すみに作られた頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しが二重になっている檻おりの近くである。

　その檻の中で飼育されている動物の名前はエズオル。

　最大のものでは体長約三メートルに達する、凶きよう暴ぼうな類るい人じん猿えんの一種である。

　雑ざつ食しよくで、強きよう靱じんな体たい躯くを持ち、二足歩行するこの動物は、全身を黄おう土ど色いろの長毛で覆おおわれているが、頭部の後ろに一筋の青いたてがみを持っているのが特徴だった。

　かつて、エズオルは、このパレオ大陸のあらゆる場所に群れを作って棲息していた。

　この地に人間がやってきて、平原に街を作り、森を切り開いて農地を作り始めたときから、エズオルと人間の衝しよう突とつが始まった。

　開かい拓たく民みんの飼う家畜と、そして開拓民そのものを狙って、エズオルは群れをなして開拓民の村を襲おそった。

　開かい拓たく民みんたちは銃と火でエズオルに立ち向かい、エズオルたちを南の森に追い払った。しかし今でも時おり森林地帯から出てきて、馬車や村を襲おそうことがあり、エズオルの名は恐怖と共に語られていた。

　ソバーヌは、檻おりの中で遠とお吠ぼえをするエズオルを見下ろしてつぶやいた。

「そう言えば……南部州の都市の総そう督とくから、またエズオルの動きが活発になってきたという報告が来ていたな……」

　秘書らしい女性が、軽くうなずいて答えた。

「ええ、先週末の週報にございました。開拓民の家や、馬車が襲われたそうでございます」

「まったく……この地には、ただ生きていくことすら容易ではない土地の方が多いというのに、この王おう都とに住む者は何をやっているのだろうな……」

　ソバーヌは、苛いら立だたしげにつぶやいたあとで、秘書に振り向いた。

「メリーダウン、悪いが、総務部のマルサラをここに呼んでくれないか？」

「はい、かしこまりました」

　メリーダウンと呼ばれた秘書は、決けつ済さい済みの書類を綴とじていた手を休めて立ち上がると、後ろでまとめた長い栗くり色いろの髪を背もたれに挟まぬように横に振ってから壁かべ際ぎわに置かれた交信機の前に座った。

　メリーダウンは、その機械の前にあるスイッチの中のいくつかを押したあとで、コントロールパネルのランプの輝きを指差してスイッチの回路の接続先を確認した。

　……内務局、総務部、マルサラ部長。よし、間違いなし。

　無言で小さくうなずいてから交信機の脇にある打だ信しん器きをカタカタと音を立てて押す。

　接続先が間違いなければ、この信号が、マルサラ部長のいる部屋に届くはずだ。

　……部屋にいてくれるといいんだけどな。

　そんなことを考えながら待っていると、やがて交信機が、カタカタと音を立てて紙テープを吐き出した。

　そのテープを手に取ったメリーダウンは、ソバーヌに振り返った。

「マルサラ部長に連絡が取れました、今、こちらに来るそうです」

「そうか、ありがとう」

　交信機の前から立ち上がったメリーダウンは、微笑ほほえんだ。

「昔は、いちいち呼びに行かなくてはならなかったそうですけど、この電気交信機ができてからは、楽になりましたね」

「いや、大おお昔は、もっと楽だったそうだぞ。電話、という機械があって、何万リーグ離れた場所にいる人間とも、すぐ隣となりにいるように明めい瞭りような声で話すことができたそうだ」

　ソバーヌの言葉を聞いたメリーダウンは不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「そんな機械があったら、この王宮府ふに雇われているメッセンジャーたちはみんな失業してしまうでしょうね。この交信機ですら、メッセンジャーたちから仕事を取る、と言って反対している人がいるというのに……大おお昔の人は平気だったのでしょうか？」

　ソバーヌは肩をすくめた。

「大昔のことは、言い伝えで残っているだけだから本当のことは誰も知らん。正確な記録は「知の教団」が持っているが、教えてはもらえない。我々が知っているのは、百年前の大だい粛しゆく清せいのあとの記録だけだ」

　……もっとも、それすらも教団が許した公式記録で本当のことでは無いのだがな……。

　ソバーヌが、あとにつくはずだったその言葉を飲み込んだとき、執しつ務む室のドアをノックする音が聞こえた。

　メリーダウンが、席を立って、ドアを開けると、そこに四十代の、見るからに実務家という風ふう貌ぼうの男が立っていた。

「総務部のマルサラです。ソバーヌ局長がお呼びだとか……」

「かしこまりました、しばらくお待ち下さい」

　そう答えて一礼したメリーダウンに向かってソバーヌが声をかけた。

「かまわんよ、通してくれ」

　メリーダウンはマルサラに微笑ほほえんだ。

「……だ、そうです。どうぞ」




　執務室の奥にある応接室の中に、メリーダウンの入れた香こう茶ちやの香りが漂っていた。

　革かわ張ばりのソファに座ったソバーヌは、香茶のカップをテーブルの上に置いて、脇に積み上げられていた書類の束を取り上げた。

「今回の事件の関係者の処分だが……勝手に部下を動かした大おお馬鹿ども……特にきっかけを作った西にし分ぶん署しよの署長は罷ひ免めんし、後任として他た家けの者をその部署に据すえることにした。代だい々だいその部署を継いで来た由ゆい緒しよ正しき名門であろうがなかろうが、そんなものは関係ない」

　ソバーヌの前に座っていたマルサラは目を丸くした。

「では、代々分署長をやってきたドーソン家は取り潰つぶしということですか？」

「潰すわけではない。ドーソン家の跡継ぎが優秀なら再び分署長の位くらいにつくことは可能だ。いくら世せ襲しゆうと言えども限度と言うものがある、ということを上級士族セツクどもに教え込まねば、こういった事件はあとを絶たん」

「カストリ総そう監かんはどうなるのでしょう？　彼は警備隊ガーデイアン総監について進しん退たい伺うかがいを出しておりますが……」

　ソバーヌはちょっと気の毒そうな顔をした。

「今回の件について彼は、何も問題となる行動を取っておらん……あえて言うなら馬鹿息子むすこの父親であったというだけのことだ。が、しかし、まったく何の処分を行わないというわけにもいかんだろう。総そう監かん以上の身分の者の処分は局長会議で決定されるが、おそらく地方警備隊ガーデイアンに回されることになるだろうな」

「そうですか……カストリ家は名門ですが、馬鹿息子むすこ一人のために、とんでもない結果になりましたな」

　マルサラはそう言ってうなずくと、膝ひざの上にある書類の束を掻かき回して、数枚の報告書を取り出した。

「上級士族セツクの処分はいいとして、下級士族デミセツクどもはいかがいたしましょうか？」

　ソバーヌは、難しい顔をして腕を組んだ。

「事の起こりは、上級士族の馬鹿息子にある……かといって、命令に反抗した下級士族を処分しなければ、上級士族どもが収まらんし、後のち々のち悪い前例となりかねん。アニゼット様から厳げん正せいかつ公平な処分を、とクギを刺されておるしな……」

「下級士族は、どんなに有能で、出世してもせいぜい百人隊長。それにひきかえ上級士族は五十人隊長から始まって、千人隊長近くまで出世することができます。この格差が生まれついたときから決まっているということにすべての根源があるのでしょう……しかし、この制度は国が生まれたときから定まっております。それを変えるようなそんな大それたことができるわけがございません」

「しかし、そこをなんとかしなくては、この先こういった事件は続くだろうな……」

　ソバーヌは考え込んだ。

　王国府ふ内務局長という地位は、国王を補佐する大たい老ろうの直ちよつ下かに位置している。

　西せい域いき国こくの国王であるキルシュヴァッサー三世は、数年前に病に倒れ、半身不ふ随ずいとなったため、今いま現在この西域国を動かしているのは王家の血族と姻いん族ぞくの党首である五大たい老ろうたちであり、国の政策などは、彼らの合ごう議ぎによって決定されていた。

　しかし、政策案が合議にかけられるときには、実質的なことはすべて局長レベルで決定済みであることが多く、実際の大老会議はその事後承しよう諾だくの場にすぎなかった。

　この西域国を動かしていたのは、実務を熟じゆく知ちし、根回しをおこたらないソバーヌのような局長クラスの人間であり、国家の行く末に関する責任が最も重くのしかかってくるのもまた彼ら局長のポストだった。

　ソバーヌの目が、目の前の報告書の中にある一つの名前に停まった。

「この……銃じゆう士し隊たいを扇せん動どうした、と言われている五十人隊長だが……」

「ええ、クローブ・ミルダモンですな。今回の事件の首しゆ魁かいとされております。上級士族である上官たちを悪の秘密結けつ社しや呼ばわりして、銃口を向けた、ということで、厳げん重じゆうなる処分を行うべきだという意見書が上級士族たちの連名で出ておりますが、監かん査さ局からは、彼があそこで命令に反抗しなければ、彼の言うとおりデメララは無法地帯となっていたであろう、という報告書が出ております……まあ、ちょっとやりすぎた、というところでしょう。悪人呼よばわりされた方は納なつ得とくしないと思いますが」

「あ、いや、それもあるが、この事件の発ほつ端たんとなったトラブルの当事者であるケリン・ミルダモンとは、姻いん戚せきかね？」

「いえ、親子です。ケリンが息子むすこで、クローブが父親です」

　ソバーヌはため息をついた。

「親子とはな……」

　マルサラは、自分の前にある報告書を、ソバーヌに差し出した。

「ケリン・ミルダモンに関しては、こちらに詳しよう細さいな報告が上がっておりますが、どうやらケリンというのは、このデメララにある下級士族デミセツクや下働きの少年たちで結成された、マイヤーズとかいう不良少年団の総そう長ちようのようですな」

「不良少年団？　犯罪集団ということか？」

　マルサラは慌あわてて首を振った。

「あ、いえ、昔は犯罪者集団だったようですが、ここ数年は、犯罪を起こすような真ま似ねはしておらんようです。事実ケリンに関しては、数件の暴力行為……といっても、対立する不良集団といざこざを起こした前歴があるくらいで、窃せつ盗とうや恐きよう喝かつなどの犯罪歴は無いようですな。

　西にし分ぶん署しよの刑けい訴そ取調官の報告によると、ケリン自身は正義感あふれる若者で、本件の発端も、対立する不良集団のメンバーである上級士族セツクのアルテンとその仲間が、田舎いなかから出てきた娘をたぶらかしていたのを止めたのがきっかけのようです。ただ、ちょっとやりすぎた、というところでしょうか」

「親子揃そろって『やりすぎた』というわけか……」

　そうつぶやいたあとで、ソバーヌは顔を上げて聞いた。

「そういえば、今、上級士族のアルテンが、不良集団に属していると言ったが、上級士族が所属しているそのような集団もあるのかね？」

「はい、こちらはパッサーズと呼ばれておる集団で、構成員は主に上級士族の次男坊ぼう三男坊ですね。跡継ぎにもなれずにくすぶっているような連れん中ちゆうですよ」

「くすぶっているだけならいいが、そういった連中は火ひ種だねになりかねん。実際に今回は火の手が上がる寸前だった……そのパッサーズとかの首しゆ魁かいは誰だ？　アルテンか？」

　マルサラは、首を振ってから、報告書の山を掻かき回した。

「いいえ、違います、アルテンではありません……えーとパッサーズに関する報告は、ああ、これですな。総長を名乗っているのはカルタ・ピルスナー、十八歳さい。外務局長の次男坊です、初等、及び中等寄き宿しゆく学院で、優秀賞を数回取っている秀才ですな」

　ソバーヌは怪け訝げんな顔をした。

「そのような秀才が、なぜ不良集団の首魁をやっておるのかね？」

「寄宿学院でも、常に同級の者に囲まれていたようです。……なんというか、こう、情じように厚くカリスマのある人間のようですな、不良少年団の関係は、どうやらその、情じように厚いという部分が原因のようです。彼自身はまったく犯罪歴の無い人間ですが、不良仲間には規き範はん意識の低いアルテンのような人間が多く、苦労しているようですな」

　ソバーヌは考え込んだ。

「情に厚い秀才、か……不良の首しゆ魁かいにしておくのには惜おしい人材だな。仕し官かんの口は無かったのかね？」

「ええ、名のある一族から、養よう子しにしたいという声はかかったようですが、不良仲間を見捨てるわけにはいかない、と言って断ったという風評がありますな。俺が面めん倒どう見みなければ、こいつらは世間の厄やつ介かい者になる。というところでしょうか」

　ケリンとカルタについての報告書を前にして、ソバーヌは再び腕を組んで考え込んだ。

　……下級士族デミセツクと上級士族セツクの次男坊ぼうか。この二人はまったく違うようで、その根っこにあるものは同じなのかもしれんな。

　下級士族は、生まれついた身分の低さの前に、いくら努力しても無む駄だだ、と思い込み。

　上級士族の次男坊や三男坊は、次男三男に生まれついたために、いくら努力しても無駄だと思い込んでいる。

　世せ襲しゆうで何もしなくても父の地位を継ぐことができると思い込んでいる人間は、澱よどんだ水のようなものだ。

　澱んだ水は腐る。……そして自分の未来に希望を持てぬ人間もまた腐る。

　ソバーヌは報告書に目を落としたまましばらく無言だった。

　やがて、ソバーヌが大きく息を吐いた。

　……お考えがまとまったようだな。

　マルサラが静かに聞いた。

「いかがいたしましょうか？」

「第二十八銃じゆう士し隊たいの五十人隊長であるクローブ・ミルダモン、彼の職を解き、以後任にん官かんを認めぬように士し族ぞくの身分を剥はく奪だつし平へい民みんとする」

　マルサラは目を見開いた。

「しかし、それでは……」

　……下級士族が納まらない。と言おうとしたとき、ソバーヌがすかさず付け足した。

「代わりに、その息子むすこのケリン・ミルダモンを、地方都市国防軍の百人隊長に命ずる」

　マルサラの目がさらに見開かれた

「二は十た歳ち前の、それも軍の経験もなにも無い人間をいきなり百人隊長にですと！」

　ソバーヌはうなずいた。

「うむ、警備隊ガーデイアンと違って国防軍に実務は無い。習うより慣れろだ。それに地方国防軍は独立運用で、総合指し揮き運用から外れている。無学の人間でもなんとかなる。そこで半年務まれば、下か士し官かん学校に入れて改めて鍛きたえればよい。問題は無かろう」

「しかし、下級士族デミセツクの、それも少年を、地方国防軍とはいえ百人隊長にするというのは前例がありません！　それに、地じ道みちに努力してきた他の者に示しがつきません！」

　ソバーヌはうなずいた。

「前例が無ければ作ればよい、それと……ケリンを配属するのは三桁けた国防軍の、それも六百番ばん代だいだ。百人隊長になったケリンを羨うらやましいと思うものはそれほどいるとも思えんがな……」

「六百番代……」

「そうだ、各国防軍の中で問題を起こしたり、罪を犯した者を掻かき集めて編成され、地方に追いやられた、ゴミ溜め部隊だ」

　マルサラは、うなずいた。

「それは……確かに、ご愁しゆう傷しよう様、とは言われても、羨ましい、とは言われないでしょうな」

「そういうことだ、うまく行くかどうかはわからん。しかし、百人隊長は百人隊長だ。下級士族どもに夢と希望を与えることは間違いない。問題はケリンという少年に運と能力があるかどうかだ。あればこのチャンスをものにすることができるだろう。できなければそれだけのことだ」

　ソバーヌは、もう一枚の報告書を取り上げた。

「そして、アルテンだが……カルタと共に近衛このえ連れん隊たいに下士官の五十人隊長として入隊させるとしよう。あそこはアニゼット王女の子こ飼がいの部隊で、この西せい域いき国こくの国防軍の中の最さい精せい鋭えい部隊だ。それだけ訓練も厳しい。ふやけた根こん性じようの持ち主を叩たたきなおすには持ってこいだ」

　マルサラは怪け訝げんな顔をした。

「カルタもですか？　アルテンだけでなく……」

　ソバーヌはうなずいた。

「本来ならば今回の原因を作ったアルテン・カストリは、島流しにでもしたいところだ。しかし名門の一族にそんなことはできん。だから代わりに軍隊に入れるというわけだ。

　しかし報告書を見る限りアルテンは軍隊の下士官どころか兵士すら務まる器うつわではなさそうだ。三日もしないうちに音ねを上げるだろう、下へ手たをすると脱走して銃じゆう殺さつ刑けいになるかもしれん。そんなことにならぬように、カルタにはお目付け役をやってもらうのだ……」

　そこで言葉を切ってからソバーヌはもう一枚の報告書を手に取った。

「あの二人には、成績しだいで士官に取り立てる道がある。と伝えろ。くすぶっている次男坊ぼうや三男坊どもに風を送り、生きる道はいくらでもあることを教えるのだ」

「しかし、士官学校は基本的に一門の長男しか入校できぬことになっておりますが……」

　ソバーヌはマルサラを見み据すえて言った

「前例が無いという理由かね？」

　マルサラは、慌あわてて頭を下げた。

「あ……いえ……承しよう知ちいたしました、直ちにその意向を汲くんだ人じん事じ変更の手続きを取り、各関係機関に申し伝えます」




　マルサラが帰ったあとに、奥の応接室から執しつ務む室に戻ったソバーヌを、一人の男が待ち構えていた。

　三十代の半なかばの、線の細いその男は、緊きん張ちようした面おも持もちで、ソバーヌに一枚の緊きん急きゆう報告書を提出した。

「お忙しいところ誠に申し訳ありません、部長から、局長に直接お渡しして、決けつ裁さいを頂いて来いとの話でしたので……」

　報告書を一いち瞥べつしたソバーヌは、小さくため息をついた。

　……エズオル対策部の部長め、責任が重い懸けん案あんはすべて上に丸まる投なげにしおる。実務能力はあるが気の小さいところが欠点だな。

　それは、南部州のエズオル対策部からの報告をまとめたものであり、最後の一枚に、驚くべきことが記されていた。

　ソバーヌは目を見開いた。

　……スタンピードの可能性がある……だと？

「あるある、と言われ続けているが、ここ八十年の間、一度も無かったのだがな……」

　ソバーヌが、そうつぶやいたあとで顔を上げると、目の前に立つ男は、少し震えるような声で答えた。

「はい。私もそう思います、部長も私と同じ意見でした……百年前に比べると、エズオルの数は減少しております。スタンピードを引き起こすなどということは、ありえないと……」

　額ひたいに滲にじんだ冷や汗をハンカチで神経質に拭ぬぐいながら答えるその男を見て、ソバーヌはゆっくりと言った。

「では、君と、君の上じよう司しであるエズオル対策部の部長が、スタンピードの可能性は無い旨むねの意見をつけて決裁すればよいだけのことではないか。なぜ私のところまでこうやってわざわざ上げてくるのかね？」

　対策部の課長であるその男は、自分が叱しつ責せきされていると思ったのだろう、泣きそうな顔になった。

「あ、いえ、ですが、現場の調査部から、詳細な報告が上がってきておりまして、それによりますとここ数年のエズオルの繁はん殖しよく量が異常に増えているそうでして……」

「なんだと？」

　ソバーヌの顔つきが変わった。

「それは、矛む盾じゆんしているではないか！　先ほど君はエズオルの数は減少している、と言い、しかし現場の調査部の報告では増えている、と……どういうことだ！」

「そ、それは……その。エズオルの脅きよう威いが低くなれば、対策部の実績となりますので……」

　ソバーヌは、絶ぜつ句くした。

　……要するに、こいつらは、ここ数年ずっとエズオルの数が減少し、その脅きよう威いも以前ほどではない、それは自分達の成果であるとして報告してきた。しかし、それは事実ではなかった、ということなのだ。

「し、しかし。まさかスタンピードなどということが起こるはずが……」

　ソバーヌの怒ど号ごうが爆発した。

「本当に起こらぬという自信があるならば、私のところにくるはずが無かろう！　貴き様さまらは……自己保ほ身しんのために……これほどの大事を放置してきたツケを私に支払えと言うのだな！」

　蒼そう白はくになった課長に向かってソバーヌは畳たたみ掛けた。

「帰れ！　帰って報告書をまとめてこい！　本当のことが書いてある報告書だ！　始末書や進しん退たい伺うかがいなどはいらん！　この件が終わるまでお前らを逃がしはせんからな！」

　課長は、転がるように執しつ務む室を出て行った。

　閉じたドアをにらみつけてソバーヌはつぶやいた。

「スタンピードか……まさかとは思うが、事実だとしたらえらいことになる……こちらでそれなりの対処をしておく必要があるかもしれんな」

　ソバーヌが顔を上げたのを見たメリーダウンがうなずいた。

「過去のエズオル関連の記録の中から、スタンピードに関するものをご用意すればよろしいのですね？」

「ああ、そうだ。全部でなくてよい、被害記録とかそういったものではなく、予よ兆ちように関する記載があるものを頼む」

　メリーダウンは、自分の席から立ち上がると、微笑ほほえんだ。

「かしこまりました、実を申しますと、さきほどこちらで文書保ほ管かん課に交信機で連絡しておきました。ですからあまりお待たせしないで済むと思われます」

　ソバーヌはうなずいた。

「さすがだな」

「……ありがとうございます」

　メリーダウンは、再び微笑を浮かべると、一礼して執しつ務む室を出て行った。

　一人になったソバーヌは、椅い子すに深く座って背もたれに体重を預け、椅子をぐるりと回して、窓の方を向いた。そして視線を中庭の片かた隅すみにある檻おりに投げた。

　スタンピードとは、エズオルの集団行動の呼び名である

　何十年かに一度、エズオルが大たい挙きよして森から平地に出てくることがある。

　何万というエズオルが平原を埋め尽くし、群れ同士で凄そう絶ぜつな戦いを繰り返すのだ。

　この戦いで、弱いオスは死に、強いオスが他の群れのメスを支配下かに置くことになる。

　これは淘とう汰たと、群れの中で交配を繰り返すことによって生じる遺い伝でん子しの障害を防ぐために行われる行動であると言われていたが、本当の目的も、理由も定かではない。唯ゆい一いつわかっていることは、スタンピードを迎えたエズオルは、食欲が増し、凶きよう暴ぼう化するということである。

　餓うえて凶暴化した身長三メートルの類るい人じん猿えんが、数万の群れを作って押し寄せてくるスタンピードは、この世界に生きる人類にとって、災さい厄やくとしか言いようの無い出来事であった。

「エズオルがこの世界の主ぬしである。エズオルを滅ぼしてはならない……か。教団の言い立てる禁きん忌きの中で最も理由のわからぬ禁忌だな……」

　そうつぶやいたあとで、ソバーヌは真剣な目で考え込んだ。

　……それとも、あの『エノキの書』に書かれていることが真実なのだろうか？

　あの本には、他にも意味のわからない言葉がたくさんある。石油という言葉もその一つだ。石炭はわかる、主に製鉄のために使われるあの貴重な燃料の石炭のことだろう。しかし、あの「石油」という言葉が意味するものは何なのだろう？　油とは動物の皮ひ脂しと植物の実から搾しぼられるもののはずだ。それ以外に油は存在しない。石炭のように地中にある油があったのだろうか？　『エノキの書』には、この石油を求めて探たん索さくしたが、見つからないという記述があったところをみると、この世界には無い物質なのかもしれん……。

「知りたければ「知の教団」が支配しているあの北の神殿に行くしかない、というわけか……行っても決して教えてはもらえぬだろうがな」

　ソバーヌが、そうつぶやいたとき、執務室のドアをノックする音と共にメリーダウンの声がした。

「局長、資料をお持ちしました」

「ああ、ご苦労様」

　ソバーヌの返事を聞いたメリーダウンがドアを開けて執しつ務む室に入って来た。

　その後ろには文書箱を抱えた若者が続いていた。

「君の箱は、歴代の南部州総そう督とくの報告の抜ばつ粋すいね、じゃあそこに置いて。君の箱はエズオル対策室の実じつ態たい報告ね、じゃあその隣となり。えーと、君の箱は……」

　抱えてきた文書箱を床に置き始めた若者たちに、てきぱきと指示を下すメリーダウンの姿を見たソバーヌは、思わず心の中で。

　……あの口く調ちようで若者たちに『女王様とお呼び！』と言っても違い和わ感かんが無いな。

　などと考えていた。

　そして、すべての箱を置き終えた若者に、借り出し文書の目もく録ろくを渡したメリーダウンは、若者たちを部屋から送り出したあとで、ソバーヌに向かって胸を張って言った。

「すべての資料が揃そろいました、次は何を？」

　ソバーヌは、微笑を浮かべて言った。

「そうだな、もう一度お茶を入れてくれないか？　私と……君のぶんだ」

　メリーダウンは、にっこり笑ってうなずいた。

「はい！　局長、喜んで！」




　自分の机の皿の上に香こう茶ちやのカップを置いたメリーダウンは、目の前に並んだ記録文書の入った箱を見てから、眉まゆをひそめて聞いた。

「本当に……エズオルのスタンピードが起こるんでしょうか？　何万というエズオルが野山を埋め尽くすという……」

　薫かおり高い香茶を一口飲んでから、ソバーヌはゆっくりと言った。

「わからんな、エズオルの生態に関してはわからんことが多すぎる……ああやって何十年にも渡って飼育されていながら、未いまだに人を近づけようとはしないしな」

　ソバーヌの視線は、中庭の檻おりに向いていた。

「あの、凶きよう暴ぼうな獣けものが、何万と襲おそい来る光景は、想像するに恐ろしいな」

「国防軍を差し向けて、退たい治じするわけにはいかないのですか？」

　メリーダウンの不安そうな言葉を聞いたソバーヌは小さく首を振った。

「国防軍の兵力と火力をもってすれば、エズオルを絶ぜつ滅めつさせることも可能だが、それは禁きん忌きに触れる……」

　ソバーヌは、秘書の方を振り向くと、静かに聞いた。

「メリーダウン、君は「知の教団」の言うところの「エズオルの禁きん忌き」を知っているかね？」

　秘書は、目をつぶると暗あん誦しようするように言った。

「確か……『エズオルはこの世の主ぬしである、エズオルを滅ぼすこと無かれ』だったと思います……あんまり自信はありませんけど」

「そうだ、何ゆえに教団はエズオルを退たい治じすることを禁忌とするのだろうな？　毎年百人を超える犠ぎ牲せい者を出し続けているというのに……」
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　ソバーヌはそこで言葉を切ると、視線を中庭の檻おりに投げかけてから聞いた。

「あのエズオルは、野生ではないという話だな……」

　窓まど際ぎわに寄ってエズオルの檻を見下ろした秘書が小さくうなずいた。

「ええ、この施設で三代にわたって飼われているそうです」

「檻の中で生まれた森も山も知らぬ町育ちのエズオルか……」

　ソバーヌは小さくため息をついてからつぶやいた。

「三代に渡って人の中で育ち、人から餌えさをもらい続けてもなお人に馴なれぬのは、自分こそがこの世界の主だと知っているからなのかもしれんな……」







　第六章「南部州　工房都市　グレンダラン」







　西せい域いき国こくの南部州にある地方都市「グレンダラン」は、バンドール川の支流、グレン川のほとりにある人口約二千人の都市である。

　この都市の特色は、エズオルと戦うために作られた石と木で作られた城じよう壁へきの存在だろう。

　南部州の中で、最も南に位置し、未開の大だい森林地帯に近いこの地方都市の歴史は、エズオルとの戦いの歴史でもあった。その証あかしとして市街地の中心部にある最も古い一角に当たるホーフブロイ総そう督とくの居きよ城じようの周辺には、開かい拓たく当時に作られたエズオルから身を守るための簡かん素そな石垣が今でも残っている。

　小さな開拓砦とりでから始まったこの都市は、その後ご人口が増え市街地や工こう房ぼうなどが広がるにつれて次々に城壁を拡大していった。そのため、旧きゆう市街と新市街の間や、工房と住宅の間などに迷路のように入り組んだ古い城壁が残されており、初めてこの都市を訪れた人間は、必ず道に迷うと言われていた。

　そして、道に迷った人々は、必ず、この都市の住民の半分は、そうやって道に迷い外に出られなくなったために住み着いた人間だというジョークを聞かされるのだ。

　エズオルの棲せい息そく地帯に近いこの場所に、なにゆえに開かい拓たく民みんが住み着いたのか、それはこの都市の西に広がる丘きゆう陵りよう地帯に鉄てつ鉱こう石せきを産する鉱山があったからである。

　鉄鉱石と、その精せい錬れんに使うための木炭とを産する森林が近く、さらに川の水力を使うことができるこの地は、製鉄に最も適していたのだ。

　最初は簡単な炉ろから始まった製鉄だったが、今では水車の力を利用して風を送り、耐火煉れん瓦がを組んで作った高こう炉ろにより、錬れん鉄てつを生産するほどまでに発展していた。

　人口二千人の工こう房ぼう都市となったグレンダランに住む人々とエズオルとの戦いは終わりを告げ、現在のグレンダランの城じよう壁へきの外には広々とした畑の中に農家が点てん在ざいする実に平和な光景が広がっている。しかしグレンダランの南に点在する開拓村では今でもエズオルとの戦いは続いていた。

　グレンダランの旧きゆう市街地には、いわゆる上流階かい級きゆうの人々の邸てい宅たくや、そういった人々を相手にする高級レストランやブティックなどが並び、新市街地には、職工や、鉱山労働者などの住宅と、そういった人々を対象にした酒さか場ばや市場が広がっている。

　その新市街地の一角に、住居と工房が一緒になった家内制手しゆ工こう業ぎようレベルの工房が立ち並ぶ、いわゆる職人街があった。

　その、職人街の片かた隅すみにある小さな工房。

　家の玄関先に「銃じゆう器き・修理・改良・承うけたまわります」と書かれた小さな看板を出しているその家の工房では、胸当てのついたオーバーオールの作業衣いを着た一人の少女が、天てん窓まどの光の差し込む作業台の前で、万まん力りきに挟んだ部品の上で、小さなピックとハンマーを振るっていた。

　一段落ついたのだろう、その女の子はメガネを外して、額ひたいに滲にじんだ汗を、ピンクのタオルで拭ぬぐうと、小さくため息をついて、ぽつりとつぶやいた。

「ふう……あと少しだ。ミルトンさんの工房から回してもらった仕事だから、ちゃんと仕上げないと……」

　もし、ここにケリンがいて、その女の子を見れば、こう叫んだだろう。

『あ〜っ！　あのときの田舎いなか娘むすめ！』

　そう、工房の中で、彫ちよう金きん用のピックとハンマーを振るっているその女の子は、王おう都とデメララを揺るがした上級士族セツクと下級士族デミセツクの対立事件の引き金となった、田舎娘たぶらかし事件の当事者、ミント・マージョラムだった。

　ミントは、あの日デメララにいて、かつての父の同どう僚りようだったダフ・ミルトンの工房を訪れていた。だから、王都のど真ん中で繰り広げられたあの大騒ぎもすべて知っていた。しかし、まさかその大騒ぎの発ほつ端たんが自分にあるなどということは考えてもいなかった。

　父がギルドから追放された原因である、教団の禁きん忌きに触れる行為とは何なのか、そして、なにゆえに父はその禁忌に手を出したのか。

　そのことで頭が一いつ杯ぱいだったミントにとって、デメララを騒がせた大事件も。

　……なんか、いろいろ大変なんだなあ、程度の認識しか持っていなかった。

　そして、あのあと、すぐにグレンダランの街に帰ってきたミントの耳には、デメララ中がケリンとカルタのウワサで持ちきりになったとか、免めん官かんされたクローブが、道場を開いたら、門下生が百人以上押しかけた。などということは入らなかったし、また、ミント自身が、そういったウワサには興味を示すような女の子ではなかった。

　ミントは、油を滲にじませたウェスで、彫ちよう金きんした部分の金属粉ふんを拭ぬぐい取った。

　万まん力りきに挟まれているのは銃の銃身で、彼女は、その銃身の基部に、細かい彫金細ざい工くを施ほどこしているところだった。

　ツタがからまりあうような複雑な模も様ようを、金属の表面に彫り込むだけなら、彫金細工の職人の仕事である。しかし、銃身の基部は、内部で爆発する火か薬やくのエネルギーが最も強く作用する部分であり、銃の構造や、知識の無い細工師が知らずに深い彫り込みを入れてしまうと、その部分からヒビが入り、銃が暴発する可能性もある。

　今、ミントが加工している銃身は、上級士族セツクからの受注による猟りよう銃じゆうの銃身だった。

　猟銃は実用品であるのと同時に装そう飾しよく品でもある。彫金の美しさと機能のバランスを取るのは鉄砲鍛冶ガンスミスでなくては務まらない。

　ミントは、もう一度小さなため息をつくと、壁面に飾られた一いつ丁ちようの長ちよう銃じゆうを見上げた。

　それは父が最後に修理した猟銃だった。

　父さんは死ぬまで猟りよう師したちの猟銃を修理し、そして改良し続けた。

　……より確実に、より正確に、より威い力りよくを求める猟師たちの要望に応こたえるために。

「ピッ！」

　考えごとをしていたミントの脇で、いきなり、短くカン高い音が響ひびいた。

「え？、あ、ああ、なんだシルバーチップか」

　ミントは音の主ぬしを見て、安あん堵どのため息をついた。

　それは、一言で言えば腕の生はえたドラム缶のような機械だった。

　ドラム缶の上の方についているインジケーターのようなランプの中で黄色い小さなランプが点滅しているのが見える。

　……疑問、指示待まちね。

「大丈夫よ、考えごとをしていただけ」

　ミントが、ゆっくりと話しかけると、インジケーターの中のグリーンのランプが光った。

　……肯定、了りよう解かいか。

「この彫金が終わったら、表面仕上げをするから、ロングバットの中にガンブルーを入れて、加熱しておいて。温度はいつもと同じ、浸しん潤じゆんする銃身は、お前の目の前にあるものよ」

　インジケーターの中で緑色のランプが二つ光った。

　……指示了りよう解かいね。

　そしてそれと同時に黄色のランプが光るのを見たミントは首を振った。

「今すぐじゃないわ、改めて指示をします。薬品の準備だけをやっておいてちょうだい、まだ加熱はしなくてもいいわ」

「ピッ！」

　その音は、行動開始の合図なのだろう。ミントの指示を受けたドラム缶は、緑色のランプを光らせると、本体の下の方についている三つの車輪を回しながら狭い工こう房ぼうの中を器き用ように動き回り始めた。

　薬品棚だなの前に止まったドラム缶は、両側から出ている腕を伸ばし、扉を開けると、その中に並んでいるさまざまな薬品のビンを選別し始めた。

　その動きを眺ながめながら、ミントは考えていた。

　……たとえ言葉を話さないワーカーでも、あのシルバーチップがいてくれるだけで、ずいぶん違うんだろうな。

　錬れん鉄てつの製鉄所に、大型のワーカーがあるのは知っているし、博物館とかに動かなくなったワーカーが展示してあるのを見たことがあるけど、このシルバーチップみたいに、生き残って動くワーカーは、今の西せい域いき国こくに何台くらい残っているんだろう？

　私が生まれるずっとずっと前……ひいお爺じいさんに当たる人が、ギルドの廃はい品ひん集積所から拾ってきて、修理したって話だけど、もし壊れたら、私には直せない……いえ、もう誰もワーカーを直せる人はいないんだろうな……。

　……元気でいてねシルバーチップ。

　ミントは心の中でそうつぶやくと、机の上にかがみ込んで、目の前の万まん力りきに挟んである銃じゆう身しんの彫ちよう金きんを再開した。




　ミントが、自分の工こう房ぼうで銃の彫金を始めたその頃。

　グレンダランの街に向かう鉄道馬車は、レールの継ぎ目を渡る単調なカタンカタンという音を立てて、牧草地が広がるのどかな風景の中を走っていた。

　四人用コンパートメントの狭い車内には、物もの憂うげな表情のＤデイー・Ｄデイーと、高いびきを上げているケリン、そして窓にかじりついて目を輝かせ、外を見ているトリサーの三人が乗っていた。

　デメララの街を出てからずっと窓にかじりついているトリサーを見て、Ｄ・Ｄが聞いた。

「トリサー、外の景色がそんなに面白いか？」

「ええ、Ｄ・Ｄさん！　俺、デメララから一歩も出たこと無いんです。学校で教わったことや、本で読んだことが、本当なんだな、って感心してたんです。たとえば、ほら、あの牧場の白い柵。あれってエズオルが嫌がるって言われてるシロニグサの汁しるを塗ってあるからあんな色しているんですよね！」

　トリサーは、怪け訝げんな顔をしてＤデイー・Ｄデイーを見た。

「そう言えば、Ｄ・Ｄさんは、ずっと浮かない顔していますよね？　そりゃあ確かにケリン総そう長ちようの今度の仕事はめちゃくちゃ大変だってことはわかりますけど、でも、いきなり国防軍の百人隊長になっちまうなんてスゴイじゃないですか！　デメララの街は、そのウワサで持ち切りだったし、マイヤーズの仲間……特に下級士族デミセツクの連れん中ちゆうなんかすっげー興こう奮ふんしてました。俺たちも、百人隊長になれるんだ！　って……」

　Ｄ・Ｄは、ため息をついた。

「そりゃあな、確かに百人隊長って位くらいは、俺たちにとってみれば雲の上みたいなモンだ。こうやって自分つきの事務官とコックを連れていけるほどのな……でも、ケリンみたいな若わか僧ぞうのそれも問題児をいきなり百人隊長ってのは、いくらなんでも突とつ拍ぴよう子しが無いと思わないか？」

　トリサーは、うなずいた。

「ええ、そう思います。でも、俺が聞いた話だと、総長の親父おやじさんを士し族ぞくから平へい民みんに落とした代わりに出世させたって話ですよ。この処分を決めたのは、なんでも王国府ふの内務局のソバーヌ局長って人で、その人は、しきたりとか前例とか、そういったことだけで物事を決めるのが大嫌いな横よこ紙がみ破やぶりの人らしいんですよ。パッサーズの総長のカルタも、同じように軍隊に入れられたみたいですけど、成績しだいで士し官かん学校に入れるという話ですよ」

　トリサーの話は初はつ耳みみだったらしく、Ｄ・Ｄはちょっと驚いたようだった。

「士し官かん学校ってのは、長男しか入学が認められていないはずだぞ、カルタは確か次男坊ぼうだ、なのに入学を認めるってのか？」

「ええ、聞いた話ですので嘘うそかホントかは知りませんけど」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、考え込んだ。

　……何を考えているんだ？　あのソバーヌって局長は。

　そりゃあ、確かにこの国は、生まれですべてが決まる。人間の能力とか努力とかとは関係ないところですべてが決まる国だ。でも、だからこそうまく行っていたという部分もある。

　……本当に、この国に風かざ穴あなを開けるつもりなのか、それともただの人気取りのピエロを作っただけなのか……。
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　Ｄ・Ｄは、目の前で幸せそうに寝ているケリンを見て、この日ひ何回目かのため息をついた。

　……俺は知らんぞ。こいつが普通のピエロで済むわけがない。

　やがて、鉄道馬車の速度がゆっくりになって来るのと同時に、窓にしがみついていたトリサーが声を上げた。

「あ、駅ですよ！　きっと馬を替えるんですよ、店とかあるかもしれません、買い物してきていいですか？　ちょっと喉のどが渇かわいちゃって」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「ああ、いいぞ、先は長いんだ。この先で二泊して、グレンダランの街につくのは明後日あさつてになるからな」

「はい！」

　トリサーはにっこり笑ってうなずくと、馬車の乗じよう降こう口に走って行った。

　やがて、鉄道馬車が止まった。

　Ｄ・Ｄはプラットフォームにある駅名表ひよう示じ板ばんを見ると、ポケットに入れてあった旅行者用の折りたたみ式の地図を広げて、その上に書かれている鉄道の表示を指でたどった。

　……サンチゴか。まだ五分の一も来ていないんだな。

　そして、地図を折りたたもうとしたＤ・Ｄは、その地図の裏にあるパレオ大陸の全図を改めて見直した。

　それは、西せい域いき国こくと東とう域いき国こくの両方の国と、そして北の高山地帯と地図の下半分を占める森林地帯すべてが掲けい載さいされた地図だった。

　Ｄ・Ｄの目は、その森林地帯の表ひよう記きに止まった。

　そこには川や、湖、蛇だ行こうする川の名残なごりである三日月みかづき湖に至るまで明確に記されていた。

　エズオルが徘はい徊かいし、ほとんど人間が立ち入ったことがない、と言われている南の森林地帯。

　……なのに、なぜこんなに正確な地図ができているのだろう？

　Ｄ・Ｄは、もう一度折りたたんだ地図を広げて両手を伸ばし、大陸全図を自分の目から離して見た。

　……地図というのは、この地上をはるか上空から見た視点で描かれるものだ。だとすると、この大陸全図を描いた人間は、大陸が、この大きさで見える高みにまで昇ったのだろうか？

　……でも、どうやって？

　そのとき、トリサーが、両手に柑かん橘きつ系の果か汁じゆうが入った飲み物の入ったビンを抱えて飛び込んできた。

「Ｄデイー・Ｄデイーさん！　すごいっすよ、この駅前の店。氷で飲み物冷やしてます」

「へえ、どっから持ってきてるんだ？　高山も無いようなところなのに」

「店の人に聞いたら、なんでもあの山の向こうに遺い跡せきがあって、そこで見つけた機械で氷を作れるみたいです。電気で動くらしいんですけどね、はい、これ、冷たいですよ」

　そう言ってトリサーが差し出したビンを持ったＤ・Ｄは、その冷たさに目を見開いた。

「本当だ、冷たいや。デメララを離れても、電気の恩おん恵けいにあずかれるとはな……」

「最近、電気で動くものとか、増えてきましたよね。教団もあんまり禁きん忌きだ禁忌だって言わなくなったみたいだし……人間が進歩して賢くなったから、技術を教えてもいいと判断したんでしょうかね？」

　Ｄ・Ｄは肩をすくめると、ビンに入った果汁を飲み干して、目の前で寝ているケリンを指差して言った。

「俺はそれほど賢くなったとは思えないな」

「そうですか……あ、飲んじゃったら、空あきビン返して下さい、店の人に返しに来るって約束したんで……」

「あ、悪いな」

「いいんですよ、オレみたいな駆け出しの見習いコックを見込んでくれたんですから、連れてきてもらって、ホント嬉うれしいんですから」

　にこっと笑って、空きビンを持って小こ走ばしりに去って行ったトリサーの後ろ姿を眺ながめながらＤ・Ｄは、ケリンの父親であるクローブから教わったことを思い出していた。

　……荒くれどもを手なずけるには、まず食生活の改善……か。うまくいけばいいんだがな。

　西せい域いき国こく最低最さい悪あくと、その名も高き六三三銃じゆう士し隊たい……どんな連れん中ちゆうが揃そろっているのやら。

　Ｄ・Ｄは、再びため息をついた。




　グレンダランという場所は、鉄てつ鉱こう石せきを掘り出す鉱山で働く者と、製鉄業に従事する工員、そしてその重い鉄製品を運ぶ運送業者という、それこそ体力と腕うでっ節ぷしが命、というメンタリティの人間が集まっている場所である。

　そのため、グレンダランの地方国防軍である第六三三銃士隊にも、それに負けないくらいの荒くれ者を集めよう、と軍務局の誰かが考えたのが、そもそもの始まりだったらしい。

　体力と腕っ節自じ慢まんだけの人間だけなら問題は無かったのだが、その方針は、やがて、各部隊の厄やつ介かい者、乱暴者を隔かく離りする、という方針に変わって行った。

　そして、気がつくと第六三三銃じゆう士し隊たいは、ランバリオン王国の数ある銃士隊の中でも最低の部隊としてその名を轟とどろかす存在となってしまっていた。

　ここには、士し族ぞくの下層階かい級きゆうの者を掻かき集めて地方に作られた通つう称しよう三桁けた銃士隊の中でも、最悪の連れん中ちゆうが集められていた。

　ここ五年ばかり、この銃士隊には隊長がおらず、指し揮き命令系けい統とうから外された、ただの予備隊扱あつかいを受けているということからも。その程度のひどさがわかる。

　銃士隊は百人が一単位となり、十人ごとに分隊を作る。

　十人隊長と呼ばれる人間が分隊長となり、その分隊五つを指揮する五十人隊長が二人、そして全員の指揮官である百人隊長が一人いるのが普通の銃士隊の編成だったが、この六三三銃士隊の百人隊長は、訓練中に、銃の暴発で死亡してしまい、その後に配はい属ぞくになった隊長も、相次いで銃の暴発事故で死亡したため、隊長のなり手がいなかった。

　国防軍本部では、何人もの隊長候こう補ほに辞じ令れいを出したのだが、辞令の内ない示じを受けた人間は皆、体調を崩したり、急きゆう遽きよ実家の仕事を手伝わなくてはならなかったり、別の仕し官かんの口を見つけてしまうため、この五年間隊長のいない銃士隊となっていたのだ。

　まあ、当たり前である。

　銃の暴発事故が好きな人間はあまりいない。まして、それが自分の身の上に絶対に起こるとわかっていればなおさらである。

　Ｄデイー・Ｄデイーは目の前の席で幸せそうに居い眠ねむりしているケリンの顔を見つめた。

　……こいつ。本当に馬鹿だよな。

　それについてくる俺も負けないくらい馬鹿だけど。

　Ｄ・Ｄは、初めてケリンと出会ったときのことを思い出していた。

　それはＤ・Ｄが十歳さいで、知の教団が運営するアカデミーの生徒だった頃のことだ。

　西せい域いき国こくでは、国中に住む満六歳になったすべての子供に対して知能テストを行うのが決まりだった。知の教団の下部組織である知識アカデミーは、そのテストの成績優秀者を、親と共にデメララに呼び寄せ、そこで英えい才さい教育を行うのだ。

　アカデミーでは年に一いち度ど文化祭を開催し、デメララの市民を校内に入れる。

　その文化祭の日に、Ｄ・Ｄはケリンと出会った。

　アカデミーの文化祭には、模も擬ぎ店や展示、というごく普通の出し物の他に、生徒が知の限りを尽くして問題を出し合うクイズ合戦のようなものもあった。

　この問題にはさまざまな賞品が出されており、来場者すべての人にも提示され、誰が答えても良い、という飛び入り自由の形式で行われていた。

　しかしそれは、やれるものならやってみろ、という自信からくるものであり、同じ生徒ならいざしらず、普通の街の子供が飛び入りで解答できるような問題ではなかった。

　Ｄデイー・Ｄデイーが作った問題はこんな問題だった。




「十三個のおもりがあります。

　このなかの一つだけ重さが違います。

　天びんばかりを三回だけ使って

　重さの違う一つを見つけ出して下さい

　おもりが重いか軽いのかはわかりません」




　問題が書かれたパネルの脇には、実際に十三個の砂の入った皮かわ袋ぶくろと、大きな天びんばかりが置かれていた。

　その問題の脇でＤ・Ｄは得意げな顔で座っていた。

　今までも何人もの参加者が来たが、みんな解答できずに帰って行ったのだ。

　自分の作った問題に、大人おとなですら尻尾しつぽを巻いて退たい散さんする姿を見て得意の絶ぜつ頂ちようだったＤ・Ｄのところにケリンがやってきた。

　ケリンは、しばらく問題の書かれたパネルを見ていたが、やがて大声で叫んだ。

「なーんだ、簡単じゃん！　なんでこんな問題が解けねえんだ？」

　ケリンの声を聞いた人々が、集まってきたのを見たＤ・Ｄはケリンに言った。

「へえ、そんなに簡単だって言うなら、ここに上がってきて実際に天びんばかりを使って、どのおもりが違うのか当ててみろよ！」

　ケリンは、にやっと笑って言った。

「いいのか？　じゃあ行くぞ！」

　そう言うなりケリンは台の上に上がってきた、そしてみんなが見ている前で天びんばかりの天びん棒を外すと、それをいきなりぶんぶんと頭の上で振り回したあとで、いきなりＤ・Ｄの頭を小こ突づいて言った。

「やい！　どれが違うおもりだ！　教えろ！」

　Ｄ・Ｄは、死ぬほど驚いた。

　いきなり殴なぐられるとは思ってもみなかったのだから当たり前だ。

　Ｄ・Ｄは慌あわてて目の前に並んでいるおもりの皮袋の中の一番左の皮袋を指差した。

「これだよ！　これ！」

　適当に指差せば、さっさと帰ると思ったのだが、ケリンは持っていた天びん棒を元に戻し、Ｄ・Ｄが指差した皮袋と他の皮袋を計りにかけた。

　天びんばかりがつり合ったのを見たケリンは、すぐに天びん棒を取り外すと、再びそれを振り回して、Ｄ・Ｄに迫った。

「ウソつくんじゃねえ！　本当のおもりを教えねえと今度こそその頭叩たたき割るぞ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首をすくめ、震えながら、左から三番目の皮かわ袋ぶくろを指差した。

　ケリンは、持っていた天びん棒を、元に戻し、今までの剣けん幕まくがウソのような笑顔を浮かべて、左から三番目の皮袋を持ち上げて言った。

「はい、これだ、これで俺おれが正解者だな」

　Ｄ・Ｄは叫んだ。

「なんだよそれ！　それって反則じゃないか！」

　ケリンは、何を言ってるんだこいつ、という顔をして、Ｄ・Ｄを見て言った。

「なんで反則なんだよ、俺は天びんばかりを三回しか使っていないぞ。いいか、良く聞け」

　ケリンはゆっくり繰り返した。


「一回目。俺は天びんばかりの棒でお前を殴なぐって

　　　　『十三個のおもりの中のひとつだけ違うのを教えろ！』と言った。

　二回目。お前が指差したおもりと他のおもりを天びんばかりで計った。

　三回目。俺は『違うじゃねえか！本当に教えないと頭を叩たたき割るぞ』

　　　　と言ってもう一度、お前に天びんばかりの棒を突きつけて、本当に違うおもりを聞き出した……ほら、三回じゃないか！　俺は間違っちゃいないぞ！」



　周りで見ていた見物人は大笑いした。

　そして、この問題を吟ぎん味みした教授たちが鳩きゆう首しゆ会談して出した結論は。

「正解と認める」

　だった。

　俺は、そんなのあるか！　と思ったけど、心のどっかでケリンの解答を認めていた。

　数学とか、論理とかそういった部分じゃない、人と人の触れ合うどこか、心の襞ひだみたいなところから現実的な解答を引き出すという方法もあるんだということをそのとき知った。

　マニュアルや教科書に無い正解だってあるんだということを、俺はこいつから学んだ。

　……こいつにはかなわない。どこか、人間の根っこのところで俺とは違う。

　だから、俺はこいつについていくことに決めたんだ。




　Ｄ・Ｄの回想は、この任務に出発するときに、軍務局の偉いさんの秘書らしい女の人に声をかけられたときのことに飛んだ。

　それは、王国府ふの三階で、ケリン付きの事務官として軍ぐん属ぞくになった任にん命めい書と辞じ令れいを受け取ったＤ・Ｄが廊下のベンチに座ってケリンの任命式が終わるのを待っていたときだった。

　糊のりの効いた白いブラウスの襟えりをぴんと尖とがらせ、青い王国府職員の制服をぴしっと着込み、栗くり色いろの長い髪を後ろでまとめた、理知的風ふう貌ぼうのその若い秘書らしい女の人は、Ｄ・Ｄの前に立つと、Ｄ・Ｄを上から下まで品定めするような目で見たあとで微笑ほほえんだ。

「ふーん、君が参さん謀ぼうのＤ・Ｄ・Ｄくんね。ケリン・ミルダモンって子も隅すみに置けない子ね、あなたみたいな参さん謀ぼうを連れて行くとは」

　Ｄデイー・Ｄデイーの訝いぶかしげな視線を受けたその女の人は微笑ほほえんだ。

「そんなに警けい戒かいしなくていいわよ、私の名前はメリーダウン、この王国府ふの偉い人の秘書をやっているわ。今回のこの件については、わたしもちょっぴり関わってるの」

　メリーダウン、と名乗ったその秘書は、腰に手を当てて、もう一度Ｄ・Ｄを見ると、ちょっと真剣な目で言った。

「今度の件は軍務局でも、注目の的よ。第六三三銃じゆう士し隊たいは、誰だれ一人口くちに手綱たづなをつけられない手の施ほどこしようのない暴れ馬だったの。ましてその暴れ馬は、五年間放はなし飼いにされ、さらに野生化が進んでいるわ。そんな馬に鞍くらをつけて乗りこなせる人間はそういないわ……」

「ケリンなら、それができる。とお考えなのですか？」

　メリーダウンは、目を見開いた後で、首を小さく傾かしげた。

「さあ……ケリン・ミルダモンが、あの暴れ馬にどんなアプローチをするのかわからないから、なんとも言えないわね。ひたすら低姿勢で近づくのか、餌えさをちらつかせて近づくのか、階かい級きゆうを盾たてに押し通すのか……」

　メリーダウンは、Ｄ・Ｄの方を探るような目で見て言葉を続けた。

「どっちにしろ、あなたなら、うまい方法を考えつくでしょうね、ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズハカープログラムくん……」

　初対面で自分のクソ長い本名をすらすらと呼んだ人間に出会ってＤ・Ｄは驚いた。

　メリーダウンは、小さく「ふふっ」と笑ったあとで頭を下げた。

「じゃあね、私のボスは時間にうるさいからこれで失礼するわ」

　謎めいた微笑を残して、去って行ったメリーダウンの見事なプロポーションを持つ後ろ姿を思い出しながらＤ・Ｄは、彼女の正体を考えた。

　……あの人は何者なのかな？　見るからに有能な秘書って感じのお姉様だったけど……それにしても野生化した暴れ馬か……上う手まいたとえ話をするもんだ。

　Ｄ・Ｄは、目の前で幸せそうに寝ているケリンの顔をしばらく黙ったまま見ていたが、やがて、表情も変えずにそのむこうずねを蹴けっ飛ばした。

「痛て！」

　びっくりしたように目を開けたケリンは、大きく伸びをしてＤ・Ｄに聞いた。

「ん？　どうした？　もうデメララに着いたのか？」

「寝ぼけてんじゃねえ！　まだ一日目だ！」

「え？　あ、そうか。とっくに着いた夢見てた」

　Ｄ・Ｄは、ため息をつくと、半分馬鹿にしたような目でケリンを見て言った。

「どうせ、史上最年少の百人隊長着ちやく任にん！　とかいう横おう断だん幕まくを掲げられて、楽隊つきで出迎えを受けるような夢でも見てたんだろう」

　ケリンは首を振ると、あっさり言った。

「いや、着任するなり、部下といきなり殴なぐり合う夢。結けつ構こう骨のあるヤツでよ、殴りがいがあるんだよ。正まさ夢ゆめにならねえかな？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、ずり落ちたメガネを右手の人差し指で押し上げながらあきれたように言った。

「……やるなら、お前さんだけでやってくれ、こっちは頭ず脳のう労働専門なんだ」

　やがて、馬の交換が終わったのだろう、トリサーが帰ってくるのと同時に駅長の吹く笛の音と共にラッパが鳴り、四頭立ての鉄道馬車は、カタンカタンというレールの音を立てて、ゆっくりとレールの上を走り始めた。

　この鉄道は、本来グレンダランで産する錬れん鉄てつを運うん搬ぱんするために造られたものだった。

　重い鉄材を乗せた馬車を普通の道路で走らせると、道が荒れ、雨が降ればぬかるんで動けなくなるおそれがあるが、鉄道のレールならば、そのようなことは無い。

　大おお昔、この鉄道には、電気の力で走る車があったと言われており、今でもデメララの街から隣となり町まちまで、電線を張っていたという言い伝えの残る柱が何本も立っている。

　しかし、年月が過ぎるのと共に絶ぜつ縁えん材が劣れつ化かし、電気で動く車はすべて故障して動かなくなってしまった。

　その後、石炭を燃やし、水蒸気で動く車が発明され、それに取って替わったがその蒸気車は、すべて大だい粛しゆく清せいで破壊されてしまった。

　大粛清の引き金は百年前に発生した域いき王おう間での全面戦争だった。

　双方の国家の軍隊が教団の仲ちゆう裁さいを聞き入れず、地域紛ふん争そうが全面戦争に発展したとき、教団は三台の巨大な人型の機械「ワーカー」を戦場に投入した。

　それがどのような仕組みと技術で動いているのか誰も知らなかったが、たった三台のワーカーは、圧倒的な戦力で双方の軍隊を壊かい滅めつさせた。

　人々の間ではとうに失われた教団の持つ圧倒的な技術の力を目まの当たりにした人々は、心の底から恐怖した。

　そしてわずか半日で戦争が終わったあと、教団は人々に対し。

『技術とは人間にとって諸もろ刃はの剣つるぎである！　間違った技術は人を滅ぼす。よって以後、この世界に許されるのは教団が承しよう認にんした正しい技術の知識のみである！』

　と宣言し、教団は双方の域王に対し、戦争、及び戦争に利用可能な技術の一切を禁きん忌きとし、世界中にあった図書館や書店の書物を回収し、過去の技術によって動いていたいくつもの機械を破壊した。

　これが、いわゆる「大粛清」である。

　想像を絶する技術を持ち、この世界の人間に知識を与え、あらゆる疑問に対する答えを持つと言われる「知の教団」の権力は絶大だった。

　この大粛清は、その権力をさらに強大にするために行われたのだ、とか、教団内部の権力闘争の結果である、などというウワサが流れたが、誰も教団に逆さからうことはできなかった。

　今、この世界に存在する「技術」が、この百年近くまったく進歩していない理由は、この「大だい粛しゆく清せい」にあった。

　しかし、人間の中に潜ひそむ発想力と、改良に向ける執しゅう念ねんを消すことはできなかった。

　大粛清から百年が過ぎた今、技術は再発見され始め、そして教団もいくつかの電気に関する知識と技術については、生産と普及を認め始めていた。しかし、未いまだに知識は「教団」の手の中にあり、禁きん忌きは厳げん然ぜんとして存在していた。







　第七章「暴れ馬と仲良くなる方法」







　どげしっ！

　肉体がひしゃげる音がした。

　べがご！

　関節が捻ねじ曲がる音がした。

　ふぐぬが！

　腹の中の空気が押し出される音がした。

　ンごっ！

　頭ず蓋がい骨こつが床に落ちる音がした。




　……これで十一人目、と。さすがはケリンだ。でも……どうするんだ？　このあと。俺は知らんぞ。

　兵へい舎しやの外に立っていたＤデイー・Ｄデイーは、兵舎の中から聞こえてくる乱闘の音を分ぶん析せきしながら、小さくため息をついた。

　このグレンダランに着くなり、ケリンは総そう督とく府にある軍務局の事務所に挨あい拶さつも何もしないで旧きゆう市街の真ん中にあるこの第六三三銃じゆう士し隊たいの兵へい舎しやに直行した。そして、そこにいた連れん中ちゆうにいきなり喧けん嘩かを売ったのだ。

　見たところ、街のチンピラとたいして変わらない若者が、いきなり部屋の中に入って来て、こともあろうかそこにいる大人おとなたちに向かって。

「なんであんたたち昼間から何もしないで、そんなところで、ごろごろ怠なまけてんだ？　あんたらブタ？　牛？」

　などと聞いたのだから、ただで済むはずが無い。

　兵舎の中で、何かが壊れる音がした。

「……おいおい、ケリン。いい加か減げんにしろよ。お前の壊した備品とかも、今日から全部俺おれ予算を管理して、直さなきゃならないんだぞ」

　Ｄデイー・Ｄデイーが、そうつぶやいて、兵舎の中を覗のぞき込むと、そこでは、ベッドや机といった兵舎の備品の破は片へんが散乱する中で、エズオル並みの体たい躯くを持った大おお男おとこと、ケリンがにらみ合っているところだった。

　大男が咆ほえた。

「小こ僧ぞう！　やるじゃねえか！　でも、このハンキー・バニスター様は今までの連中のようにはいかねえぞ！」

　ケリンは、ちょっと上がってきた息を整えるようにゆっくりと答えた。

「だから、俺は小僧じゃないってーの、俺にはケリンって名前があるんだって、何べん言ったらわかるんだよ、ったく」

「うるせえ！　てめえみたいなガキの名前なんか誰も聞いちゃいねえ！　このクソ生なま意い気きなガキをやっつけちまって下さいよ！　ハンキー隊長！」

　自分の後ろにいた連中が、やいのやいの言うのを聞いていた大男は、振り向いた。

「おめえらもごちゃごちゃうるさいんだよ！　あの小僧はクソ生意気だが、腕の方はお前らよか……」

「隊長！　前……」

　部下の兵士どもがそう言うよりも早く。

　どかごき！

　振り向いたハンキーの側頭部にケリンの全体重が乗ったひざ蹴げりが入った。

　ハンキーは身体からだのバランスを崩すと、そのまま、たたらを踏むよう部下たちのほうに二、三歩よろめいたが、そこで持ちこたえた。

「て、てめえ！　卑ひ怯きようだぞ！」

　兵士たちの声を抑えるように右手を上げたハンキーは、左手で自分の顎あごを持つと、ひんまがった首を無理やり元に戻した。

　ばりごりべぎ！

　関節が砕けるような音と共に首を戻したハンキーは、ケリンを見み据すえてにたぁと笑った。

「喧けん嘩かにルールはねえ、よそ見した俺が悪いんだ、そうだろ？　小こ僧ぞう……」

　ケリンは、にかっと笑ってうなずいた。

「そうさ、喧嘩ってのはルールはねえ、だが真剣にやるもんだ、そうじゃなくちゃ楽しくねえ、ってのが親父おやじの口くち癖ぐせでね」

「そりゃあ、立りつ派ぱな親父さんだな！」

　ハンキーはそう言うなり左足を半歩踏ふみ込むと、空気を切り裂く音と共に右拳こぶしを繰り出した。

　そして、その拳をケリンが避けるのを見越したようなタイミングで、左手の裏うら拳けんをケリンの右頬ほおに叩たたき込んだ。

　ンばぐ！

　体重の乗っていない裏拳でありながら、常じよう人にんのパンチ並みの速さと打撃力を持ったその一いち撃げきを食らったケリンは、そのまま後ろに大きくのけぞった。

「やった！」

「ケリン！」

　兵士たちとＤデイー・Ｄデイーの叫びが同時に上がる中で、ケリンは、かろうじて倒れずに踏みとどまった。
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　そのまま両手を手しゆ刀とうにして、顔の前で構えなおしたケリンを見たハンキーは、意外そうな顔をした。

　……こいつ、俺の裏うら拳けんを食らう寸前に一いつ瞬しゆん頭を引いて、力を逃がしやがった。やっぱりタダ者じゃねえな。

「おい小こ僧ぞう！」

「小僧じゃねえ、ケリンだ」

「じゃ、ケリンとやら、おめえその体術、誰に教わった？」

「親父おやじだ」

　ハンキーは眉まゆをひそめた。

「親父？　そう言やあ、おめえのフルネームを聞いていなかったな、ケリン……なんて言うんだ？」

　ファイティングポーズをとったままケリンは、ゆっくりと答えた。

「ミルダモン。俺の名前はケリン・ミルダモンだ」

　兵士たちがざわめいた。

「ケリン・ミルダモン？　どっかで聞いた名前だな」

「お前もそう思うか、俺もだ」

「つい最近どっかで聞いた覚えがあるんだが……」

　訝いぶかしげな顔を見合わせていた兵士たちの中の一人が、目を見開いて小さな声を上げた。

「あ！」

「思い出したのか？」

　脇にいた仲間がすかさず聞いたが、声を上げた兵士は、慌あわてて首を振った。

「いや、俺の間違いだ！　そんなわけねえ！」

「なんだよ、気になるじゃねえか、教えろよ」

「いや、とんでもない間違いだ。気にしないでくれ。今度、デメララから来るっていう百人隊長の名前に似ていたんだ」

　その言葉を聞いた兵士たちは声を上げて笑った。

「ばーか、ぜんぜん違うじゃねえか、今度来る隊長の名前は確かケリン……」

「……ミルダモン……」

　兵士たちが沈ちん黙もくした。

　凍りついたような視線が、ケリンの上に注そそがれていた。

「ウソだろ……おい」

「風のウワサで、史し上じよう最年少の百人隊長だとは聞いていたけどよ……」

　その中で、ハンキーの態度だけが違っていた。

　ハンキーは、今まで顔の前で構えていた両手を、ゆっくりと降ろし、そして聞いた。

「ケリン・ミルダモン、お前の父親の名前を教えてくれんか？」

　ハンキーが両手を降ろしたのを見たケリンもまた、顔の前で構えていた両手を下げた。

「親父おやじの名前はクローブ。クローブ・ミルダモン。デメララで喧けん嘩か屋クローブなんて馬鹿な名前をもらって喜んでるロクデナシだ」

　その名前を聞いたとたん、ハンキーの顔つきが変わった。

　ハンキーは、満面の笑みを浮かべると、咆ほえるように叫んだ。

「なんと、クローブ殿の息子むすこさんでしたか！」

「親父を知ってるのか？」

　ハンキーは、その場に片かたひざをついて頭を下げた。

　その姿を見た部下の兵士たちがどよめいた。

　このグレンダランにいる、どんな荒くれ者も、遠くから見ただけで避けて通ると言われている地じ獄ごく帰りの五十人隊長ハンキー・バニスターが、臣しん下かの礼を取る相手が存在しているなどということは信じられなかったのだ。

　ハンキーは、顔を上げると、静かに言った。

「あっしは、昔、デメララ城の宝物庫に忍び込もうとして失敗し、ロイヤルガードに殺されそうになったところを、あなたの親父さんに助けられたことがございやす！

　それも、その一回だけではありやせん、二回、三回と失敗して、四回目に、親父さんに手伝ってもらってやっとうまくいったんでさあ！　あんたの親父さんは俺の命の恩おん人じん、いやそれ以上だ！」

　そして、ハンキーはケリンを一いち目もく置いたような目で見た。

　ケリンは、頭を掻かいた。

「そうか、親父の言っていた、間抜けな盗とう賊ぞくってのは、あんたのことか。まあ、俺がここの隊長になったのも、きっと何かの縁えんだと思うんだ、よろしく頼むぜ」

　ケリンの言葉を聞いたハンキーは大声で笑い出した。

　そして笑いながら聞いた

「それにしても、なんでいきなり俺たちのところに来たんですかい？　総そう督とくとか軍務局とかに挨あい拶さつに行くのが先でしょうが」

　ケリンは肩をすくめた。

「いや、俺はこっちの方が先だと思ったんだ。総督やら軍務局の偉い人なンてのは、ときどきしか会わねえけど、あんたたちとは、これから先ずっと一緒に暮らすんだからな……」

　そこで言葉を切ったケリンは、兵へい舎しやを見回してから続けた。

「俺は今夜からこの建物の中で寝るつもりだけど、空あき部屋あるか？」

　ハンキーは、目を丸くして言った。

「百人隊長には、総そう督とく府ふの中に特別の官かん舎しやがあるはずです！」

「いいんだよ、俺はガキで家族なんかいねえんだから、官舎なんか無む駄だだ、めんどくせえ」

「しかし、それは前例がありませんぜ」

　ケリンは、にやっと笑って言った。

「じゃあ、俺が前例。ということで、よろしく」

　ハンキーは、再び大声で笑った。そして、ひとしきり笑ったあとで、ケリンを見上げてから、小さくうなずいて、小こ声ごえでつぶやいた。

「……さすがはクローブ殿、男おとこ手で一つで立りつ派ぱな息子むすこさんを育てなさったものだ」

　その言葉を聞いたケリンは、再び頭を掻かいた。

　……城の宝物庫に盗とう賊ぞくが入ったって騒ぎがあったって話だけど……あれ、親父おやじが関わってたとはね。それにしても俺は、オフクロが死んでから、ずっとほったらかしで、親父に育てられた覚えは無いんだけどなあ。

　ケリンの考えていることなど知らぬげに、ハンキーはすっくと立ち上がると、目の前にいた部下の兵士たちに向かって、再び大声で咆ほえた。

「いいか！　てめえら！　俺はこのケリン隊長の親父さんに、言葉では言い尽くせねえ恩がある！　今日からこの俺は隊長の手て下したになる！　文句は言わせねえぞ！」

　部下の兵士たちは、のろのろとうなずいた。

「てめえら、何だその態度は！」

　兵士たちをにらみつけたハンキーの背中をケリンが叩たたいた。

「ハンキー隊長。いきなりやってきた俺みたいなガキを隊長と呼べと言われたって、納なつ得とくできねえのが当たり前だ。俺のところに十歳さいのガキが来て、言うこと聞け、って言ったら俺は問もん答どう無む用ようでそいつをぶっ飛ばす……それと同じことだろ？」

「まあ……ケリン隊長がそうおっしゃるなら、それでも構いませんけど……」

　不服そうな顔をするハンキーとケリンを見る兵士たちの目は納得したようには見えなかった。しかし、ケリンを見る目が、最初とは大きく違っていることに間違いは無かった

　兵へい舎しやの外で一連のやりとりを見ていたＤデイー・Ｄデイーは、まいったね、といった風に首を振った。

　……五年間野の放ばなしになっていた暴れ馬をどう乗りこなすのか。俺なりに何十通りもの方法を考えて来たが……出会い頭がしらにいきなり馬を殴なぐり倒すという方法は、思いつかなかったな。




　その日の夕方、ケリンとＤ・Ｄは、ハンキーの紹介でこの第六三三銃じゆう士し隊たいの、もう一人の五十人隊長であるヘイグ・トレンドと会った。

　ヘイグは、三十代半なかばの、ぱっとしない風ふう貌ぼうの男だった。

「これも何かの縁えんだと思う、よろしくお願いします」

　ケリンがそう言って差し出した右手を、ヘイグは、黙って握り返して、小さく頭を下げた。

　そのヘイグの態度を見ていたＤデイー・Ｄデイーは思った。

　一見温おん厚こうそうだが、目が笑ってねえ……こいつ要よう注意だな。

　ケリンがヘイグの部屋を出て行くとき、いきなりヘイグがＤ・Ｄを呼び止めた。

「えーと、ドナルドエリメンシス……なんでしたっけ……とにかく事務官の方、ちょっとお話があります」

　部屋の出入り口のところにいたケリンが、笑いながら言った。

「こいつの本名を無理に言わない方がいいぜ、中等学院の朝ちよう礼れいのとき、プライドの高い教師が呼ぼうとして舌を噛かんで入院したってウワサだ。頭かしら文字取ってＤ・Ｄと呼べよ」

　ヘイグは、用心深そうにうなずくと、Ｄ・Ｄに呼びかけた。

「それほどお時間は取らせません……よろしいですかな？　えーと、Ｄ・Ｄさん」

「ええ、構いません」

「じゃあ、俺たちは先に行っているからな」

　そう言ってケリンがドアを閉めたとたん、ヘイグの雰ふん囲い気きが変わった。

　ヘイグは、Ｄ・Ｄを小こ馬鹿にしたような目で見ると、にやっと下げ卑びた笑いを浮かべて、窓まど際ぎわの机の引き出しを開けて、そこから茶色の厚手の封筒を取り出しながら言った。

「この隊に来ている金は全部俺おれのところで仕切っている。いわば俺はこの隊の財務局長というわけだ。隊長のいない五年間、まあそれなりに役やく得とくもあった……」

　ヘイグが、そこで言葉を切って、Ｄ・Ｄの目の前の机の上に、その厚手の封筒を投げると、中から高額紙し幣へいの束が飛び出した。

「どうだ？　お前さんみたいな若わか僧ぞうには、ちょっと自由にできる額じゃねえだろう？　持って行っていいぜ。デメララにも、可愛かわいいねえちゃんがいる店ぐらいある。その中の札二枚もあれば、特別サービス間違いなしだ」

　Ｄ・Ｄは表情も変えずに答えた。

「で？　私に何をしろと？」

「話がわかる兄ちゃんで助かった……今までみてえに、全部俺の懐ふところに入れるわけにいかなくなったってことは、俺にもわかってる。半分こ、でどうだい？」

「ふむ……あなたの懐に入った額の半分が、私の取り分ですか……了りよう解かいしました」

　机の上に散乱した高額紙幣をまとめて封筒に入れながらＤ・Ｄは聞いた。

「お話と言うのはそれだけですか？」

　Ｄ・Ｄが、思ったよりあっさりと要求を聞いたのに拍ひよう子し抜けしたのだろう、ヘイグは、戸と惑まどったようにうなずいた。

「あ、ああ。話はそれだけだ」

「そうですか、では、失礼します」

　Ｄ・Ｄは、まったく表情を崩さぬまま一礼するとヘイグの部屋を出て行った。

　……わけわかんねえヤツだな。あの若わか僧ぞう。

　でも、金はしっかり持って行ったし、きっと額がでかすぎて、何も言えなかったのかもしれねえ……きっとそうだ、そうに違いねえ。

　ヘイグが、心のどこかで抱え込んだ不安を押さえ込むようにうなずいていたその頃。

　彼の部屋を出て、先に行っているケリンのところに向かって歩きながらＤデイー・Ｄデイーは、徳の高い聖せい人じんから魂たましいの取り引きを持ちかけられた悪魔のような微笑を浮かべていた。

　……過去五年分の銃じゆう士し隊たいの総予よ算さん合計の半分か。結けつ構こうな額になるな、あいつからむしり取る金額は。

　使っちまって残ってないとしたら、預金と不動産の差し押さえをやんなきゃいけないから、明日にでも銀行に行って、あいつの預金額とあとは登とう記き簿ぼの確認だな。

　ヘイグが言っていた懐ふところに入る金の半分がＤ・Ｄの取り分。という言葉の意味は、おそらくこれから先、第六三三銃士隊に入ってくる金のことなのだろう。しかし、Ｄ・Ｄはその言葉を、過去において着服してきた金の半分。と解かい釈しやくした。

　……自分から言い出したんだから文句は言わせない。それに、他の隊員の前で言えるようなこっちゃないしな。

　とりあえず先立つものは確保した、次は食い物だな。うまくやってくれればいいけど。

　Ｄ・Ｄは、グレンダランの市場に行って情報を集めているはずのトリサーの顔を思い浮かべていた。




　その日の夜、祝しゆく宴えんを開くために酒さか場ばに繰り出そう、というハンキーの誘いを、明日総そう督とくに会う予定だから、と言って断ったケリンは、宿しゆく舎しやにした部屋の中で、Ｄ・Ｄとトリサーの報告を聞いていた。

「……というわけだ。明あ日す銀行と登記所に行ってくる。とりあえず資金は確保できたと思っていい」

　ヘイグの着服と、その回収手段についてＤ・Ｄから報告を受けたケリンは、ちょっと心配そうに言った。

「気をつけろよＤ・Ｄ。他のことならいざ知らず、こと金のことになると人間なにをするかわかんねえからよ……」

「ああ、その辺は用心する」

　Ｄ・Ｄは、うなずいたあとでトリサーに聞いた。

「お前の方はどうだった？　ここの食事の質は？」

　トリサーは顔をしかめて、吐き出すように言った。

「さっきコックが帰っちまったあとの厨ちゆう房ぼうを覗のぞいて、今夜の夕食の残り物とか見てきたんすけどね、ひでえもんです。まともな食い物じゃありません。パンは古いし、スープの実は野菜くず。魚は塩漬け蔵ぐらの底の方で何年も眠っていたような、魚だか塩の塊かたまりだかわかんない板みたいなのが転がっているだけ。一食当たりの単価を計算してみんですけどね、ここに来る前にデメララの軍務局の主しゆ計けい課かってところで聞いた話とは大違いです。Ｄデイー・Ｄデイーの兄あに貴きが言っていたヘイグって野や郎ろうが、食費ちょろまかしてるのは間違いないっすね」

「ヘイグが食費をピンハネしているから、満足なものが買えないってことか？」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いたトリサーは首を振った。

「それだけじゃねえと思います。市場で、ここのコックが、どんな風に仕入れているのか聞いてきましたけど、笑われました。生ゴミ拾って歩くのは仕入れとは言わねえだろう、って……ここのコックは、ヘイグが抜いた食費からさらに自分の取り分をちょろまかしているのに間違いありません」

「ヘイグが半分ピンハネして、残りからさらにコックが半分。残った食費は四分の一か……たしかにロクなものは食わせてもらえなかっただろうな……」

　ケリンは、そこで言葉を切った後でトリサーを見て、真ま面じ目めな顔をして聞いた。

「トリサー、お前なら同じ食材で、どんなものを作る？　今、厨ちゆう房ぼうにある材料で」

「あの、古いパンと、野菜くずと、ガチガチの塩魚でですか？」

　ケリンはうなずいた。

「ああ、いい材料を使えば美う味まいものができるのは、当たり前だ。でもコックの腕を比べるなら条件が同じでないとな」

　トリサーの目が輝いた。

「そういうことですか、わかりました。条件は同じで、今のコックなんかとは比べ物にならない美味いものを作ってみせます！」

「頼むぜ、明日の朝あさ飯めしが勝負だ」

　ケリンの言葉を聞いたトリサーはうなずいた。

「じゃあ、オレ、これから厨房に行って仕込みを始めます！　あの塩漬け魚の塩抜きをやるのには時間がかかりますから」

　目を輝かせて部屋を飛び出していったトリサーを見てＤ・Ｄが不安そうに言った。

「トリサーの腕なら間違いないとは思うが……今いるコックがどう出るかだな」

　ケリンは、あっさり答えた。

「なに、心配いるもんか」

「お前は、簡単に言うけどよ、既き得とく権を握っている人間を排除するのは容易じゃないんだぞ」「いや、コックの件なら容易だな。なぜなら決めるのは俺やお前じゃねえからさ」

　怪け訝げんな顔をするＤ・Ｄに向かってケリンはにやっと笑って言った。

「コックの腕を決めるのは食った客だ……違うか？」




　結果から言えば、ケリンの言葉に間違いはなかった。

　次の日の朝、食堂から漂ってくる朝食の匂においを嗅かいだ兵士たちが騒ぎ出した。

　それは、彼らが過去において一度も嗅いだことの無い、実に食欲を刺激する匂いだったからだ。

　食堂に飛び込んだ兵士たちが、そこに見たものは、真っ白なテーブルクロスの上に並べられた、ポタージュスープの皿と、照り焼きの魚、そしてサイコロ状に切られ、こんがりと焼かれたパン。というメニューだった。

　目を見開いて呆ぼう然ぜんとしている兵士たちに向かって、ケリンが笑いかけた。

「よう、諸君おはよう！　朝メシの用意ができているぞ、存ぞん分ぶんに食ってくれ」

　五十人隊長のハンキーが、部下たちの疑問を代だい弁べんするように聞いた。

「ケリン隊長……こりゃあ一体どういうわけですかい？」

　ケリンは、自分の横に立っている白い服を着た二人のコックを指差した。

　片方は、まだ少年の面おも影かげを残す見るからに若い男で、もう一人は中年の、赤ら顔のふてくされたいつもの男だった。

「今日の朝メシは、そっちの若いコックが作ったんだ。俺の子分で名前はトリサー。腕前の方は、これからこいつを食ってもらえばわかる……で、ものは相談なんだがよ、今日からうちの隊の食事はこいつに任せたいと思うんだが、どうかな？」

　ケリンの言葉を聞いた中年のコックの目がまん丸になった。

「おい！　そんな話は聞いてねえぞ！　どこの馬の骨かわからねえ若わか僧ぞうを連れてきて、いきなり俺を首だなんてそんな話があるか！　だいたいだな、軍の食糧調ちよう達たつってのは素人しろうとにはできねえんだ、ちゃんと軍務局の主しゆ計けい課かってところで審査を……」

　中年のコックの言葉が終わらないうちにトリサーが答えた。

「審査は受けてますよ、だからオレは素人じゃありません」

「いくら審査を受けていたって、経験が無けりゃ務まる仕事じゃねえ！　てめえは百人分の食事を作ったことがあるのかよ！」

　トリサーは、しれっと答えた。

「ありますよ、デメララの白はく鹿しか亭ていじゃあ、一日にその三倍作ってました。それも全部違う種類をね。同じもの百人分なんて楽なモンです」

　中年のコックが、何かを言おうとしたが、ハンキーがその言葉をさえぎって叫んだ。

「てめえらの能のう書がきはいい。メシなんてのは美う味まいか不ま味ずいか、その二つしかないんだ。食って決めりゃあいい、これ以上俺おれを待たせたら代わりにお前ら二人を食うぞ！」

　ケリンは、笑ってうなずいた。

「ああ、待たせて悪かった。とりあえず食ってくれ、判断はそのあとでいい」

　ケリンの言葉が終わらないうちに、兵士たちが目の前に並ぶ料理に飛び掛かった。

　食堂は、スープをすする音と、魚を切るナイフが皿に当たる音と、急いで詰め込んだために喉のどに詰まった食い物を流し込む水を飲む音で充満した。

　トリサーが慌あわてて料理の説明を始めた。

「えーと、そのパンは焼いて硬くなっていますから、クルトンのようにポタージュスープの中に入れて柔らかくしてですね……」

　しかし、そんな言葉は誰も聞いていなかった。

　兵士たちは、焼いて硬くしたはずのパンに、平然とかじりつき、がりがりと音を立ててそのまま飲み込んでしまった。

　兵士たちが一人用の食事を食い尽くすのに、三分とかからなかった。

「スープのおかわりならありますから、厨ちゆう房ぼうの前に並んでもらえれば……」

　トリサーの言葉が終わらないうちに、兵士たちは、目の前にあった自分の食器をひったくるようにつかむと、厨房に殺さつ到とうした。そして、そこで順番をめぐって、口こう論ろんが始まった。

「なんだよてめえ！　俺の方が先だろうが！」

「何なに言ってんだよ、てめえはいつも隊の食事なんか食えたモンじゃねえ、とか言って食事に出て来ないじゃねえか！」

「いつもはそうだけど、今日は違う！　順番を守れ！」

「勝手なこと抜かすんじゃねえ！」

「なんだと、このやろう！」

　ハンキーの怒ど鳴なり声が爆発した。

「いいかげんにしろ！　てめえら！　喧けん嘩かならメシ食ったあとでやれ！」

　やがて、用意してあった食事がすべて兵士たちの胃い袋ぶくろの中に納まった。

　食堂に、妙に満ち足りた雰ふん囲い気きが漂う中で、ハンキーが、ぽつりと言った。

「俺は国防軍に入って十八年になる。実を言うと国防軍なんざ大だい嫌きらいだ。ただ、他に行くところがねえからここにいるだけの人間だ……」

　ハンキーはそこで言葉を切ると、目の前にいるケリンを見てにやっと笑って言葉を続けた。

「でもよ……こんな気分を明日から毎日味わうことができるなら……国防軍も悪くねえな」

　兵士たちが笑った。

　その笑い声を聞きながら、ケリンが立ち上がった。

「俺が連れてきたコックは気に入ってくれたかな？　じゃあ決めてくれ、新しいコックを雇うのか、それとも今までのコックをそのまま使うのか、どっちだ？」

　そのとき中年のコックが叫んだ。

「ちょっと待て！　不公平だ！　金をかけた食材を使えば誰だって美う味まい料理を作れるのは当たり前じゃねえか！　この料理にいくらかけたか知らねえけどな、湯ゆ水みずのように材料を使えば、それだけ金がかかるんだ！」

　隊員たちが、ぎくっとしたのがわかった。

　その反応を見た中年のコックは、勝ち誇ったように言った。

「隊員のみんなが、食費の値上げを認めてくれるとは思えねえぜ……この食事、いくら使ったのか正直に言いな！」

　トリサーは、一歩進み出ると、静かに言った。

「金は使ってません、材料なんか買っていません、これは全部この厨ちゆう房ぼうにあったものです」

　中年のコックは、ぽかんと口を開けた。

「なんだって？　……まさか、そんな馬鹿なことがあるわけがねえ！　じゃあこのスープはどうやって作ったんだ！」

　トリサーは、厨房の隅すみにある野菜庫を指差した。

「あそこにあったものを使いました」

「あそこ……って、あそこには、市場から、タダでもらってきた芽めの生はえたジャガイモとかしなびた人にん参じんとか、そういったくず野菜しか置いてなかったはずだぞ！」

「ええ、ですから、ジャガイモ一個一個、ちゃんと芽をかいて、傷んでいるところは削けずり取って使いました、人参やセロリもそうやって、使えるところをみじん切りにして煮込み、裏ごししてポタージュにしたんです」

　中年のコックは、慌あわてたように魚が載っていた皿を指差した。

「じゃあ、ここにあった魚の照り焼きは何だ！　魚なんか買った覚えは無いぞ！」

　トリサーは、厨房の奥の食糧貯ちよ蔵ぞう庫を指差した。

「あの魚も、あそこにあったものです」

　トリサーの言葉を聞いた中年のコックは叫んだ。

「ウソをつくんじゃねえ！　あそこに入れてあったのは、塩漬けの樽たるの一番下になっていたヤツだ、塩が効きすぎて食えたモンじゃねえ、っていうのを市場で二に束そく三さん文もんで買い叩たたいたヤツだ！　それを食えるようにできるわけがねえ！」

　トリサーは小さく首を振った。

「一晩かけて塩を抜いたんです」

「ふざけるな！　真ま水みずに漬けっぱなしにしたって、こんなに塩が抜けるわけがねえ！」

「漬けっぱなしなんかにしませんよ、一時間おきに樽の水を替えて、魚の位置をずらして、まんべんなく塩が抜けるようにしたんです。でも塩魚特有の臭いは抜けませんから、最後に酒をふりかけて、酒さか蒸むしにしました。照り焼きに見えますけど、あれ、酒蒸しなんです」

「たかが朝メシにそんなに手間をかけて割りが合うのかよ！」

　トリサーは、むっとしたような顔をして、中年のコックをにらみつけ、静かに言った。

「オレは、師し匠しようから料理というのは手間ひまかけて作るものだ、と教わりました。その手間ひまを食べてもらうのが料理だって……割に合うとかそういうものじゃないと思います！」

「知ったような口をきくんじゃねえ、このガキが！」

　トリサーに食って掛かろうとしたコックは、妙な空気を感じて振り返った。

　そこにはハンキーや、その部下たちが、ずらりと並んで彼を冷たい目でにらみつけていた。

「ど、どうしたんだ？　俺が何かしたって言うのか？」

　ハンキーが、地底から響ひびいてくるような低い冷たい声で言った。

「おめえ……今まで俺たちに何を食わせていたんだ？　黙って聞いていりゃあ、タダでもらってきたクズ野菜に、食えたモンじゃねえ塩魚だと？　やい！　てめえ！　俺たちが支払ってきた食費はどこに消えた？」

　コックの顔色が変わった。

「あ、いや、それはだな……」

　コックの言葉がそこで途切れた。

　ハンキーの両腕がコックの胸むな倉ぐらをつかんで、ぐい、と持ち上げたからである。

　足をばたばたさせてうめき声を上げるコックの顔に耳を寄せてハンキーは言った。

「え？　なんだって？　退職金は要いりません、命さえあれば結けつ構こうです……だと？」

　コックは真っ赤な顔で首を振ろうとしたが、ハンキーは両手で持ち上げたまま食堂の出口まで歩いて行き、そこで、凶きよう悪あくな微笑を浮かべて言った。

「その謙けん虚きよさに免じて、命だけは返してやる、大事に持っていろよ。じゃあな！」

　食堂の外に立っていたＤデイー・Ｄデイーの足元に、鈍い音と共にコックが降ってきた。

　地べたに叩たたきつけられたコックを見たＤ・Ｄは、心の中でつぶやいた。

　……かくて、既き得とく権の上にあぐらをかいた老舗しにせは没落し、顧こ客きやくを獲得した新しい店が勃ぼつ興こうする……これ、すなわち市場原理なり。というわけか。

　地面から顔を上げたコックは、口に入った砂を吐き出しながら呪じゆ詛その言葉を吐き出した。

「く、くそ！　てめえら……」

　その顔の前に、コックの帽子が差し出された。

「え？」

　顔を上げると、そこに、Ｄ・Ｄの姿があった。

　Ｄ・Ｄは、正門の方向を指差すと、眉まゆ一つ動かさずに、これ以上は無い、という事務的な口く調ちようで言った。

「お帰りは、あちら」

　コックはＤ・Ｄをにらみつけると、無言で帽子をひったくり、そのまま正門に向かって歩いて行った。

　食堂の中から聞こえてくる歓声と、トリサーの腕前を褒ほめたたえる兵士たちの声を聞きながら、Ｄ・Ｄはうなずいた。

　暴れ馬と仲良くなるには、殴なぐり倒したあとで、美う味まい物を食わせるのが一番いい方法ってわけだ。







　第八章「予兆」







「へっくし！」

　ソバーヌがポケットから出したハンカチで鼻はな水みずを拭ぬぐった。

「お風か邪ぜですか？　局長」

「いや、先日この部屋に積み上げた古い書類の山がかぶっていたホコリが、まだ残っているらしいな」

　メリーダウンがその形の良い眉まゆをひそめて、王国府ふの中にある執しつ務む室を見回した。

「確かに、今でも少しホコリっぽいですよね、この部屋」

　ソバーヌは持っていたハンカチをポケットにしまうと、机の上にある報告書を取り上げて、小さく肩をすくめた。

「まあ、おかげで、こうやってエズオルのスタンピードに関することが少しわかったのだから、多少のくしゃみぐらいは我慢しなければバチが当たるというものだがな……」

　メリーダウンは、中庭にあるエズオルの檻おりを見てつぶやくように言った。

「数万頭のエズオルが、一いつ斉せいに森の中から出てくるなんて、信じられません……でも、八十年前に確かにあった出来事なのですよね」

　ソバーヌはうなずいた。

「八十年前のスタンピードは、きわめて小規模なものだったと記録にある、集まったエズオルも五千頭程度だったらしい。しかし、その五千頭のエズオルのために、一つの地方都市と、周辺にある七つの村が壊かい滅めつ的てき打撃を受け、死者行方ゆくえ不明者は千人を超えた……伝でん承しようによると大規模なスタンピードの場合、出現するエズオルの数は十万とも数十万とも言われている……」

　メリーダウンが息を飲んだ。

「数十万！」

「百年前の大だい粛しゆく清せいにより、正確な文ぶん献けんはほとんど残っていないが、最も大きなスタンピードのときは、このデメララの近くまでエズオルが現れたそうだ。それほどの数のエズオルが現れたら、地方都市は、まず助からんだろう……」

　ソバーヌは腕を組んだまま、机の上にある報告書に目を落とした。

　それは、万一スタンピードが起こったときのために備えて、彼が独断で王国府の中に作った新しい部ぶ署しよがまとめてきた報告書だった。

　この部署をつくることについては、既き存ぞんの関係部署であるエズオル対策部が激しく抵抗したが、ソバーヌはその抵抗を、ほぼ独断で押し切った。

　自己保ほ身しんのために、事実を捻ねじ曲げて報告するような部ぶ署しよに任せておけないという危機感が彼の心の中に生まれていた。

　……本当にスタンピードが起こるのか、起こるとしたらいつ、どこで、どれくらいの規模なのか。誰にも本当のことはわからん。しかし、その可能性があるというのなら、それに備えることは為い政せい者しやの義務だ。

　この報告書を私がとりまとめ、大たい老ろう会議に上げることで、少しでも民衆を災さい厄やくから救うことができれば、それに越したことは無い。

　報告書の一枚目には、八十年前に起こったスタンピードの予よ兆ちようと思われる事案について列記されていた。

　・エズオルが現れる三日ほど前から、馬や牛などの家畜が落ち着かなくなった。

　・森の中で鳴く鳥の声が静かになった。

　・上流で雨が降ったわけでもないのに、川の水が急に濁にごった。

　……ふむ、こういった予兆は、地震の前に犬が鳴いたなどというものと同じで、言われて見ればそうだった。というヤツだ。家畜が落ち着かなくなれば、必ずスタンピードが起きる、という必然の証明ではない。まあ、参考になれば、というところだな。

　報告書の二枚目に視線が移ったとたんソバーヌの視線が険しくなった。

　それは、八十年前のスタンピードが起こった時期に西せい域いき国こくの中でどのようなことが起こっていたのかを対比した一いち覧らん表だった。

　その中に、猩しよう猩じよう熱ねつと呼ばれる熱病に罹り患かんした患者数と、エズオルの被害率の対比があった。

　不ふ思し議ぎなことに、エズオルに家畜や人間が襲おそわれるという事案が増えた年には、この猩猩熱の患者数も増加しており、特にスタンピードの発生した年には、伝染を防ぐため都市間の通行が制限されるほど流行していたらしい。

　……動物の病気が、蚊かなどの昆虫により媒ばい介かいされ、人間に感染するという話を聞いたことがある。もしかすると、この猩猩熱は、もともとはエズオルの病気なのかもしれん。エズオルを刺した虫が人間を刺すことにより病気が人間に伝染したと考えることもできる。

　エズオルの数が増えればそれだけ病気のエズオルも増える。そして、その病気に伝染する人間も増えるということなのかもしれんな。

　ソバーヌの目は、一覧表の他の項目の数字に移った。

　農業の穀こく物もつ生産高……家畜頭とう数すう……これは特に動きは無い。

　漁ぎよ獲かく高……関係ない。

　そして、一覧表の最後の欄らんを見たとき、ソバーヌの目が止まった。

　それは、栽さい培ばいしてる農作物以外の農業生産品。つまり野山に生はえるキノコのようなものの流通量を意味する採さい取しゆ農産物の数字だった。

　スタンピードの起こった年ではなく、その三年前あたりに、急激に数字が増えているのだ。

　その数字は、ほぼ三年ほどのタイムラグをつけて、エズオルの活発化に連動していた。

　ソバーヌは考え込んだ。

　……採さい取しゆ農産物の流通が増えるということは、その年は、森の実りが豊かな年だったということだ。森に生息しているエズオルも飢えることがない。

　そうして飢えることなく繁はん殖しよくしたエズオルが成せい獣じゆうになるのに約三年かかる。これが、この三年のタイムラグだとすると……計算が合うな。

　八十年前のスタンピードの三年前、森で何が起こったのだ？　スタンピードを引き起こすほどエズオルが増えた、その理由は何だ？

　ソバーヌは、報告書から顔を上げると、メリーダウンを呼んだ。

「メリーダウン、済まないが、農林局に連絡し、採さい取しゆ農産物について詳しい人間をこちらに寄こすように伝えてくれないか？　大だい至急だ」

「かしこまりました！」

　一礼して壁かべ際ぎわにある交信機のところに向かうメリーダウンの優ゆう雅がな物もの腰ごしを見ながらソバーヌは、このことは、自分が気がつく前に、誰かが気が付いていたに違いないと考えていた。

　……きっと、誰かが気づいていたのだ。しかし、そのことはこの王国府ふの中にある莫ばく大だいな書類の山のどこかに埋もれてしまったに違いない。

　交信を終えたメリーダウンが、振り向いて微笑ほほえんだ。

「連絡がつきました、採取農産物に詳しい者を向かわせるとのことです」

「そうか、ありがとう」

　うなずいたソバーヌを見て、メリーダウンがつぶやくように言った。

「前任者の方や、歴代の局長を悪く言うつもりはありませんが、なぜもっと早くこういった措そ置ちをとらなかったのでしょう？」

「それは簡単な理由だよ……「禁きん忌き」に触れることを恐れたのさ」

　メリーダウンは怪け訝げんな顔をした。

「スタンピードについて分ぶん析せきすることが、禁忌に触れるようなことなのですか？」

「エズオルの行動を分析し、被害を防ごうとする行為が最終的にたどり着く場所は、人間とエズオルの対決だ。そして、その場所に立つことは禁じられている。私の前任者や歴代の内務局長がエズオルの件から目をそらし続けてきた理由はそこにあるのだろう……」

　メリーダウンは、ぽつりとつぶやいた。

「……禁忌、ですか」

「そう、禁忌だ。なぜそうしなければならないのか？　という疑問ですら禁じられている絶対的な掟おきてだよ……」

　ソバーヌは小さく肩をすくめたとき、部屋のドアをノックする音がした。

「来たようだな……奥の部屋に通してくれ、あと、二人分のお茶も頼む」

「かしこまりました」

　メリーダウンは一礼すると、ドアに向かった。




「大おお葉ばクルミだと？」

　日焼けした若い役人がうなずいた。

「ええ、南部の森林地帯に自じ生せいしている広こう葉よう樹じゆの実です。殻からが薄くて片手でも割れるほどで、主に菓子類の材料にされております。加工されたものはごく普通に流通しております……局長もお食べになったことはあると思いますが？」

　ソバーヌはうなずいた。

「軽く炒いって塩味をつけたものが、酒のツマミとして売られているな……」

「はい、公式の記録には残っておりませんが、言い伝えによりますと、百年に一度、大だい豊作の年があるそうでして、実際に三年前は、大豊作でした。私が調査に入ったのは南西部の森でしたが、大葉クルミの木の下は、足の踏み場も無いほどの実が落ちておりました。非常に保存性が良く、今いま流通している加工品はそのときに採取されたものです」

　ソバーヌの顔つきが変わった。

　……そうだ、そういえば思い出した。三年ほど前に大葉クルミの大豊作という話をどこかで聞いた覚えがある。

「その……大葉クルミの栄養価かはどうなのだ？　やはり高いのか？」

「ええ、脂し肪ぼう分が多く栄養価が高いため、滋じ養よう強きよう壮そうの効果がある、と言われております。ただ、女性がこのクルミを大量に食べますと、内ない分ぶん泌ぴつ器き官かんに影えい響きようを与えるおそれがあるそうです」

「女性の内分泌器官というと？」

　若い役人は、ちょっと照れたように答えた。

「その……排はい卵らんを誘発するらしく、多た胎たい児じを妊にん娠しんすることがある、ということが言われております。この情報は教団から受けた情報なので間違いは無いと思われます……」

　ソバーヌは目を見開いた。

「多胎児だと？」

「はい、二に卵らん性の双そう生せい児じなどです」

　その言葉を聞いたとき、ソバーヌの頭の中で、いくつかの連れん環かんの破は片へんが、大きな音を立てて一つにつながった。

　……間違いない。スタンピードの引き金は、この大葉クルミだ。

　百年に一度、このクルミが大豊作となると、森に住むエズオルはこのクルミを食って繁はん殖しよくする。そしてクルミの影響を受けたメスのエズオルは、双ふた子ごや三つ子を出産するのだ。

　エズオルの数は爆発的に増えるが、クルミは森の中にいくらでもあるから、その増えたエズオルが飢えることは無いし保存性が高いから二年三年は持つのだろう。

　しかし、そのクルミを食い尽くしたとき、エズオルは増えすぎた自分たちの数を生態系けいに合わせた数まで減らす必要に駆られ、そして……淘とう汰たが行われる。

　何万という数の飢えたエズオルが、平地に出てきて、そこで争うのだ。自らの生き残りをかけて。

　それが……スタンピードなのだ。

　青ざめたソバーヌを見た農林局の若い役人は、怪け訝げんな顔をした。

「あの……どうかしましたか？　ご気分でも？」

「あ、いや、なんでもない……」

　小さく首を振ったあとで、ソバーヌは思い出したようにその若い役人に聞いた。

「その……君が実際に森に調査に入ったとき、エズオルの様よう子すはどうだったね？」

「エズオルですか？　あの年は、おとなしいものでした。まあ、考えてみれば森に食い物があふれているわけですから、人間を襲おそう気なんて起こさなかったんでしょう」

　……三年前森にあふれていた、その食い物が、今は無い。

　エズオルたちは、数が増え、そして飢えているのだ。




　農林局の若い役人が帰ったあとの応接室で、テーブルの上に出ていた香こう茶ちやのセットを下げに来たメリーダウンは、ソバーヌの様子がいつもと違うことに気が付いた。

　いつもなら、笑顔を見せて軽口を叩たたくはずのソバーヌが、口を一いち文もん字じに結んでじっと一点を見つめたまま動かないのだ。

　思いつめた表情のまま、ソバーヌは、ぽつりとつぶやいた。

「次の局長会議はいつだったかな……」

「定例会議は来週の月曜日ですが？」

　メリーダウンの答えを聞いたソバーヌは、また黙り込んだ。

　香茶のセットを下げたメリーダウンが、再び応接室に戻ってきたときも、ソバーヌの姿勢は変わらなかった。

　メリーダウンはしばらく迷っていたが、やがて、思い切ったように声をかけた。

「あの……局長？」

　ソバーヌは、ゆっくりと顔を上げた。そしてメリーダウンの顔を見ると、静かに言った。

「私は……局長では、なくなるかもしれんよ」

「局長？」

　驚くメリーダウンに向かってソバーヌはうなずいた。

「私は、今度の局長会議で、自分の職をかけて提言を行うつもりだ。西せい域いき国こくは、国民を守るために、今こそ教団の禁きん忌きに対し異い議ぎを申し立て、エズオルと闘うべきだ、とな……」







　第九章「隊長の器」







　西せい域いき国こくの地方都市は、王が定めた世せ襲しゆうの総そう督とくによって治められている。

　工こう房ぼう都市グレンダランは、上級士族セツクの名家であるホーフブロイ家が、四代にわたって総督を務めていた。

　この日の夕方、総督の屋や敷しきの中庭では、グレンダランに配置されている国防軍の百人隊長の就しゆう任にんを祝う立食パーティ形式の祝しゆく賀が会が、行われることになっていた。

　祝賀会という呼び名であったが、その正体は、

『デメララから派遣されてきた、下級士族デミセツク出身の百人隊長、それも二は十た歳ち前。という、世にも珍しいシロモノを、みんなで見る夕べ』

　であることは、間違いなかった。

　ケリンと共に、総督の邸てい宅たくの控え室に通されていたＤデイー・Ｄデイーは、デメララであつらえたばかりの国防軍の礼服を着込んでいるケリンを見て、ため息混まじりに言った。

「……やっぱり板についてねえな」

「お互い様だ。お前だってちっとも事務官らしくねえぞ」

「まあ、当たり前だな。俺もお前も根っからの軍人として鍛きたえられたわけじゃない。俺たちは軍人の制服を着て、コスチュームプレイを楽しんでるド素人しろうとみたいなものなんだからな……」

　Ｄ・Ｄはそこで言葉を切ってから、不安そうな目でケリンを見て言葉を続けた。

「このパーティは、そのド素人がドジを踏むところを見て喜ぶためのものだ。うまくやれ、とは言わないが、馬鹿だけはやめろよ」

　ケリンはＤ・Ｄを正面から見て聞いた。

「Ｄ・Ｄ、ひとつ聞いてもいいか？」

「何をだよ」

「お前、俺を馬鹿だと思ってンだろう？　俺も俺のことを馬鹿だと思ってる。その自じ他た共に認める馬鹿に向かって、馬鹿をやめろってェのは、自分をやめろってことだぞ」

「そりゃあそうだが……」

「取り繕つくろったって仕方ねえ、俺は俺で通すさ」

　ケリンが笑ったとき、総督の侍じ従じゆうらしい白はく髪はつの老人が控え室の中に入ってきて一礼すると、静かに告げた。

「準備が整いました。皆様がお待ちです、どうぞ」




　グレンダランの総そう督とくセレス・ホーフブロイは、背せ筋すじを伸ばした初しよ老ろうの背の高い男だった。

　デメララの街では数少ない有機交こう流りゆう照明装置に照らされた中庭のつきあたりに立つその男を正面から見つめ、胸を張ってケリンは歩いた。

　中庭に着飾って居並んだ上級士族セツクや、その妻たちなどの、いわゆる先せん祖ぞ代だい々だいの特とつ権けん階かい級きゆうに所属する人々にとって、自分という存在が、エキサイティングな見み世せ物もの以外の何物でもないということを、ケリンは知っていた。

　しかし、ケリンにとって人々が、自分の失敗を望んでいるのか、それとも成功を望んでいるのか、などということはどうでもいいことだった。

　……俺は、失うものは何もねえ。だから背伸びするつもりもなけりゃ今の場所にしがみつくつもりもねえ。やれることを、目め一いつ杯ぱいやってみる。それだけのことさ。

　ケリンは、セレス総督の前に立って敬けい礼れいすると、下したつ腹ぱらに力を入れて名乗った。

「西せい域いき国こく国防軍南なん部ぶ州しゆう方面派は遣けん軍グレンダラン駐ちゆう屯とん地ち指令、百人隊長、ケリン・ミルダモン、お招きにより参さん上じよういたしました」

　セレス総督は、答とう礼れいを返したあとで、鷹おう揚ようにうなずいた。

「遠えん路ろはるばるご苦労なことでした。この祝しゆく賀が会は、このグレンダランの名のある方々と君との親しん睦ぼくを深めるためのものだ。肩かた肘ひじ張らずに、ゆっくり楽しんでいきたまえ」

「ありがとうございます」

　ケリンは白い歯を見せて笑った。

　その笑顔を見たとき、セレス総督は、自分の中で抱いていたケリンの印いん象しようと大きく違うことに少し驚いていた。

　セレス総督のところに事前に入っていた情報では、ケリン・ミルダモンとは、デメララで反乱事件を起こした下級士族デミセツクの乱暴者の父親を持ち、自らも不良少年の親おや玉だまに居座って、悪の限りを尽くしていた問題児であり、国防軍の恥ち部ぶと言われている六三三銃じゆう士し隊たいの隊長に任命したのは、毒をもって毒を制すためだ、ということになっていたからである。

　去ってゆくケリンの後ろ姿を見てセレスは思った。

　……この若者は、悪人では無い。確かに乱暴者かもしれんが、策さく略りやくをめぐらして人を陥おとしいれたり、人が苦しんだり困ったりする姿を喜びと感じるような気質とは無む縁えんの男だろう。

　そう、叩たたき上げで百人隊長にまで登りつめたデミセックの男たちに共通する何かがある。

　……こういった若者を見なくなって久しいな。

　グレンダランの総督職しよくとして四代続いた名門、ホーフブロイ家の四代目当とう主しゆであるセレスは、自分が野生児のようなケリンの真っ直ぐさに、心のどこかで羨せん望ぼうを抱いていることに気がついていた。

　自分の力を信じ、伸びていく木々と、親の残したツルに身をあずけねば伸びることのかなわぬ蔓つる草くさとの違いかもしれんな……。

　やがて、形式的な挨あい拶さつとセレモニーが終わって、パーティは懇こん談だんに移った。

　パーティの主しゆ賓ひんであるケリンの周りには、デメララの名士たちが集まり始めていた。

　……下へ手たなことを口走らなきゃいいが、あいつ、根が正直というか馬鹿だからなあ。

　内心の焦りを顔に出さぬように、早足でケリンに近づいたＤデイー・Ｄデイーの耳にケリンと、どこかのマダムらしい女性との会話が届いた。

「お若すぎて、とても隊長さんに見えませんわね、軍服を着ていても、まるで兵隊ごっこをおやりになっているみたいですこと」

　ケリンの周りにいた着飾った女性や、礼服を着た男たちが声を立てて笑った。

　その笑い声の中に、はっきりと嘲ちよう笑しようの色を聞き取ったＤ・Ｄの顔色が変わった。

　……キレるなよ、ケリン。そんな言葉、適当にあしらえばいいんだ。

　Ｄ・Ｄの意思が伝わったかのように、ケリンは微笑ほほえんで見せた。

「ええ、マダム。軍服が似に合あわなくて当然です。私は軍人のコスチュームプレイをやっている若わか僧ぞうですから」

　ケリンの答えを聞いた周りの名士たちは爆笑した。

「コスプレですと？　こりゃあいい！」

「軍人のふりをしたニセモノということか！」

「いや、まったくその通りですな！」

　その、あざ笑う名士たちを見回して、ケリンはしれっと続けた。

「もっとも、コスプレが、何かになりきるって意味なら、俺はなりきって見せますけどね。国防軍の隊長ってヤツにね。身も心もなりきって、責任を果たす。求められていることは、それだけのことじゃねえのかな？」

　ケリンをあざ笑った名士たちの顔に、一瞬戸と惑まどいの表情が浮かび、やがて、それはむっとした表情に取って代わった。

「それだけのこと？　世せ間けん知らずの若者はいいな、言うだけなら誰だってできる！」

「夢を語るだけなら誰だってできますわよねえ、夢を語るのに根こん拠きよは必要ありませんもの」

　ケリンは、笑いながら頭を下げた。

「いやあ、気を悪くしたのならすみません。今まで会ったセックの連れん中ちゆうには、警備隊ガーデイアンの分ぶん署しよ長ちようの制服着てバッジつけていても、分署長の立場より自分のことを優先するヤツとか、仕事先では立りつ派ぱな人間のふりをしていても、家に帰れば自分に逆さからえないことをいいことに下働きの使用人をいじめたりする、本職のくせに、コスプレなりきり人間以下のヤツが結けつ構こういやがったからなあ……あはははは」

　その場にいた人間全員の顔に赤黒い怒りの色が浮かんだ。

　中年の高官らしい男が、押し殺したような声で言った

「なんだと？　……不良のガキの分ぶん際ざいで知ったようなことを……」

　やりとりを聞いていたＤデイー・Ｄデイーは、思わずため息をついた。

　……相手をキレさせてどうする。

　そのとき、Ｄ・Ｄの脇から、ずい、と体を乗り出した男がいた。

　若い頃に体術などで鍛きたえた名残なごりなのだろう、がっちりとした肩かた幅はばを持つその中年の大男は、ケリンの正面につかつかと進み出ると、そこでケリンを見下ろした。

「あれはタラモア総そう隊長か？」

「ああ、間違いない、グレンダランの警備隊ガーデイアンの総責任者だ」

　自分の周りに立つ人間から、漏れ聞こえてきたささやき声を聞いたＤ・Ｄの顔から、血の気が引いた。

　……警備隊総隊長だって？　不良の天てん敵てきじゃないか！　ケリンから見れば、一番苦にが手てなヤツだぞ。

　タラモア総隊長と呼ばれた男は、しばらく黙ったままケリンの顔を見ていたが、やがて、顔に微笑を浮かべた。

「いや、まったくケリン殿の言うとおり。制服なんてものはどこの誰が着ようと関係ない、ようは制服が求めている責任を果たせるかどうか。それだけのことなのですな。不ふ肖しようこの私も、警備隊の制服を着てバッジを着けていながら、その制服とバッジにふさわしい行いをしているかと問われれば冷や汗ものですわ！　あなたが二は十た歳ち前の若者だろうが、デメララの元もと不良少年だろうが、そんなことは関係ない。部下の前に立ったとき、百人隊長の仕事ができれば良いだけのことです……」

　そして、タラモア総隊長は真剣な目をしてケリンの肩を叩たたいた。

「お前さんが百人隊長のコスプレイヤーになりきってもらわんとわしが困る……部下どもをしっかり抑えてくれ、このデメララで起きる喧けん嘩か騒ぎの半分は国防軍の隊員がらみだからな」

　ケリンはうなずいた。

「ええ、今後ご迷めい惑わくをおかけしないように言い聞かせます。ぶん殴なぐってでも……今のところ殴り合いで俺と互ご角かくなのは、ハンキーぐらいのものですから」

　ケリンの言葉を聞いたタラモアの目が丸くなった。

「ハンキーと互角？　ハンキーと言うのは、あのハンキー・バニスターですかな？　遠い先せん祖ぞにエズオルの血が入っているとか言われている……」

「ええ、エズオルと素す手でで殴り合いをしても勝ちそうな、あのハンキーです」

　ケリンとタラモアの会話を横で聞いていたＤ・Ｄは、思わず納なつ得とくしてしまった。

　……今いま頃ごろくしゃみしているかもしれないな、あのおっさん。

　最初にケリンを取り囲んでいた連れん中ちゆうは、タラモアが、ケリンを認めたのを見ると軽い失望を顔に浮かべて、ケリンの周りを離れ、それに代わって、次の連中がケリンを取り囲み始めた。

　その中にいた実直そうな中年の男が右手を差し出してケリンに握手を求めた。

「君のような若者が、百人隊長に任命されたと最初に聞いたときは、信じられなかったが、タラモア隊長の話を聞いて、納なつ得とくしたよ。言われてみると確かに君の言うとおりだな。肩書きに恥ずかしくないだけの仕事をしているかどうか、それを自分に問わぬ者は、君の言うところのコスチュームプレイヤー以下だ」

　ケリンは、その手を握って左手で頭を掻かいた。

「いえ、こんなのは親父おやじの受け売りです、それに口くち先さきでは何とでも言えますから……」

　中年の男は力強く手を握ったあとで、微笑ほほえんだ。

「たとえ口先でも……君の若さで、それが言える人間はそうおらん。楽しみにしているよ」

　ケリンのもとに集まりだした人々の顔ぶれを見回したタラモアは、小さくうなずくと、その場を離れて、セレス総そう督とくのもとに近づいた。

　セレス総督は、タラモアと視線を合わせると、微笑を浮かべて言った。

「今日の主しゆ賓ひんは、なかなか面白いな」

「最初に彼の周りに集まった連れん中ちゆうは、見事なしっぺ返しを食らいましたな……人を嘲あざ笑わらうことを娯ご楽らくとか、特権だと信じているような人間には、かなり効いたのではないですか？」

　総督は、目に見えぬほどの動きで肩をすくめて見せると、小こ声ごえで答えた。

「それが効くようなら、最初から他人を嘲ちよう笑しようしたりはしないよ。残念なことに人間には器うつわというものがある」

「確かに……器で言えばあの青年の方がはるかに上でしょうな」

　総督は、小さく首を傾かしげた。

「言葉で言えば、粗そであるが、決して卑ひではない。というところかな……」

「あの銃じゆう士し隊たいがどう変わるか、少し楽しみになってきましたな」

　総督は、ちょっとイタズラっぽい目でタラモアを見た。

「君にとっては、かなり切実な問題だな、それは」

　総督の邸てい宅たくの中庭で、グレンダランの行政と司し法ほうをつかさどる二人の男が笑いあったそのとき、中庭に警備隊ガーデイアンの制服を着た一人の男が飛び込んで来た。

　視界の中に警備隊の制服を捉とらえたタラモアは、総督に一礼してその場を辞じすと、ゆっくりと部下のところに向かった。

「何事だ？」

「喧けん嘩かです、国防軍と、鉱こう夫ふとが集団で！」

　タラモアは目を見開いた。

「なんだと？　ひどいのか？」

　部下はうなずいた。

「双そう方ほう合わせて約二百人の乱らん闘とうです、手に負えません！」

「わかった、ここには国防軍の隊長も来ている、一緒に現場に向かおう」

　タラモアは、そう言うと、ケリンのもとに向かって足を速めた。




　現場は、グレンダランの旧きゆう市街地にあるレンガ造りの大きな酒さか場ばだった。

　百年ほど前に、この開かい拓たく地に建てられたビールの醸じよう造ぞう工場の一角をそのまま酒場に改装したもので、羊よう肉にくの焼肉とビールが飲み放題のセットが人気メニューの一つである。

　ぐわらがらがっしゃーん！

　ケリンの見ている前で、窓をぶち割って一人の男が放り出されて来た。

　灰色のランニングシャツを着たその男を見た警備隊ガーデイアンの隊員が、ケリン言った。

「あれは、鉄てつ鉱こう石せきを運ぶ作業員です。腕うでっ節ぷし自慢の荒くれどもですよ」

　酒場の中からは、皿が割れる音、机が折れる音、殴なぐる音、蹴ける音、わめく声、叫ぶ声、悲鳴、そして、なぜだかとっても楽しそうな笑い声などが入り混じった、わんわんと響ひびく音が聞こえている。

　その物音を聞いたケリンは目を輝かせた。

「すげえ！　こんな喧けん嘩か見るのは初めてだ！」

　ケリンはいきなり着ていた礼服の上着を脱ぎ捨てると、酒場の中に飛び込もうとした。

「よーし、いくぜぇ！」

「ちょっと待て！　不用意に飛び込むな！」

　慌あわてて抱きとめたＤデイー・Ｄデイーを振り返って、ケリンが口を尖とがらせた。

「不用意って……何か用意するものでもあンのかよ！」

「そう言われれば……無いよな」

「だったら構やしねえだろうが！」

「あ、いや、やはりこの喧嘩の原因を調査してからだな……」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いていた警備隊の隊員が横から答えた。

「ああ、原因なら判明してます、店のマスターとウェイトレスの女の子から聴ちよう取しゆしてあります。なんでも喧嘩の原因は。作業員たちが、酒を飲んでいた国防軍を税金泥どろ棒ぼうだの猟りよう師し以下だのと馬鹿にしたのがそもそもの始まりらしいですな」

　ケリンは勝ち誇ったように言った。

「これで用意は終わったな、もう不用意に飛び込むことにならねえだろ？」

「そりゃあそうだが、飛び込んでって……どうやって止めるんだこんな騒ぎを！」

　ケリンは胸を張った。

「両方殴なぐる！　ぐうの音ねが出ねえまでぶん殴る！　俺は親父おやじからそう聞いた！」

　Ｄ・Ｄは目を見開いた。

「この中には二百人いるんだぞ！」

「なに、二百発殴ればいいだけのことだ！」

　ケリンはそう言い残すと、くるりと背を向けて酒さか場ばの中に飛び込んでいった。

「いやっほーい！　ケリン・ミルダモンただいま参さん上じよう！　この喧けん嘩か俺が買ったあ！」

　ケリンの叫び声が聞こえるのと同時に、酒場の中から聞こえる破壊音……物と人間の……その音が急に大きくなった。

　Ｄデイー・Ｄデイーは酒場の中を覗のぞき込んだ。

　酒場の中央には大きなフラスコのような形をした銅の蒸じよう留りゆう釜がまが置かれ、その周りには、かつてテーブルだったであろう木片がうずたかく積まれている。

　テーブルや椅い子すが片付けられた……もしくはバラバラにされたために出来た広い空間の中で、ケリンが舞っていた。

　一いち撃げき一撃ごとに、人が吹っ飛び、地べたに転がって行く。

　あっけに取られていた荒くれどもが、我に返ったのだろう、雄おたけびをあげてケリンに飛び掛った。

　そのとき、ハンキーが叫んだ！

「てめえら！　ぼけっとしてねえで隊長を助けろ！」

　隊員たちは、はっとすると、再び荒くれどもに飛び掛かった。

　ケリンは一瞬困こまったような顔になったが、すぐに楽しそうに笑って言った。

「両方ともぶっ飛ばすつもりだったけど……まあいいや。これはこれで面白れえ！」

　大乱闘が一段と激しさを増すのを見たＤ・Ｄは、ため息をついた。

　火を消す方法には、水をかけるのと、叩たたき消すのと……そして全部燃もえ尽きるのを待つ、という方法があるが……そう言えばもう一つあるのを忘れていた。

　火元に爆ばく薬やくを放り込んで、爆ばく風ふうで消すって方法だ。

　確かに火は消えるけど……あとは知らねえぞ。




　騒ぎはそれから一時間ほど続き、そして、やっと収まった。

　双方の関係者は全員警備隊ガーデイアンの詰め所に連行され、そこで取り調べを受けたが、やがて明け方近くになって解放された。

　東の空が白くなり、グレンダランの市街地のあちらこちらから雄おん鶏どりが上げる時の声が聞こえてくる中を、国防軍の連れん中ちゆうがぞろぞろと隊たい舎しやに戻って来た。

　右目の周りに青あざを作ったプラットというチンピラ風の隊員が目の前を歩くハンキーに聞いた。

「ハンキー隊長、なんでオレたち帰されたんですか、いつもなら三日は留りゆう置ちされるのに」

「さあな……よくわかんねえけど、酒場のマスターが届け出を引っ込めたからだとかなんとか警備隊の偉いのが言ってたぜ」

「へえ……なんで引っ込めたんだろう？　俺たちに借りがあるわけでもねえのに……」

　そのとき、ハンキーが急に足を止めた。

　プラットがその背中に、どん、と突き当たった。

「あ痛て！　なんすか？　急に止まったりして……」

　ハンキーは、驚いたように言った。

「門の前に誰かいるぜ……誰だありゃ」

「ありゃあ……ケリンじゃねえですかい？」

「そうだ、ありゃあケリンだ、酒さか場ばですげえ戦い方見せてくれたケリンだぜ！」

　隊員ががやがや言いながら門に近づいてくるのを見たケリンは、にやっと笑って見せたあと、腹の底から声を張り上げた。

「第六三三銃じゆう士し隊たい！　せいれぇえええっつ！」

　その声を聞いた隊員は電でん撃げきに打たれたように走り出して、ケリンの前に三列横おう隊たいに並んで直立不ふ動どうの姿勢を取った。

　隊員たちの前に立ったケリンは、イタズラ小こ僧ぞうのように白い歯を見せて笑って言った。

「諸君！　大おお喧げん嘩かご苦労！　この喧嘩で、ぶっこわした食器、机、んでもってダメになった食い物と酒、全部この隊で弁べん償しようすることでけりがついた！　でもな俺は……相手の怪け我がの治ち療りよう費はびた一いち文もん支払わねえつもりだ！　なぜかわかるか？」

　ケリンが隊員たちの顔を見回すと、怪け訝げんな視線が返ってきた。

「怪我の治療費は悪い方が払うって決まってるからだ！　この喧嘩、俺たちは悪くねえ！　そうだろう？　みんな！」

　隊員たちは、あっけにとられた。

　喧嘩両りよう成せい敗ばいという言葉がある。大たい概がいの喧嘩は、その論理で処分される。

　まさか、隊長であるケリンが、自分たちは悪くないと言いきるとは思ってもみなかったに違いない。

　ケリンは、その呆ぼう然ぜんとしている隊員たちを見回して言った。

「確かに俺たちは税金で食わせてもらってる！　でもよ、その金が無む駄だ金なのか無駄じゃねえのか、それを決めるのは俺たちだ！　俺たちはイザというときに真っ先に矢や面おもてに立つ気き概がいがある！　それが誇りだ！　言わせたいヤツには言わせておけ！　医者も警備隊ガーデイアンも俺たちも、ヒマなのが一番なんだ！　もし、この先さき俺たちのことを税金泥どろ棒ぼうだと言うヤツがいたら、こう聞いてやれ！　『わかりました、ではこれから税金分の働きをします！　本当にいいんですね？』……とな！」

　大爆笑が起こった。

　その笑顔を見回してケリンはもう一度声を張り上げた。

「今回の喧嘩、俺があずかった！　文句はねえな！」

　隊員たちは無言でケリンを見つめていた。

　その目には、信頼と、そして感謝の色があった。

　それは彼らがこの五年間一度として浮かべたことのない色だった。

　ハンキーが大声で号ごう令れいをかけた。

「総員！　ケリン隊長にぃぃぃい敬けい礼れいッ！」

　その場にいたすべての隊員が、踵きびすを合わせてケリンに敬礼した。

　答とう礼れいを返したケリンは小さくうなずいた。

「よーし解散！　風ふ呂ろに入って寝ろ！　訓練は午後一時から開始だ！」

　三列横おう隊たいを作っていた兵士たちは、笑ったり、喧嘩の自慢話をしながら、がやがやと兵へい舎しやに入って行った。

　それを見送っていたケリンの横にＤデイー・Ｄデイーが近づいて小こ声ごえで聞いた。

「大丈夫なのか？　ぶっ壊した酒さか場ばの弁べん償しよう代金はよ……今、手元にある予算でかつかつだぜ」

　ケリンは肩をすくめて言った。

「なに、ヘイグの隠かくし金、ふんだくり返せば大丈夫だ……明日にでも銀行に行こうぜ」

「まあな、あれだけの金があれば、あの酒場の弁償代くらいへでもないよな……」

　ケリンとＤ・Ｄがそんな会話を交わしていたその頃。

　兵舎から、一人の男が抜け出して、塀へいを乗り越え朝もやの中に消えて行ったことに、誰も気づかなかった。




　その日の朝、ケリンはいきなりＤ・Ｄに叩たたき起された。

「ケリン！　起きろ！　一いち大事だ！」

　ベッドの上で寝返りを打ったケリンは、眠そうな目を開くと、不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「なんだよ、まだ早いじゃねえか、夕べ大暴れしたんで、身体からだが痛えんだ……」

「筋肉痛だろうが何だろうが起きてもらわなきゃ困る！　この隊の一大事なんだ！　存そん亡ぼうの危機だぞ！」

　Ｄ・Ｄの口く調ちように、切せつ迫ぱくしたものを感じ取ったケリンは、むくっと起き上がると、怪け訝げんな顔をして聞いた。

「存亡の危機？　……戦争でも起こったのか？」

　Ｄ・Ｄは、首を振った。

「いや、違う。脱走だ！　ヘイグがいなくなった！」

「ヘイグが？」

　……それが、どうして銃じゆう士し隊たいの存亡の危機なんだ？　と聞こうとしてケリンは思い出した。

　そうだ、確かヘイグのやつが、ずっとこの隊の経理を担当していたんだっけ。

　その人間が脱走したということは……。

　そのときケリンの頭の中に浮かんだ光景は、ヘイグが金庫を抱えて逃げていく姿だった。

　ケリンは目を見開いた。

「……まさか、ヘイグの野や郎ろう、隊の金庫を持ち逃げしたんじゃねえだろうな！」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首を振った。

「いや、金庫は無事だ」

「なんだ、そうか……」

　ケリンが、ほっとするより早くＤ・Ｄが言葉を継いだ。

「しかし中身が無い」

「馬鹿野郎！　それを早く言え！」

「お前は金庫のことしか聞かなかったからな。事実は正確に伝えるべきだと思っただけだ」

「落ち着いている場合か！　被害額はどれくらいになる？　……というより、今の俺たちに残っている金は、どれくらいだ！」

　Ｄ・Ｄは眉まゆをひそめた。

「調べてみないとわからんが……兵士に払う今月分の給料は無いと思っていい」

「なんだって！」

　ケリンの目は完全に覚めた。

「給料と食い物、この二つが揃そろわなけりゃ、人は動かねえって親父おやじが言っていたけど、そのとおりだ。どうする？」

「その件だが……食い物の方も怪あやしくなった。ヘイグの野郎、根こそぎかっさらっていきやがったみたいなんだ。隊の予算から食費から全部。俺がヤツの口こう座ざや不動産を差し押さえるために動いていたことに気づいたらしい」

　……メシも食えないとなったら、逃げ出す連れん中ちゆうも出てくるだろう……いや、それより前に、犯罪に走ることだってありえる。人間という生き物は、食うためなら何だってやる生き物だ。俺はデメララの下町でそれをこの目で見てきた。

　ケリンはＤ・Ｄに聞いた。

「来月分の予算の前借りはできねえかな？　総そう督とく府ふに頼み込んで……」

「それは、俺も考えた。でもそれをやれば、この事実を公表するようなものだぞ、部下を不安に陥おとしいれるだけだ」

「でもよ、目の前に先立つものが無けりゃ、メシだって作れねえんだぞ！」

　Ｄ・Ｄが小さく首を振った。

「二、三日なら、何とかする、ってトリサーが言ってくれた。んでもって、来週の末には来月分の予算が振り込まれるはずだ。だから、この一週間ほどをしのげば、なんとかなるんだ。ヘイグをとっ捕つかまえることを最さい優先するのは当然だが、捕まらなかったときのことを考えておくべきだと思うぞ」

　ケリンはベッドの上にあぐらをかくと、腕を組んで考え込んだ。

　どっかから金を借りてくるとしたって、担たん保ぽになるものも何もねえよな。あるのは装備品の長ちよう銃じゆうくらいのものだが、いくらなんでも装備品をカタにするわけにはいかねえ。

　……待てよ、考えてみれば、働き盛りの男が百人いるんだから、あいつらを働かせれば、食い扶ぶ持ちぐらい稼げるんだよな。

　ケリンは顔を上げた。

「Ｄデイー・Ｄデイー、国防軍の兵士はアルバイト禁止だよな」

　Ｄ・Ｄは目をむいた。

「当たり前だ！　国防軍は国のために働く兵士だぞ！　副ふく業ぎようなんか許されるはずが無いだろうが！　れっきとした規則違い反はんだ！」

「でもよ、背せに腹はらは代えられないって言うじゃねえか、自分たちの食い扶持を稼ぐためなら許されるんじゃねえのか？」

　ケリンの言葉を聞いたＤ・Ｄは、ぶんぶんと音がするほどの勢いで首を振った。

「馬鹿なことを言うなケリン！　誰がなんと言い訳してもそれは規則違反だ。軍務局に知られれば文句なしで軍ぐん法ぼう会議にかけられることになる！」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いていたケリンは、しばらく黙ったままだったが、やがて、ぽつりとつぶやいた。

「そうか……軍務局に知られたら軍法会議なのか……」

「そうだ、知られたら間違いなく軍法会議にかけられる。最悪の場合は銃じゆう殺さつ刑けいだ」

　ケリンはにやっと笑った。

「それは……知られたら、の話だろう？」

　Ｄ・Ｄの目が点になった。

「まさか……お前……」

　ケリンのにやにや笑いが大きくなった。

「お前、昔、言っていたじゃねえか。律りつ令りよう全集の最初のページには、目に見えない文字でこう書いてある……『悪事は露ろ見けんしない限り悪事ではない・善ぜん行こうもまた然しかり』って」

「俺はそんなこと言った覚えは無いぞ！」

「お前に言った覚えがなくとも、俺は聞いた覚えがある。ヘイグの横おう領りようの件は、すぐに警備隊ガーデイアンに届け出しておいてくれ、俺はこれからすぐに行かなきゃならねえところがあるから」

　そう言ってベッドから飛び降りたケリンにＤ・Ｄが聞いた。

「行くところって……どこだ？」

　ロッカーを開けて私服のシャツを取り出しながら、ケリンは答えた。

「職業安定所……ちょっと前まで口くち入いれ屋って呼ばれていた場所さ」




　そして二時間後、国防軍の駐ちゆう屯とん地ちに帰ってきたケリンの話を聞いたＤ・Ｄは目め一いつ杯ぱい怪け訝げんな顔をした。

「アルバイトの猟りよう師しだと？」

　ケリンは大きくうなずいた。

「ああ、そうだ。何でも南の村でエズオルが暴れていてな、本職の猟師たちはみんなそっちに行ってしまっているので、荷に馬車の護ご衛えいをする人間が必要になっているらしいんだ。このアルバイトは、グレンダランじゃあ猟りよう銃じゆうを持っている士し族ぞく連れん中ちゆうの、いい小こ遣づかい稼ぎらしいぜ」

「小遣い稼ぎって言ったって、どうするんだ？　まさか国防軍の連れん中ちゆう全員にやらせるわけにもいかないぞ」

　私服を国防軍の制服に着替えながらケリンはうなずいた。

「全員でこのバイトができれば、いい稼ぎになるんだが、さすがにそんなことをすりゃあ、一発でバレるからな、ここはひとつ有志を募つのることにしよう」

「有志ねえ……」

　難しい顔をずるＤデイー・Ｄデイーにケリンは聞いた。

「俺のことより、金を持って逃げたヘイグの件はどうなった？」

　Ｄ・Ｄはもっと難しい顔になった。

「警備隊ガーデイアンのタラモア隊長に相談して。部下の人を使っていろいろ調べてもらったんだが、夕べから今日にかけて、グレンダランを出た鉄道馬車の乗客や、城門を出た乗り合い馬車の乗客に、それらしい人間は乗っていなかったって話だ。もっとも荷馬車の荷物に紛まぎれ込んだり、裏うら門もんとか通用門とかから歩いて外に出ようと思えばいくらでも街の外に出ることはできるそうだ」

「ようするに、ヘイグに持ち逃げされた金が返ってくるのは望み薄ってことか」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

　制服に着替え終わったケリンは、Ｄ・Ｄに向かって微笑ほほえんだ。

「じゃあ、早く有志を募りに行こうぜ、俺とお前だけじゃとても手が足りねえだろ？」

　Ｄ・Ｄは目を見開いた。

「おい、今なんて言った？　俺とお前って……俺もかよ！」

「当たり前だ、お前だって身分は士族だろう？　銃を持てるなら立りつ派ぱな稼ぎ手だ、しっかり働いてもらうぜ！」

　ケリンはそう言いながらＤ・Ｄを引きずるようにして、駐ちゆう屯とん地ちの中に土ど嚢のうを積み上げて作られた射しや撃げき訓練場の中で訓練している隊員たちのところに向かった。

　銃じゆう士し隊たいの持つ長ちよう銃じゆうは、銃身の先から発射用の火か薬やくと弾だん丸がんを込めて発射する先込め式であり、一発発射すると、再び火薬と弾丸を銃身の先から込めなおさねばならない。発射速度を上げるには、この一連の動作を早く正確に行うことが必要だ。

　戦場において、銃士隊に求められているのは、命めい中ちゆう率りつを上げることよりも、弾だん幕まく射撃を展開することであり、それはつまるところ一いつ定てい時間内にその戦場に、どれだけ弾丸を叩たたき込むことができるかという技術である。

　その技術を向上させるには、銃の装そう填てんと、射しや撃げきの動作を反復して身体からだに覚えさせる必要があるため、射撃訓練は週に四日以上行うこととされていた。

　パッカーン！

　パッカーン！

　駐ちゆう屯とん地ちの中庭に、乾いた破裂音が響ひびいていた。

　火か薬やくの破裂音が、一いつ瞬しゆん詰まったように聞こえたあとで、大きく響ひびく、というこの銃声は、銃の中で爆発した褐かつ色しよく火薬のガスが、長い銃身を通って銃口から弾だん丸がんと共に飛び出すまでに一瞬のタイムラグが生じるために起きる、長ちよう銃じゆう特有の銃声だった。

　射撃場の手前に掘られた塹ざん壕ごうの中で、銃じゆう士したちが、銃を撃うっては手早く装填する動作を繰り返しているところにケリンとＤデイー・Ｄデイーが近づいてくるのを見たハンキーが、右手を上げて叫んだ。

「撃ち方やめぇえええ！　銃を立てろ！」

　ハンキーの号ごう令れいを聞いた銃士たちが射撃を中止して銃を立てるのと同時に、射撃場が静かになった。

　ケリンとＤ・Ｄの前にやってきたハンキーは、敬けい礼れいしてから胸を張ってにやっと笑った。

「一番隊五十名の腕うで前まえを見に来たってぇわけですかい？　ここしばらくまともな訓練していなかったっすから、ちょっくら腕がなまっちまったっすけど、御ご安心下せえ、すぐにカンを取り戻して見せまさあ……」

　そして、ちょっと声を潜ひそめてハンキーは続けた。

「夕べのうちにヘイグが、デメララの軍ぐん令れい部に報告に行ったって、さっきそこのＤ・Ｄさんから聞きましたが、何の報告に行ったんですかい？」

　……そうか、ヘイグが金を持って逃げたことが知られないように、Ｄ・Ｄがそう言ってごまかしているんだな。

　ケリンは、ハンキーを安心させるように微笑ほほえんだ。

「なに、俺が無事に着任したことと、老ろう朽きゆう化かした兵へい舎しやとか設備とかを修しゆう繕ぜんするための予算の請求に行ったんだ。この五年間ほったらかしにされてたからな。それよりもハンキーの指し揮きする一番隊の中で一番射撃の腕が立つのは誰だい？」

「射撃の腕って言いますと、早はや撃うちですかい？　それとも当て方ですかい？」

　早撃ちというのは連れん射しやのスピードを言い、当て方とは命めい中ちゆう率りつを言う。

　ケリンは一瞬考かんがえたあとで、あっさりと言った。

「んーと、その両方」

　ハンキーは考え込んだ。

　弾だん薬やくの装填と発射を人より早くできる人間は、それだけ狙いが甘くなる。そして逆に狙いがしっかりしている人間は装填が遅い。その両方を兼ね備えた人間となると、装填速度は人並みで、命めい中ちゆう率りつの良い人間を選ぶことになるな。

「アボット・チョイス伍ご長ちようですかね、当て方の腕は良い方ですよ」

「じゃあ、その人を呼んでくれねえか？　俺と一緒に猟りよう師しの手伝いをやって欲しいんだ」

　ケリンの言葉を聞いたとたん、ハンキーの顔から微笑が消えた。

「今……何て言いました？」

　ケリンはハンキーの表情の変化に気がついていたが、自分の言った言葉の意味がわからぬまま答えた。

「ああ、猟師の手伝いさ、エズオルから荷に馬車を守る仕事を手伝ってもらおうと思ったんだ」

　ハンキーは、怒りを抑えるような口く調ちようで言った。

「ケリン隊長さんよ、あんたの親父おやじさんが俺の命の恩おん人じんでなけりゃ、今いま頃ごろお前さんを殴なぐり倒しているところだぜ……」

「え？」

　驚いたケリンに向かって、ハンキーは言葉を続けた。

「俺たちは、士し族ぞくの風かざ上かみにも置けねえ貧びん乏ぼう人にんと、はみ出し者の集まりだ。でもな、国防軍の隊員だって誇りだけは捨ててねえ。俺たちが銃を持って、銃を撃うつのは、王と国民と国土を守るためだ。食うために銃を持って食うために銃を撃つ猟師と一緒にしねえでくれ！　猟師は平へい民みんでもなれる。でもな、国防軍は士族にしかなれねえんだよ！」

　……しまった！。

　ケリンは、父親の忠ちゆう告こくを思い出した。

　このグレンダランに赴ふ任にんするとき、王おう都と国防軍の五十人隊長だった父親から、一般銃じゆう士しは、猟師呼よばわりされるのを、一番嫌いやがるということを聞いていた。

　……そうだ。あのとき親父は言ったんだ。

『グレンダランの六三三銃士隊の連れん中ちゆうは、この西せい域いき国こくの銃士隊でも最低の連中が揃そろってる。でもな、あいつらだって士族の誇りは持っている。ヤツらにしてみれば、それが無けりゃただのクズだ、それだけが拠より所と言ったっていい。だから同じように長ちよう銃じゆうを持っている猟師を毛け嫌ぎらいしやがるんだ。俺に言わせりゃあ士族の誇りもへったくれもねえが、士族の身分以外にすがるものがねえからムキになりやがる。下級士族デミセツクなんざ弱いモンよ……』

　ケリンは素直に頭を下げた。

「ごめん、ハンキー隊長。俺が馬鹿だった。南の村でエズオルが暴れていて、人が襲おそわれているらしい……猟師が足りないって話だったから、手伝ってやろうと思っただけなんだ……」

　ハンキーは、目に怒りの光をたたえたまま答えた。

「だとしても、俺たちが出て行くわけには行きやせんぜ。国防軍がエズオルを狩ることは禁きん忌きに触れまさあ、エズオルを狩ってはならぬ、ってヤツでさ」

　ケリンは小さく両手を挙げた。

「わかった。でも、手伝うって返事しちまったから、俺とＤデイー・Ｄデイーだけで、その約束を果たしてくるよ、俺がいなくても、そのまま訓練は続けてくれ」

　ハンキーは返事をせずに、そのまま兵士たちに振り返り、大声で叫んだ。

「ようし、休憩は終わりだ！　始めるぞ！　各員撃うちかた用意！」

　少し背中をまるめて、射しや撃げき場から離れたケリンに、Ｄ・Ｄが小こ走ばしりに駆け寄って聞いた。

「おい、どうするんだよ。俺とお前だけじゃどうにもならねえぞ、お前は隊長なんだから、その権けん限げんで言うこと聞かせるしかないんじゃないか？」

　Ｄ・Ｄの言葉はもっともだ。とケリンは思った。

　部下が嫌がろうとも、百人隊長というその肩書きがあれば本来の仕事でもなんでもない仕事を無理やりやらせることもできる。でも、それをやれば、部下の連れん中ちゆうは俺のことをどんな目で見るだろう？

　ケリンは、デメララにいる一人の男の顔を思い浮かべていた。

　……ジム先せん輩ぱい。

　あんたは人の二倍三倍働はたらいて、人が嫌がる仕事も進んでやった。

　そうやって信頼を勝ち取った。

　一番下したっ端ぱのあんた一人のために、五十人の先輩がバッジを捨ててくれるほどの信頼を……。

　……俺はガキだ。喧けん嘩かが強いというだけのガキなんだ。

　人生の経験も、兵士としての経験も、何一つ部下にかなわない。

　その、肩書き以外に何一つ持っていない俺の言うことを、部下が聞いてくれるかどうか、それは、俺という人間を信頼してくれるかどうかにかかっている。

　……そうだよな、ジム先輩。

　俺が人を使うには十年早い。俺を信じてもらうためには、自分で動かなくちゃだめなんだ。

　ケリンは、足の向きを変え、食堂に向かって歩き出した。

「どうするんだ？」

　怪け訝げんな顔をするＤ・Ｄに向かってケリンはあっさり言った。

「俺とお前だけじゃあ仕事にならねえのなら、もう一人連つれて行くしかねえだろう？」

「もう一人って……トリサーか？」

「ああ、厨ちゆう房ぼうには手伝いが二人いるから、晩ばん飯めしの仕込みさえ終われば、あとは自由だろう？」

「トリサーに銃が撃てるはずがないだろう！　何を考えてんだお前は！」

　ケリンは、しれっと答えた。

「なに、弾たまを込めるぐらいのことはできるさ、三人いればなんとかなる」







　第十章「エズオル」







　ガラガラという車輪の音と激しい砂すな煙けむりを立てて、一台の馬車が猛スピードで草原の中の一本道を走っていた。

　馬車を牽ひく二頭の馬が、白い泡あわを吹きながら全力疾しつ走そうしている理由は、御ぎよ者しやのムチと、そして、肉食の動物を恐れるという草食動物の本能に違いない。

　グレンダランを出て二時間を過ぎ、道が森に近づいたとき、ケリンたちが乗り込んだ荷に馬車は、いきなりエズオルの群れに襲おそわれた。

　人の背せ丈たけほどに伸びた草を掻かき分けて姿を現した十頭近いエズオルが、荷馬車のあとを追いかけてきたのを見た御者が、馬にムチを当てるのと同時に、馬車は飛び出すように加速した。

　しかし、その急きゆう加速した馬車に負けないほどのスピードでエズオルたちは馬車の後ろに追いすがっていた。

　乗っていた馬車の荷台から後ろを見たケリンは、砂煙の中で転がるように追ってくる黄おう土ど色いろの毛皮の塊かたまりが、少しずつ距離を縮めているのを見て、思わず叫んだ。

「もっとスピードは出ないのか！　追いつかれるぞ！」

　馬車の御者席で手綱たづなを握っていた男が叫び返した。

「これで目め一いつ杯ぱいだ！　馬が持たない！　早く何とかしてくれ！　馬に襲い掛かられたら一いつ巻かんの終わりだ！」

「わかってる！」

　ケリンは、そう叫ぶと大揺れに揺れている荷馬車の荷台から、長ちよう銃じゆうを突き出して、後ろを追ってくる黄土色の塊に狙いを定めた。

　……これだけ揺れていたら、遠くから狙ったってダメだ、ひきつけて、身体からだのド真ん中を狙うしかない！

　ケリンのすぐ横で同じように長銃を構えていたＤデイー・Ｄデイーが、いきなり発砲した。

　パッカーン！

　鋭い銃声と共に、斜め後方を前足と後ろ足を交互に出しながら、荷馬車と併へい走そうするように走っていたエズオルが、もんどりうって倒れ、見る見るうちに落らく後ごして馬車の立てる砂煙の中に消えて行った。

「あ、当たった！　当たったぞ！」

　自分でも信じられないように目を見開いたＤ・Ｄが歓声を上げた。

「喜ぶな！　まだまだいっぱいいるんだ！」

　長ちよう銃じゆうを肩に当てて構えたまま、ケリンは、たしなめるように言った。

　撃うち終わった長銃を、後ろにいるトリサーに渡し、代わりの装そう填てん済みの長銃を受け取りながらＤデイー・Ｄデイーが言い返した。

「当たらないよりいいだろうが！　俺にとっては宝くじに当たるのと同じくらい嬉うれしいんだ！」

　そのとき、荷に馬車の後ろに迫った一頭のエズオルが、くわっと口を開けると、鋭い牙きばを光らせ両手を伸ばしていきなり跳ちよう躍やくした。

「うわ！」

　Ｄ・Ｄが悲鳴を上げるのと同時に、ケリンが長銃を撃った。

　ケリンの撃った弾だん丸がんは、空中にいるエズオルの身体からだの中心を貫つらぬいた。

「ギャン！」
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　エズオルは一ひと声こえ上げると、両手を伸ばしたまま地面に落ちて転がり、砂すな煙けむりの中に消えた。

　ケリンは、視線を動かさずに撃ち終わった長銃を、後ろに突き出して叫んだ。

「次！」

「はい！」

　その銃を受け取ったトリサーが、すかさず装填済ずみの長銃と交換して差し出す。

　パッカーン！

　銃声が響ひびき、一ひと呼吸置おいてＤデイー・Ｄデイーの悲鳴交まじりの声が上がった。

「ちくしょう！　外れた！」

「外れたんじゃねえ！　外したんだ！　弾たまのせいにするな！」

「俺の言葉遣づかいに突っ込むヒマがあるなら、あいつらをやっつけてくれ！」

「言われなくたって！」

　ケリンは長ちよう銃じゆうの銃じゆう床しようを肩に当てて、一番手前にいるエズオルに狙いを定めた。

　……こいつは、さっきＤ・Ｄが外したヤツだな。

　そいつは、仲間が二頭やられたのを見て、慎しん重ちようになったのだろう、馬車のすぐ近くに近づくことなく、距離を取って追って来ていた。

　ケリンたちは、激しく揺れる荷馬車の荷に台に座って、腰を起こし、下半身と上半身を揺れに合わせて動かして馬車のゆれが銃に伝わらないようにしているのだが、細かい上下動が長銃の銃身に伝わり、とても狙いを定めていられるような状態ではない。

　ちくしょう、あれ以上近づかないとなると、この辺！　と大まかな見けん当とうをつけてぶっ放すしかないぞ。でも、無む駄だ弾だまばかり撃つわけにはいかない！

　そのとき、ケリンの頭の中に、ふっと疑問が湧わいた。

　……そういえば、なぜあのエズオルたちはあんな風に距離を取ってこの馬車を追いかけているんだ？

　馬を襲おそうためなのか……それともこの荷馬車に積んである小麦が目当てなのか……。

　どっちにしろ、がむしゃらに近づいてくるはずだ。あんな風に距離を取って追ってくるわけが無い。距離を取って追うということは……。

　ケリンは、長銃を抱えたまま身体からだをひねって、荷物の上に腹ばいになるようにして銃口を進行方向に向けた。

「どうした！　ケリン！」

「待ち伏せだ！　この先にエズオルがいる！」

「なんだと？」

　Ｄ・Ｄの声が終わらないうちに御ぎよ者しやの叫び声が上がった。

「うわああ！」

　見ると、道の両側の草むらから二頭のエズオルが飛び出してくるところだった。

　パニックになった馬が首を振って止まろうとするのを、御者が手綱たづなで押さえ込んだ、その瞬間にケリンの長銃が火を噴ふいた。

　右から馬に飛び掛かろうとしたエズオルの脳のう天てんにぱっと赤いものが飛び散り、そのエズオルはそのまま後ろにひっくり返った。

「走れ！　止まるな！」

　御者の声とムチの音を聞きながら、ケリンは撃ち終わった長銃を後ろに投げた。

「はい！」

　トリサーの声と共に差し出された長ちよう銃じゆうを構えるのと、左にいたエズオルが飛び掛かってくるのは同時だった。

　そいつは、いきなり馬に飛びつくなり、大おお口ぐちを開けてその首くび筋すじに噛かみ付こうとした。

　ケリンは身体からだを乗り出すようにして銃を伸ばしそいつの顔面を撃うった。

　パッカーン！

　噛み付こうとして大きく開けた口の中から脳のう天てんに銃じゆう弾だんが抜けたのだろう。

　そのエズオルは口の中と頭のてっぺんから赤いものを飛び散らせて、がくっとのけぞると、そのまま地面に落ちた。

　荷に馬車の後ろでは、スピードが落ちた荷馬車に近づくエズオルをＤデイー・Ｄデイーが撃っていた。

「ちっくしょう！　当たっってくれええ！」

「銃に頼むな、自分で当てろ！」

　Ｄ・Ｄはわめいた。

「うるせえ！　だったら俺にやらせるな！」

「お前しかいないんだから仕方ねえだろうが！　俺は前を撃つ！　お前は後ろを頼んだぞ！」

　ケリンはそう言いながら次のエズオルを撃ったが、弾だん丸がんはそいつの肩をかすめた。

　体たい毛もうがぱっと空中に舞うのを見たケリンは、思わず舌した打うちをした。

　ちっ！　……しまった！

　しかし、その一発で怯おびえたのだろう、そのエズオルはくるりと方向を変えて逃げ出した。

　それが合図だったかのように、後ろを追っていたエズオルが、離れて行った。

　やがて、荷馬車は森から離れた。

　道の両側に密集していた背せ丈たけほどもあった草が、まばらになり始めたのを見た御ぎよ者しやが、手綱たづなを引いて、馬車の速度を落としながら言った。

「ここまで来たら大丈夫だ。やつらは森と茂みが無いところには出てこない、この先のグレンエスクの村までは気を抜いてもいいぞ」

　その言葉を聞いたケリンとＤ・Ｄ、そしてトリサーの三人は、荷台の中でへたり込んだ。

「助かった……」

「銃身が焼けて、持てなくなったらどうしようかと思いましたよ……」

　Ｄ・Ｄが、ぼやくようにつぶやいた。

「ケリンに騙だまされた……これのどこが士し族ぞくの小こ遣づかい稼ぎだ」

　ケリンは首をひねった。

「俺の聞いた話じゃあ、エズオルは銃声を聞いただけで逃げちまうってことだったんだけどなあ……」

「銃声を聞いたら逃げるどころか、撃っても撃っても向かってきましたよねえ」

　そのとき、御ぎよ者しやの男が声をかけた。

「そっちの紅あか毛げの兄ちゃんの言っていることに間違いはないよ、エズオルがこんな風に向かってきたのは初めてだ。今までは空に向けて撃うつだけで逃げて行くのが普通だったんだ！」

　御者の言葉を聞いたＤデイー・Ｄデイーが、訝いぶかしげに聞いた。

「旦だん那なさん、この馬車にはエズオルを引き寄せるようなものは積んでいないよな」

「ああ、そんなものは積んじゃいない。あんたらも知っているとおり、そこにある小麦の袋だけだ。普通は馬を狙うんだが……それにしても、あんな風に群れで追い込んで待ち伏せをする、なんて話は聞いたことも無い。装そう填てん手しゆを連れてきたあんたらはたいしたもんだ。手て間ま賃ちんは、はずませてもらうぜ」

　ケリンは、自分の横にいたトリサーの肩を叩たたいた。

「だとよ、良かったな、トリサー」

「オレ、たいしたこと何もしてないっすよ」

　照れたように答えたトリサーを見て、ケリンが笑いながら首を振った。

「いや、お前がいなかったら、あんなに早く撃てなかったと思う。やっぱりお前のおかげだ」

　ケリンの言葉を聞いたトリサーは、考えるような顔をして答えた。

「そのことなんすけどね、さっき一生懸けん命めい鉄てつ砲ぽうに弾たまを込めながら思ったんすけど、いっぱいクッキーを焼く時みたいに、あらかじめ弾と火か薬やくと雷管キヤツプをセットしたものを作っておけないもんですかねえ？」

　ケリンが怪け訝げんな顔をした。

「どういう意味だ？」

「今さっきの戦いで考えたんですけどね、今の銃ってのは、まずクッキーを焼いたら、また最初から小麦粉ことバターとタマゴ、ってネタを作るようなものじゃないかって……この早はや合ごうに雷管をくっつけた、いわば型みたいなものに火薬と弾と雷管を一緒にしておけないものかと思いましてね、んでもってそれを銃の後ろに突っ込んで撃つんです」

　ケリンとトリサーの会話を聞いていたＤ・Ｄが口を挟んできた。

「でも、トリサーの言っている方法だと、銃の後ろに穴を開けなくちゃならない。火薬ガスが漏れて、弾の威い力りよくが落ちるだろう」

　トリサーはうなずいた。

「遠くの相手は威力が必要ですけど、さっきみたいに数の多い相手に近づいて来られたら、早く撃てる方がいいと思うんですけどねえ」

　ケリンが言った。

「数の多いのを相手にするときは、散さん弾だんがあるだろう？」

　ケリンの言葉を聞いたＤ・Ｄが首を振った。

「確かに散弾なら一度に何発か飛び出すけど、弾が小さくなるからたいした傷にはならない。鳥やウサギを撃うつならいいけどエズオルみたいなのを相手にするとなると大変だ。それに弾たまを込める手間は変わらないわけだ」

　ケリンは考え込んだ。

「確かに、今の銃は一いつ丁ちようで大勢の相手をするようには作られていねえよな……そういった銃はねえのかな？」

　Ｄデイー・Ｄデイーが、肩をすくめた

「ギルドが許すわけが無い。銃に関する禁きん忌きが一番厳きびしいんだ」

「禁忌か……難しいよなあ、なんであんなものを決めているんだろうな」

　やがて、馬車の向こうに、石垣と木もく柵さくで囲われたグレンエスクの村が見えてきた。

　ゆっくり近づいていくと、その入り口の門の脇に荷に馬車が止まり、その周りに人だかりがしているのが見えた。

「何かあったのかな？」

　額ひたいに手をかざしてトリサーがつぶやいたとき、御ぎよ者しやの男がうめくような声で言った。

「馬車の先に馬が倒れているぞ……エズオルにやられたんだ！」

　見ると、集まっている人々と荷に馬車の向こうに、血だらけの馬が倒れているのが見えた。

　ケリンたちが乗った荷馬車が近づくのを見て、そこに集まっていた人々が駆け寄ってきた。

　人々は緊きん張ちようした顔で、御者に聞いた。

「あんたたちはどっちから来たんだ？　南北街かい道どうか？　西街道か？」

「俺たちは南北街道を通って、グレンダランから来た」

　御者の言葉を聞いた人々は、目を丸くした。

「南北街道？　あんたらはエズオルに襲おそわれなかったのか？」

「いや、俺たちも襲われた。黒くろ森もりに一番近づくあたりだ、護ご衛えいの猟りよう師しを乗せていたんで逃げきることができたんだが……あの荷馬車は、やられたのか？」

　村人は眉まゆをひそめてうなずいた。

「ああ、あんたらと同じところで襲われたそうだ。後ろから追いかけられ、前方で待ち伏せしていたヤツが馬に飛びついたと言っている。二頭立ての馬車だったので、片方の馬が負傷しても、なんとか助かったらしい」

　そのとき、村の中から、村役人らしい中年の小こ太ぶとりの男と、警備隊ガーデイアンの制服を着た若い男が、小こ走ばしりにやって来るのが見えた。

　役人は、馬が倒れている馬車の方に行き、ケリンたちの方に警備隊の駐ちゆう在ざい員らしい男がやってきた。

　警備隊員は御者に一礼すると、エズオルの遭そう遇ぐう地点や、時間、襲ってきたエズオルの大きさなどについて訊きき始めた。

　その様よう子すを見ていたトリサーが、おずおずとケリンに聞いた。

「なんか……大騒ぎになっちゃいましたね。バイトの件がバレたらどうします？」

　ケリンは、はっとした。

　……そうか、警備隊ガーデイアンに名前とか住所とか本当のことを言うわけにもいかないよな。国防軍の隊長が、こんなところで何をやってるんだ？　ってことになっちまう。

　そのとき、Ｄデイー・Ｄデイーが、にやっと笑って言った。

「安心しろ、偽ぎ名めいを使えばいい」

　怪け訝げんな顔をするトリサーに、Ｄ・Ｄは自信たっぷりに言った。

「俺たちは別に悪いことをしたわけじゃないから、ウソの名前住所を言ったところで、問題はない。そうだな、ケリンはゴールドマン、俺がシルバーウェイ、んでもってトリサーはカッパーランド、と名乗ればいい」

　ケリンが、嫌そうな顔をして言った。

「ゴールドにシルバーにカッパー？　誰が聞いたって偽名だってわかるようなセンスだな。仕事を聞かれたら何て答えりゃあいいんだ？」

　Ｄ・Ｄはしれっと答えた。

「そうだな、無職だ、と答えりゃいいさ。親の金で毎日遊んでる遊び人です、って言えば、納なつ得とくしてくれると思うぞ。国防軍の百人隊長です、と言うよりはよっぽど説得力がある」

　ケリンは目を丸くした。

「じゃあなにか？　俺は遊び人のゴールドマンって名乗るのか？」

「そうだ。カッコイイじゃないか。啖たん呵か切るの得意だろう？　お前……」

「そんなことできるか！」

　ケリンが声を上げたとき、御ぎよ者しやからの事情聴ちよう取しゆを終えた警備隊の隊員が声をかけてきた。

「お取り込み中のところ悪いが、ちょっと調査に協力してくれないか？　君たちは職業安定所から紹介されたアルバイトの猟りよう師しだということだが、間違いないかね？」

　ケリンは、慌あわててうなずいた。

「え、ええ、そうです。俺と……こいつは一応士し族ぞくで銃が撃うてますから」

　ケリンが指差したＤ・Ｄとケリンの顔を見て、その警備隊員は少し考え込んでから言った。

「失礼だが、あまりお見かけしたことのない方々なんでね、ちょっと君たちの銃を見せてくれないか？」

　ケリンは、ぎくっとした。

　ここに持ってきた銃は、国防軍の備品だったのだ。全体の形や刻こく印いんとか、知っている人間が見れば一ひと目めで軍ぐん用よう銃じゆうだということがわかってしまうだろう。

　……どうしよう？　どうすればいい？

　ケリンは腹を決めた。

　こうなりゃバレたって構うもんか。俺は自分の懐ふところに入れる金を稼いでいるんじゃない。部下の食い扶ぶ持ちを稼いでいるんだ。軍ぐん法ぽう会議にかけられたって何も恥はじるようなことじゃねえ。

　……俺にとって、失うものは何もねえ。背伸びするつもりもなけりゃ今の場所にしがみつくつもりもねえ。やれることを、目め一いつ杯ぱいやってみる。それだけのことなんだ。

　ケリンは銃を差し出すと、にっこり笑って言った。

「銃ですか？　いいですよ、これは我々の隊の備品ですけどね」

「隊？　隊と言いますと？」

　ケリンは、あっさりと言った。

「私はケリン・ミルダモン。グレンダランの第六三三銃じゆう士し隊たいの百人隊長をやっております」

　警備隊員ガーデイアンは驚いた。いや、その場にいたケリン以外の全員が驚いた。

　百人隊長というのは、身分で言えばちょっとした小都市の市長や、グレンダランの警備隊総そう隊長のタラモアと同等、もしくは一つ上に位置する。

　その警備隊員には、一見して街の兄ちゃんと変わらない目の前の若者が、百人隊長の位くらいを持つとは思えなかった。しかし、グレンダランにある国防軍に新たに着任した百人隊長が、まだ二は十た歳ち前の紅あか毛げの若者だというウワサは聞いていた。

　……まさか、いや、しかし、この銃は間違いなく西せい域いき国こく国防軍の制せい式しき銃じゆうだ。

　警備隊員は、その場で敬けい礼れいした。

「失礼しました！　お顔を存じ上げませんでしたので」

　ケリンは慌あわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いいよ、そんなに形式ばらねえでも、今はバイトの最中なんだから……」

「はあ？　バイト？」

　警備隊員が怪け訝げんな顔をするより早く、Ｄデイー・Ｄデイーがケリンの前に飛び出してきた。

「倍量って意味です！　定量の倍の火か薬やくを投入するという言葉を縮めて『倍ばい投とう』と呼びます。実を言うと我々は、銃の性能と耐久性を確認する任務を遂すい行こう中なのです」

　あっけにとられている警備隊員に向かって、Ｄ・Ｄはゆっくりと頭を下げて言った。

「自己紹介が遅れて申し訳ありません。私はケリン・ミルダモン隊長の個人つき事務官で、ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズハカープログラム、と申します」

「え？　あ？　はあ、どなるどえりめ……なんでしたっけ？」

　Ｄ・Ｄは人差し指を立てて、念を押すように言った。

「ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズハカープログラム……です。まあ、呼びにくいようでしたら、略りやく称しようでＤ・Ｄ、と呼んで下さっても結けつ構こうですが」

「はあ……」

　警備隊員は気を飲まれたような顔でうなずいたあとで、改めて聞いた。

「では、この猟りよう師しの仕事は、その任務の一いつ環かんというわけなのですね？」

　Ｄ・Ｄは当然だ、とでも言うようにうなずいた。

「そうです、軍がエズオルを狩ることは禁きん忌きに触れます。ですからこうやって、制服を着用せず私的な立場として猟りよう師しの真ま似ね事ごとをしているわけです」

　警備隊員ガーデイアンは、やっと納なつ得とくがいったという顔をしてうなずくと、ケリンに向かって小さく頭を下げて言った。

「誠に勝手なお願いなのですが、これからどうするか、その相談に加わってもらえませんか？　いや、任務中だということはわかっていますが、銃を持ってエズオルを撃げき退たいできる人数が限られておりますので、ケリン殿の協力をお願いしたいのです」

　ケリンはうなずいた。

「わかりました、ご協力します」

　エズオルの凶きよう暴ぼうさと、そして、それが荷に馬車や旅人を襲おそったとき、どんなことになるのか身を持って知った今、それを断る理由は無かった。

　ケリンの言葉を聞いた警備隊員は、顔にほっとした色を浮かべて頭を下げた。

「では、村の中にお入り下さい。正面右側にある建物が村役場です」

　村に向かって歩き出した警備隊員のあとをついて歩き出そうとしたケリンの背中をＤデイー・Ｄデイーが、思い切りど突ついた。

「痛てえなあ、なんだよ？」

「なんだよ？　じゃねえ！　人がせっかくお膳ぜん立だてしたのを全部チャラにしやがって！」

「お膳立て？　ああ、あの『遊び人のゴールドマン』とかいうヤツか。あんな恥はずかしい名前を名乗るぐらいなら、堂々と本当のことを言った方がいいと思っただけだ」

　Ｄ・Ｄはケリンをにらんだ。

「名前だけじゃねえ！　よりによって『バイトです』まで言いやがって……」

「でもよ、ちゃんとお前が言い訳してくれたじゃん、倍の火か薬やくを投入するから『倍ばい投とう』ってのは見事だよな。普通とっさにあんな言い訳見みつからねえぜ、さすがはＤ・Ｄだ！」

　肩を叩たたいてそう言い残し、村の中に歩いて行くケリンの背中を見てＤ・Ｄはため息をついた。




　三十分後、ケリンたちは、乗ってきたのとは別の馬車に乗ってグレンダランへ戻る南北街かい道どうを猛スピードで走っていた。

　御ぎよ者しやをやっていた若い男が、叫ぶように言った。

「そろそろ森に近づくぞ！　注意してくれ！」

「わかった！　絶対に止まらないようにしてくれ、スピードが落ちたら包ほう囲いされる。馬がやられたら終わりだからな！」

　ケリンは、そう答えると、見通しを良くするために、幌ほろを取り外してあった荷馬車の荷台の上に立ち上がった。

　今、ケリンたちが乗っている馬車は、この南北街道を走る最後の馬車になる予定だった。

　グレンエスクの村役人と村長は、エズオルの襲しゆう撃げきが予測されるこの南北街かい道どうの封ふう鎖さを決定し、その旨むねをグレンダランの街まち役人に告げるために急きゆう使しを仕立てた。そしてケリンたちはその急使に選ばれたのだ。

　公的にそれなりの立場にあり、状況の説明ができて、なおかつエズオルの群れに襲おそわれてもそれを切り抜けることができる人物としては、ケリンはもってこいの人物だったのだ。

「早はや合ごうは、あと何発分ある？」

　あたりを見回しながら、ケリンが聞くと、バランスウェイトとして積み込んだ土ど嚢のうの間にいたトリサーが、顔を上げた。

「リンネル包みの早合は二十発くらいです。弾たまと火か薬やくだけならあと三十発ぶんくらいあります」

　早合というのは、あらかじめ一発分の弾だん頭とうと火薬を薄くて燃えやすいリンネルの生き地じに包んだものを言う。

　本来、ケリンたちの持っている先込め式雷管キヤツプ銃じゆうの弾の装そう填てんは、とても手て間まがかかるものだ。まず銃口に火薬入れパウダーフラスコを当てて一発分の発はつ射しや火薬を入れ、ローディングロッドでしっかり底につき固めてから、らせん状の溝みぞが切ってある銃身口こう径けいより、少し細い先の尖とがったドングリのような形をした鉛なまりの弾だん丸がんを底まで押し込み、そして発火用の雷管を銃じゆう尾びにある点火栓せんに被かぶせて、発射準じゆん備び完了となる。

　この面めん倒どうくさい一連の弾丸装填作業を短縮するために考えられたのが、弾丸の後ろに燃えやすい布で火薬を包んだ薬やく包ほうを一緒にくっつけた「早合」だった。

　これは火薬が入っている方を下にして銃口から押し込み、雷管を装着するだけで発射準備ができてしまう。あとは引き金を引けば、ハンマーが落ちて雷管を叩たたき、発火した雷管の火が燃えやすいリンネルに燃え移って、そのまま発射火薬が爆発して弾丸が飛び出す。

　もし、雷管の火花がリンネルに燃え移らなかったとしても、新しい雷管に交換して撃うてば、よほどリンネルが湿気を帯びていないかぎり発射できる。

　ケリンの持っている軍ぐん用よう銃じゆう専用のドングリ型の弾丸の後部には、銅でできた薄い円えん盤ばんが取り付けられており、発射火薬が爆発すると、そのエネルギーでこの円盤が鉛の弾丸を後ろから押して広げるため、弾丸は銃身の中に切られたライフル（らせん状の溝みぞ）に食い込んで、回転を与えられて銃口から飛び出すことになる。

　口径が小さいため、ライフルの切られていない通常の猟りよう銃じゆうよりも命めい中ちゆう時じの威い力りよくは小さいが、そのぶん命中精せい度どが高いのが特徴だった。

　ケリンは、荷馬車の周囲から視線をそらさぬまま、眉まゆをひそめた。

「早合が二十発か……最初に聞いた話だと、そんなに弾はいらねえと思って持って来なかったからな……リンネルがあれば、作っちまうんだが」

　荷馬車の後ろの方を警けい戒かいしていたＤデイー・Ｄデイーが、ケリンの言葉を聞いて肩をすくめた。

「大おお昔、どっかの偉い人が、一着の上着は、二十エレのリンネルに等しい、とか言ったそうだが、俺たちの着ている上着じゃ代わりにならねえだろうな」

　Ｄデイー・Ｄデイーが、小さく首を振ってそう言ったとき。

　ケリンは、走り続ける荷に馬車の車輪のガラガラという音に混じって、悲鳴のようなものを聞いたような気がした。

　はっと顔を上げて前方を見たケリンの姿に、Ｄ・Ｄは驚いたように両ひざの間で立てていた長ちよう銃じゆうを持ち上げた。

「どこだ！　何頭いる！」

　ケリンは前方を見たまま、右手を小さく上げてＤ・Ｄを押さえるような身振りをして言った。

「静かに！　今、悲鳴のようなものを聞いたんだ！　もしかすると誰かが襲おそわれているのかもしれねえぞ！」

「なんだと？」

　Ｄ・Ｄが土ど嚢のうの上に身体からだを乗り出して前を見たとき、ケリンたちの乗った荷馬車が、カーブを曲がった。

　背の高い草の向こうに、白いものが見えた。それは、荷馬車の幌ほろだった。

「馬車がいる！　止まっているぞ！　急げ！」

　ケリンの声を聞いた御ぎよ者しやの若い役人は、大きくうなずいて、右手の鞭むちを振るった。

　馬車が、ぐんと加速するのと、同時に見通しが開けた。

　最初に目に飛び込んだのは、一台の小型の幌をつけた荷馬車と、その前で赤い肉と化した馬に群がる数十頭に及ぶ黄おう土ど色いろの毛皮の塊かたまりだった。

　……エズオルどもめ、倒した馬の腹を割さいて内臓を食ってやがる。

　ケリンが銃を肩に当てたとき、再び女の人の悲鳴が聞こえた。

　見ると一頭のエズオルが、馬車の上によじのぼろうとしているところだった。

「馬車を止めろ！」

　ケリンが叫んだ。

「なぜだ！　突っ込んでいって助けないと！　今の悲鳴を聞いただろう！」

「数が多すぎるんだ！」

　ケリンが、そう言い返すのと馬車が止まるのは同時だった。

　銃じゆう床しようを頬ほおに当てたまま構えている銃の銃身が静止した。

　素早く、銃身の後ろの方にある照しよう門もんの真ん中に銃身の先にある照しよう星せいを持ってくる。

　照門と照星がぴったり合ったその状態で銃身を馬車によじ登ろうとしているエズオルの後頭部に合わせて、すっと後ろにスライドさせるように引き金を引く。

　このとき、あせって引き金を引くと、ガク引きとなり、余分な力が銃に加わり、照しよう準じゆんがぶれることをケリンは知っていた。

　引き金の奥で逆鉤シアーが外れる感かん触しよくがした、と思った瞬間。ハンマーが落ちた。

　ハンマーが目の前にある撃げき発はつ用の雷管キヤツプをガツンと叩たたいてから、ほんの一瞬のタイムラグを置いて銃の中に装そう填てんされてあった発はつ射しや火か薬やくが発火した。

　パッカーン！

　銃声と白はく煙えんを吐き出した長ちよう銃じゆうの銃身が跳ね上がり、燃ねん焼しよう速度が遅い褐かつ色しよく火か薬やく特有の鈍どん器きのような重さの反動がケリンの肩を殴なぐりつけた。

　白煙の向こうで、馬車によじ登ったエズオルが転げ落ちるのが見えた。

「当たった！」

　歓声を上げるトリサーに、撃うち終わった銃を投げると、トリサーはそれを左手で受け取り、すぐに装そう填てん済みの代わりの銃を差し出した。

「馬を食ってるヤツを狙え！　あいつらを追い払わなきゃ近づけねえぞ！」

「わかった！」

　ケリンがトリサーが差し出した銃を構えたとき、Ｄデイー・Ｄデイーが発はつ砲ぽうした。

　パッカーン！

　白煙と銃声の向こうで、馬の死し骸がいに群がっていたエズオルの一頭が、跳ね上がって地面に転がった。

　しかし、その横にいたエズオルは、動こうともせずに、馬の内臓を頬ほお張ばっていた。

「あいつら、逃げねえぞ！」

「それだけ飢えているんだ！　休むな！　撃て！」

　ケリンはそう言うなり、発砲した。

　パッカーン！

　銃声と白煙の向こうに、また一頭エズオルが転がった。

　他のエズオルたちは、自分たちが撃たれていることに、とっくに気づいているのだろう、しかし、ケリンたちの方をちらちら見ながら、それでも馬の死し骸がいの前から動こうとはしない。

「くそ！　よほど食い意地が張っていやがると見える」

「片かたっ端ぱしから撃ち倒せ！　怯おびえて逃げ出すまで撃つんだ！」

「わかった！」

　Ｄ・Ｄはそう言うなり長銃を発砲した。

　ケリンとＤ・Ｄが長銃を撃つたびにエズオルが倒れていく。

　やがて、十頭ほど倒したとき、エズオルたちの群れの中に動きがあった。

　一頭が、あたりを見回した後で、馬の死骸の脇から離れたのだ。

　それがきっかけだった。

　一頭が馬の死骸から離れると、また一頭、二頭と馬から離れ始めたのだ。

「よし、たたみかけろ！　追い払うんだ！」

「よっしゃ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーとケリンは、次々に長ちよう銃じゆうを発はつ射しやした。

　それぞれが五発ほど撃うったとき、トリサーが悲鳴を上げた。

「早はや合ごうが無くなりました！　それに……銃身が熱くて持てません！」

「大丈夫だ、エズオルは逃げた」

　Ｄ・Ｄが、ほっとしたような口く調ちようで答えたそのとき、エズオルの襲しゆう撃げきを受けていた馬車から再び女の人の悲鳴が上がった。

「どうした？」

「見ろ！　馬車が揺れている！　幌ほろの中に入られたんだ！」

　ケリンは、前にいる御ぎよ者しやに叫んだ。

「急げ！　馬車に近づくんだ！　エズオルの数は減らしたから大丈夫だ！」

「はい！」

　御者の手綱たづなと鞭むちの一ひと振ふりで、ケリンたちの乗った馬車は、がくんと揺れて動き出した。

　ケリンたちの見ている前で、エズオルに襲おそわれていた馬車の幌の脇を食い破って、一頭の大きなエズオルが頭を出した。

　そいつは、馬を食っていたヤツらより、明らかに一回り大きく、頭の後ろに成せい獣じゆうであるしるしの青いたてがみを持っていた。

　馬車の中から、再び女の人の悲鳴と、そして子供の泣き叫ぶ声が聞こえた。

　やがて、食い破った幌の穴から身体からだを出したエズオルは、左手の脇に何か衣類の包みのようなものを抱えていた。

　……なんだ？　あれ？

　そのとき、ケリンは、エズオルの抱えていた衣類に包まれたものに手足が生はえていることに気が付いた。

　それは、手足ををばたばたさせ、泣き叫んでいる小さな子供だった。

　……子供をさらったんだ！　棲家すみかに持って行って食うつもりだ！

　ケリンは長銃を構えたが、それより早くエズオルは馬車を飛び出し、子供を抱えたまま森に向かって走り出した。

　……くそ！　射しや程ていギリギリで撃っていたから、このままじゃ届かない！

　ケリンは、振り向くと、トリサーに向かって叫んだ。

「空あいている長銃に強つよ薬ぐすりを込めろ！　三倍だ！」

　トリサーは目を見開いた。

「三倍？　そんなに火か薬やくを込めたら筒つつが割れます！」

「構うもんか！　あの子を助けるんだ！　急げ！　森に逃げ込まれる前に！」

「わかりました！」

　トリサーは銃口に火薬入れパウダーフラスコを当てて、三回振り、そして素早くつき固めると、最後に弾だん丸がんを銃口から押し込んで、ケリンに渡した。

　それを受け取ったケリンは自分の横にいた御ぎよ者しやと、Ｄデイー・Ｄデイーに向かって叫んだ。

「下がってろ！　銃身破は裂れつするかもしれねえぞ！」

　御者は、手綱たづなを引いて馬車を止めた後、すぐに御者席から逃げ出した。

　ケリンは三倍量の火か薬やくを込めた銃を構えた。

　エズオルは、通常の射しや程ていのギリギリのところにある背せ丈たけの高い草むらの中を、森に向かって走っていた。

　……三倍の火薬なら、直接照しよう準じゆんで当たるはずだ！

　長ちよう銃じゆうの照しよう星せいと照しよう門もんの向こうに、走っていくエズオルの後頭部が見えた。

　前足と後ろ足を交互に出すときに、身体からだを上下に伸ばすためだろう、草の上にひょこひょこと頭が上下する。

　ケリンは、その上下するタイミングを計っていた。

　……今だ！

　ケリンが引き金を引くのと同時に。

　ばっごおおおぉぉん！

　今までの銃声とは比べ物にならないほどの轟ごう音おんが響ひびき渡った。

　長銃の銃口から一ひと抱かかえもあるような巨大な火の玉が噴ふき出したのを見るのと同時に、ケリンとＤ・Ｄは、衝しよう撃げき波はと爆ばく風ふうで後ろにひっくりかえった。

　あたりに、真っ白な煙が立ち込めるのと同時に、遠くの山から落らく雷らいのようなどろどろ、という残ざん響きようが返ってきた。

　気が付くと、Ｄ・Ｄのすぐ横に、ケリンが仰向けにひっくり返っていた。

「おい！　大丈夫か！」

　そう声をかけたＤ・Ｄは、自分の声が、はるか遠くで聞こえているのに気が付いた。

　……今の轟音で耳をやられたな。

　身体を揺すると、ケリンは我に返ったらしく、ゆっくりと身を起こした。

　自慢の紅あか毛げの前髪が黒っぽくちりちりになり、顔は火薬ガスで煤すすけていた。

　口が『当たったか？』と動くのがわかった。

　Ｄ・Ｄは首を振って答えた。

「わからん」

　その言葉はケリンも聞こえなかったのだろう、耳の穴に指を突っ込んで顔をしかめた。

　そのとき、土ど嚢のうの上に伸び上がっていたトリサーが、Ｄ・Ｄとケリンの肩を叩たたいて前方を指差した。

　エズオルに襲おそわれていた馬車から夫婦らしい男女が飛び降りて、エズオルが子供をさらって逃げて行った方向に向かって走っていくところだった。







　第十一章「極秘任務」







　その日の夕方、デメララの新市街に広がる、通つう称しよう職人街の一角にある一軒の工こう房ぼうの前に、細長い包みを抱えたケリンとＤデイー・Ｄデイーが立っていた。

「ここか？　腕のいい鉄砲鍛冶ガンスミスの工房ってのは」

　Ｄ・Ｄがうなずいた。

「ああ、猟りよう師しの間じゃあ仕事が早くて、ちゃんとした仕事をするって評判だ。ただ……」

「ただ、何だよ」

「聞いた話じゃあ、親方は代替わりして、今は娘が跡あとを継いでいるらしい」

　ケリンが怪け訝げんな顔をした。

「娘？　女の人が鉄砲鍛冶やってるのか？」

「いや、正確に言うと、女の人じゃない、女の子、だ」

「おんなのこぉ？　いくつだよ」

　目を丸くしたケリンを見て、Ｄ・Ｄは首をかしげた。

「さあ、あんまり詳しくは聞いてないけど、お前より若いんじゃないか？」

「そんなに若くて大丈夫なのかよ！」

「お前が言うな……って、俺も言われてることだけどよ」

　ケリンは苦にが笑わらいして言った。

「まあ、それを言われりゃあぐうの音ねも出ねえけどよ……直すのは、私物じゃなくて備品の銃だから、腕が悪い職人には預けたくねえんだ……」

「かといって、あんまり表おもてざたにしたくない……というところを考えると、この工房がその条件にぴったりだと俺は思ったのさ、まあ、とりあえず話をしてみようぜ」

　Ｄ・Ｄは、そう言うと、その工房のドアを開けて、工房の中に向かって声をかけた。

「ごめん下さーい！」

「はい！　なんでしょうか？」

　工房の奥から返事と共に、オーバーオールの作業衣いを着て、メガネをかけた小こ柄がらな女の子が姿を現した。

　金きん属ぞく加工をやっていたのだろう。油の滲にじんだ手袋に鉄てつ粉ぷんらしい金属の粉がついている。

　怪け訝げんな顔をしているその女の子に向かって、Ｄ・Ｄは頭を下げて言った。

「えーと、マージョラム工房の、ミント・マージョラムさんですか？　猟師組合に聞いてやってきたんですけど、こちらで銃の修理をやっていただけるとか……」

　Ｄデイー・Ｄデイーの言葉を聞いたミントの表情が緩んだ。

「ああ、組合長のアーガイルさんからの紹介ですね？　ええ、修理ならできます……程度によりますけど……どんな状態なんですか？」

　Ｄ・Ｄは振り向いて、出入り口のところに立っていたケリンを呼んだ。

「おい、ケリン、持って来いよ」

「ああ……」

　そう言って細長い包みを抱えたケリンが、工こう房ぼうの中に入って来た。

　そして、顔を上げたケリンは、両目を見開いて叫んだ。

「あーっ！　あのときの田舎いなか娘むすめ！」

　ケリンを見たミントも両目を見開いて、同じように叫んだ。

「あーっ！　あのときの不良！」

　二人は、一瞬むっとしたように息を飲んだあとで、ほぼ同時に言った。

「誰が不良だ！」

「誰が田舎娘よ！」

　間に立っていたＤ・Ｄが、わけがわからない、という顔をしてケリンに聞いた。

「お前……知ってるのか？」

「知ってるも何もあるか！　あのデメララの反乱事件の発ほつ端たんは、こいつが原因だったんだ！」

　Ｄ・Ｄは驚いたように振り返ってミントを見た。

「じゃあ……お前がアルテンを叩たたきのめして助けた田舎娘って、この子だったのか！」

　いきなり二人から田舎娘と呼ばれたミントは、腰に両手を当てて、憤ふん慨がいしたように怒ど鳴なった。

「うるさいわね！　悪かったわね田舎娘で！　あんたら、わざわざデメララから、そんなことを言うためにこのグレンダランに来たの？　用が無いなら帰ってちょうだい！」

　ケリンは、そのミントの顔を正面から見て言い返した。

「用があるから来たんだ、でもここに来て、あんたの顔を見たら、もう一つ用を思い出した」

「何よ、用って……」

「お前、あのあと、どこに逃げたんだ？　インダストリアン・ギルドに行くって言うから調べてもらったのに、ギルドじゃあ来ていないって言うし、お前が、どっかに逃げちまったから、俺はあのあと、とんでもねえことになったんだぞ！」

　ミントは、胸を張ったままケリンに言い返した。

「どこにも逃げてない！　私、ちゃんとインダストリアン・ギルドに行って、そしてあの晩は、ギルド会館に泊まったんだ！　私のせいにしないでよ！　ちゃんと調べなかった方が悪いんじゃない！」

　ケリンは、しばらく黙ったままミントを見ていたが、やがて、Ｄ・Ｄに言った。

「帰ろう、Ｄ・Ｄ。俺は見返りが欲しくて人助けをしたわけじゃねえ。でも、助けた方が悪い、と言われて、笑っていられるほどできた人間じゃねえぞ！」

　ミントは、はっとした。

　……そうだ。私、まだお礼言ってない！

　あのとき、私は、お礼の言葉も言わずにあの場所から逃げた。

　田舎いなか娘むすめと呼ばれて怒る前に……一番最初にお礼を言うのが当然だったんだ！

「あ、あの……」

　工こう房ぼうのドアを開けて帰ろうとしたケリンを引きとめようとして思わず右手を伸ばしたミントは、自分が油まみれの手袋をしたままだということに気づいて、慌あわててその作業手袋を脱ぎ捨てて、作業衣いの腰のところでこすって油を落とした。

　そして、一瞬ためらったあとで、ケリンの手をつかんだ。

「ちょっと待って！　ごめんなさい！」

　そして、振り向いたケリンに、ミントは頭を下げた。

「あの……いきなり田舎娘って言われて、かちんときちゃって……あのときは本当にありがとうございました。あのあと、いろいろな人から話を聞いて、本当に危なかったかもしれないと思ってぞっとしたんです……考えてみれば私に怒る資格、ありませんよね、正しよう真しん正しよう銘めいの田舎娘だったんですから……」

　ケリンは、驚いたような顔をしてミントを見ていたが、やがて、照れたように笑った。

「いや、ごめん、こっちもちょっと言いすぎたかもしんないな。まあ、あのあとの大騒ぎは、別にあんたのせいじゃないから、あんたに当たるのは筋すじ違ちがいだもんな」

「大騒ぎ……？」

　怪け訝げんな顔をするミントの前にＤデイー・Ｄデイーが進み出た。

「御ご存ぞんじ無い？　あの王おう都とデメララが大騒ぎになった下級士族デミセツクの乱と呼ばれる大事件を？」

　ミントはうなずいた。

「ええ、なんか大きな騒ぎがあったとは聞いていますが、詳しいことは……」

　Ｄ・Ｄは、にっこり笑って言った。

「では、私が簡単に事情をご説明しましょう。ケリンがあなたを助けたことが、どう発展し、そしてケリンがこのグレンダランに来たいきさつを……」




　工房の隅すみにある応接用のテーブルの上には、シルバーチップが運んできた香こう茶ちやのカップが湯気を立てていた。

　その一つを口元に運んだミントが、大きくため息をついた。

「知りませんでした……そんなことになっていたなんて……」

「いや、まあ、怪け我がの功こう名みようと言うかなんと言うか、おかげで、こいつもこの若さで百人隊長になる、というとんでもない出世をしてのけたわけですから……」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、そう言うと、よそ見をしているケリンの足を蹴け飛とばした。

「痛て！　なんだよ、いきなり……」

「なんだよ、じゃねえ！　人が一生懸けん命めい話をしているのに、きょろきょろよそ見ばかりしやがって……」

　ケリンは頭を掻かきながら言った。

「いやあ、なんというかめずらしいものがいっぱいあるからさ、ここ……」

　そしてケリンはミントの脇にいるシルバーチップを指差して聞いた。

「それ、ワーカーって言う自動機械だろ？　動いてる本物を見るのは、生まれて初めてだ」

　ミントは、シルバーチップの頭をなでながら微笑ほほえんだ。

「これは、私のひいお爺じいさんが、ギルドの廃はい品ひん集積所からもらってきて、修理したものと聞いているわ。今ついている車輪はそのときに付けたもので、大おお昔は人間みたいに二本の足で歩いていたそうよ」

「へえ……昔の人の技術ってのはすげえよなあ……」

　ケリンはしばらく黙ってシルバーチップを見ていたが、やがて、ぽつりと言った。

「ねえ、あんた、一人でこの工こう房ぼうやってるのかい？」

「うん、お父さんが死んじゃったあとは、お母さんと二人でやってたけど、去年の暮れ、お母さんも病気こじらせて死んじゃったから……今は一人」

　ミントはそこで言葉を切ると微笑んだ。

「でも、さみしくないよ、毎日忙しくて、さみしがる暇ひまなんかないから……」

「そうか……」

　ケリンは何かを考えるような目で、工房の中を見回した。

　……自動機械と二人きりの工房で、日がな一日銃じゆうを作ったり修理したり……インダストリアンの女の子ってのは、街にいる普通の女の子と考え方が違うのかな……。

　そのとき、ミントが顔の前で小さく手を叩たたいて言った。

「あ、そうそう、仕事で思い出した。修理する銃を見せてもらわないと」

「いけね、そう言えばまだ、そっちの話をしてなかったな」

　ケリンは、抱えてきた包みをテーブルの上に載せて布ぬの包づつみを縛しばっていたヒモをほどいた。

　布の中には、国防軍に装備されている長ちよう銃じゆうが入っていた。しかし、その長銃の銃身の先はささらのように無む残ざんに裂さけていた。

　銃を見たミントが声を上げた。

「なにこれ！　何をやったの？」

　ケリンがあっさり答えた。

「三倍の火か薬やくで撃うった」

　ミントがあきれたように言った。

「馬鹿じゃないの？　よく命があったわね」

「でもよ、四百メルテ先のエズオルの頭に当てたぜ」

　自慢するような口く調ちようで答えたケリンを見て、ミントは馬鹿にしたように言った。

「無茶なことやっていきがるなんて、ほんと、馬鹿丸まる出だしだわ」

　ケリンは肩をすくめると、さらっと答えた。

「そのエズオルは子供をさらって逃げるとこだったんだ、子供を助けることができたから俺は満足してる……あんたから見れば馬鹿なことなんだろうけどよ」

　ケリンの言葉を聞いたミントは、後こう悔かいした。

　……この人は不良だからって決め付けて……馬鹿なのは私の方だ。

　ミントは小さく頭を下げた。

「ごめん……そんな理由があったなんて……じゃあ銃を壊したって仕方ないよね」

「直るかな？」

　ミントは、長ちよう銃じゆうを持ち上げると、しばらく難しそうな顔で、その長銃の機関部や銃じゆう床しようの取り付け部などを見ていたが、やがて、小さくうなずいた。

「機関部は大丈夫ですし、銃床もそのままですから、銃身を取り替えれば何とかなると思います……ただ、銃身部を作り直しますから時間はかかります」

　ケリンはＤデイー・Ｄデイーと顔を見合わせると、ほっとした顔で言った。

「いやあ、良かった。赴ふ任にんして早々に備品の銃をぶっ壊しちまったから、どうしようかと思ってたんだ」

　ミントは手に持った長銃の銃身部を見ながらケリンに聞いた。

「元の状態に戻すだけでいい？　火か薬やくの量を増やして射しや程ていを延ばせるように銃身を強化したり、命めい中ちゆう率りつを上げるために、ライフルの数を増やすこともできるけど……」

　ミントの言葉を聞いたケリンは、びっくりしたように言った。

「あんた……変わってるな？」

「何が？」

「いやね、性能にこだわる鉄砲鍛冶ガンスミスに会ったのは、初めてだからさ。俺が知っている鉄砲鍛冶ってのは、みんな飾りの自慢をする連れん中ちゆうだったからよ」

　ミントは小さくため息をついた。

「デメララじゃあそうかもしれないけど、このグレンダラン……特に猟りよう師しの人にとって鉄てつ砲ぽうは道具よ、飾り物じゃないわ」

「そうだよな……俺は考えたんだけどよ、開かい拓たく村には絶対に銃が必要だ。士し族ぞくじゃなくて平へい民みんも銃が持てるようにすればいいんだよな。荷物を守る荷に馬車の御ぎよ者しやとか、家族を守る父親とかに銃を持たせれば、こんな悲ひ惨さんなことは少なくなると思うんだ」

　話を聞いていたＤ・Ｄが口を挟んだ。

「でもよ、士し族ぞく以外の身分の人間が銃を持つことは禁止されているぞ。だから代わりに弓や剣を持たせているんだ」

「そりゃあ確かに剣や弓は持てる。現に昼間エズオルに襲おそわれた荷に馬車の父親も剣と弓は持っていた。でもよ、剣や弓ってのは訓練を積んで、力をつけなくちゃ使えねえ。でも銃は違う。長ちよう銃じゆうは無理でも短たん銃じゆうなら女や子供でも、年寄りでも撃うてる。至し近きん距離ならたいした訓練も必要ねえ。だから弱い者にこそ銃を渡すべきじゃねえのかな？　子供を奪われたあの母親が短銃を持っていれば、エズオルを追い払うことだってできたはずだと俺は思うんだよな」

　ケリンの言葉を聞いたミントの脳のう裏りに、父親の言葉がよみがえった。

『……銃があればミントのような子供でも自分の身を守ることができるんだ、違うかい？』

　……父さん。

　父さんと同じことを考えている人がいたよ。

　ミントは自分の声が震えるのを押さえつけるように笑って見せた。

「あんた……変わってるね、士族のセリフじゃないよ」

　ケリンは白い歯を見せて笑い返した。

「変わり者はお互い様だ、じゃあ、悪いけど修理頼たのむ」

　ミントは微笑ほほえんで胸を張った。

「わかったわ、ちゃんとやっとく！　完成したら知らせるから」

　Ｄデイー・Ｄデイーと一緒にミントの工こう房ぼうを出たケリンを、国防軍の隊員が待っていた。

　それはハンキー一番隊にいる十人隊長のアボットだった。

「どうしたんだ？　アボット、なんでここにいるってわかったんだ？」

　アボットは、小さく頭を下げたあとで小こ声ごえで答えた。

「猟りよう師しの組合長に聞いたんでさ。それよりも早く隊の方にお戻り下さい。ヘイグの件でお知らせしたいことがあります」

「ヘイグの？」

「ええ、先ほど警備隊ガーデイアンから連絡がありまして……南のグレンフィディックの村に向かう駅馬車にヘイグが乗っていたらしいんです」

　ケリンとＤ・Ｄは同時に叫んだ。

「なんだと！」

「とにかく早く隊の方に……」

　そう言ったあとで、アボットはミントの工房に、ちらっと視線を投げて小声で聞いた。

「鉄の魔ま女じよの機き嫌げんはどうでしたか？」

　ケリンは怪け訝げんな顔をした。

「鉄の魔女？　ああ、あの、ミントって子のことか？」

「ええ、気き難むずかしくて、なんか得え体たいの知れない機械仕じ掛かけの下げ僕ぼくと暮らしてる妙みような娘ですから、街のものはみんなあいつのことを鉄の魔ま女じよって呼んでます」

　ケリンは声を立てて笑ったあとで答えた。

「確かにちょいと変わり者だけど、魔女なんかじゃねえよ。どう見たって普通の女の子だ。職人ってのは、男も女も変わんねえよ。みんな偏へん屈くつなものさ」

　その言葉をドアの内側でミントが聞いていた。

　ミントは、ため息をついたあとで、油まみれの自分の手と、そしてオーバーオールの作業衣いを見下ろして、小こ声ごえでつぶやいた。

「……普通の女の子なんて言われたの……初めてだ」




　ケリンたちの目の前にある机の上に、ずたずたに引き裂かれた書類や、バッグなどが並べられていた。

　そこは、銃じゆう士し隊たいの隊たい舎しやにある会議室の中だった。

　警備隊ガーデイアンの幹部らしい男が、その中にあった一枚の書類を持ち上げて言った。

「これは、国防予算部からの振込み通知書で、この第六三三銃士隊が振り込み先になっております。そしてそちらのバッグには、ヘイグ・トレンド氏名めい義ぎの預金通帳と、さまざまな債さい権けんが入っておりました……持ち物と、駅馬車に乗り込んだ男性の人にん相そう着ちやく衣いなどから、遭そう難なんした男性は、こちらの国防軍に所属しているヘイグ氏にほぼ間違いないものだと思われます」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、バッグの中の書類を手に取った。

　その書類の隅すみには、明らかに血液が乾いたものと思われる茶色いシミがついていた。

「その……エズオルに襲おそわれた駅馬車に、生存者はいなかったのですね？」

　警備隊員はうなずいた。

「駅の乗車名めい簿ぼによると、グレンエルジンからグレンフィディックに向かう駅馬車には、御ぎよ者しやと護ご衛えいの助手を合わせて男女八名が乗っていたことになっておりますが、発見されたとき、馬車の馬四頭が食い殺され、乗客の姿は見当たらなかったとの報告を受けております」

　ケリンは、馬車がエズオルに襲しゆう撃げきされた光景を思い出していた。

　……馬はその場で食われ。そして人は棲家すみかに運ばれて食われたに違いない。

　Ｄ・Ｄは、小さくうなずくと、警備隊の幹部に告げた。

「わかりました、お知らせいただきまして、ありがとうございます。ヘイグ氏の家族には、こちらから連絡を取ります」

「では、失礼します」

　敬けい礼れいして去っていく警備隊員を見送ったあとで、ケリンがぽつんと言った。

「ヘイグのヤツ……逃げたりしなきゃ、こんな目にあわないで済んだのにな……」

「てっきりデメララとか、ローガンとかの大都市に逃げたと思っていたんだが……開かい拓たく地の方に行っていたとはな……」

　Ｄデイー・Ｄデイーがそう言ってうなずいたとき、会議室のドアをノックする音と共に、ハンキーの声がした。

「ハンキーです！　お話したいこと……いえ、お聞きしたいことがあって参りました！」

　ケリンは、Ｄ・Ｄと顔を見合わせると、肩をすくめて言った。

「もう、ごまかしようがねえな。正直に話して、みんなの協力を求めよう。それしかねえよ」

「まあ、遅かれ早かれバレるとは思っていたけどな」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いたケリンは小さくうなずくと、会議室のドアに向かって言った。

「どうぞ、入ってきてくれ、ハンキー隊長！」




　三十分後、銃じゆう士し隊たいの訓くん示じ室には、第六三三銃士隊の隊員全員が揃そろっていた。

　やがて、その隊員たちの前にハンキーがのっそりと立ち、隊員たちを見回した。

　……ヘイグのクソ野や郎ろうが隊の金を使い込んでいたということと、金を持ち逃げして、エズオルに食われたってことは、なんとか理解しているみてえだが、そのあとのＤ・Ｄの旦だん那なの説明の意味は、よくわかってねえみてえだな。

「おめえら！　今のケリン隊長の話と、Ｄ・Ｄの旦那の話は聞いたな？　要するに、今、俺たちには金がねえってことだ。来週に来月の予算が軍務局の主しゆ計けい課かから振り込まれるまで、この第六三三銃士隊には、パン一切れを買う金すら残っていねえということだ、わかったか？」

　隊員たちは、お互いの顔を見合わせて、小こ声ごえでささやき合った。

　そのうちに、一人の隊員が手を上げた。

「すんません、ハンキー隊長、ちょっと腑ふに落ちねえことがあるんすけど……」

　ひょろっとした、貧ひん相そうな顔つきのその隊員を見て、ハンキーがうなずいた。

「おう、カトスか、何だ、言ってみろ」

　カトスと呼ばれた隊員は、おずおずと立ち上がると、小さな声で聞いた。

「さっきの話っすけど、金持って逃げたヘイグの通帳とか、証しよう券けんとか見つかってるんすよね。だったら、その金を取り戻せばいいだけのこっちゃないですか？」

　横で話を聞いていたＤ・Ｄが、顔を上げた。

「その質問には俺が答えます。確かにヘイグの持っていた通帳や、証券は戻ってきました。あいつは、溜め込んでいた金を全部証券にしていたみたいです。過去五年分の着ちやく服ふく額がくは、この隊の年間予よ算さん二年分ありました……」

　隊員の間から低い口笛の音が聞こえた。

　Ｄ・Ｄは、眉まゆをひそめて話を続けた。

「しかし、ヘイグは用心深い男だったようですね。その証券はすべて記名式で、ヘイグ本人のサインが無ければ現金化できないのです。ヘイグが生きていれば、ぶん殴なぐってでもサインさせることはできますけど、彼は今、南の森の中に住むエズオルどもの胃い袋ぶくろの中です。銀行相手に訴そ訟しようを起こして、名めい義ぎの変へん更こう手続きが認められたとしても、それはずっと先……下へ手たをすれば二年や三年先のことになるでしょう。問題は、二年先の億おくパイントの金ではなく、明日の千パイントの金なのです」

　隊員たちは、再びお互いの顔を見合わせて小こ声ごえで声を交わしたが、その顔つきは、さっきより一段と不安の色が濃いものだった。

「どういうことなんだ？　国防軍ってのは国の仕事だろ？　なんで金が無いんだ？」

「国防軍が潰つぶれたのか？　不渡り出したとか……」

「馬鹿か！　普通の店とか工こう房ぼうなら、客がつかねえで潰れるってことがあるかもしれねえけど、この西せい域いき国こくが潰れるわけねえじゃねえか」

「給料日前まえに全額使っちまって、一いち文もん無しになるようなモンだろ？　金が入る当てはあるけど、それまでのつなぎが無いってわけだ」

「メシだけなら、食い物をツケで買うってことはできねえのか？　代金後あと払ばらいでよ……」

「ヘイグの野や郎ろうが、さんざっぱらアコギな真ま似ねしたんで、どこの店も現金払いじゃねえと、モノを売ってくれねえんだとよ。俺たちは誰からも信用されてねえんだと」

「へっ！　こんなときに、日頃ろくでもねえことばかりやってたツケが回ってくるとはね」

　ばん！

　ハンキーが、目の前にあった机を叩たたくと同時に部屋の中が静まり返った。

「……で、ものは相談だが。ケリン隊長が、俺たちに、自分たちの食い扶ぶ持ちを稼ぐというありがたい『任務』を見つけてきて下さった明日から一週間、俺たちは全力を挙げてこの任務に当たることにした……その任務とは……」

　ハンキーはそこで言葉を切ると、もういちど部屋にいる隊員たちをにらみつけるように見回して言った。

「猟りよう師しのアルバイトだ」

　部屋の中にいた全員の耳に、一瞬、さわっ、という音が流れた。

　それは、信じられないものを見たり、聞いたりしたときに、驚きよう愕がくのあまり脳の中を流れる血流が一瞬止とまるときの音だった。

　やがて、脳に血流が戻ってきたとき、隊員たちの間から怒ど号ごうにも似た声が上がった。

「ふざけんな！　何が任務だ！」

「よりによって猟師だと？　馬鹿にするのもいいかげんにしやがれ！」

「俺たちは誇りある国防軍の銃じゆう士しだぞ！　士し族ぞくの誇りを捨てろって言うのか！」

「うるせええええええっっつ！」

　ハンキーの怒ど鳴なり声が炸さく裂れつした。

　息を飲んで静まり返った隊員たちをにらみつけてハンキーは咆ほえた。

「てめえらだけが士族だと思ってんのか！　じゃあこのケリン隊長は士族じゃねえのか！　いいか、てめえら良く聞け。隊長はな、ヘイグが金を持って逃げたことを知ったとき、俺たちに心配かけねえために、それを秘密にして猟りよう師しのバイトに出たんだ！　そこでエズオルと死ぬか生きるかってぇ戦いをやってきたんだぞ！　なんのためだと思う！　てめえで使う金か？　女と遊んだり、てめえで美う味まい物食うための金か？　違う！　俺たちの食費だ！　ケリンはよ、俺たちの食い扶ぶ持ちを稼ぐために、今日、猟師のバイトに出たんだ！　言っちゃあ悪いがこいつはガキだぞ！　俺なんかより十も二十も年下のガキだ！　でもよ、やってることは隊長だ！　俺は十八年国防軍にいるけど、こんな隊長を見たのは初めてだ……俺はケリンについて行く！　だから、てめえらもついて来い！」

　隊員たちは黙ったままハンキーを見ていた。

　その視線を見ながらＤデイー・Ｄデイーは思った。

　……納なつ得とく半分、反はん感かん半分というところかな。

　それでも、半分でも納得させただけたいしたものだ。

　ハンキーは、隊員たちを見回して、うなずいた。

「よーし、では、これよりこの『極ごく秘ひ任務』の班はん分わけをする。明日の朝から各班ごとに、職業安定所に行って、そこで作戦地域についてブリーフィングを受けることとする」

　カトスのぼやき声が聞こえた。

「なんで『極秘任務』なんすか？　別に極秘にするほどのことじゃねえでしょう？」

　ハンキーは、にやっと笑って言った。

「国防軍の兵士がバイトしていた、なんてことが憲けん兵ぺい隊たいにバレたらどうなると思う？　その罪は一いち蓮れん托たく生しようだぞ。この中には「俺、軍ぐん法ぽう会議がだーい好き」とかいうトチ狂ぐるった価か値ち観かんの人間がいるのか？」

　隊員たちが、無言でぶんぶんと首を振るのを見たハンキーは、大きくうなずいて言った。

「よーし、じゃあ今日は解散！　各かく自じ自分の長ちよう銃じゆうの手入れをやっておけ！　明日からは訓練じゃねえ実戦だ！」

　がやがやと、私語を交わしながら隊員たちは会議室から出て行った。

「あーあ、あしたから猟師に格下げかよ、死んだ親父おやじが見たら泣くぜ」

「エズオルなんざ、俺たちが出て行かなくたって、猟師で片付けられるんだろ？」

「おうよ、銃声を聞いただけで逃げちまうって話だぜ」

　カトスが吐き捨てるような口く調ちようで言った。

「猟師の仕事なんざ適当にやっときゃいいんだ、適当によ」

　隊員たちの間に、同意の意味を示す低い笑い声が広がった。




　グレンダランの南には、森林地帯に沿ってグレンエスク、グレンフィディック、グレンエルジンという三つの村があり、そのさらに南側にもいくつかの開かい拓たく村が存在していた。

　この開かい拓たく村は、グレンダランで行われている製せい鉄てつ用の木炭を生産するために、伐ばつ採さいした森林の空あき地を開拓地として利用し、牧場や農場にするために造られたもので、西せい域いき国こくは、増大する人口と、食糧の生産拡大の二つの問題を解決するために、この開拓事業を積極的に推おし進めていた。

　ここ十数年にわたってエズオルの活動は鈍くなっており、森に隣りん接せつしている開拓村や、森林伐採現場などにエズオルが出没することはあっても、三つの村の周辺にエズオルが出現することは、年に数回ある。という程度の出来事だった。

　そのため、人々はエズオルとは、一頭かせいぜい四、五頭の群れで行動する獣けものであり、凶きよう暴ぼうであるが、よほど近くでばったり出会わなければ、そう危険ではなく。銃声を聞けば逃げてしまう。というものだと思い込んでいた。

　スタンピードという言葉は知っていても、それはあくまでも知識としての言葉であり、それが現実のものとして自分たちの前に起きるなどということは、まったく考えていなかった。

　八十年前に起こったと言われている最後のスタンピードは、このグレン郡から西に遠く離れたタプローズ地方で発生したため、グレン郡の人々の記き憶おくや伝でん承しようには、スタンピードに関する情報が、まったく無かったのだ。




　パッカーン！

　銃声と白煙の向こうで、黄おう土ど色いろの毛皮の塊かたまりが、つんのめるようにして土つち埃ぼこりの中に転がるのが見えた。

「これで四頭！」

　大きく揺れる駅馬車の屋根の上で長ちよう銃じゆうを立てたカトスが叫ぶのに向かって、ハンキーが咆ほえるように答えた。

「まだまだ来るぞ！　休むな！　馬を守れ！」

　カトスは、慌あわてて弾だん薬やく盒ごうから早はや合ごうを取り出し、ローディングロッドで銃口からそれを押し込んだ。そして雷管キヤツプを点火栓せんにはめ込みながら考えた。

　……いったいどうしちまったって言うんだ。まったくこのエズオルどもときたら、気が狂っているとしか言いようがねえ。

　撃うっても撃っても逃げるどころか、平気で馬車のあとを追いかけてきやがる。

　カトスは、ハンキーたちと、グレンダランからグレンエスクに向かう駅馬車に護ご衛えいとして乗り込んでいた。

　頻ひん発ぱつし始めたエズオルの襲しゆう撃げきのために、一日に二回定期的に運行していた駅馬車は中止されていたが、グレンエスクで熱病が流行し始めたという連絡があったため、医師と医薬品を運ぶ馬車が急きゆう遽きよ仕立てられたのだ。

　平へい民みんの中で、唯ゆい一いつ銃を持つことを許されている猟りよう師したちは、南の森林地帯にある開拓村や森の伐ばつ採さい現場で出没するエズオルを退たい治じするために雇われて、出で払はらってしまったため、馬車の護ご衛えいを求める声がグレンダランの職業安定所に山のように届いており、ケリンたち銃じゆう士し隊たいの面めん々めんは、今日の朝からいくつもの班に分かれて各地で護衛の仕事についていた。

「森に近づいた！　数が増えるかもしれねえ！　気を抜くな！」

　ハンキーの声が終わらないうちに、左手の森の方角から新あら手ての群れが飛び出してくるのが見えた。

「くっそお！　キリがねえぞ！」




「ここを切り抜ければ、街かい道どうは一いつ旦たん森から離れる！　それまでの辛しん抱ぼうだ！」

　御ぎよ者しやは、そう叫ぶと、再び馬に鞭むちを入れた。

　弾だん丸がんの装そう填てんを終えて銃を構え、馬車の後ろを見たカトスの手が、一瞬凍こおりついた。

　馬車の後ろに立つ茶色い土つち埃ぼこりの中を転がるように追いかけてくる黄おう土ど色いろの毛皮の塊かたまりの数が増えていた。

　さっき、四頭目を撃うち倒したときは、せいぜい十頭程てい度どだったエズオルの数が、気がつくと、その倍ばい以上の数に増えていたのだ。

　エズオルたちは、それぞれに白しろ目めをむいて、口から涎よだれを垂らし、全速力で走る馬車の後ろを追っていた。

　そのエズオルたちの様よう子すを見たときカトスの脳のう裏りによみがえった光景があった。

　それは、カトスが生まれた北の小しよう村そんで見た光景だった。

　いつのことなのか覚えてはいない。それはカトスが小さな子供だった頃の思い出だった。

　三年に渡って冷害が続いたその年、村には食べるものが何一つ無かった。

　月に一度都みやこから穀こく物もつを持ってくる馬車が来ると、村の人々は先を争ってその馬車に群がった。

　食い物を目の前にしたとき、そこに親子も夫婦も知人も無かった。自分が助かりたいという本能だけで動く人間の姿があった。

　それは、今、カトスの目の前にいるエズオルたちとそっくりの光景だった。

　……こいつらは、あのときの村人と同じだ。

　飢えて、そして見み境さかいがつかなくなっているんだ。

　パッカーン！

　銃声と共に、カトスの目の前にいたエズオルが転がり、そのまま砂すな埃ぼこりの中に遠ざかって行った。

「馬鹿野や郎ろう！　何をぼーっとしてやがる！　仕事しろ仕事！」

　ハンキーの怒ど鳴なり声で我に返ったカトスは、慌あわてて長ちよう銃じゆうを肩に当てた。

　そして十数頭のエズオルを倒したとき、馬車は森の周りに広がる背の高い草原を抜けて、開けた土地に出た。

　何頭かのエズオルが未み練れんがましくあとを追ってきたが、ほとんどのエズオルは、そこで追つい跡せきをあきらめたようだった。

　追ってきたエズオルに銃を向けたカトスに、ハンキーが言った。

「おい、やめとけ。弾たまがもったいない。帰りのぶんを取っておけ」

　カトスは、はっとしたように銃を下げた。

「そうっすよね、俺たち帰らなきゃならないんすよね」

　やがて、最後まで追ってきたエズオルも、追跡をあきらめたのだろう、砂すな埃ぼこりの中に消えて行った。

「よーし、小しよう休止！」

　ハンキーの号ごう令れいを聞いたとたん馬車の屋根の上で、ずっとエズオルを撃げき退たいするために長ちよう銃じゆうを撃うっていた銃じゆう士し隊たいの隊員たちが、そのままその場にへたり込んだ。

「まいったぜ、俺の銃、もう熱くて持てねえよ、早はや合ごう入れただけで発火して撃てそうだ」

「何頭撃ったか覚えてねえよ、エズオルってぇのはあんなに執しゆう念ねん深い獣けものだったのか？」

　長銃を抱え込んで座り込んだハンキーが、つぶやくように言った。

「猟りよう師しなんてモノは、もっと楽な仕事だと思ってた……だろう？」

　隊員たちは黙り込んだ。

　クリーニングキットの箱の蓋ふたを開けて、中にあるブラシと注ちゆう油ゆ用の小さな缶を取り出しながらハンキーは言葉を続けた。

「実を言うとついさっきまで俺も思ってた……猟師なんか……ってな」

　ハンマーの軸じくと機関部の間に油を垂らし、ブラシでその隙すき間まについている白い火か薬やくカスを削けずり取りながらハンキーは、肩をすくめた。

「ま、楽な仕事なんかどこにもねえ、ってことを忘れてたようだぜ……おう、お前らも手が空あいている今のうちによく掃除しとけ、こいつが使えるかどうかで命に関わるぞ！」

　隊員たちは、一いつ斉せいにクリーニングキットを取り出した。




　やがて、あたりの景色が草原から農場や牧場に変わり始めてしばらく過ぎた頃、馬車は無事にグレンエスクの村に着いた。

　村の入り口にさしかかると馬車の到着をまちわびていた何十人という人々が、駆け寄ってきて馬車を取り巻いた。

　屋根の上にいたハンキーは、人々が口々に医者だ医者だと叫んでいるのに気がついた。

　……そうか、そう言えば、ここより南の方にある開かい拓たく村でも、熱病がはやり始めたって言っていたよな。

　開拓村じゃ医者なんかいない。こんな村だって診しん療りよう所があるくらいだろう。

　街から医者と薬が来るのを、みんな首を長くして待っていたんだ。

　馬車は、村の中に入り、村役場の前で停まった。

　馬車の中に乗っていた医師と看護師が降り立つと、村の中にいた人々から歓声と拍手が湧わき起こった。

　村役場に向かって歩いていく初しよ老ろうの医師の後ろ姿を見て、ハンキーは、大きくため息をつくと、長ちよう銃じゆうを肩にかけて、はしごを伝って馬車の屋根から降りた。

　カトスや他の隊員たちがあとから馬車を降りてくるのを待ってから、ハンキーが振り向いたとき、ハンキーは驚いた。

　その場にいた村人すべての視線がハンキーたちに向いていた。

　正確に言うならば、その視線は、ハンキーの前に立つ初老の医師に向けられていた。

　建物に向かって歩いて行ったはずの医師が、引き返していたのだった。

　医師は、ハンキーに向かって微笑ほほえむと、右手を差し出した。

「ありがとう……君たちがいなければ、ここまで来ることはできなかっただろう。本当に感謝している……」

「いや……仕事をしただけだ」

　ハンキーは、少し照れたようにそう言うと、その手を握った。

　医師は真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「そうだな……これからは私が仕事をする番だ」

　そして、医師は小さく頭を下げ、くるりと振り返り村役場の建物の中に消えて行った。

　医師の背中を見送っていたハンキーとカトスのところに、一人の老ろう婆ばが近づいて、おずおずと聞いた。

「あんたらが、グレンダランからお医者さんを連れて来てくれたんかね……」

　カトスは、首を振った。

「いやあ、違うよ婆ばあさん。医者を連れて来いって言ったのは、この村の役人だ、俺たちは馬車がエズオルに襲おそわれないように護まもっていただけだよ」

　老婆は、首を振った。

「いや、違う。あんたらのおかげだ！　うちの孫まご娘むすめは三日前から熱が下がらん。医者と薬が来なけりゃ助からんちゅう話だった。わしゃあもう心配で、心配でこの三日寝とらん……でも医者と薬がやっと来た！　それはあんたらのおかげじゃ！　ありがとうございます、ありがとうございます、おかげで孫娘が助かります……」

　両目に涙を浮かべた老婆は、両手を合わせて何度と無く頭を下げて繰り返し礼を言った。

　群集の間から進み出てきた中年の男が、カトスの手を握った。

「ありがとう！　これで病人が助かる！　あんたらのおかげだ！」

　周りにいた人々が押し寄せてきて、ハンキーとカトス、そして他の隊員たちの肩を叩たたき、そして礼を言った。

　その、嬉うれしそうな顔を見てハンキーは思った。

　……誰もが不安だったに違いない。エズオルのためにこの村が孤立化するのではないかという不安を抱えていたんだ。

　そして、もし、あのエズオルがこの村の近くまで押し寄せるようになったとしたら、この村は孤立化なんてものじゃ済まないだろう。

　ひょっとしたら……エズオルどもはスタンピードを起こしかけているんじゃねえのか？

　ハンキーは脳のう裏りに浮かんだその物ぶつ騒そうな考えを振り飛ばすかのように大きく首を振ると、部下に向かって叫んだ

「よーし、俺たちは警備隊ガーデイアンのところで、弾だん薬やくの補給をするぞ、早はや合ごうを作っておけ」

「了りよう解かい！」

　背はい嚢のうと長ちよう銃じゆうを背負って歩き出した部下たちを見たとき、ハンキーは、カトスが妙みような顔つきをしているのに気がついた。

「おう、カトスどうした、泣きそうな顔してよ……」

　カトスは黙って下を向いた。そして、小さな震える声でこう言った。

「オレ……生まれて初めてっす……何かをして他人に泣かれるほど喜んでもらえたことなんて……今まで一度も無かったんすよ」

　ハンキーは黙ってカトスの肩を叩たたいた。







　第十二章「破局」







「大陸鉄てつ路ろを封ふう鎖さするですと？　エズオルのスタンピードが迫っているこのときに！」

　ソバーヌは、信じられない、という声を上げた。

　王国府ふの最上階にある会議室の中に、冷ややかな空気が満ちていた。

　落ち着いた調ちよう度ど品ひんに囲まれたこの部屋の中央には、どっしりとした大きな長い木製の机が置かれ、その縁ふちに、実質的にこの西せい域いき国こくを動かしている王国府の局長たちがずらりと並んでいた。

　その話題を切り出した保健衛生局の局長は、唇の端に皮ひ肉にくな笑いを浮かべて答えた。

「今、南部州で流行している熱病は猩しよう猩じよう熱ねつです。これは伝染性が高い熱病ですぞ。他の地区への感かん染せん拡大を防ぐために、南部州への通行を制限し、人と物の移動を禁止することは当然のことではないですかな？」

　ソバーヌは、声を上げた。

「南部州にスタンピードが起こる前に、村々の女性や子供を避ひ難なんさせ、代わりに人と物資を送り込まねばならんのです！　大陸鉄路は、そのための生命線ですぞ！　それを封鎖するなどとんでもない！」

　居並ぶ局長たちの間に、冷ややかな笑い声が流れた。

　保健衛生局の局長は、揶や揄ゆするような笑いを浮かべて言った。

「ソバーヌ局長は、神しん経けい質しつになりすぎてはいませんかな？　エズオル対策部の報告では、エズオルの数は減っており、スタンピードの可能性は無い。となっております。心配するほどのこともないでしょう」

　ソバーヌは、手元にあったもう一つの報告書を振り上げた。

「その、自己保ほ身しんで固まった大おお馬鹿どもの報告書などに信頼度はゼロだ！　こちらの対策部ぶ局きよくの報告書をご覧らんになって下さい、エズオルの活動の活発化、馬車を襲おそい、馬を食らうほどに飢えた若いエズオルの群れ。三年前の大おお葉ばクルミの大だい豊作。そして熱病の流行。すべて八十年前のスタンピードのときと同じです、いや、規模としては。今回の方がはるかに大きい。諸君らは、この先に待ち受けている破局を予測できないのかね？」

　局長たちは、半分白しらけたような顔つきでお互いの顔を見合わせた。

　やがて、一人の男が馬鹿にするように言った。

「まあ、あれだな。部下が上じよう司しのご機き嫌げん取りに、在ありもしないことを報告するということは、よくあることだ……」

　ソバーヌが顔を上げた。

「それはどういう意味ですか？　この報告書に書かれていることがウソだとおっしゃるのですか？」

　その男は、胸の前で両手のひらを立てて、なだめるように言った。

「ウソだとは言わんよ、この報告書に書かれている事実は本当のことだろう。しかし、最初からスタンピードが発生するということを前提にして作られておるのではないかね？　対策部局の目的がスタンピードの発生予測だとしたら、自分たちの存在理由を否定するような報告書は作らんということだ」

　保健衛生局の局長が、その言葉のあとを継いだ。

「スタンピードが、我々にとってとてつもない災さい厄やくであることは、我々も重じゆう々じゆう承しよう知ちしている。しかし、それは起きるかどうかわからない危機だ。それに対して熱病は、今そこにある危機なのだよ。国の政治をつかさどるものとしてだ、どっちを優先するのかといえば、これはもう言うまでも無いことだと思わんかね？」

　言葉に詰まったソバーヌ局長を見て、保健衛生局の局長は、再び揶揄するような微笑を浮かべて言った。

「ソバーヌ局長は、お疲れのようですな。保健衛生の専門家として、ぜひとも休養をお勧すすめします」

　そして、彼は居並ぶ他の部局の局長を見回して言葉を続けた。

「どうですかな？　皆さん。この辺でソバーヌ局長にしばらくお休みしていただくというのは？」

　その言葉を待っていたかのように産業経済局の局長が言った。

「ソバーヌ殿が休養を取っていただいている間、誰が局長の代行をするのがいいと思うかね？」

　保健衛生局の局長は、してやったりという笑いを浮かべて言った。

「南部州でエズオルが暴れていることが、ソバーヌ殿の心しん労ろうになっておるのなら、そのエズオルに最も詳しい人間を代行に置くべきだと思う。エズオル対策部の部長はどうだ？」

　事前に打ち合わせがされていたのだろう、居並ぶ局長たちが口くち々ぐちに同意の言葉を漏らしてうなずいた。

　この時点で、ソバーヌの失しつ脚きやくが決定した。

　いかにやり手で、大たい老ろうの信頼が厚いとはいえ、この局長レベルでの発言力が無ければ無力なのだ。

　ソバーヌは、自分の後あと釜がまに座るエズオル対策部の部長の顔を思い浮かべていた。

　……この一連の筋すじ書がきは、あの男が書いたとは思えんな。だれか別の者が書いてそして彼を引き込んだのだろう。

　内ない務む局きよく局長の席は、西せい域いき国こくのすべての権力が集中している席だ。この席に座りたいと願っている人間は掃いて捨てるほどいる……しかし……その権力に責任という文字が付いていることを知っている人間は、驚くほど少ない。

　……西域国は、南部州の人々は、どうなるのだ。

　ソバーヌは、目の前にあるスタンピードの危険性を訴える報告書の文字が、すっと薄くなったような気がした。




「大陸鉄てつ路ろを封ふう鎖さするだと？」

　グレンダランの総そう督とく府ふの中にある執しつ務む室に、セレス総督の声が響ひびき渡った。

「はい、熱病の伝染を防ぐために、当分の間、錬れん鉄てつと穀こく物もつや衣類などの生活必ひつ需じゆ品以外の物品と人間の輸送を禁止し、各街かい道どうには臨時の関せき所しよを設けて南部州から人間を出さぬようにする、との通つう達たつです」

　側そつ近きんの言葉を聞いたセレス総督は、不満げにつぶやいた。

「確かに熱病が流行しつつあることは事実だ。他の地区への感かん染せんの拡大を防ぐためには、やむをえん処置だということはわかっておるが……このことで街の人々が不安になるのは間違いないな……」

　側近はうなずいた。

「不安をとりのぞき、人じん心しんを安定させるために、備び蓄ちく穀物を放出するというのはいかがでしょうか？　孤立感が高まりますと、人々は買いだめに走り、食料品の価格が上がります。それがまた人じん心しんを不安にさせるという悪あく循じゆん環かんに陥ることが多いのです」

　セレス総そう督とくは、うなずいた。

「わかった、では私の名前で要請書を作成し、デメララの王国府ふまで送ってくれ、それと備び蓄ちく穀こく物もつの件は、状況を見て、市価の半はん値ねで放出するようにしてくれ」

「かしこまりました」

　側そつ近きんは一礼すると執しつ務む室を出て行った。

　そして、入れ替わりに、一人の男が入って来た。

　それはこのデメララの警備隊ガーデイアンの総そう隊長、タラモアであった。

　制服姿すがたのタラモアは、軽く一礼すると、セレス総督の前に立った。

　その顔が、いつもより青ざめていることに気が付いたセレスは、一回深しん呼吸してタラモアに言った。

「何か良くないことでも起ったのかね？」

　タラモアは、小さくうなずいたあとで、静かに告げた。

「グレンエルジンの村の奥にある森林伐ばつ採さい現場にいた全員が行方ゆくえ不明になりました……」

　セレス総督は、顔を上げた。

「全員？　あそこには三十人近い作業員がいたはずだぞ？　エズオル騒ぎがひどくなってから猟りよう師したちも行っているはずだ……」

　タラモアはうなずいた。

「ええ、あの現場には三十名の作業員と七名の猟師が入っておりました……しかし、契けい約やくが過ぎても猟師たちが戻らないという連絡を受けたため、グレンエルジンの警備隊員と村役場の者が現場に行ってみたところ、現場の宿しゆく舎しやと作業場などが破壊され、人間の姿は無かったそうです……」

　総督は、もう一回深しん呼吸して、聞いた。

「……エズオルかね？」

　タラモアはうなずいた。

「おそらくは……」

「しかし……あそこには七人もの猟師がいたのだろう？」

「その……七人でさえも対応できないほどの数……そう、数百数千という数のエズオルに襲おそわれたとしたら……」

　総督は首を振った。

「馬鹿な！　そのようなことがあるわけがない！　警備隊総そう隊長ともあろう者がそのような馬鹿げたことを言うのはやめてくれないか！　いたずらに人心を惑まどわし、人々に不安感を植え付けるだけだ！」

　タラモアは静かに言った。

「私は総そう督とく府ふが沈ちん黙もくを続けていることの方が、人じん心しんを惑まどわし不安を掻かき立てると思います。このグレンダラン、そして近きん隣りんの人々は、誰もが不安を抱えています。薄うす々うす感づいているのです。これは……ひょっとすると……と」

「そうだ！　わかっている、私は、それほど馬鹿ではない。しかしだ、ここで我々が公式に認めれば、人々の抱えている不安に決定の判はんを押すようなものだ。漠ばく然ぜんとした不安が、その時点で確実な脅きよう威いに変わるのだぞ！　まして本日よりすべての街道と大陸鉄てつ路ろは封ふう鎖さされたのだ。どこにも逃げ場がないということを知ったら、人々は自じ暴ぼう自じ棄きに陥るだろう。私にはとてもそんなことを公式に認めることはできん！」

　タラモアはしばらく黙ったままセレス総督の顔を見つめていたが、やがて一礼した。

「わかりました……しかし、何もせぬままと言うわけにもいきません。もしもの場合。この近隣の村の人々を、このグレンダランに収容し、ここに籠ろう城じようすることになります。その計画を立てて、関係各所に根回しをすることは、認めていただけませんか？」

　セレス総督はしばらく考えていたが、やがて小さくうなずいた。

「訓練の一いつ環かんとしてやっている、という理由をつけるのなら認めよう。パニックというのは些さ細さいなことから広がるものだからな……」

　……それは違う。パニックというのは正しい情報が伝わらなかったときに広がるのだ。

　タラモアはその言葉を飲み込んで一礼した。




　熱病の蔓まん延えんを防ぐため、グレンダランの近隣の村々以外の街との大陸鉄路及び大陸行こう路ろが封鎖されたという知らせはグレンダランの街を駆けめぐった。

　この情報に真っ先に反応したのは、物流で生計を立てている市場の商人たちだった。

　人と物が動かないことにより、需じゆ要ようと供給のバランスが崩れたとき、品物の値段は大きく変動する。

　目め先さきの利に聡さとい商人が、品しな薄うす感の出た穀こく物もつを買いに走ったため、穀物の相そう場ばは、一気に三倍近くまで高こう騰とうした。しかしその直後に総督府が備び蓄ちく穀物を放出するという情報が流れたため、今度は一気に下がり、結局今までの五割増し程度に落ち着いた。

　市場で穀物を扱う仲買い人をやっているマッカランは、この日の午前中の取り引きで、そこそこ利益を上げた一人だった。

　取引所からの帰り道で、自分の右手のひらを見ながらマッカランは思った。

　……俺はこの手一つで三百万タレントを儲もうけたんだ。自分で言うのもなんだが、俺みたいな若わか僧ぞうで、一日でこれだけ稼ぐ男は、グレンダラン……いや西せい域いき国こくでもいないんじゃないか？

　熱病に罹かかった病人の家族にゃあ悪いけど、病気が流行してくれたおかげで、儲けさせてもらったようなものだな。猩しよう猩じよう熱ねつ様さま々さまだぜ。

　そんなことを考えながら、上じよう機き嫌げんで市場の中を歩いていた彼の目に留まったのは、魚ぎよ介かい類の乾かん物ぶつや、保存の効く瓶びん詰づめ食品などを扱っている大きな店の前に集まる人々の姿だった。

　スピリタースという名前のその店は、このグレンダランにある食料品店の中でも老舗しにせ中の老舗であり、グレンダランで最初にできた店だ、というのが自慢の、由ゆい緒しよある店だった。

　人が集まれば、そこに金かね儲もうけの種が転がっていると考えるのが商人の常つねである。

　マッカランは、人だかりの中に首を突っ込んだ。

　そこには、魚の干ひ物ものや、挽ひき割りトウモロコシなどといった、いわゆる保存食のたぐいが山積みになっていた。

　……ただの乾物じゃねえか。なんで人が集まってやがるんだ？

　訝いぶかしげに品物を見回したマッカランの目が、品物の前に下がっている値ね札ふだに留まった。

　マッカランは自分の目を疑った。

　そこに書かれた値段は、市価の半額近ちかかった。

　……ウソだろう？　街が封ふう鎖さされて、どこからも品物が入って来ねえっていうときに、品物を値下げして売るバカがいるわけがねえ。

　あ、そうか。きっと質が悪いんだ。普段じゃあとても売れそうにねえ古い悪くなった品物でも、こういうときには飛ぶように売れるに違えねえ。不良在ざい庫こを処分していやがるんだ……機を見るに敏びん。さすがは老舗だよな、商人ってのはこうじゃなきゃ生き残れねえんだ。

　そう思って目の前にある塩しお引びきの魚に近づいたマッカランは、再び目を見開いた。

　それは、毎年秋になると大量に海から遡さかのぼってくる大きな魚の内臓を抜き塩漬けにしたものを冬の季節風にさらして乾燥させたものだったが、皮に残る銀色の鱗うろこは、まったく色あせを起こしておらず、どう見ても去年の秋に仕込んだ新あら物ものにしか見えなかった。

　マッカランは、思わず目の前にいた店員らしい若者に聞いた。

「おい、これはひょっとしたら新物か？」

　若者は、にっこり笑ってうなずいた。

「ええ、新物ですよ。昨日まではこの倍のお値段で並べていたものです」

「新物？　なんでそれを半額で売るんだ？　ただでさえ品しな薄うすで値が上がるってときによ！」

　若い店員は困ったような顔で答えた。

「それは……家か訓くんだそうです」

「家訓？　なんだそりゃ？」

　そのとき、後ろから落ち着いた男の声がした。

「このスピリタースに代だい々だい伝わる家訓ですよ……熱病が流は行やり、街が孤立したら蔵くらを開け、という家訓に従っているだけのことです」

　振り向くと、そこに、見覚えのある小こ太ぶとりの男が微笑を浮かべて立っていた。

　それは、このスピリタースの大おお旦だん那なだった。

「穀こく物もつ相そう場ばで仲なか買がいやっているマッカランさんには、品しな薄うすで値が上がるときに儲もうけないというのは理解できんでしょう。まあ無理もありません、確かに商売の常識から外れておりますからな。実を言うと私も、ずっと納なつ得とくいかない部分があったのです。でも、夕べじっくり考えて結論が出たのですよ……ご先せん祖ぞ様が残した家か訓くんの意味がね……」

　大おお旦だん那なは、少し表情を引き締めて言葉を続けた。

「今、するべきことは儲けることではなく……生き延びることではないかと思うのです。自分より誰よりお客さんに生き残ってもらわなくては、商売は成り立ちません」

　マッカランは思わず笑った。

「生き延びるって、あんた、何を大げさなことを……」

　真剣な目でマッカランを見て大旦那は答えた。

「周りを見なさい、人の話を聞きなさい。相場で儲けるネタだけを探すのではなく、今いま、世の中がどう動いているのかそれを見極めなさい……そうすれば答えがわかるはずだ」

　マッカランは、慌あわてて周りを見回した。

　塩しお引びきの魚や、挽ひき割りのトウモロコシを買い求める人々の顔には、言いようのない不安感と焦りが見えた。

　そういえば、どうしてこいつらはこんな風に食い物を買いあさっているんだ？　熱病の流行だってそんなに続くものじゃないし、主食の穀物だって充分備び蓄ちくされているのに……まるで天てん災さいかなにかが近づいているみたいじゃないか。

　そして、マッカランは思い当たった。

「……まさか！」

「その……まさか、を誰もが恐れている。口には出さんが、誰もが気がついている。もし、それが来るのだとしたら、家訓を守って蔵くらを開くことに意味がある。そうは思わんかね？」

「でもよ。もしスタンピードが起らなかったら、どうするんだよ！　大おお損ぞんじゃないか！」

　大旦那は、小さくうなずいた。

「もし、それが来なかったとしたら、それは幸いだ。このスピリタースという小さな店が潰つぶれる。それだけで済むのだからね……」

　マッカランは、自分の手を見つめた。

　さっきまで、大おお金がねを掴つかんだつもりだったその手のひらが、ひどく小さく見えた。




　その頃、グレンダランの新しん市街地にある駅馬車の事務所では、出入り口の前に置かれた奇き妙みような一台の馬車の周りに人々が集まって、興味深ぶかそうにその馬車を眺ながめていた。

　その馬車は、馬車本ほん体たいには、それほど手を加えた場所はないのだが、馬車を引く二頭の馬を囲うように金網が張られた大きな枠のようなものがついている。

　その奇妙な馬車の前に立っていたケリンが、横にいたＤデイー・Ｄデイーに聞いた。

「これか？　お前が考えた対エズオル用馬車ってのは」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、少し悔くやしそうにうなずいた。

「ああ、そうだ。エズオルが狙うのは馬だ。そして馬車の最大の弱点も馬だ。だからまず馬を護まもることを考えて、作ってみたんだ」

「確かに、こうやって馬全体に、大きな虫かごみたいなものをかぶせれば、エズオルが飛び掛かってきても、いきなり馬に食いつかれずに済むな……エズオルが金かな網あみを食い破ろうとして、この網に取り付いたところを馬車から撃うてばいい、ってわけか」

　ケリンは感心したようにうなずいてから、Ｄ・Ｄに聞いた。

「それはそうと、どうしてお前そんなに悔しそうなんだ？　みんな感心して褒ほめているんだからもっと素直に喜べよ」

　Ｄ・Ｄは腕を組んで不満そうに言った。

「こんな形でみんなに見せるのは、俺の美学に合わん」

「なんでだ？　お前らしくない答えだな。お前は派は手でなのとか、見た人をあっと言わせるのが好きなんだろう？」

「ああ、そうだ。だからこうやって人に見せたくなかったんだ……もっとこう、なんというか事態が切せつ迫ぱくしてだな。馬車という馬車が全部エズオルにやられて、動きが取れなくなって、もうだめだ！　というときにだな、俺が現れて『はっはっは、御ご安心下さい、こういうこともあろうかと私が密ひそかに開発していたこの秘密兵器が……』と言ってみたかったんだ。こうやって最初から見せちまったら面白くもなんともないじゃないか」

「そんな状況は、物語の中にだけありゃあいいんだ、現実にそんな切せつ羽ぱ詰まった状況になんかなられてたまるか！」

　ケリンが、ため息まじりにそう言ったとき、駅馬車の事務所の中から、警備隊ガーデイアンの制服を着た男と、駅馬車会社の役員の二人が出てきた。

　あたりを見回した二人は、ケリンとＤ・Ｄが新型馬車の前にいるのを見て、慌あわてて駆け寄って来た。

「Ｄ・Ｄさん、恐れ入りますが、この馬車を使わせていただくときが来たようです」

「これをですか？　まだテストもしていない試し作さく品ひんですよ」

　目を丸くするＤ・Ｄに、警備隊の制服を着た男が緊きん張ちようした顔つきで答えた。

「ええ、それはわかっていますが、実は昨日からグレンエルジンの村とまったく連絡が取れなくなっているのです。グレンエスクの村からも様よう子すを見るために警備隊の隊員が出たのですが未いまだに帰ってきていないということなのです。あのあたりはここ最近エズオルの活動が活発化して非常に危険なのです……」

「そこで、この馬車の出番というわけか……」

　ケリンはＤ・Ｄの方を振り返って言葉を続けた。

「テストにちょうどいいんじゃねえか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、小さくうなずいた。

「わかりました、じゃあ準備します……」

「よろしくお願いします！」

　そう言って事務所の中に去っていく二人を見送って、ケリンはＤ・Ｄに声をかけた。

「良かったな、Ｄ・Ｄ。物語によくあるシチュエーションになったじゃないか」

「何がだよ」

「テストがそのまま実戦になる、ってヤツさ。『こんなこともあろうかと……』ってのと同じくらいよくあるシチュエーションだぜ」

　Ｄ・Ｄは静かに言った。

「今わかった。物語ってのは他ひ人と事ごとだから面白いんだな」

　ケリンはにやっと笑った。

「いや、自分のことだから面白いと俺は思うけどな……俺はちょっと用事があるから、先に準備しておいてくれ」

「用事って……どこに行くんだ？」

「田舎いなか娘むすめのところさ、銃の修理が終わったかどうか聞いてくる」

　ケリンは、そう言い残すと、駅えき馬ば車しや事務所の前から立ち去った。




　ミントの工こう房ぼうのドアをノックすると、一ひと呼吸置おいてから聞き覚えのある声がした。

「はい、どちら様ですか？」

「えーと、俺です。銃じゆう士し隊たいのケリンです」

　ケリンが名乗ると、ほっとするような響ひびきを含んだ声が返ってきた。

「今いま開けます、ちょっと待って……シルバーチップ。お客さんよ、ドア開けて……」

　ピッ！　という甲かん高だかい音がしたあとで、ゴロゴロという音が近づいてきて、やがてドアの鍵かぎが外れるガチャ。という音がした。

　ケリンがドアを開けると、そこにはあのワーカーが立っていた。

　ワーカーは、ケリンを見ると再び「ピッ！」という音を立てて、ついて来い、とでも言うように動き出した。

　そのあとについていくと、工房の奥で、ミントが油まみれになって、工こう作さく機械と格かく闘とうしているところだった。

　ミントは、ケリンを見るなりぴょこんと頭を下げた。

「ごめんなさい！　本当なら私がお出迎えしなくちゃいけないんだけど、さっきブリーチで銃身を削けずっていたら、油が跳ねちゃって、こんなになっちゃったから、代わりにシルバーチップに頼んだの……気を悪くしないで下さい」

　ケリンは慌あわてて顔の前で両手を振った。

「いやいや、一人でやっているんだから、忙しいのは当たり前さ、そんなに気を使わないでいいよ」

　ケリンの言葉を聞いたミントは、ほっとしたように肩の力を抜いた。

　その気さくな言い方から、ケリンの気持ちに裏うら表おもてがないことが伝わって来たからだ。

　……この人、本当に真っ直ぐな人なんだな。そして、なんとなく温かい。

　そんなことを考えながら、ミントはすまなそうに言った。

「銃の修理の件でしたら、もう少し待っていただけませんか？　今、やっと新しい銃身ができ上がったところなんです」

「あ、いや、銃の修理と言えば修理の件なんだけど、こないだお前さんが言っていたことを思い出したんでちょっと寄ってみたんだ」

「私が言ったこと？」

　怪け訝げんな顔をするミントに向かってケリンは笑いかけた。

「ほら、あのとき、お前さんは言ったじゃないか。耐たい久きゆう性とか命めい中ちゆう率りつを上げるように改良するとか、そんなこと……」

　ミントは、うなずいた。

「あ、ああ、あのことね、うん、言ったよ。それがどうかしたの？」

　ケリンは、ちょっと真ま面じ目めな顔をして、ミントの目を覗のぞき込んだ。

「銃を撃うつスピードを上げる方法はねえかな？　速そく射しや性を高める方法。遠くまで飛ばなくてもいい、射しや程ていは今の半分でもいいんだ、その代わり今の倍ばい以上の速度で撃てる銃が欲しいんだ」

　メガネの奥にあるミントの目がまん丸になった。

「速射って……連れん発ぱつ銃じゆうってこと？」

「うん、弾だん丸がんを新しくするのは無理があると思う。でも銃を改良することはできると思うんだ。トリサーが……いや、こいつはうちの隊のコックなんだが、こいつが、クッキーを型に入れて焼くときみたいに弾丸と火か薬やくを型みたいなのに入れておくことはできないのか？　みたいなことを言い出してね……お前さんなら何か考えつくんじゃねえかと思ってさ」

　ミントは自分の手が震えていることを気づかれないように両手を後ろに回して言った。

「そんな銃なんか、作れるわけないわ。銃の構造は禁きん忌きで、厳しく定められているのよ、ギルドに見つかったら追つい放ほう処分を受けてしまうのよ！」

　ケリンは、難しい顔をして考え込んだ。

「うん……そこなんだけどさ。禁忌ってなんのためにあるんだろうって考えたことねえか？　そりゃあ銃なんてのは突き詰めて考えりゃ殺すための道具だ。でもよ、問題はその銃口の向く方向だと思うんだ。だとしたら禁忌を与えるべきは人間であって銃じゃねえ。違うかい？」

　ミントは、わざと冷たく言った。

「そんなことを私に話していいの？　私は教団の内ない通つう者かもしれないわよ。危険思し想そうの持ち主だって査さ問もんにかけられたらどうするの？」

　ミントの言葉を聞いたケリンは白い歯を見せて笑った。

「いいぜ、別に構やしねえ。俺は自分の考えの筋を通しただけさ」

　そのケリンの笑顔を見たミントは思わず視線をそらし、そしてつぶやくように言った。

「自分の考えを押し通すのは立りつ派ぱね。でもそれで罪人にされたら……泣く人だっているのよ、もっと周りの人のことを考えた方がいいと思う……」

「いや、いねえな。俺の周りには……俺の家族は親父おやじだけだ。そしてその親父は、よくやった！　って言うかもしれないけど泣いたりはしないだろうなあ」

「家族は泣かなくたって……恋人とか……そういった人が泣くかもしれないじゃない！」

「いねえよ、そんなの」

「え？　いないの？」

　ケリンは、さらっと言った。

「うん、なんていうか女の子ってさ、すべてのことより自分を優先してくれないと怒るようなところあるだろ？」

「そりゃあ誰だって浮気者は嫌いよ」

「そんなんじゃなくてさ、女の子って『だってぇ』とか言っているうちに『だってぇ』が通じなくなるとすぐに『どうせ、どうせ』とか言い出すだろ、俺、それがイヤなんだよな」

　ミントは、心の中でため息をついた。

　……この人って、やっぱり変わってるわ。普通、男の人ってそういう女の子の方が好きなんじゃないかしら？。

　でも……私の父さんのことを知っていて言っているんじゃないみたい……と、いうかなんというか、そういった裏を読むとかカマをかけるとかいうのとは無む縁えんの人なんだわ、この人。

　ケリンは、ミントの考えていることなど知らぬように言った。

「俺の彼女のことなんかどうでもいいからさ、連れん発ぱつ銃じゆうの件、考えてみてくれねえか？」

　ミントはため息をついた。

「あなた、よっぽど私にギルドの追つい放ほう処分を受けさせて、鉄砲鍛冶ガンスミスを廃はい業ぎようさせたいみたいね……でも、なんでそんなことを急に言い出したの？」

　ミントの言葉を聞いたケリンは、難しい顔をした。

「エズオルの件さ……」

「エズオル？」

「俺は今、荷に馬車をエズオルから護ご衛えいする猟りよう師しのバイトをやっているんだが……その数がハンパじゃねえんだ。多いときは百頭単たん位いで襲おそってきやがる。今までの長ちよう銃じゆうの発はつ射しや速度じゃそのうちに追いつかなくなると思うんだ」

　ミントが目を見開いた。

「エズオルが百ひやく頭とう単位でって……それって……」

　ケリンがうなずいた。

「下へ手たをするとスタンピードってヤツが起こるのかもしれねえ……そうしたら、相手にするのは万単位のエズオルだ。長ちよう銃じゆうじゃあとても追いつかねえだろう……お前さんならなんとかしてくれるかもしれないと思っただけさ……」

　ミントは、思わず視線を工こう房ぼうの隅すみの床に投げた。

　……あそこにある収納庫に、もう一つ。父さんの形かた見みがある。

　天井の飾り棚にある銃とは違う禁きん断だんの銃が……。

　あれなら、この人の望みをかなえることができる。でも……あれを世に出すわけにはいかない。出せば……私もこの人も追つい放ほう処分じゃ済まないだろう。

　ミントは目をつぶった。

　父さんの形かた見みがあそこにあることを、母さんは私にすら秘密にしていた。

　そして、死ぬ間ま際ぎわに私に言ったんだ。

『あの銃はね、父さんが捨てろと言い残して逝いった銃なんだよ。あれが見つかれば私とミントに迷めい惑わくがかかるって……でも、捨てられなかった。捨てることなんかできなかった。だってあれはあの人の銃だったんだもの……他の誰が作ったものでもない、あの人しか作れなかった銃なんだもの、捨てられっこないよね……』

　ミントは目を開くと、ケリンの顔を見つめた。

　……今、この人は父さんの銃を必要としている。

　いえ、違う。このグレンダランに住む人すべてが、父さんの銃を必要としている。

　……でも。

　ミントは目を伏せて、つぶやくように言った。

「ごめんなさい……ご期待に添えなくて……」

「え？　あ、いいよ気にしないで。そんな銃ができたらいいな、と思っただけだから」

　しょんぼりしたミントを見たケリンは慌あわてたようにそう言うと、顔の前で手を振ってから話題を変えるように聞いた。

「それはそうと、俺はまだこのグレンダランの街をよく知らないんだけどさ、今度ヒマなときに街を案内してくれねえかな？」

　ミントは目を見開いた。

「え？　それってどういう意味ですか？」

「どういう意味も何も……あ、いや、デートの誘いとかそういう意味じゃねえぞ、単にこの街を知っている人間を他に知らないだけなんだからな。うちの隊員連れん中ちゆうに聞いても、なんというかおっさんばかりで趣味が合わねえんだよ。今のところ、俺と同じ歳としくらいの人で知り合いって言うとお前しかいねえんだ……だから……」

　ちょっと赤くなって言い訳するような言葉を並べるケリンを見たとき、ミントはなんとなくおかしくなって、思わずくすっと小こ声ごえで笑ってしまった。

「笑わないでくれよ、こっちは本気なんだから」

　憮ぶ然ぜんとするケリンを見て、ミントはもう一度くすっと笑ったあとで言った。

「わかったわ、じゃあ時間ができたら、一度グレンダランの街をご案内するわ……私もそんなに出歩かないから穴あな場ばとかは知らないけど……それでよければ……」

　ケリンの顔が輝いた。

「ホント？　いやあ、頼んでみるモンだなあ……じゃあ悪いけどこれで失礼するよ」

　ミントが慌あわてたように言った。

「もう？　あらいけない、私ったらお茶も出さないで……」

「いいよいいよ、忙しいところに勝手に押しかけたんだから。これからグレンエルジンまで調査に行かなきゃいけねえんだ」

　ミントの顔が曇った。

「グレンエルジン？　あんな遠くまで？」

「エズオルの襲しゆう撃げきを受けても大丈夫な馬車ができたから、何とかなると思う。じゃあね、街を案内してくれる日を楽しみにしてるから」

　ケリンはそう言うと席を立った。




　ケリンが去ったあとの工こう房ぼうで、ミントはぼんやりと椅い子すに座って身体からだを後ろの部品棚だなにもたれかけさせていた。

　……思わずあんなこと約束しちゃったけど……どうしよう。

　男の人と街を歩くなんて生まれて初めてだ。着ていく服も満足に持っていないのに……。

　なんで、あんなこと言っちゃったんだろう……私。

　ミントの脳のう裏りに、ケリンの笑い顔が浮かんだ。

　それは、白い歯を見せて、本当に楽しそうに笑うイタズラ小こ僧ぞうのような笑顔だった。

　ミントは思わずくすっと声を立てて笑った。

　……ほんと、イタズラ小僧みたいな人だ。

　真っ直ぐで明るくて、一本筋すじが通っていて、すこーんと抜けた青空みたいな人だ。

　あの人と街を歩けたら、それだけで気分が変わるような気がする。

　そして、ミントは気がついた。

　……そうか。

　変わりたかったんだ……私。

　心の底で、きっと。

　ミントは椅い子すから立ち上がると、大きく背伸びをした。

　そして、深しん呼吸して目の前にある金きん属ぞく加工の工こう作さく機械を見下ろして、自分に言い聞かせるように独り言をつぶやいた。

「よし！　早いとこ、こいつを仕上げちゃうとするか！」




　金かな網あみの囲いの中は、やはり圧迫感があるのだろう、二頭の馬は落ち着きの無い様よう子すで、時おり首を振るい鼻を鳴らしながら、馬車を牽ひいていた。

　御ぎよ者しや席の前にある大きな窓から外を見回したケリンは、後ろにいたハンキーに声をかけた。

「ハンキー、誰か一人屋根に昇らせてくれないか？」

「わかりやした、おい、プラット、お前が一番身が軽いだろう？」

　プラットと呼ばれた小こ柄がらの隊員が、小さくうなずいて、馬車の内側に取り付けられているはしごにとりつくのを見たＤデイー・Ｄデイーが声をかけた。

「ちょっと待った、これを持って行け。ベルトに挟んでおけばもしものときに役に立つぞ」

　そう言ってＤ・Ｄが自分のバッグの中から取り出したのは、古びた短銃だった。

　はしごに手をかけていた隊員だけではなく、馬車の中にいた銃じゆう士し隊たいの全員が目を見開いた。

　短銃は上級士族セツクの証あかしである。

　Ｄ・Ｄが上級士族の出であるという事実と、そして何よりもその上級士族の誇りともいえる短銃を、いともあっさりと、一般隊員に差し出したということに驚いたのだ。

　隊員たちが凍りついたのを見たＤ・Ｄは、さらりと笑った。

「どうした？　短銃なんか珍しくも無いだろう？　扱い方は長ちよう銃じゆうと同じだ」

　ハンキーが、おずおずと聞いた。

「Ｄ・Ｄの旦だん那なは、上級士族の出だったんですかい？」

「ああ、そうだ、親父おやじは教団を担当する情報処理局の偉いさんだったらしいが、教団の石いし頭あたまと喧けん嘩かして辞やめちまったらしい。この短銃は親父の形かた見みさ。早く持って行けよ」

　短銃を差し出されたプラットは、慌あわてて首を振った。

「とんでもねえ！　それは上級士族にしか持てねえシロモノでさあ、俺なんかにはとてもとても……」

　その言葉を聞いたＤ・Ｄは笑った。

「ずっと持っていたけど、使わなきゃ何の役にも立たないってことに気が付いたのさ。銃なんてのは道具だ。誰が持とうと関係ない。あんたらがプライドを捨てて猟りよう師しになってくれたのと同じだよ」

　プラットは、はっとした顔をしたあとでうなずいた。

「わかりやした、お借りしやす」

　プラットはＤ・Ｄの短銃を受け取ると、ズボンのベルトに挟み込み、にやっと笑ってはしごを昇って屋根にある蓋ふたを開けて外に出た。




　馬車は、南北街かい道どうを南に向かって走っていた。

　エズオルの襲しゆう撃げきが頻ひん発ぱつするようになってから、グレンダランとグレンエスクやグレンエルジンなどの村とを結ぶ南北街道は閉へい鎖さされていたが、ケリンたちは、あえてエズオルの襲撃を受けるために、南北街道を使うことにした。

　もし、この馬車が実用に耐えるということが証明できれば、グレンダランと、その南に位置する村々と通行が確保できるのだ。

　グレンダランから大きく森を迂う回かいしてグレンエルジンに抜ける西街道は、エズオルに襲おそわれる可能性は少ないが、道が荒れており、大きくて重い馬車は通行できない状態であり、グレンダランと、その南の方に位置する村々を繋つなぐ生命線とするには、あまりにも頼りなかったからである。

　屋根に昇って三十分ほど過ぎたとき、プラットは、前方の草むらが不自然に揺れるのに気がついた。

　……来やがったかな？　でも、森からずいぶん手前だぞ……この前まえ襲われたのはもっとずっと森に近づいてからだったのに。

　プラットがそう考えるのと、馬車の両側の草むらから黄おう土ど色いろの毛皮の塊かたまりが飛び出すのは同時だった。

　それは、明らかな待ち伏せだった。

　エズオルたちは、草むらの草の株の後ろで、じっと伏せていた。

　そして、前方で草を揺すり、それに気を取られている間に左右から飛び掛かったのだ。

「来た！」

　屋根の上でプラットが叫ぶのと同時に、十数頭のエズオルが、馬車と馬に襲い掛かった。

　御ぎよ者しやが馬に鞭むちを入れるのと同時に馬車は速度を上げて走り出したが、そのときすでに馬車の外側と、馬の周りにめぐらせた金かな網あみにはエズオルが取り付いていた。

「撃うて！　網の下からもぐり込まれたら終わりだ！」

　ケリンの声と同時に馬車の窓が開き、そこから長ちよう銃じゆうが突き出された。

　馬車の屋根の上にいたプラットが、馬車の中に飛び込むと、内側から屋根の天てん蓋がいのかんぬきをかけながら叫んだ。

「周りは全部エズオルですぜ！　アリの巣を壊したときみたいにうじゃうじゃいやがる！」

「よし！　撃ち方かた始め！」

　ケリンの号ごう令れいと共に、隊員たちが銃じゆう撃げきを開始した。

「前方の三名は馬を守れ！」

　ケリンは、そう叫ぶと、馬の周りに囲ってある金網に取り付いたエズオルに照しよう準じゆんを合わせ、素早く引き金を引いた。

　パッカーン！

　銃声と白煙の中で、エズオルがのけぞるように転げ落ちた。しかし、一頭を撃うち落とすとすぐに次の一頭が飛びついて来る。

　銃口から早はや合ごうを込めながらハンキーが叫んだ。

「キリがありやせん！　下へ手たをすると弾たまの数より多いかもしれやせん！」

「とにかく撃て！　この場を切り抜ければなんとかなる！」

　ケリンたちは、ひたすらエズオルを撃ちまくった。

　馬車の後ろにいたＤデイー・Ｄデイーが窓から長ちよう銃じゆうを突き出したとき、いきなり毛むくじゃらの手がぬっと上から伸びてきてＤ・Ｄの長銃をつかんだ。

「うわ！」

　Ｄ・Ｄは長銃を引こうとしたが、ものすごい力でぐい、と引っ張られ、そのまま窓まど際ぎわまで引き寄せられ、顔の前にエズオルの鋭い爪が迫ったそのとき。

　パーン！

　馬車の中に銃声が響ひびき、Ｄ・Ｄの顔を引き裂こうとしたエズオルの手のひらに穴が開き、悲鳴と共に一頭のエズオルが転がり落ちた。

　Ｄ・Ｄが振り返ると、そこに短銃を構えたプラットの姿があった。

　プラットは白煙を上げている短銃を構えたまま呆ぼう然ぜんとしていた。

「ありがとう！　プラット！　助かった！」

　Ｄ・Ｄに声をかけられたプラットは。我に返ると照れたような顔になって言った。

「いやあ、本当にイザというときには便利ですね短銃って」

　ハンキーが大声で言った。

「長銃をつかまれねえようにしろ！　接近される前になんとかするんだ！」

　次から次と襲おそってくるエズオルを見ながら、ケリンは考えていた。

　……グレンエルジンのはるか手前で、これだけの数のエズオルに襲われたってことは……今いま頃ごろグレンエルジンは、どうなっているんだ？

　……いや、村は防壁で囲われているし、猟りよう師しもいる。きっと大丈夫だ。

　ケリンは自分にそう言い聞かせながらエズオルを撃ち続けた。

　やがて、銃が熱くて持てなくなった頃、やっとエズオルたちが引き始めた。

「よし！　水みず桶おけの蓋ふたを開けろ、銃身を突っ込んで冷やすんだ！」

　ケリンの指示を受けた隊員たちが銃を水桶に突っ込むと、銃身はシュウシュウと音を立てて白い湯気を立てた。

　ハンキーが感心したようにＤ・Ｄに言った。

「さすがっすね。あれだけの数のエズオルに襲われても馬は無事です。合格っすよ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、小さくうなずいてからハンキーに聞いた。

「防ぼう御ぎよ力が高いということは、今までみたいに寄って来るエズオルを片かたっ端ぱしから撃うたなくてもいいんじゃないかな？」

　ハンキーは、両手をぽんと叩たたいてうなずいた。

「そうっすね。馬に取り付いたり、この馬車の中に入って来ようとするヤツだけを狙い撃ちすりゃあいいんだ！」

「そうそう、ようは馬車が無事に目的地まで到着すればいいわけだ。別にエズオルを退たい治じするのが目的じゃないんだから」

　Ｄ・Ｄが、そう言ってうなずいたとき、御ぎよ者しやの脇に座っていた隊員が叫び声を上げた。

「道の脇に馬車が停まっている！　それも一台や二台じゃないぞ！」

「なんだと？」

　ケリンたちは、慌あわてて窓に駆け寄った。

　街かい道どうの脇に、十数台もの荷に馬車が止まっていた。

　馬車を牽ひいていた馬はすべて食われ、肉がこびりついた肋ろつ骨こつと皮だけが残されている。

　街道には、荷馬車に積んであった荷物が散乱していた。

　衣類や生活用品が納められていた行こう李りが投げ出され、中を掻かき回したあとがあった。

　……エズオルどもが、食い物があるかどうか探したんだな。

　そのとき、ケリンは、そこに放置されている十数台の荷馬車の方向がすべてこちらを向いていることに気が付いた。

「おい……気が付いたか？」

　Ｄ・Ｄがうなずいた。

「この馬車は……避ひ難なんする途中だったんだ」

　そのとき、右の窓から外を見ていたプラットが声を上げた。

「人がいる！　子供だ！　足が見える！」

「なんだって？」

「どこだ！」

　馬車の中にいた隊員が右側に寄ったために、馬車が傾かしいだが、隊員たちはそんなことにお構いなしに窓に群がった。

　プラットは、道路の脇に停まっている馬車の下に積み上げられた衣類の間を指差した。

　白いソックスをはいた子供の足らしいものが二本、衣類の間に見えていた。

「人形じゃねえのか？　動かねえぞ」

「いや、あれは人間だ……と思う……」

　ハンキーがケリンに聞いた。

「どうしやす？」

　ケリンは考え込む間もなく言った。

「生存者がいるなら助けるさ！　屋根の上に見張りを置いて、周りを確認して、それから一気に飛び出す」

「わかりやした！」

　ハンキーの答えを聞いたプラットは、黙ってうなずくと、すぐにはしごにとりついた。

「大丈夫です！　今のところエズオルの姿はありません！」

　馬車の屋根の上で見張りをしているプラットの報告を聞いたケリンは、横にいたハンキーとカトスに向かってうなずいた。

「よし！」

　ハンキーとカトスが、うなずき返すのと同時にケリンは馬車のドアを開けて飛び出した。

　ハンキーは右側を警けい戒かいし、カトスが左側を警戒する中を、ケリンは子供めがけて走った。

　そして、馬車の下に積み上げられた衣類の間から突き出した足をつかんだとき、ケリンはその子供が死んでいることを知った。

　その足は冷たく、そして硬かった。

　ケリンの顔つきを見たハンキーは、眉まゆをひそめた。

「ダメでしたか……どうしやす？」

「このまま置いておけねえよ、エズオルはあとで食うつもりでここに隠かくしたんだと思う……エズオルに食わせるのは可哀かわい想そうだ……」

「わかりやした、では連れて帰りましょう」

　そう言ってハンキーが積み上げられた衣類をめくった。

　ケリンは、思わず目をそむけた。

　その子供は金髪のふわふわとした髪を持つ五歳さいぐらいの女の子だった。

　その小さな脇腹は大きくえぐられ、内臓を食われた跡があった。

　……馬と同じだ。やつらはまず肝かん臓ぞうを食う。

　ハンキーは積み上げられた衣類の中からシーツのような大きな布を探し出すと、無言のまま女の子の死体を包み始めた。

　ケリンは、視線をそらして、顔を上げた。

　目の前に並ぶ十数台の馬車を見て、そして、気が付いた。

　……これだけの馬車に、全部で何人乗っていたのか、それはわからない。

　少なく見積もっても五十人は下らないはずだ。その人たち……全員が食われたんだ。




　少女の死体を入れた行こう李りを積んだ馬車は、さらにグレンエルジンに向かって進んだ。

　馬車の中の誰もが無言だった。

　馬の蹄ひづめの音だけが響ひびく中で、誰もが、この先にあるものを思い浮かべていた。

　それは、確信だった。

　予感は、誰の頭の中にもあった。

　でも、誰もがその事実から目をそらし続けてきた。

　絶対に見たくないもの。

　想像すらしたくないもの。

　俺たちは……それを……見ることになるに違いない。

　尾根に沿って回り込んでいく街道に沿って馬車はゆっくりと進んだ。

　グレンエルジンの村は、この先の谷あいにある。

　そして、尾根を回りきったとき、馬車が停まった。

　馬車の窓から谷を見下ろしたケリンは息を飲んだ。




　谷が……埋め尽くされていた。

　グレンエルジンの村は何万という黄おう土ど色いろの毛皮の塊かたまりに埋められていた。




　Ｄデイー・Ｄデイーが、年寄りのようなしわがれ声でつぶやいた。

「スタンピードだ……」


つづく









　あとがき、というかまえふり




　……というわけで、続きます、ごめんなさい。




　どうも、お久しぶりです「雑ざつ家か」の鷹たか見み一かず幸ゆきと申します。

　まだ、本文をお読みになっていない方に向けてご説明いたしますと、この『ガンズ・ハート　硝しよう煙えんの誇り』は、私が過去に電でん撃げき文庫で展開していた『時空のクロス・ロード』シリーズのように、一話完かん結けつによる連作ではない、ということなのです。

　この物語は、完全に架か空くうの世界を舞台にしております。剣と魔法の世界ではなく、銃と火か薬やくの世界のお話で、それも、現代の銃ではない、先込め式の雷管銃パーカツシヨンという、おそらくほとんどの方が御ご存ぞんじ無いタイプの銃が登場するお話です。

　このタイプの銃は、いわゆる火ひ縄なわ銃の発火部分を火縄から雷管キヤツプという発火部品に取り替えたもので、基本構造は火縄銃と変わりません。

　のちに金属薬やつ莢きようが発明されるまでの約三百年間、人類の歴史において銃とは、一発ずつ先から火薬と弾たまを込めるものだったわけです。

　この物語の原型は、幕末の日本に存在した幕ばく府ふ軍ぐん歩兵を描いた物語で、ずっとアイディアノートの片かた隅すみに放り込んであったものですが、そんなある日、何の気なしに覗のぞいた某ぼう匿とく名めい掲示板で『何万と言うゴブリンを迎え撃うつ戦闘部隊』という書き込みを読んだとき、一気にこの話のイメージが浮かびました。

　……そうか、ライトノベルでも書ける。書いてみよう。

　それがこの『ガンズ・ハート』シリーズなのです。

　次のお話は『ガンズ・ハート　硝煙の女神』というタイトルで、グレンダランの街で籠ろう城じよう戦せんを展開するケリンたちの話です。

　ついに始まった「スタンピード」

　襲おそい来る何万と言う猛もう獣じゆうエズオルの群れに対し、ケリンたち銃じゆう士し隊たいはたった百人。

　鉄砲鍛冶ガンスミスの娘ミントの父親が残した新型銃の正体は？

　ケリンは、グレンダランの街を守りきることができるのか？

　さまざまな謎なぞを何一つ明かさぬまま話が続くという実にフラストレーションの溜まる展開ですが、あまりお待たせせずに、皆様に続きをお届けできると思いますので、どうか期待してお待ち下されば、と思います。


（雑ざつ家か屋や「鷹たか見み商店」店主）鷹見一かず幸ゆき









鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に住む「雑家」という作家に良く似た生き物。今回電撃文庫で展開するこの「ガンズ・ハート」シリーズは、前シリーズとは、がらりと変わって架空世界の物語だが、「剣と魔法」ではなく「銃と猛獣」の話らしい。続刊もすぐに出る予定とか。
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青あお色いろ古こ都と

岐阜県生まれの信号機も無い田舎育ち。仕事ではドットを描きつつ、帰り際に見る野良猫と飼い犬がかまいたくてしょうがない日々。趣味である旅にいつか出かけたいです。








電撃文庫

ガンズ・ハート　硝しょう煙えんの誇ほこり






鷹たか見み一かず幸ゆき
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